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この報告書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一 部で ある機械工

業 振興資金の補助 を受 けて,昭 和47年 度に実施 した 「海 外にお ける

情報処理お よび情報処理産 業 の実 態調査 」の一環 としてと りまとめた

もので あ ります。
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序

当 財 団 は,わ が 国 にお け る情報 処理 産業 の 発展 に資 す るた め,昭 和43年 以来,

毎年 海 外 に調 査団 を派 遣 し,ア メ リカお よび ヨー ロ ッパ諸 国 にお け る情報 処 理

関係 の 諸 問題 の実 態 を明 らか に して ま い りま した が 今回 は と くに公 共 情報 シ

ス テム お よび オ ンラ イ ン ・シス テ ムの現 状 と将 来 構 想 な らび に情 報処 理 産 業 の

最近 の動 向 等 を中 心 に調 査 す るた一5t);7第6次 情 報処 理 実 態調 査 団 を フ ラン ス,

西 ドイ ツ,ア メ リカの3カ 国 に派遣 しま した。

同 調 査 団 は,昭 和48年2月24日 よ り約2週 間 にわ た り,3カ 国 計21機 関 につ

い て 調査 い た し ま した が,こ こ にその 結 果 をと りま とめ,海 外 の情報 処理 に関

心 を もた れ る方 々 の ご参 考 に供 した い と思 い ます。

な お,本 調 査 実 施 に当 っ て,ご 尽力 い た だい た 調査 団員 各 位,ご 支援,ご 協

力 をた まわ った 現 地JETRO機 関 をは じめ,調 査 訪 問 先等 関係 各位 に対 し,心

よ り感謝 の意 を表 し ます。

昭和48年3月

財団法人 日本情 報処 理開発 セン ター

会 長 難 波 捷 吾

コ
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

海外諸国 における情報処 理および情報処理産 業につ き,そ の実 態を調査す る

とと もに,各 国での発展 の背景と今後の 動向 を把握 し,わ が国 にお け る情報処

理お よび情報処理産業の発展 に資す ることを目的とす る。

2.調 査 事 項

ω 公共情報 シス テムの現状 と将来 計画

(2)オ ンライン ・システムの現 状 と将来

㈲ 情報処理産 業の最近 の動 向

3.調 査 対 象 国 ・

フ ラ ン ス,西 ド ィ ッ,ア メ リ カ

4.調 査 時 期

出発:昭 和48年2月24日(土)

48年3月11日(日)

一1一



5.調 査 機 関

フ フ ンス 1.

2.

.

■

3

4

5.

6.

7.

InstitutdeRechercheDllnformatiqueetD'Automatique

(IRIA)国 立 情 報 処 理 研 究 所

ノノ
SocieteNationaldesCheminsdeFerFrangais

(S.N.C.F.)フ ラ ン ス 国 鉄

DelaPr6fecturedePoliceパ リ警 視 庁

AirFrance土 一 ル ・ フ ラ ン ス

CentreD'Exper'imentationdelaNavigationAerienne

(C.E.N.A.)航 空 航 法 実 験 セ ン ター

ノ

HopitalBeginベ ジ ャ ン病 院

D6169ation ,aL'lnformatique情 報 代 表 部

'̀

●

↑

西 ドイ ツ 1.

2.

3.

4.

5.

6.

GesellshaftfUrMathematikundDatenverarbeitungmbH.,Bonn

数 理 デ ー タ 研 究 所

工nstitutfUrDokumentationswesenundZentralstellefUrMaschinelle

Dokumentation.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 研 究 所

BundesamtftirZivilellBev61kerungsschutz

内 務 省 住 民 保 護 局

DerBundesministeriumFUrArbeitundSozialordnung

(BMA)労 働 社 会 省

KlinischeAnstaltenderRheinischenFriedrich-Wilhelms-

UniversitatBollnボ ン 大 学 附 属 病 院

Commerzbank-Hauptverwaltungコ メ ル ッ 銀 行

ア メ リカ 　

　

ロ

　

1

2

3

4

5.

6.

7.

QuantumScienceCorporationカ ン タ ム サ イ エ ン ス 社

Tymsharehncorporationテ ィム シ エ ア 社

CityofSunnyvale,Californiaカ リ フ ォ ル ニ ア州 サ ニ ベ ー ル 市

EducationalResourcesInformationCenter

NationalInstituteofEducation

DepartmentofHealth,Education,andWelfare

保 健 教 育 厚 生 省 国 立 教 育 研 究 所 教 育 情 報 源 セ ン タ ー

ERICCIearing-houseonHigherEducation

TheGeor』geWashingtonUniversity

高 等 教 育ERICク リ ア リ ン グ ハ ウ ス ー ジ ョー ジ ワ シ ン ト ン 大 学 －

InformationSystemOffice

工」braryofCongress

議 会 図 書 館 情 報 シ ス テ ム オ フ ィ ス

NationalLibraryofMedicine国 立 医 学 図 書 館

.●

直ρ
`

8. ComputerSciencesCorporationコ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 社

一2一
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6.第6次 海外 調査 団 メ ンバー

エ ヨ ー ロ ツ パ 班

栩沢 政司

内藤 利久

中川 一郎

相 沢 正雄

佐 内 則夫

2.ア メ リ カ 班

岡本 昭

宮内 一 郎

市川 隆

難波 正之

(助日本情報処理開発センター 常務理事

法務省 大臣官房秘 書課 電子計算機室 課長補佐

沖 電気工業㈱ ソフ トウェア事業部技師長

働 日本 情報処 理開発センター 技術課長代理

同 上 システム課長代理

文 部省 大臣官房 情報処理課長

東京芝浦電 気㈱ 電子計算機 事業部

電算 機 シス テム技 術部 システム技術課長

(醐日本 情報処理開発セ ンター 調査課長

同 上 開発課長代 理

一3一
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1.1総 論

今 回 の 実 態 調 査 は,比 較 的短 期 間 で もあ り,ま た 調査対 象 を主 と して フ ラン

ス 及 び西 ドイツ にお け る公 共 情報 シス テ ム を 中心 とした 関 係 もあ って,調 査先

機 関 の 選定 とス ケ ジ ュー リン グ等 にっ いて は あ らか じ め両 国在 日大 使 館 を通 じ

フ ランス及 び西 ドイツ の各 中央 情報処 理研 究 開発 機 関(IRIA,GMD)と コ

ンタ ク トを と り,相 互 連 絡 を行 な っ た上 具体 的 な調 査 対象 が決 定 され た。

なお 前記IRIA並 び にGMDは 当財 団 と も従来 か ら相 互 に接 触が あ り,ま

た われ わ れ 調査 団 の活 動 に対 して両 者 と も積極 的 な協 力 を惜 しま れ なか った こ

と もあ って現 地 に おい ては か な り効果 的 に調 査 を進 め る こ とが で きた。

対象 とし た公 共 情報 関連 部 門 は,輸 送,行 政,医 療,科 学 技 術,災 害 予 測 お

よび金 融 証 券 の6部 門(9シ ス テム)で あ り,訪 門 先 は前 記IRIA,GMD

お よび フ ラ ンス 政 府 情報 代 表 部 等 を含 め 計13機 関 で あ る。

公 共 情 報 シス テム は,そ の 公 益 性,公 共 性 か ら,こ れ を開 発 す る に当 って も

い わ ゆ るソ シア ル プ ロジ ェク トと して 他 の 一 般,個 別 シス テ ム と区別 して取 り

扱 わ れ る場 合 が 多 い。 そ の理 由 と して,

(1)開 発 に長 期 間 を要 す る。

(2)先 行投 資 が大 き くま た完 成 後 のオAOレ ー シ ョン,メ ン テ ナ ン ス も大 規模

とな る。

(3)必 ず し も採 算 性 を期 待 で きな い分 野 が多 い 。

(4)新 規 分 野 で あ るこ とか ら リス クが少 な くな い 。

(5)多 くの技 術 的 課題 が あ ると共 に,技 術 要 員 も多 くかつ 専 門 分野 も広 範 に

わ た る。

(6)社 会 的諸 制 度 や 諸 法 制 と も密接 な関連 を もつ 。

(7)不 特 定 多 数者 の便 益,利 害 に直接 影 響 す る所 が大 きい。

等が 考 え られ るが,欧 州 の先 進 主 要 国 の 一つ で あ る フランス及び西 ドイツ両国 に

お いて,こ の よ うな シ ス テ ム に対 して どの よ うな取 り組 み方 が な され て い るか,
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更 にその現状 と将来動向の調査 と分析が今回 の調査 の主要 目的 とされてい る。

1.)欧 州 に おけ る公 共情 報シ ・ステ ム開 発 の特 色

1.1)長 期 開 発 計画

ソ シアル プ ロジェ ク トの 完 成 には,5年 乃 至10年 を要す る もの が 少 な くな し㌔

従 って周 密 な長 期 展望 に基 づ く開 発 計 画 と柔軟 な適応 性 を もつ リー ダ シ ッ プ
ハ

が 必 要 で あ る。 また 裏付 け とな る予 算 の運 用 につ いて も,単 年 度,単 発 効 果 的

な発 想 で な く同 様 な配慮 が 要 請 され よ う。 フ ラン ス にお い て シ ク ラー ド(CY

CLADES)ネ ットワー ク構 想 が 展 開 されて い るが,同 構想 は1972年 か ら4ケ

年 計 画,予 算5200万 フ ラ ン(約31億 円)を 以 て,米 国 のARPAネ ・ トワ ー ク

に相 当 す るシス テ ムの パ イ ロ ッ トシス テ ム を開発 し よ うとす る もので あ る。 開

発 主 体 は,IRIAを 中心 にPTT他13の 研 究 機 関 が参 加(将 来20機 関),

約15億 円 が研 究 開発 の 人件 費 に充 て られ る。ARPAに お い て はTSS志 向 で

あ るに対 し,こ れ は デ ー タ ベ ー ス 重 視 等 の特 徴 を もつ とし て い るが,将 来 欧

州 圏 のみ な らずARPAネ ッ トとの接 続 も可能 とす るオ ー プ ンシ ス テ ム を考 え

て い る とい う。 ま た 同国 で 開発 が 進 め られ て い るSOFIAシ ス テ ム は,航 空貨

物 通関 の オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム シス テムで1968年 か ら75年 にい た る8年

間 に9,800万 フラン(約59億 円)を 投 入,研 究 陣 には フ ラ ン ス国 内関 係 機 関 の ほ

かNDPS(英 国),CSC(米 国)か らの参 加 者 を加 え,税 関,航 空 会 社,

航 空貨 物 代理 店 の費 用 分 担 に よ り,関 係 者 に よ って 構 成 され る協 議委 員会 が プ

ロジ ェ ク ト推 進 の中 核 とな って い る(も っと も,こ の 点 に関 して は,第3セ ク

ター の よ うな独 立 機 関 の設 立 が有 効 で あ るとし てい る が,国 内 事 情 もあ って不

可能 で あ る旨,情 報代 表 部 で は説 明 して い た)。 この よ うな形 で の 大 規模 な ア

プ リケ ー シ ョンの長 期 開 発 計画 の着 手 が わが 国 に く らべ 比 較 的早 い時期 に行 な

わ れて い る点 が 注 目 され る。 こ うした具体的 な大形 プ ロジ ェク トの推 進 に よ り高

度 の技 術 蓄積,技 術要 員 の 育 成 が 数 年後 に大 き くその 効果 を発 揮 す るで あろ う

こと を考 え る と,自 由 化 を控 えたわ が国 の ソ フ トウ ェア 対策 に対 す る一つ の大

きな 示 唆 とな る よ うに思 わ れ る。
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西 ドィッにおいて も,GMDが そ の行 政支 援 活 動 の 一つ と して 開 発 を進 め て い

る もの に,法 令 デ ー タバ ン ク が あ り,1970年 秋 に着 手 し10年 後 を 目途 に先

づ テス トパ イ ロ ッ トシス テ ムを作 成 し,こ の 間 に法 令 研究 所 を設 立 して シ ミュ

レー シ ョン を行 な い,20年 後 の実 用化 を目指 して い る。 準 備 に充 分 な時 間 を

さ き,一 歩一 歩 積 み あげ て ゆ く態 度 が うか が え る。

1.2)科 学 技 術 情 報 サ ー ビス の方 向

西 ドイツの ドキ ュメ ンテ ーシ ョン研究所(1.D.W.)は,1961年 ,マ ックス

プ ラ ン ク財 団 の 一 部門 と して設 立 され た科 学 技術 情 報及 び ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ンに 関す る西 ドイ ツ のセ ン ター として,こ れ に関 す る関 係 諸機 関 の業 務 の 調整 ,

評 価,参 画 お よ び要 員教 育 並 び に助 成 を主 要任務 と してい る。 そ の基 本 的 な考

え方 は,要 約 す る と次 の諸 点 で あ るが中 に は わ れわ れ に とって 参 考 とされ る 点

が少 な くな い。

巨大 な デ ー タ バ ン ク に あ らゆ る分野 の情報 を集 中 す る よ り も,専 門 分野 別

に 高 度 の デ ー タ を集 積 し た 情 報 バ ン ク を構 築 す る 方 が利 用 上 か ら も経 済 性 か

ら も有利 で あ る。 ま た,提 供 情報 の形 か らみ た場 合,研 究 者 サ イ ドか らは ,文

献 の所 在 情報 若 し くは要 約 のみ で な く,数 値 化 され た デ ー タの 提 供 に,よ り大

きな利 用 価 値 が認 め られ るの で この よ うな一 次 情報 の分 析,評 価,信 頼 性 の向

上 を重 点 志 向 す べ きで あ る と してお り,現 実 的 な ニ ー ズか ら出 発 す る実 証 的 か

つ 着 実 な思 想 が うか が わ れ た。

科学 技 術 情報 の収 集,整 理,加 工,提 供 等 に 関 して,そ の基 礎 と もな る ドキ

ュメ ンテ ー シ ョ ン技 法 に つ い て は ,と く にこれ を重 要 視 して お り,こ の分 野 の

スペ シ ャ リス トの教 育 訓練 制度 や分 野 別階 級 別 の 資格 制度 の 存在 や これ に対 す

る国 家 援 助 の確 立 な ど何 れ もシス テ ム以 前 の 問 題 で は あ るが,わ れわ れ と して

も充 分検 討 すべ き点の 一 つ で は なか ろ うか。

また,文 献 情 報(主 と して論 文)に つ いて は,費 用 対効果 の関 係 か ら考 えて

も,コ ン ピ ュ ー タ 入 出 力 に よ る 必 要 は な く,機 能 的 に作成 され た分 野 別抄 録

リス ト誌 の作 成 で,充 分 で あ る として い た 。
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1.3)第3セ ク ター の活 用

IRIA,GMDは,そ れ ぞ れ フ ラ ン ス お よ び西 ドイ ツの情 報処 理 分 野 に お け

る いわ ば第3セ ク ター の一 つ で あ る が,と くに政府 若 し くは公 的 機 関 が 公 共 シ

ス テ ムの よ うな大 形 プ ロ ジ ェク トを推 進 す るに 当 って は,設 備 と研 究 ス タ ッフ

を有 す る これ らの組 織 を活 用 す る こ と に よ って そ の開 発 効率 や経 済 効 果 を たか

め,更 に一般 的 な技 術 水 準 の 向上 や広 範 な分野 か らの技 術 の結 集等 の副 次 効果

をは じめ,長 期 にわ た る波 及効 果 を も併 せ て追 求 す るとい う姿 勢 が うか が えた。

これ らの機 関 は,前 述 の シス テ ムの ほか,ボ ン大 学 の医療 情報 シス テ ム,労 働

社 会省 の デ ー タバ ン ク シ ス テ ム 等 に お い て も、パ イ ロ ・トモ デ ル作 成 段 階で

の技 術 協 力 には 主導 的 な役割 を はた して お り,ま た そ の保 有 す る大型 コ ン ピ ュ

ー タは
,オ ー プ ン若 し くは ク ロー ズ方式 に よ り共 用利 用 され て 開発 コス ト面で

も大 きな貢 献 を して い る。

1.4)政 府 施策

フ ラン ス に おい て は,プ ラン カル キ ュール の もとで 情報代 表 部 を中心 に総 合

的 な情報処 理 振興 施策 を進 め て お り,特 にハ ー ドウ ェ アにっ い て は,国 産 機 シ

ェ ア を50%迄 もって ゆ く こ と を最 終 目標 とし,以 後 は む しろ 国 外 パ ワー との

共 存競 合 によ り,レ ベル ア ップ の イ ンセ ンテ ィブを 期待 す るべ きだ とい う考 え

方 を述 べ てい たが,オ ンラ イ ン ネ ッ トワ ー ク構 成 に よ る複雑 な大 形 プ ロ ジ ェ ク

トの 開発 につ いて は,対 米 ソ フ トウ ェアギ ャ ・プ を痛 感 して い る よ うで あ った。

な お,訪 門 先 の うち,大 規 模 ユ ー ザ に お い て は,殆 ん ど例 外 な く最 近 の導 入

機 種 をCIIに 求 めて い る点 が印 象 的 で あ った 。

西 ドイツにおけ る情報処理振興長 期計画は,第 一 次(1967～1970)計 画(総 予

算6億8,000万 マルク)が ハ ー ドウ ェ アを 中心 とす る技 術 研究 開 発 に重 点 が おか

れ た の に対 し,第 二 次(1971～1975)計 画(総 予 算24億2,300万 マ ル ク,約

2,300億 円)に おい て は,そ の予 算 の600/.be,ア プ リケ ー シ ョ ンの開 発 と,ソ

フ トウ ェア技 術 者 の教 育訓 練(大 学 教 育 を含 む)に あ て てい る。 特 に フ ラ ンス

と同 様 ソ フ トウ ェアギ ャ ップが 問題 とされ て お り,そ の 対策 の一 つ と して,ソ

フ トウ ェアパ ッケ ー ジの作成 が 計 画 され て い る。.この ほか第 二 次計 画 の追加 と
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して,TELEX及 びGENTEX網 再 編 成 の為 に4億 マル ク,大 学 向 コン ピュー

タ設 置 等 に5億 マ ル ク計9億 マ ル クを別途 計 上 して い るが,ア プ リケ ー シ ョ

ン につ い て は,教 育科 学省 の ほ か,交 通省,内 務 省 等 連邦 各 省 管轄 の ものの み

で も,公 共 情 報 シス テ ム と して約15シ ス テ ム の開 発 乃 至研 究 が着 手 され て お

り,政 府 主導 に よ る長 期 総 合計 画 も第二 次 計画 の半 ば にい た った現 在,そ の 動

向 は注 目 に価 す る もの と思 わ れ る。

2.)部 門 別 主要 シ ス テ ムの 動 向

現 存 の個別 シ ス テ ム にっ いて は,部 門,分 野 に よ り,一 部 に は む し ろわ が 国

の シ ス テ ム を参考 と してい る もの もあ り,ま た,個 々の技 術 技 法 につ い て は,

今 回 の 調 査 で 見 られ た 限 り特 にそ の レ ベル に著 しい差 の あ る項 目 を見 出 し得 な

か っ たが,ニ ー ズの掘 り起 し方 や,将 来 を見 透 した 具 体 性 の あ る計画 立 案 に,

伝統 的 な 実証 的 思 考 と ロジ カル で現 実 的 な態 度 が 各 システ ムの すべ て に通 じて

み られ た こと は,極 め て特 徴 的 で あ った。 ま た,列 国櫛 比 の 欧 州 とい う地 理 的

特 性 か ら,と くに公共 情 報 シス テ ムの場 合 に は様 々 な特 殊解 が 要請 され,分 野

に よっ て は,汎 ヨ ー ロ ッパ 的志 向 と な り,ま た 国際 的 制 約条 件 の組 み 込 み に伴

な う特 別 な困難 性,複 雑 性 の克 服 と い っ たわが 国 に な い特 殊 事 情 が存 在 す る。

2・1)輸 送

フ ラ ンス 航空 管 制 シス デ ム は,運 輸 省所属 のCENA(航 空航 法実験 セ ンター)

が所 管 して お り,フ ラン ス全 土 を3分 割 し,そ れ ぞ れ に設 置 され た 管 制 セ ンタ

ー を統 括 して い る
。SEMAの 協 力 を得 て専 用 ラ ンゲ ー ジASTREを 開 発,現

在 オ ペ レ ー タ200人 を以て 一 日3,000機 をtiン トロール して い るが,1975年

新 た に西 部 地 区 に新 設 され る管 制 セ ン ター の配 備 と,レ ー ダ ー網 の完 備 を ま っ

て航 空 情 報 網 は フ ラ ンス 国 内 に関 して は一 応完 成 され る。 た だ フ ラ ンス 以 外 の

欧州 各 国 は 未 だ 手 動操 作 を 主 と して お り(英 国 の み,1975年 に完 全 自動化 予

定,他 の各 国 の 自動化 は これ 以後),理 想 的 な管 制 シ ステ ム の完 備 はか な り先

の こ とに な るが,欧 州 の 中央 に位 置 す る フ ラン ス と し ては,あ る意 味 で 全 ヨ ー

ロ ヅパ の主 導 的立 場 に立 つ で あ ろ うこ と を予 期 し てい る模 様 で あ る。 ま た,航
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空 会社 エ ー ル フ ラン ス は,総 経 費1億6,000万 フ ラ ン(約96億 円)を 以 て,ユ

ニバ ヅク と共 同 し,座 席予 約,顧 客 サ ー ビス お よび貨 物輸 送 の各 シス テ ム を完

成 し,SOFIAシ ス テ ム との 連 結 を予定 して い る ほ か,航 路,整 備 の各 シ ステ

ム の開 発 準 備 中 であ る。

フ ラ ンス 国 鉄 は,1955年 以 降,機 械 化 検 討 を進 めて きた貨 物 輸 送 シス テムを

1974年 秋完 成 を 目標 に建設 を行 な って い るが,国 際 輸 送,関 税 の 問 題,国 際

的 な貨 車編 成,整 備 な ど大 陸特 有 の 諸条 件 の た め,EEC合 同 会 議 等 に お け る

国 際 的調 整協 調 が 一つ の課題 とな ってい る。 この よ うな情 勢 の 中 で フ ラ ンス国

鉄 は や は り欧 州 に お け る この 分野 の リー ダ シップを 以 て先 導 的 先 進 的 な 役 割

を果 た す こ ととな ろ う。 なお,座 席 予 約 シス テ ム にっ い ては,本 年 中 に シ ステ

ム を固 め る意 向で あ り,資 材 管理 シス テ ム は1975年 完 成 の予 定 で あ る。

2,.2)行 政

パ リ警 視庁 情 報処 理 セ ンタ ー は ,1963年 に開 設 され,現 在330名 の要 員,

年経 費 約20億 円 を以 て運 営 され て い るが,現 在,自 動 車 登 録,交 通事 故,罰 金

徴 収(法 務 省,財 務 省 の シ ス テ ム と連 けい),国 際指 名手 配犯 人 登 録,盗 難 車

登 録 お よ び これ らの検 索 な ど をオ ン ラ イ ンシス テ ム(パ リ4地 区,45ケ 所 を

結 合,1日24時 間稼 動)で 行 な って い る。 今後,自 動 車 関係 につ い て全 フ ラ

ン ス の車 検,免 許 証 管理 が予 定 され て い るが,1945年 に県 単 位 で制 定 され た

個 人 コー ドが そ の後 の行 政 地 域 再編 成 の た め,検 索 に時間 がか か る こ と,ま た,

車 検 につ い ては,年 間200万 台 分 をイ ンプ 。 トし,8年 間 で 完 了 す る ことな ど

が 指摘 されて い る。 将 来 計 画 と して,1974年3月 から5ケ 年 計 画 で,警 察 情 報

網 と行 政 情報 網(内 務 省 関係)と の統 一 をはか り,デ ー タ の 相 互 ア ク セ ス を

可能 とす るシス テ ム開発 を行 な うこ と にな って い るが,こ の 際 回 線故 障 に備 え,

迂 回 中継 を可能 とす る よ う設 計 す る と共 に,現 在 の デ ー タ の パ リ集 中 方 式 を

地 域拠 点 分散 集 中方式 とす る よ う計画 され て い る。 これ が完 成 した場 合,質 量

と も に 充 実 した デ ー タ バ ン ク と な ろ う。な お,デ ー タ の 機 密 保 護 に つ い て

は,使 用 コー ドの指 定,文 書 コ ー ドと記 録 内 容 の 分離 な ど特 に細 心 の注 意 を払

って い る。 この 点 につ い て は 西 ドィッ内務省 におい て も,数 年 前 か ら,デ ー タ
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保護(プ ラ イバ シー 保 護)対 策 の検 討 が 行 な われ,近 く法案 が 国会 に提 出 され

る予 定 とい う こと で あ っ た。

西 ドイツの場 合,戸 籍 法 の 改正 案 に よ り,行 政 事務 の合理 化 の 要請 か ら,個 人

認識 番 号(12桁)の 統 一 を実 施 す る に当 り,特 に,プ ラ イバ シ ー保 護 が 問題

にな って きた もの と思 わ れ る。 国民 の思 想,伝 統,社 会慣 習等 を異 にす るわが

国 にお い て,に わ か に これ を対 比 して考 え るわ け には行 か ない こ とは勿 論 で あ

るが,米 国 の場 合 とあ わせ,欧 州 にお い て これ らの 問題 が どの よ うな展 開 をみ

せ るか,注 目 に価 す る と こ ろで あろ う。

西 ドイツ労働社会省 の オ ン ラ イ ン ソ シ ア ル デ ー タ バ ン ク は,年 金,健 康 保 険

等 の シス テ ムで,1973年9月 稼働 予定 で あ り,開 発 に は,同 省,シ ー メ ン ス及

びGMDが 当 っ た。 特 色 と して,健 康 保 険手 続 に複 写 によ るマ ー ク シー トを採 ・

用 して い る点 で,特 に デ ー タ バ ン ク運 営の 為
,法 律 に よ りDATAACQU工

SITION制 度 を設 けて い る。 また,将 来 構 想 と して1978年 稼 働 を 目標 とす

る 労 働 情 報 総 合 デ ー タ バ ン ク(労 働 裁 判 所 判 例 等 を含 む) ,更 に1983年 を

目標 とす る行 政 情 報 ネ ッ トワー ク(各 省 庁 に よ る)へ の接 続 があ り,後 者 の場

合,政 府 施 策 や予 算立 案 の為 の 資料提 供,国 会 審 議 資料 の アウ トプ ヅ トが予 定

され て い る。

2.3)医 療

病 院 管 理 を中 心 と した総 合 医療 情 報 シス テ ム は,わ が国 におい て も未 だ数少

ノ

な いが フラ ンス陸 軍病 院BEGINに お い て は,医 療 技 術 部 門,業 務運 営部 門 の

各 管 理 レベ ル の為 の必 要 情報 の提供 を 目的 とし た 総 合 デ ー タ バ ン ク の 建 設 を

進 め て い る。 特 に患 者 を中 心 とした デ ー タ 管 理 を 中 核 と し て お り,こ の点,

ボ ン大 学 附属 病 院 の医 療 情 報 シス テ ム も同 様iであ る。 この シス テ ム はCETIMA

と よば れ,1963年 に構 想,70年 シス テ ム分析 を開始,72年 にCII-

IRIS50を 導 入 した が,す で に第二 次 計画 で あ る病 歴管 理,検 査 自動化 等 も

終 了 し,今 後 フ ラ ン ス国 内30の 陸 軍病 院 の統 計 資 料 管理(シ ス テ ム名,

MISTRAL)や,在 庫 管 理(20%の 品 目で,全 需 要量 の80%を カバ ー す る

重 点管理 方式)を 予 定 して い る。 ボ ン大学 の総 合 デ ー タ バ ン ク シス テ ム に お
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い て は,(1)バ ・・ク ア ・プ フ ァイル に よ る障 碍 対 策 ② 個 人 デ ー タ 機 密 保 護 の

為 の技 術 開 発(研 究 中)(3)医 学 専 門 用 語 の入 力 に あ たっ て コー ド及 び 自然 語
ノ

入 力共 に可 能 とす るシ ス テム で あ る(BEGIN,ま た,英 国,米 国 に お い て も

同 様 で あ るが,デ ー タ 保 護 対 策 と と も に 不 可欠 の技 術項 目で あろ う)こ と等

を特 色 として い るが,開 発,運 営 に あ た り,GMDの 技術 協 力 お よ びそ の施 設

の共 同利 用 効 果 を高 く評 価 して い た。 今 後 の構 想 と して,1980年 迄 に全 州立

大 学(28大 学)を 結 ぶ 総 合 自動 情 報処 理 網(ADVGP－ 且SI980計 画)の 建

設 に よ り広 く研 究 成 果 の交 換 を行 な うこと とな ってい る。

2,.4)金 融 ・証 券

西 ドイツ にお け る三 大 銀 行 の 一 つ で あ る コメル ッ バ ン クは,預 金 高 に お いて

.第 三 位 で あ るが,バ ンキ ン グ シス テ ム に関 して は,最 も進 ん で い る と され,わ

が 国 の銀 行 関係 者 も少 なか らず 関心 を払 ってい る。 行 員17,500人,340万 口

座,支 店,営 業 所800,パ リ,ニ ュ ー ヨー ク,ロ ーマ に も店舗 を もつ この銀

行 は,そ の オ ン ライ ン ネ ッ トワー ク と充 実 した計 算 セ ンタ ー に よって,経 理,

財 務,振 込,残 高 通 知,統 計 等 の 管 理 を行 な ってい る。 西 ドイツ商業銀行 法によ

って,わ が 国 と こと な り,証 券 業務(主 と して 株 式 売 買)を 併 営 して い る為,

この シス テ ムで は,取 引先 企 業 の ほ か一 般企 業 の経 営分析 を行 な い,顧 客 へ の

株 式 情報 サ ー ビス を行 な ってい る。 証 券 業 務 の シス テ ム化 は,す で に1960年

か ら開始 して お り,と くに経 営面 に大 きな寄 与 を し た として い るが,主 要 顧 客

との 間で は貸 付,返 済,預 金 等 の管 理 を磁 気 テ ー プ の交 換 に よ って 行 な うな ど

か な り積 極 的 な合 理 化 を は か っ て い る。 今 後,OCRの 全 面 的採 用 を計 画,す

で に通信 回線 に よ って結 ば れ て い る ローマ,パ リ,ニ ュー ヨ ー ク につ い て も早

急 に実 施 す る予定 で あ る として い た。 総 じて,オ ン ライ ンバ ンキ ン グ シス テ ム

の徹 底 的 な活 用 を積 極 的 な経 営効 率 向 上 に結 びつ けて 意欲 的 に と りくん で い る

姿 勢 が うかが わ れ た。
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1.2フ ラ ン ス 国 立 情 報 処 理 研 究 所

`

調 査 先;lnstitutdeRechercheDlnformatiqueet

D'Automatique(IRIA)

所 在 地;DomaindeVoluceau-Rocquencourt78150-Le

Chesnay-FRANCE

調 査 期 日;1973年2月26日

面 接 者;Mr.Jean-PierreAyrault,ChargedeMission

Mr.Andr6G.Bonnet,Inqe'nieurenChef

Mr.Nisson

Mr.HubartZimmermann

調 査 員;楯 汎 内 藤,中 川,佐 内,相 沢

■

●

1.概 要 お よ び所 感

IRIA(国 立 情報 処 理 研 究 所)は,フ ラ ン ス 国 家 に お け る 情 報 処 理 の

普及,促 進 を 目的 と し て発 促 した。 同 時 に,政 府 機 構 にはDI(情 報 代 表 部)

を発 足 させ た。 これ らは,フ ラ ンス 国家 の 機 関 と して,1966年 のPlanCa-

Iculに 基づ き設 立 され た。

一 方
,MDIS(産 業科 学 開 発 省)は,DGRST(科 学 技 術 研 究一 般 代 表部)

を直 属 に設 け てい る。 他 方 で は,各 省 庁 か ら選 抜 され た 関係 者 に よ っ てCCR

ST(科 学 技 術研 究 諮 問委 員 会)を 設 け,DGRSTに 答 申案 を作 成 す るた め の

討 議 を行 なっ て い る。

DIは,MDISか ら情報 処 理 に関 す る研究 分野 の 具 体 化 を図 るた めの指 示 を

受 けて い る。 国 防省,文 部 省,PTT(郵 政省),DGRST,CCRSTか ら

の 情報 処 理関 係 者10名 によ っ て構 成 され るCCRI(情 報 処 理 研究 諮問 委 員会)

にお い て,検 討 を行 な った 結 果 が 情報 代 表部 に報 告 され,さ らに 情報 代 表 部 は,

IRIAに 対 し研 ・鬼 開 発 の実 施 を指示 してい る。
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(DI)
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InstitutdeRecherche

d'Informatiqueetd/Automatique

国 立情 報 処 理 研 究 所

(IRIA)

図1-1情 報処 理 関連 機 構 図

図1-1のCCRSTに お い て は,各 省 庁 間 にわた る横 の連 絡 を緊密 に行 な っ

てい る。 ま た,設 備 の 決 定 な ど で 意見 の不 一 致 が 出た場 合 に は,DIか ら首 相

に対 対し て,そ の問題 解 決 を得 る こ とがで きるよ うに な って い る。

1.1情 報処 理 に関 す る法律 の 改 正

最 近,MDISは,1973年2月12日 付でCCRIを 法律,第73-130号 によ り,

新 し く設置 した。

当初 のMDISの 報 告 に よると,

「法律 第66-756号 で は,DIの 機 能 分担 に 関す る法 律

(1966年10月8日 付)

法 律 第69-724号 で は,MDISの 機能 分 担 に 関す る法律

(1969年7月18日 付)
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法 律 第70-728号 で は,科 学 技 術 研 究 に関す る法 律

(1970年8月5日 付)

が・ それ ぞれ 公 布 され て い るため,政 治 的 な統合 が 図 られ るに至 っ た。 また ,

CCRIに 関 す る法 律 第73-130号 第5条 によ りCCRIの 事務 局 が ,

IRIAの 中 に設 置 され る こと にな った 。 」と 明記 され て い る。

1.2情 報 処 理 の指 針

(11政 府各 省 にお け る情報 処 理 の利 用 方 針

② 情報 処 理産 業 の 育成

(3)情 報 処 理 教 育 ・研 究 に関 す る助 成 ・促 進

IRIAは,上 述 の(3)に 主 眼 をお き,PTTのCNET(通 信 研 究所)と 通 信お

よ び通 信 回 線 利用 に関 して,共 同研 究 を行 なっ て い る。

なお,通 信 回線 利 用 は,遅 れ て い る た め先般 来,訪 日 して研 究 を行 なって お

り,普 及 ・促 進 に 関 し ては,今 後 の 大 きな課題 で あ る。 と語 っ てい る。

1.3フ ラ ンス にお け るEDPの 公 式研 究 テ ー マ

■
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MAIN工TEMS

(Notexhau.stive)

1-FUNDAMENTALRESEARCH.

1.1一 工 已9⊆ 主 上9熱 旦i旦(≡ ≡ 込～聖s.

Analysisinlcgics,syntaxsemalltics,

.Theoriesofalgorithms,automates,graphes,

1.2一 ξ…y三…隻 些}旦 ～≧」r且ε旦}已 往‡iさ～些

些

.

.

Hardwareandfirmware

MachinearchitectUre.

Modularconception.

Machinesandoperatingsystems.

Realtime.

Timesharing.

Multiprocessing.

Reτnoteprocessing.

Microprogramm¥ng.

Computersnetworksconception.

Datastructur.es.

Specializedcomputers.

Newperipheralunits.

1.3一 工旦 ≧ 七～gy

Bipa.ryelectronics、

Memories.

Modules.

Packaging.

Visualdisplay.

1.4一 旦ql壇 庄r三 皇㎎ 竺}陸 上i巳9・

.Aidtoprogramエning.

Softwareconceptionaid.

Improvedoperatingsystems・

Modularprogramming.

Portability.

Measurements.

Safeguardandrecovery.

CPUresourcesmanagement.

Operationaleconoエny・'

Computernetworkoperation・

Computertocomputercomrnunlcation・

information,1anguages,.・ ・

培

葛

b

2-MAN-MACHINECOMMUN工CAT工ONS.

2.1一 三ノ≡9哩9C理 主 ⊆9聖主旦eび ・

Improvedlanguages・

Newlanguages.

Extendablelanguages.

エnterpreters.

Compilers.

Compiler-Compiler

－16一
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D

6

2.2一 ム ≡ 廷i三i旦1」 些 皇}蔓9S≡ 皇・

.Patternanalysis(voice, images).

Patternrecognitiqn.・

Patternsynthesis(voice,images).

VisualdisplaＬy

Conversationalsystems.

Computeraidedconception.

Computeraidedteaching.

2.3-Databases.

,Databasesstructuration.

.DatabasesimDlementation ユ

.Databasesinteractiveinterrogation.

.Databasesdynamics.-

.Scattereddatabases

.Safetysecrecy,safeguard.

.Accessoptimization.

2.4-Processcontro1.

.Processidentification.

.Numericalprocesscontro1.

.Processcontroloptimization.

.Dynarnicprocesscontro1.

囲

Hierarchizedprocesses.

Decentralizedcontro1.

Hybridcomputation.

Digitaldifferentialanalyzer.

L基 礎 研 究

2.マ ン ・マ シ ン ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

これ ら の テ ー マ か らは,ア プ リケ ー シ ョ ン(教 育 情 報 検 索,

ニ タ リ ン グ な ど)を 除 外 し て い る。

一17ー
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フラ ンス にお ける 情報 処 理 に 関 して,特 に印 象 的 な 点 は,政 治 的 な背景,思

考 の相 異 お よ び欧 州 大 陸 とい う地 理 的条 件 で あ ろ う。 これ らは,EEC(欧 州

経済 共同体)に お け る各 国 が 基 盤 と なっ て 推進 され て い るよ うで あ る。

情報 処 理 に関 す る研 究 所 は,国 立 の研 究 所,大 学,国 の 研究 機 関 な どが

PARIS,TOULOUSE,GRENOBLEに,そ れ ぞれ 同 数 程 度 あ るよ うで,

研 究者 は約900名 で,5年 後 に は1,300名 に な ろ う。

また,こ れ らの 研 究所(CII,CGE,TOMSON,CSF)を 結 ぶCYCL

ADESネ ットワーク構 想 に よ る情報 の相 互 交 換 が 計 画 され てい た。 その 使用 機

種 は,フ ラン ス国産 機 のCIIを 主 力 と して少 量 のIBMを 導 入 す る予 定 が あ

ると の こ とで あ る。

これに関連 してEECに お ける主導権 を握 る意向が あり,外 国に対 す る政策

的 な動向があるよ うで あった。

略
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2.詳 論

2.11RIAの 使 命

IRIAは,情 報 処 理 にお ける科 学 的知 識 の 役割 を もち,300名 の職 員 を有 し,

6つ の 部門 と1つ の情報 処 理技 術 者 の 研修 セ ンターか ら構成 されて い る。 主 な

事 業 は,つ ぎの とお りで あ る。

(1)自 主研 究

(2)研 究 の総 合 と指導

㈲ 情報 処 理 に関 す る技 術 サ ー ビス

(4}情 報 処 理 技術 者 の 育成

以 上 のIRIAに 関 す る事 業 につ いて は,財 務管 理 部門 が統 轄 し,あ わ せ て外

部 との 折 衝 も行 な って い る。

2.21RIAの 事 業 内 容お よ び組織

LABORIA(LaboratoiredeRechercheenInformatique&

Automatique)は,MDISお よ びDGRSTに よって 定員 が 決定 され てい る。

現 在,Paris80各Rennes研 究 班35名 な ど,地 方 に分 散 し て い る研 究班

と連 携 し て研 究 を進 めて い る。 情報 処 理 技 術 の 知識 収 集 と獲 得 に重 点 をお き,

IRIAの 自主 研 究 を主体 と してい る。 さ らに,5年 後 にはLABORIAの 規 模

を200名 に拡 充 す る計 画 を もっ て い る。

LABORIAは,3つ の 研 究 主 軸 を設 定 して い る。

(1)数 値 制 御(微 分,偏 差 な ど基本 方 程 式)

シス テ ム理 論(経 済 性 政 策)

ア プ リケ ー シ ョン(オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム ・シス テ ム)

② 自動 プ ロ グラ ム制 御(自 動 診 断 プ ロ グラ ム)

プ ロ グラム論 理

計算 論理

(3)タ イ ム シ ェ ア リン グの 実 施

言語 コン パ イ ラ
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DeIegatlonInformatlque

情 報 代 表 部

(DI)

Administrativeet

Financlere

財 務 管 理 部 門

InstitutdeRecherche

dInformatiqueetdAutomatique

(IRIA)'300名

Centrede

Calcul

計 算 セ ン タ

40名

■

LABORIA

80名

SESORI

10名

STI

20名

L Ｌ

SFI

40名

CEPIA

図1-21RIAの 組 織 と関連 機 構 図

グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ

こ の 他 に(1)～(3)に わ た る 情 報 処 理 シ ス テ ム の モ デ ル を 行 な っ て い る 。　
SESORI(ServicedeSyntheseetd'Orientationdela

RechercheenInformatique)は,CCRIと 非 公式 で はあ るが 関係 を も

っ てい る。 現 在 は,各 専門分野の職員が10名 所属 してい る。お もな任 務 と して,

情報 処理 に関 す る基 礎 的研 究 の綜 合,共 同 開 発 の 協力 者 の 探求,研 究 規 定,契

約 書 の管 理,計 画 指導 を分担 してい る。

た と えば,1972年11月 には,フ ラ ンス 各 地 で行 な わ れ てい る研 究 の 綜 合 と

して,計 算 機 の構 造 研究 会 を開 催 し,そ の 結 果 は,CCRIで 決定 され た方 針 を

実 施 す る機能 も持 って い る。 た と えば,考 古学 研 究 セ ン ターで,ダ イヤ ロ グ ・

マ シ ンの 研 究 計画 が あ る場 合,す で に研 究 成 果 と して,自 動 分類,自 動 翻 訳 な
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ど に関 す る資料 を提 供 し,実 施 可能 な 援助 を行 なって い る。 最 終 開発 結 果 は出

版 を もっ て完 了す る。 なお,こ の開 発結 果 の使 用 は,大 学,官 公庁 に対 して は

100%の 援助 を行 ない,民 間機 関 は50%の 援助 を もっ て利用 す る こ とが で きる。

た だ し,国 防関 係 を除外 し てい る。 この よ うなSESORIの 援 助 を得 て,開 発

され てい るCYCLADESネ ッ トワー ク ・シス テム が あ る。 こ の シ ステ ム につ

い て は後 述 す る。

STI(ServiceTechniqueInformatique)は,市 場 の ソ フ トウェ

ア につ い て ア プ リケ ー シ ョン ご と にパ ッケ ー ジ,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェ ア

の 価 値 の測 定 を検討 して い る。 ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウ ェア の利 用技 術 にお け

る規 格 ・統一 化 を図 り,製 品 の作 成 助 言 や 設備導 入 に関す る コ ンサ ル テ ィン グ

を主体 とし てい る。 現在 は,20名 の職 員 と4名 の専 門家 が所 属 して い る。

SFI(ServiceFormationInformation)は,情 報処 理 知 識 の 集中

と拡 散,こ れ は資料 の作 成 お よ び配 布 を もっ て公 表 して い る。 ま た,特 殊 職 業

関係 お よ び 情報 処 理利 用 の特 殊 技 能者 の 育成 と して,授 業 や ゼ ミナ ー ル を組 織

し専 門 的,高 度技 術者 の育 成 を主 体 と して い る。 将来 にお け る新 企画 はな い力斗

前述 のSTIの 増 員 に よ る教 育 の拡 張 を図 る予 定 で あろ う。 さ らにPTTの

CNETと 教 育実 習 で 深 い 関係 が あ る。

CEPIA(Cantred'EtudesPratiquesd'lnformatique

d'Automatique)は,私 立 学校,官 庁,企 業 の行 政 を担 当 し,情 報 処 理 の初

心 者 や プ ロ グ ラマの 教 育 を行 な っ て い る。 文 部 省か ,らの援 助 を受 けて 情報処 理

の実 施 セ ンター と し て,受 講 料 を徴収 してい る。

2.31RIAの 予 算 額(1973年 度)

一 般 研 究 費お よ び運 営 費26 ,700,000FF,(160,200万 円)

資 金18,000,000FF,(108,000万 円)

※ 情 報 代 表 部3,000,000FF,(18,000万 円)

総 予 算 額47,700,000FF,(288,620万 円)

※ 情報 代表 部 の予 算 額 は,若 い研 究員 を海 外 派遣 す るた めの 費用 で あ る。
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予 算 配 分

LABORIA

SESORI

STI

SFI

計算 セ ンター お よ び
財 務 管 理 部 門

15・5M・FFr

14M.FFr

3・9M・FFr

7.2M.FPr

33%

29%∋

8%

15%

(93,000万 円)

(84,000万 円)

(23,400万 円)

(43,100万 円)

7・1M・FF,15%(42,500万 円)

SEPIAに 対 して は,文 部省 か らの援 助 で3・9MFF,(23,400万 円)

を別 に追加 して い る。

3.CYCLADESの 概 要

IRIAで はナ シ ・ナ ル プ ロ ジ ェ ク トで あ るCYCLADESに つ い て調 査 し

た ので 以 下 に述 べ る。

CYCLADES(シ ク ラー ド)は,汎 用 コン ビュ ー一夕 ・ネ ッ トワー クの 機能,

利用,開 発 の 実験 で あ り,実 際 の規 模 で行 な うた めの パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェ ク

トで あ る。

この ネ ッ トワー ク は,あ る特殊 な利用 目的 のた め に計 画 され てい るので は な

い。 それ は,現 在 あ る シス テ ム,ま た は,開 発 途 上 に あ る さま ざ まな アプ リケ

ー シ ョ ンの領 域 にお い て,よ り多 くの利 用 者 を獲 得 し,サ ー ビスの 多 様 化 に供

す る こと を 目的 と してい る。

ω コン ピュ ー タ に よ る情報 交 換

(2)ネ ッ ト ワー ク 参加 ,コン ピュ ー タの 情 報 交 換

(3)コ ン ピュー タ の 総 合 研究(将 来 の コ ン ピ ュー タ 模 索)

これ らは,孤 立 した コ ン ピュ ー タ では な し得 な い さ ま ざ ま な アプ リケ ー シ ョ

ン を可能 にす る。

3.1実 用 化 と任 務

この プ ロジェクトは,DIに よ り指導 管理 され,IRIA,PTTを は じめ とし

て,さ ま ざま な研究 機 関 が技 術 開 発 に あた っ てい る。

この 研 究 の推 敲 に参 加 した さま ざま な組 織 に共通 す る問 題 意 識 が 本質 的 に

デ ー タ ・バ ン ク の 分割 利用 を 目指 す コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの プ ロジェ ク
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トをめ ぐって具 体 化 し て きた。

(1)行 政 機 関 の 情報 ネ ッ トワー ク

(2)デ ー タ ・ベ ー ス と情 報 交 換

(3)情 報 の分 担 を実現 す る。

など が あ り,関 係 報 告 が な され,研 究 開発 の全般 的 な計 画化 のた め に,プ ロジ

ェ ク ト ・リー ダが 募 られ た。 この 計画 は,20の 研 究 機 関 の 追加 を予定 してお り,

そ の うち13の 機 関 は ネ ットワー ク利 用 の準 備期 間 に研 究 の主 眼 を置 く研 究 所 ま

た は,大 学 で あ り,残 りの7機 関 は,ネ ッ トワー ク利 用 が軌道 に乗 っ てか ら以

後,開 発 を進 め て行 く行 政局 の 管理 機 関 で あ る。

3.2CYCLADESの 計 画

CYCLADESの 計 画 は,1972年 中 頃か ら具体 化 され,1975年 に 完成 す

る予定 と な って い る。

トラ ンス ミッシ ョンの 各地 方 局設 置お よ び完 了が最 も早 期 と され て い る。 ま

た,特 に 「研究 課 題 の 存 在 」が長 期 に わた り,問 題 解 決 に重 点 を置 き,CYC

LADESネ ッ トワー ク ・シ ステ ム を完成 させ る方 策が うか が え る。

1972年 73年 74年 75年

Transmission各 参 加 地 方 完 了

OOO

Raccord小 型 機 種 設 置 小 型 間情 報 交換

OOO

。Tests端 綱 騨 交換
Outils端 末機(道 具)の 設 置

OO

¢PPhcations実 用 化D・ ・aB汕 。

o
研 究 課 題 の 存 イ10

図1-3 CYCLADESの 計 画

ネ ッ ト ワー クの 形式 や分 類 も多 く あ るが,

ワー クの 基 本構 想 を記 述す る。

3.3以 降 にCYCLADESネ ッ ト
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3.3タ ー ミナ ル ・ネ ッ トワー ク

1970年 頃,数 メー トル あ るい は数 キ ロ メー トル離iれた 地 点 の タ ー ミナル を直

接 コン ピュー タに結 びつ け る必 要 が で て きた。 これ は初 期 にお け る非常 に特 殊

な アプ リケ ー シ ョン(軍 事 関係 の シス テ ム,プ ロセ ス ・コ ン トロー ル な ど)か

ら,マ ルチ ・プ ロ グラ ミン グの技 術 に ひ き続 き移行 す るた め に,商 業 あ るい は

産 業 に 関 す る諸 ア プ リケ ー シ ョン(コ マ ン ド処 理,銀 行 窓 口処 理 シ ス テム)に

移 行 し て きた た め で あ る。 これ ら普及 ・発 展 に伴 い,タ イ ム シ ェ ア リン グ処 理

と オン ライ ン処 理 の技 術 が 進歩 し た。

タ

図1-4ネ ッ ト ワ ー ク の 星 状 網

グラフィック

ディスプ レイ

O

この よ うな ター ミナ ル ・ネ ッ トワー クの構 造 は,理 論 的 に星 状網 タ イ プで あ

り,情 報 の交 換 は,セ ン トラル ・コン ピュー タ と特 定 の1つ の タ ー ミナ ル との

間で行 なわ れ てい る。 星状 網 は,コ ン ピュー タ の 入 出 力 チ ャ ネ ル上 に置か れ た

モ デ ム ー 回 線 一 モ デ ム を結 合 した 総体 の ことで あ る。

3.4マ ル チ ・コ ン ピュ ータ ・セ ン タ

フ ランス で は,現 在,1台 の セ ン トラル ・コ ン ピ ュー タ に直 接結 びつ け られ

た星 状網 のター ミナル の 総体 につ い て,考 察 した と ころで ある。 と こ ろが・ 処

理 セ ンタ とい うの は,実 際 に は,チ ャ ネル とチ ャ ネル を直 結 す る こと によ って,

あ るい は,共 通 の記 憶 装 置 を通 して,地 理 的 に分 散 してい る数台 の コン ビ ュー

w
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タが連 結 され てい るこ とが しば しば あ る。

3.5専 用 ネ ッ トワー ク

互い に離 れ た 地理 的環 境 にあ り,通 信 回線 によ っ て直接 結 びつ け られた,特

定 の アプ リケ ー シ ョ ンの タ イ プの た め に利 用 され る数 台 の コン ピュ ー タ に 関す

るネ ッ トワー クの こと で あ る。

メ ッセ ー ジ交 換 を行 な う場 合,近 くの他 の コン ピ ュー タ に メ ッセ ー ジが,次

か ら次 へ と転 送 され,連 結 され た コン ピュー タ(宛 名 人)に 到 達 す る ま で転 送

されつ づ け る。 この 連結 は,通 常,電 話 回 線 で行 な わ れ る。

回 線 交 換 用 の計 算 機 は,翻 訳 サー ビス,メ ッセ ー ジ編集,入 出 力 メ ッセ ー ジ

の正 当 性 の チ ェッ ク機 能 要 求 され て い る メ ッセー ジの ス トア と再 構成 等 の サ

ー ビスを行 ない 得 る。 この よ うなサ ー ビスが重 要 な 比率 を 占め るよ うに な ると,

ハ イ ブ リ ッ ド ・ネ ッ トワー クの 利用 が 可 能 にな る。(た と えば ,Tigreネ ット

ワー ク,MercuredeI'E.D.Fネ ッ トワー クなど)。

そ こで,メ ッセ ー ジ交 換 ネ ッ トワー クは,通 常,処 理 コン ピ ュー タ に接 続 さ

れ てお り,そ の処 理 コ ン ピュー タ に対 して,メ ッセ ー ジ交 換 ネ ッ トワー クは,

デr－夕伝 送 の た め の道 具 と して 機能 し てい る。

次 に2つ の レベ ル を持 った ネ ッ トワー クが登 場 し て くる。

図1-52レ ベ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク
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3.6汎 用 ネ ッ トワー ク

汎用 ネ ッ トワー クは,い か な る特 定 の アプ リケ ー シ ョ ン に もと らわれ ず,局

限 さ一れた シ ス テム 間 に位置 す る。 ま た;地 理 的 に離 れ てい る数 個 の コ ン ピュー

タ 間にお け る何 らか の コ ミュ ニケ ー シ ョ ン過 程 や,一 人 また は,数 人 のユ ー ザ

との 同 時的 な対 話 を可 能 に させ る ネ ッ トワー ク で あ る。

現 在,実 験段 階 に あ ると は い え,数 個 の汎 用 ネ ッ トワ ー ク が存 在 し てい る。

た と えば,ARPANETで あ るが,こ れ は,こ のタ イ プ の ネ ッ トワー クに必 要

と され る汎 用 諸特 性 を備 えて い る。 た と えば,オ ン ライ ン処 理,カ ー ド索 引参

照,タ イ ム ・シ ェ ア リン グな ど によ る。 遠 隔 地 域へ の サー ビス 提供 の た め の処

理 セ ンター,自 由使 用 可 能 な接 続 回線 特 定 の ネ ッ トワー クの た めの コ ン ピュ

ー タ使用 ,種 類 の異 な るコ ン ピュー タ 間の 予想 され て い る利 用 規 格 と接 続 に関

す る諸 特 性 メ ッセ ー ジ経路 を備 えた 独立 シ ステ ム に よ っ て確 保 され た 伝送 方

法 な どで あ る。

CYCLADESに よ っ て,生 じて くる デー タ伝送 の需 要 の 相 乗 要 因 や,大 容

量 メ モ リーの 評価 は,制 限 を受 け なが ら も現 実 性豊 か なパ イ ロ ッ ト的 実験 に基

づ か ない限 り可能 で は ない。 そ れ は,需 要 を明確 に し,将 来 を予 測 しな が ら,

基 礎工 事 か ら,い か に して 最 も有 効 な部 分 を引 き出 すか,と い う こと を 目的 と

し てい る最 大 の 理 由で あ る。

そ れ ゆ えに,CYCLADESの 目指 す ものは,限 定 され た レベ ル,と は言 っ

て も,将 来 の 諸 シス テム の 定義 にと っ て,不 可欠 な経 験 と反 省 を引 き出す た め

に は,十 分 に多 様 化 さ れ,多 くの要 求 に 答 え る もの で あ るが,そ うした レベ ル.

にお い て現 実 の 利用 法 のた め の 道具 とな る ことで あ る。

コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク に関 す る1970年 以 来 出版 さ れ た 文 献 には,

ARPANETの 諸 特 性 や諸 方 法 に関 す るか た よ りが 多 い ことに気 付 くが,さ ま

ざま な プ ロ ジ ェ ク トが 計 画 さ れ てい る。 こ とにCOST11,ヨ ー ロ ッパ ・ネッ ト

ワー クが それ で あ る。 これ らの ネ ッ トワー クは,汎 用 タ イ プで あ る。 物 的資 材

あ るい は,知 的 資材 の 共有 化 は,す で に,タ イ ム ・シ ェア リ ン グ ・シス テ ム に

お いて,そ の 相 乗効 果 が証 明 され て きた。 コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク に類似
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して は い るが,国 と 国,大 陸 と 大陸 とい った レベ ル に 転置 された 現 象 が ,今 後

急 速 に あ らわ れよ う。

将来 ・ デー タ伝送 の 需要 が 高 ま る予 測 が され てい る。 主要 組 織 は,そ れ 自

身で数 個 の独 立 した,し か も非 常 に容 量 の 大 きい ネ ッ トワー ク を備 え よ う。 し

'か
し,小 規 模,中 規 模 の組 織 は,コ ス トと回 線網 の 配 置 研 究 を 目前 に ひか え て,

消極 的 で あ る。

3.7CYCLADESの 開 発 コス ト

総 経 費52,000,000FF,31億2,000万 円

内 訳 比 率 知 的 労 働 費48%

稼 動 経 費30%

設 備 経 費22%

プ ログ ラ ム開 発(知 的 労 働 費)比 率

140人/年(現 在20名)

直 接 要 員70%

指導 者,コ ーディネータ(IRIA)16%

伝 送 系 要 員14%

設 備 費 比 率11,900,000FF,7億1,400万 円

コン ピ ュー タ52%

トランス ミッシ ョン40%

人 件 費8%

3.8CYCLADESネ ッ トワー クの 構 成 要素

CYCLADESは ・16台 の コ ン ピュー タ で構 成 され て い る。 ま た,そ の 構成

は,6機 種 にわ た り,さ らIC,8種 類 の 異 な った オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ム

が混在 して い る。

CII-100709台

－IRIS802台

－IRIS502台

IBM-360/671台
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℃

PHILIPSPIIOO1台

CDC-64001台

この ネ ッ トワー クの 設備 に積 極 的 に参 加 してい るCIIに と っ て,CYCLA

DESは,長 期 的 に見 れば,十 分利 益 と な るで あ ろ う。

この よ うなシ ス テ ム の概 念 の 出現 によ っ てMitra15の カタロ グ を改 良 し,

補充 す る こと もで き るで あ ろ うし,ま た,機 材 の 特殊 的状 態 を,買 手 側 か らの

要 求 によ っ て,同 種類 の 下 位 ネ ッ ト ワー ク を構成 す る ことがで きるよ うに な ろ

う。

u8ende

50Kb

Rocquencourt

w

CII
LOuveciennes

C工I

Ec.MinesRecherche

St-Etienne

ii‖ …i覧{|ミ|§§8ii'LIPS籔!i・1-IS80
　 ロロ む　 　7

・図1-6CYCLADESネ ッ ト ワ ー ク
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3.9ソ フ トウ ェ ア

ソフ トウ ェア は,オ ペ レー テ ィン グ ・シス テム に依存 してい る。 ア プ リケ ー

シ ョン は,基 本 が 整 ってい な いた め,カ ー ド単 位の 転 送 で リモー ト ・バ ッチ ・

シス テ ム を採 用 す る よ うにな ろ う。 ま た,各 地 方 セ ン ター の デー タ ・バ ン ク に

お け る情報 の分 担 をす る必 要 が あ る ので研 究 を要 す る。 現 在で は,Pointto

Point方 式 の た め,各 セ ンター に2～3名 の少 人 数 で 実験 を行 な って い る。

これ まで に述 べ なか った コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの主 要 な刷新 面 は,そ

の利 用 形 態 で,こ と に研 究 チ ー ム 自体 のた め の利 用 に あ る とい え る。

と こ ろが,研 究 を進 め て 行 く上 で,さ ま ざま な障 害 につ きあ た る ことが,し

ば しば で あ る。 た とえば,地 理 的 条件,学 閥 な ど の障 害 が あ る。 これ に反 して,

CYCLADESは,共 通 の 目的 に そ って作 業 を行 ない なが ら,さ ま ざま なチー

ム間 で,情 報 を交 換 した り,対 話 をか わ し た りす る ことがで きるの で あ る。 ネ

ッ トワー クが,機 能 を開始 す れば,ネ ッ トワー クを通 して,こ れ らの チ ー ム の

構成 員 達 は,,と もに作業 をし続 け る こと が で き るで あ ろ う。

さ らに,情 報 処 理 関係 の 人 々のみ が 関係 者 で は ない ので あって,コ ン ピ ュ ー

タ の使 用者 で あ りさ えす れば,す べ て の 学問 の研 究 者 達 も,他 の研 究セ ン ター

の 同 僚 と情報 を容易 に交 換 で きる とい う恩 恵 に浴 す る ことが で き るので あ る。

こ の よ うな デ ー タ 伝送 サ ー ビス は,PTTの 管轄 に属 してい るの で、 協 議 に

よ って 料金 を決 定 して,商 業 開 発 の構 造 を決 定 す る必 要 が あ ろ う。

3.10.CYCLADESと 国 際 性 ,

コ ン ピュ ー タ 間 の 情報 交 換 は,共 有 規格 の問 題 にな る。 それ は,メ ッセ ー ジ

交換 の レベ ル で の相 互 連結,転 送 された メ ッセ ー ジの特 性の相 似 性 な どが あ る。

CYCLADESは,他 の ナ シ ョナル ま た は,イ ン タ ー ナシ ョナル な ネ ッ トワ

ー ク に結 合 され るべ きで あ る。

現 在 の と ころ,数 段 とび抜 けて活 動 可能 な もの は,ARPANETの み で あ る。

ARPANETへ の 接続 は,2つ の 方式 が考 え られ る。

(1)フ ラ ンス にお け るARPANETの 導 入

(2)CYCLADESとARPANETの 相 互 連 結
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図1-7ネ ッ トワ ーク 相 互 の 結 合

この2つ の 場 合,コ ン ピ ュー タ の コ ミュニケ ー シ ョン ・シ ス テ ム を接 続 す る

には,い ず れ も基 礎工 事 が必 要 で あ る。 第1の 場 合 は,ARPANETの 持 つ

思考 方 法 が違 っ てい るの で,そ う簡 単 に フ ランスの 研 究セ ンタ ーが 受 け入 れ る

こ とは ないで あろ う。 第2の 場 合 は,フ ラ ン スが十 分 に活 動 で きる段 階 に達 し

た 時,CYCLADESとARPANET'の 相互 接続 に は,何 らの 反 対 も ない で あ

ろ う。

ネ ッ トワー ク間 の問 題 点 を見 出 し,解 決 す るた め に さま ざま の コン ピュ ー タ を

を増 や し て行 く こ とで あ る。

CYCLADESの 経 験 全 体 か ら,受 入 れ 可能 な 規 格 を予 想 す る こと が で き る。

国際 的 な規 格 化 を促 進す るた め に 正 式 に仕 事 を結 合す る ことが,ネ ッ トワー

ク に関す るさ ま ざま な プ ロ ジ ェク ト間 で,考 え られ て い る。

資 料 一 覧

(1)IRIArapportd/activite1971
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(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

Bulletindel/IRIA

Missionde1/IRIA

JournalOfficielde

%12,14,1972

1aRepubliqueFRANgAISE

OfficialResearchinEDPinFRANCE

OfficialResearchonDataProcessinginFRANCE

ノ
LereseauCycladesSep1972

13,Fev

1973

■
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1.3フ ラ ン ス 国 鉄 の情 報 処 理 シ ス テ ム

調 査 先;S.N.C.F.(Soci6t6NationaldesCheminsFer

Francais)

所 在 地;105BoulevardSuchet-75016Paris

調 査 期 日;1973年2月27日

面 接 者;Mr.AntoineVosluisantlngenieurE・S・E

Ch。fd。D6part・m・ntd・1'lnt・rm・tiq・ ・G6・6ra1・

M,.J。 。quesE。hard・Ch・fd・1'Di・i・i・ ・d・ ・iif七 ・des

調 査 員;梧 沢,内 藤,相 汎 佐 内,中 川

免

1.概 要 お よ び所 感

S.N.C.F・(フ ラ ンス国 鉄)の 情報 処 理 シ ス テ ム につい て は,既 に多 くの文

献 によ っ て紹 介 され て い るが,そ の うち貨 物 輸送 の問 題 と 座席 予 約 シス テ ムの

プ ロ ジ ェ ク トにつ い て,そ の現 状の 説 明 を受 けた。

と くに,貨 物輸 送 の 問 題 は,1955～1960年 にか けて,機 械 化 委員 会 を設 け

て検 討 が開始 され,組 織 的 に推 進 され て きた。 この 委 員 会 は,さ らに下 記 の5

つ の問 題 に対 して グル ー プ分 け され た。

(1)要 員 計 画業 務

(2)経 理 業務

(3)商 業 行 為 に伴 う業 務

(4)保 管,備 蓄 業 務

(51運 行 計 画 業務

委 員 会 は,こ れ らの 業務 の分 杭 評価 に取 り組 み,そ れ ぞれ の業 務 に伴 う情

報 の独 立 性 と相 関性 を併せ,総 合 的 な検 討 が な され た。

・1957年 か らは
,E.E.G.(1'EsembleElectroniquedeGestion)が,

そ の 情報 セ ンタ とな って,先 づ,分 散 に 対す る集 中 化へ の 移行 が実 施 され た。
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これ は,矛 盾 す るか の 如 き考 えで あ るが,「 正確 な 情報 の収 集 は 分 散 化 した サ

ブ ・セ ン タ によ っ て行 な い,そ の 統 合化 こそ 管理 の理 想で あ る。」 とい った考
び

えで あ る。1960年 よ りE・E・G・ は,情 報 処 理 セ ン タと して,情 報 の 集 中化 を実

施 し,短 期 間 にそ の効 果 が現 わ れ た。

しか し,前 述 の5つ の業 務 か ら派生 す る情 報 や デー タ は,各 駅,貨 物 駅 修

理工 場 な ど,低 い階 層 か らで あ り,ま た,そ れ は同 時 に処 理 す る必 要 性 を有 す

る ものが 多 い。

そ の デ ー タ量 は,紙 テ ー プお よ び カー ドにし てそれ ぞれ250㎞/月 ,150万

枚/月 に も達 した。

この老 大 な デー タ,お よ び ドキ ュメ ン トは,迅 速 で正確 に伝送 さ れ,高 速処

理 とい った一 連 の 情 報処 理 シス テ ムの 確 立 を急 が せ た。 か よ うな状 況か らし て,

設 備 の更 新 と と もに近 代 化 へ の打 開 策 が 計 画 され 推 進 され てい る。

1972年10月,S・N・C・F・ の 情報処 理 に対 す る政府 の施 策は,設 備更 新 の た

め の 資金準 備 を了解 した。 その 計 画構 想 は,図1-8に 示 す 大規 模 な設 備 と通

Sch6magEn6rald,implantatdtrd,informatiquedelaS .N.C.F.aud6butdePann6e1972(1)
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信 回 線 網 に よ る情報 処 理 シス テ ムで あ り,1974年 の 秋 を 目標 に完成 を急 いで

い る。
も

以 上の よ うに,貨 物 輸送 に関 して は,永 年 に わた っ て の研 究 と実 施 が繰 返 さ

れ てい る。 そ れ は,欧 州 圏 とい う国 際 性の観 点 か ら国際 鉄 道 と,関 税 の 問 題 を

始 め,貨 車 編成 調 整 整 備 な ど に関 して,欧 州経済 共同 体 と して の 共通 利益

の た め,合 同 会議 な ど が 持 た れ てい る。

と くに,貨 物 輸 送 に 関 し,欧 州 圏 の リー ダ シ ッ プ を と ろ うと して い る様子 が

伺 えた。

また,座 席 予 約 につ い て も上記 の よ うな多 国間 の 国 際線 の 問題 な ど,我 が 国

と比 べ,複 雑 な問題 を抱 えて い る。

2.詳 論

2.1セ ン タの再 編 成 計 画

図1-8図 に示 され る如 く,2大 セ ン タ に分 割 した考 え は,後 述 す る用 役 の 分

担 か らで あ り,そ の 重 要 性 は,言 うま で もない。 そ し て,シ ス テムの 停 止 が許

され ない 実 時 性 に対 処 す るた め の 考慮 が払 わ れて い る。

この2大 セ ンタ,す なわ ちC・1・ 肌(Centresd〃lnformatiqueMult-

iservices)とC・1・S・(Centresd'InforrnatiqueSpecialises)は,

共通 す る指 揮 や管 理 が 若 干 行 な われ るにせ よ,異 な っ た管 理 下 に置 かれ,弾 力

性が あ り,か つ 相 互 に支 援 の で きるシ ス テム を形成 して い る。

この2大 セ ンタ の用 役 は,C・1・M・ とC・1・S・ お よ び地 方 の 情報 処理 セ ン タ

C.1.R.(Centresd'InformatiqueR6gionaux)25ヵ 所 の サ ブ ・セ ン

タ を結 ぶ 情報 網 と,そ の ス イ ッチ ン グ ・セ ンタC・G・M(CentredeGes-

tiondMessages)に よ って行 な われ る。 そ れ ぞ れの 設 備装 置 は,表1-1

を参照 され た い。

一34一

帆

●



一
表1-1LEsEQulPEMENTsD'INFoRMATIQuEDELAs'N'cシF'(1)

`

■ ・

D6signationdesCentresd'lft'q

1.c.Lルf.

-CentredeCalcul

－PersonneLIGestionCentr

TraficMarchandises、Ge

EnginsMot

蒜
－Reservationdesplaces

-Gestiondescommandesetdes

t'■

－Comptabil'tE

2.c/5.
-CaissesdesRetraitesetdePre－

voyance

-Titres

－CaisseG'}rl

-Commercial

-Affectatindeslocomot

-ECOt

ves.

3.Rtiseaudettitginfornla'ig`le
-CenIredgestiondemessages ...
-Calculatursdeconcentrat】on_

di両sb

4.cノ.ノ ～.

-Centresd'InformatiqueR6gionaux

Mξmoire

centrale

(milliers

de'caracteres)

64

4608

2096

]1;
393

iil

髪
89

2豊

2688

8〔2)

1::;

M6moire

demasse

(millions
decaraαeres)

2

9328

24H

493

522

520

29

14
一

一

14

6

一

7000

一

－

D6rouleurs
derubans

magnetiques

1

8

8

2

4

3

2

1

1

4

2

6
6

0

3

6

8

El6ments

Pξripheriques

(lecteurs,

imprimantes,

etc.)

5

Q
/

7

8

4

6

5

3

7
4

6

4

5

3

1t2)

;㌫

●

(t)Noncomprislesordinateursutilis6sdansdcsprocessusdetype<<industrieb》 、

(!)Parequipement.

2.2通 信 情報処理 網の開発

Effecti『.dePersonne1
〈dnformaticien》>

Depensesannue]lesto-

taies(ycomprisd6・

pensesdepersonnel)

Valeurdesequipernents

S.N.C.F.

1'150

169M.E

。469M.F.

Part
S.N.C.F,

en

pourcen-
tage

15%

14,8%

18,8%

S・N・C・F・ にお け る通 信 情報処 理 網 の エポ ック につ いて み るな らば,そ れ は

非 常 に現 実 的 な 手段 を経 て きて い る。1960年 以来,E・E・G・ に集 中 され る情

報 は,列 車輸 送 に よ って,25の 地 方 中継 所 か ら収 集 され て い た。 しか し,年 々

増加 す る 情報 量 は,紙 テ ー プ長 に して350㎞ に もお よ び,さ らに,そ れ らの

処 理周 期 が24時 間 という時 間 的制 約 か ら,情 報 伝 送 の 遅 れ が予 想 され るに至 っ

た。

そ こで,1971年 にUNIVAC-11082台 を使 用 した デ ュ アル ・シス テム ・

セ ン タが設 置 さ
.nた 。 そ して地 方 中継 所 には・IBM36Q/20,HONEYW-

ELL-BULL-10が デー タ ・ス テーシ ョ ン として 設置 され,シ ス テ ム再編 成 の

後,通 信 回線 に よ る デ ー タ収 集 が開始 され た。
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ま た,E.E・G・ は,他 の オ ペ レ ー シ ョ ン,す な わ ち28万 人 の 国 鉄 職 員 の 管 理

デ ー タ,自 動 車 の 配 車 計 画 デ ー タ,そ の 他 運 営 や 経 理 上 の デ ー タ を 扱 っ て い る。

そ れ ら は リ ア ル ・タ イ ム 処 理 の 必 要 性 か ら,通 信 回 線 に よ っ て そ の 情 報 の 収 集

が 要 求 さ れ る に 到 り,別 にC・G・M.(1eCentredeGestiondeMess-

ages)と 言 う メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッ チ ン グ ・セ ン タ が 設 け られ た 。 現 在 こ の セ

ン タ 設 備 は,2台 のUNIVAC-1108を モ ノ ・プ ロ セ ッ シ ン グ と し,430台 の

Olivetti-318タ ー ミ ナ ル を200B/Sの 通 信 回 線 で,Honeywe11-Bull

H316集 配 信 装 置 に よ っ て 集 線 し て い る 。 さ ら に,そ れ は2,400～3,600B/S

の 中 継 回 線12回 線 を 収 容 し た 通 信 情 報 処 理 シ ス テ ム を構 成 し て い る。 こ の 関 係

は,図1-9に 示 さ れ て い る。
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図1-9

E.E.G.お よ びC.G.M.の セ ン タ は,1973年4月 頃 ま で にUNIVAC-1108

か らUNIVAC-1110シ ス テ ム に 移 行 す る と の こ と で あ っ た 。 と も に デ ュ ア
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ル'シ ステ ム を採 用 して お り,リ アル ・タ イム ・シ ステ ム の本 格 的 な体 制 強 化

を伺 う ことが で き る。 ま た,C.G.M.お よ びE.E.G.の 支 援 シ ス テム に す る

考 え方 が 採 用 され て い る。

図1-9で 示 され る よ う に,C・G・M・ を経 由 し て ラン ダ ムに入 って くる 情報 は,

再編 成 された 後,E・E・G・ に転送 され て計算 処理 され る。 もし,情 報 に誤 りが

あ る 場 合 は,E・E・G・ →C・G・M・ →C
G/,D→g2の 経 路 で エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ

が返 信 され る。 そ し て訂 正 された 情報 が 再 送 信 され る方式 が採用 され てい る。

C・1・Mは,メ ッセ ー ジ 情報 セ ンタで,雑 多 な業 務 処 理 を引 き受 け て サー ビ

ス を行 な う。

C・1・S・ は,特 殊 情報 サ ー ビス ・セ ン タで,S・NC・F・ の 債券 とか 注 文 に関

す る業務 や,ス トック に関す る業務 の 情報 処 理 を主 な 用 役 と し てい る。

C・1・R・ は,遠 隔 情報 処 理 セ ンタで,遠 隔地 で の 情報 の 整理 や加 工 な ど を含

め た チ ェ ッ クが 主 な用 役 で あ り,IBM/360-20やHB-10な ど小型 コン ピ

ュー タの 設 置 され た デ ー タ ・ス テ ー シ ョンで あ る。 また,デ ー タ ・コンセ ン ト

レ一 夕(集 配信 装置)に よ ってC・G・M・ セ ン タ に収 容 され る端 末 装 置群 は,

Honeywe11--BullH316の デ ュアル ・シス テ ム を採用 し,端 末 にお け るサ

ブ ・セ ンタ 的 な機 能 を も併 せ 有 した強 力 な もの で あ る。 本計 画 が実 現 す れば ,

現在570台 の01ivetti-319端 末 装 置 が4年 後 の1977年 には,約2,000台

にな る予定 で あ る。

図1-10は,デ ー タ ・コ ンセ ン トレ一 夕H316の 計 画 図で あ る。 端 末 装置 は,

汎用 の もので あ るが,特 別 な もの と して,座 席 予約 装 置 な ど は,IBM社 製 の

もの を検 討 中 で あ り,特 にチ ェ ッキ ン グ機能 の面 を重 視 し て吟 味 し てい る。

注1.デ ー タ ・コ ン セ ン トレ 一 夕(集 配 信 装 置)の 略

注2.タ ー ミナ ル 装 置 の 略
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23将 来 計 画

2.3.1ReservationdePlace

座席 予約 につ い ては,1973年 中 に シ ス テ ム を固 め る 目標 で あ る。 端末 装 置

はIBM社 製 の もの を検 討 中 で あ る。 航空機 と 性格 が 異 な り,列 車 の運 行 範 囲

の国 際的 な問 題 また 列 車 の動 的 変 化 に追従 す る情報 の把 握 な ど,問 題 が複雑

で あ る。 この 問 題 につ い ては,マ ル セ ーユ に あ るCII-10070シ ス テ ムで

試験 的 に取 り組 み検 討 中 で あ る。

2.3.2Gestiondestock

未だ この問 題 には,取 り組 ん で い ない。 そ れ は,単 にstockの 有無 の 管理 で

意 味 が ない か らで あ る。 運 営 の 面,即 ち,情 報 機 関と して の見 地 か ら,発 注,

期 間 な ど総 合化へ の 問 題 と し て検 討 中 で あ り,1975年 完 成 を 目標 と して い る。

2.3.3貨 物 輸送 管 理

こ の問題 に は,貨 車 自身 の 問題 と そ の積 載貨 物 自身 の 問 題 とが か らん でい る。

(1)運 輸 に関 す る契 約 の 問 題

一38一
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亀

契約 は 商 業行 為 と し て起 るが,運 行 計 画 とめ問 題 を加 え て見 な け れば な

らない経 営 上の問 題 が あ る。

(2)貨 車 の 編成,内 容,行 先,時 間,客 へ 知 らせ る情報 な ど は,単 純 な もの

で は ない 。

現 在,パ リの オ一 夕 ジ ュ中継 駅 で編 成 調整 の 問題 を検 討 し てい る。

㈲ 貨 物 に つい て は,終 着 駅 につ い てか らの 保 管 の問 題 す な わ ち,そ の管

理 範 囲 を終 着 駅 まで と す るか,貨 車 を駅 構 内 停 留場 保 管 まで とす るか ,そ

の2つ の方 法 の何 れ にす るか ボ ル ドー駅 で研 究 中 で あ る。

(4}空 貨 車 の再 出発 の 問題 は,実 験 的 な経 験 によ っ てい るが,客 に よ って は,

一 定 の 時間 内 に積 み 込 み を要 求 す る場合 が あ り
,こ れ を満す 問題 が むず か

しい。

S・N・C・F・ で は,全 貨 車 の%の サ ン プル を対 象 と し て最 大有 用 効率 の問

題 を統 計 的 に取 扱 った。

それ に よ ると6日 半 とい う周期 が求 め られた。

(5」 大企 業 で の貨 車 の長 期 契 約 な ど によ る利用 率 の問 題(実 際 の 利 用 の有 無

は別 と し て)に つ い て は,客 とS・NC・F・ と の間 で規 則が あ る。 極 端 な場

合 は 税 金 を掛 け る?と か,受 益者 負担 の 原 則 の よ うだ。 これ は特 殊 な場 合

に限 られ るか ら将 来 の 問題 と して い る。 現 在 は,貨 物 の 発着 に関 して実 効

あ る管 理 が な され て い る由。

(6)貨 車 の 整備 こっ い ては,国 内 だ け で は あ るが2年 を周期 と し て,何 ㎞,

何ton,積 ん だ の で オ ーバ ー ホー ルが 必 要 で あ ると い った 情報 を得 て整 備

に寄 与 し てい る。

24そ の 他

S・NC・ 兄 にお け る情報 処理 全般 の高 度 化 に対処 す るた め,要 員 の 養成 教 育

の問 題 につ い て は,ケ ー ス ス タデ ィ を実 施 させ る10年 前か ら組 織 内 に学 校 を設

置 した。
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1.4パ リ警 視 庁 の 行 政 情 報 処 理 シ ス テ ム

調 査 先;DeLaPrefecturedePolice

所 在 地;4,RueJulesBretonParis13e

調 査 期 日;1973年2月27日

面 接 者;Mr.RobertThi6bault,DirecteurDesServices

Techniques

調 査 員;梧 沢,中 川,相 汎 佐 内,内 藤

1.概 要 お よ び所 感

当所 は,パ リ警 視 庁 の デ ータ処 理 部 門 で,1963年 に 内 務省,警 察の行 政活 動

の 機 械 化 を 目的と し て発足 し,警 視 庁,消 防署 の職 員42,000人 を対 象 と した

人事 業 務,給 与 計算 お よび 自動 車 登 録320万 台(パ リ近 郊 の み),交 通 違 反 取

締,年 間500万 件 を処 理 し,駐 車 違 反 取 締 りで は法 務 省,財 政省 と連 係 を保 ち,

摘発,罰 金 徴 収 事務 を行 なっ てい る。

シ ス テ ム導 入 当初 は 経 費 の点 か ら警 察 固 有 の 業 務 の み で は,コ ス ト高 で あ

り,独 自の 計算 機 導 入 は不 可 能で あ った か ら,内 務省 関係 業務 と計算 機 の 共 同

利 用 を行 な っ て きた が,2年 前か ら,警 察 固 有 の業務 と し て,国 際 的 な指 名 手

配 犯 罪 人32万 人,盗 難 車8万 台 分 の記 録 が マ ス ター フ ァイル に記 憶 され てい る。

この セ ン ター を中心 にパ リ4地 域45ケ 所(図1-12参 照)が 結 ば れ てお り,1

日24時 間,1週7日 の サ イ クルで,活 動 を行 な っ てい る ほか,フ ラ ンス 全 国 の

新 車 検 シス テ ム,自 動 車運 転 免 許 証 の管 理 等が 計 画 され,一 部 実験 中 で あ る。

進退 す るモ一 夕 リゼ ー シ 。ン に対 処 す るた め,自 動 車,運 転者 に関す る情報

の一 元 化 を計 り,こ れ を管 理 す る こ とによ っ て,登 録検 査 事 務 の省 力 化 な らび

に交通 関係 犯罪 お よ び交 通 事故 の防 止 に努 め よ うと してい る もの と見 受 け られ

た。 ま た,こ の 情報 は文 書番 号 を介 し,一 般 犯罪 記 録 と連携 し てい るか ら,単

に交 通 事 犯 の み な らず,刑 事 事件 の 捜 査,裁 判 資料 に も活 用 で き るで あ ろ う。
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将来,情 報 収 集対 象 範 囲 如 何 によ って は,質,量 共 に充実 した デー タ バ ン ク

が 完 成 す る こ と にな るで あ ろ う。

この デ ー タ ・バ ンク の効 率 的利 用 に よ り警 察 行 政 にお け る総 合 的,効 果 的 な

政 策 決定 を行 な うことが で きる もの と思 わ れ る。

'

` Territoiredecomp6tence
dUPr6fetdePolice

.LESCANTONSISSUSDEL'ANCiENDEPARTEMENTDESEINE-ET-OISE .

㌘ ・

z

/7//,

暢

'
慈

ム
蟻

フ》の 《

彩'

i獺

㌫ ・2㍑鑑,鑑,癬U蹴 。聯6e8,旱a;,當;と認 識,轟 訟=聯 晋i;ごト8罐
PhOtos:Servic'5τ ・ch・iqu・ ・ ぴ・ ノ・ ρ・・S〆・醐 ・d・P・ 〃・e.L・ 力α ∂r。〃・ σ・ρ。ノノ・ρ ∫・ノ・・ご々 ・・ノ・G・～ ・・R・o・ ノρ・鋤 εぴ ぴuD・uρh/n.伽m。 ,P。,,,.偽 ∫。カ,R∂ ρh。 ・A、0。isn.∂u.R、 ρ白。o.κ 。加,

図1-12

一43一



2.詳 論

2.1コ ン ピ ュ ー タ ー

1963年5月

1965年

1966年

1972年

2.2人 員

員

訳

船

内

2.3経 費

24業 務

(1)自 動 車登 録 事 務

対 象 台 数

形 式,シ ャー シ#,

IBM1410導 入

GE425移 行

GE425増 設

CIIlOO70(IBM36(レ/67相 当)導 入

小 型 機CIIIOIO,IBM360./20,

HbneywellBul1406追 加

328人

技 師11人

プ ラ ン ナ ー17人

プ ロ グ ラ マ ーt40人

オ ペ レ ー タ ー 等260人

3,200万 フ ラ ン(19億2,000万 円)

1,400万 台…・・…・…内 務省 登 録(F)形 の車 輌

所有 者氏 名,生 年 番 号,犯 罪記 録の 文 書番 号 が記 録 し

て あ り,現 在 ま で35万 台 が 移 行済 で あ る。 これ が 検 索 に よ り,

(a)盗 難 者 の 発 見 に寄与 す る こと が で き る。

旧 捨 てた 車 の持 主 検 索 によ り,後 始末 をさせ る ことが で き る。

(c)名 前,生 年 番 号 だ けで%× ×× とで れ ば そ の文 書番 号 が検 索 され,事 件

内 容 は,そ の該 当文 書 に よ り判 明 す る(文 書 は別 扱 い で あ る)

(d)パ ス ポ ー ト発給,居 住 証 明,発 行 事 務 等 で あ っ て も,登 録 者 の 名 前,生

年 番 号 が判 明す れば,コ ン ピ ュー タ ・フ ァイ ル の検 索 が 可能 で あ り,登 録

人 名 の索 引 に手作 業 で は,1週 間か か った もの が半 日に短 縮 され る。 件 数

で 表示 す る と1日500件 の手作 業 が5件 に減 少 した。 しか し,同 一 ス ペ ル
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の氏 名 は係 員 の判 断 が必 要 で あ る。

(e)軍 隊の 脱 走者,外 国人 犯 罪 者,要 注 意 人物,未 成 年 者 捜 索,脱 獄者 指 名

手 配者,脱 走 常 習者,脱 獄 常 習者,犯 罪 常 習 者,家 出 人,革 命 運 動 者,反

政府 主 義 者,執 行 猶 予 者 等 が発 見 で きる。 なお,犯 罪 内容 は 事 件発 生 地域

に登録 記録 が あ り,コ ン ピ ュー タ ・フ ァイル には そ の文 書 番 号 の み が 記憶

され て い る。

こ の装置 は,デ ー タ ・イ ンデ ックスが,身 分証 明書 番号,保 険 証 番 号 と

共 通 なた め,も し,裁 判 結 果 が 同一 フ ァイル に記 録 さ れ てい た とす る と,

誰 で も簡 単 に その 記 録 を引 き出せ る恐 れ が あ り,個 人 の秘 密保 護 が守 れ な

い か らで あ ろ う。

現行 シ ス テ ムで は,裁 判 結 果(犯 罪歴)を 取 り寄せ たい と きは,コ ン ピ

ュー タ ・フ ァイ ル の 文 書番 号 か ら,該 当 記録 を手 作 業 によ り検 索 す る こと

にな って い る。

ま た,当 該 記 録 が地方 都 市 に保管 され て い る場合 もあ るため,検 索 に 日

時 を要 す ること も あ るが,こ れ は個 人 の秘 密保 護 の た めや む を得 ない で あ

ろ う。

(2)自 動 者運 転 免 許 証 登 録

6ケ 月 前 に移行 作 業 を開 始 した。 対象 は2,200万 人(100才 の 人 も入 って

お り,死 亡 者 を除外 し てい な い)で あ るが,実 質1,700万 人 位の ドライバ ー

数 と推 定 され て い る。 運 転 免 許 証 番 号,身 分証 明書 番 号,社 会保 険証 番 号 に

共通 部分 が あ るた め,種 々の検 索 お よび 死 亡 者の 除 外 が 可能 と な り,常 時 生

きた デ ー タ の記 憶 がで き る こと と な る。

(3)移 民 管理

主 に アル ジ ェ リ ア人 を対 象 に在 留 記録 の 管理 を行 な う。

2.5問 題 点

(1)1945年 制 定 の個 人 コー ドは県 単位 で あ った た め,再 編 成 が 行 な わ れた 。 し

か し,現 在 で も完 全 な もの で はな い ので,検 索 に多 少 問題 が残 る。

(2)新 車検 の実 施 に よ り%が 増 加 し,車 検 対 象 台 数 が2,200万 台 程 度 と な る。
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と こ ろが これ らの処 理 に は5,000万 フラ ン(30億 円)と い う莫 大 な 費用 がか

か る こと とな り,予 算 的 制 約 か ら実 施不 可能 で あ る。 よ っ て,200万 台 位 の

新車 を対 象 と して,移 行 をす るとす れ ば8年 程 で 古い もの は無 くな り,生 き

た デ ー タの み 把 握 で き る。

26将 来 計 画

通 信 回 線 網 の完 備

警 察 情報 網 と行 政 情 報 網(内 務省)を 統一 し,デ ー タの相 互 ア クセ ス を考 え

てお り,計 算 機 はGE427を 使用,回 線速 度500ボ ー で,端 末 機CII10010

を各 地域 の主 要 個 所50ケ 所 に設 置 する構 想 で ある(1974年3月 か ら約5年 間 で

完 成 予 定)。 この 回 線 網 は迂 回中継 が 可能 で あ り,回 線 故 障 によ る障 害 を排 除

で きる。 現 在 は デー タ のパ リ集中 方 式 で あ るのが残 念 で あ り,近 い将 来 に地 域

分散 集中 方 式 に変更 した い 考 えで あ る。

図1-13パ リ警 視 庁,内 務 省の 共同 利用 デ ー タ通信 網(将 来構 想)
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コ3 参
・考 事 項

ω 計算 機費用は60%を 購入( 5年 間 分割払), 40%を 借用 とす る支払い方

式 で あ る。

(2) ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス装置 と して 磁気 カー ドを使 用 し てい る。 これは磁気
●

デ ィス ク に比 べ ス ピー ドは%で あるが, 費用 は%で すむか らで あ る。

(3) パ リ警視庁 取扱事件数 につ いては, 次の原文 を参考 されたい。
◆

ACTIVITES

1e5⊂hiffresindiqu6⑨ ⊂i・opr壱5refl6tentドactivi,6doloPrさfetturede

Po【i`epourPori56'tes,roisd6FartementsdeIoP6riph6riependo前

†了oistrime▲ ↑re$e†poulPorlsseulernentquζour5duquatrieme,rime51ro
,

ACTIVITES

POLICEMUNICIPALE

316.827sortiesdecarspolice・secours 、

2.094.134kmsp(エrcourusenmissiondePoliceSecours

132.260cOndu三tesauposre.

4.829.363contraventionsTelev6esdont4.254.691

pouriniractionsauxreglesdelacircu・
1αtionetdustationnement.

POLICEＬUDICIAIRE

49Z307enquetesjudiciσires,

5フ.024σrreStσUons.

493.842enqu猷esadministrσtives.

6.607,5∞{ichesdevoyogeursciasseesauxgαrnis .
5.918.005tichesdσctyloscopiquesetσnthropo.

rnelriquessontclasseesaufichierde

l'ldentitξJudiciaiTe.

19.212personnesecroueesaudep6t,

11,ア53RecherchesdernineurssignalOsdisparus .

POUCEECONOMIQUEetREPRESSIONDESFRAUDES

77・421c。ntrOlesdesprix.

65.901r6pressionsdesIraudesetcontr61esdelα

qualite.

6.093prelevements.

7.255inculpations.

POLICEAD∧ へINISTRATIVE

131,860passeportsdblivresouproroges .

218,2ア5cortesnotionαlesd'identit6francaise ,

17,830permisdechσsse,

3卿1titresdesejourd'6tTσngers◆tαblisou

renouvel■S.

2.87フcorpstransportesdl'lnst:tutmさdico・i6gal.

6・710reche・chesdans1'inte・etdesfamilles(mσjeurs) .

3.125molσdesconduitsdl'lnf三rmeriepsychiatrique .

73生S66imrnatriculationsettrσnsfeltsdecortesgrises ,

98,060permisdec。ndu±redelivres.

26,059visitesrn6dic(llestouspermis

2.910retl(litsdeperrnis
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A.393Par1eServicedeChimie.
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一20」2フporleSer▽icedespoilutions .

1,184par1eServicedeRecherchescientifique .

●

PROＴECTIONCIVILEET

BRIGADEDESAPEURS-POMPIERS

6フ726interventionsdeSapeurs.Pompiers

36.750Secouristesactifs

11.966Breversdesecouristesde三ivr6s .

3.653Brevetsdespeciolistes.
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10290`t。nnesdeproduitsdepeche

6.15a462heαol"resdel(lit

327.372tonnesdeproduitslqitiers

674.156.000ceufs

39.232exσmensdeloborσto]res.

EtQbhssememscloss6s:13.169白Pσriset21.275enbanlieue

H△tels:4.754CtPσnset3.550enbσnlieue

D6bitsdeboissonsフ15.9846Poriset10.78生enbanlieue
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1.5フ ラ ン ス の 航 空 管 制 シ ス テ ム お よび

エ ー ル ・フ ラ ン ス の 座 席 予 約 ・貨 物 輸 送 シ ス テ ム

調 査 先;CentreD'ExperimtationdelaNavigation

A6rienne(C・E・N.A・)

AirFrance

所 在 地IA6rogared'Orly(C・E・N・A・)

DomaindeVilgenir91305

Massy(AirFrance)

調 査 期 日;1973年2月28日

1973年3月1日

面 接 者;駈.Alvarez

㎜.CraudeF.Singer

調 査 員;梧 沢,中 川,相 汎 佐 内,内 藤

1.概 要 お よ び所 感

C・E.N・A,(CentreD'ExperimtationdelaNavigationA6ri-

enne)は,フ ラン ス運 輸 省 民 間 航空 部 に属 し てい る航 空 航 法実 験 セ ンタ ー で あ

り,オ ル リー空 港 の近 くの 設置 さ れ てい る6

私 共調 査 団 は,こ の実 験 セ ン ター にお い て,フ ラ ンス航 空 管制 シス テ ム の説

明 を受 け た。

航 空 管 制 セ ンタ ー は 現在 フ ランス 全 国 を北 部,南 西 部,東 南 部 に3分 割 し,

各地 区 に それ ぞれ1ケ 所 設 け られ てお り,こ れ らの セ ンター に よ り,フ ラン ス

航空 網(図1-14)の コ ン トロー ル が行 なわ れ てい る。 航空 管制 セ ン ター は 飛

行 コ ン トロー ル 情報 と して,パ イ ロ ッ トか らの飛 行 予 定 報 告書(図1-15ス ト

リ ップ)・ レー ダー 情報 ・飛 行 位 置 を示 す ラ ジオ 情報 を受 け,こ れ らの 情報 を

コン ピュー タ ー によ り分 析 し,そ の結 果 に もとづ き管 制 を行 なっ て い るので デ

ー タの 人 手
,分 析 結 論 とい うサ イ クル で の ア クセ ス が早 く,適 切 な指示 をパ
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`

イ ロ ッ トに与 え る ことが で き,飛 行 の 安 全 を期 し てい る。 ま た,地 理 的 に いっ

て も,フ ランス は ヨー ロ ッパ の ほ ぼ中 央 にあ り,周 辺 各 国 との 航 空路 も複 雑多

岐 に亘 っ てい るが,こ れ らの 航空 路 の 管 制 シス テ ム の完 成 に よ りフ ラ ン ス は ヨ

ー ロッパ各 国 に対 す る管制 シ ス テ ム の指 導 的立 場 を持
つ で あ ろ う。 しか し なが

ら各 国 の飛 行 機 は国際 規約 に従 っ て飛行 してい るとは い え,フ ラン ス以 外 の 各

国の 管 制 シス テ ム は手 動 で行 な わ れ てお り,各 国 の管 制 セ ン タ との 間 に デー タ

が ダ イ レ ク トで往 復 してい ない と こ ろ に問題 が残 っ て い るとい え る
。 ちなみ に

英 国 にお け る管 制 シス テム の 自動 化 は1975年 頃 に な る見 込 みで あ る。 その 他

の 各 国は そ れ 以 上の年 月 を要 す る模 様 で あ る。 したが って,理 想的 な 航 空 管 制

シス テ ム の完 成 は 少 な くと もヨー ロ ッパ 圏各 国 の シ ス テム が 自動 化さ れ
,情 報

の ダイ レ ク ト交換 が 可能 にな っ た 時 点 にな る もの と思 われ る。

図1-15ス ト リ ッ プ

エ ー ル フ ラン ス は主 業 務 と して
,座 席 予約 シス テ ム,貨 物輸 送 シス テ ム を実

施 し てお り,航 務 ・整 備 シス テ ムは,研 究段 階 に あっ た。 計算 セ ン タ ー は
,パ

リ市 内 にあ った が,手 狭 な ため,6ケ 月 前 に オル リー近 郊 に移 転 さ れ
,現 在一

部据 付作 業 中 で あっ た。 座 席 予 約 シス テ ム にはUNIVAC1108の デ ュ アル 構 成

で あ り・一 般 管理 ・ 貨 物 シス テ ム は,IBMを ,旅 客 チ ェ ッ ク イ ン にはUNI_

VAC1106を 使用 し てい る。 オ ン ラ イ ン化 され て い る 業務 は 座 席 予約 ,ホ テル,

自動 車 の予 約,乗 客 手続 貨 物 ,管 理 資料 の各 シス テム で あ っ たが い ず れ も

UNIVACと エ ー ル ・フ ラ ンス の 共 同 開発 によ る もの で あ る。
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2.詳 論

2.1コ ン ピ ュ ー タi等

(1)C.E.N.A.

1962年IBM650

1968年IBM7040レ ー ダ ー1基

1972年CII10030レ ー ダ ー4基

(2)エ ー ル ・フ ラ ン ス

1969年UNIVACl106

UNIVAC1108

1BM

2.2.要 員

(1)C・E・N。A・

プ ラ ン ナ ・ プ ロ グ ラ マ15人(民 間 航 空 管 理 の み)

オ ペ レ ー タ200人

(2)エ ー ル ・ フ ラ ン ス

ス ペ シ ャ リス ト120人

ソ フ ト 会 社 員(外 部 技 術 者)20人

オ ペ レ ー タ(1チ ー ム8人)

5チ ー ム 計40人

管 理 部 門200人

2.3経 費

エ ー ル ・ フ ラ ン ス1億6,000万 フ ラ ン(96億 円)

2.4業 務

(1)C.E.N・A・

航 空 管 制 情 報 源 と し て

(a)飛 行 予 定

出 発 飛 行 場 に お い て パ イ ロ ッ ト よ り 飛 行 予 定 を 報 告 さ せ,こ れ を デ ー タ

と し て ス ト リ ッ プ に 記 録 す る 。
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(b)デ ー タ

各 地域 の レー ダー 情報 を入 手 し,系 統 別 に区別 し,番 号 を付 し て記 録 す

る。

(c)飛 行 計 画

ω ラ ジオ 情報 と し て,飛 行 機 の現在 位 置 ・飛 行予 定 上の 飛 行 機 の位 置 ・

フラ イ ト茄,高 度 ・速 度,荷 物 到 着 時 間

回 セ ク タ 情報

飛 行 経路 をセ ク タS1,S2,S3,一 ・・…… に わ け,各 セ クタ で は,前 の

セ クタ通 過 情報 を入 手 し,そ の飛行 状 態 を分 析し て航 空路 に砺 を付 す。

例 えば フ ラ イ トyV6-tsの 飛行 機 は飛 行予 定 で は,現 在航 空 路21番 の位

置 にい な けれ ば な らない の に,現 実 には 航空路25番 の地 点 を通過 した 場

合,こ の 飛行 機 は 航路 修 正 が必 要 と な る。

(d)管 制 セ ンタ の役 割

管 制 セ ン タ は,以 上の 情報 を入 手 し,こ れ を分 析して,コ ン トロー ル ・

リス トを作 成 す る。 この 作 成 手順 は,

(イ)パ イ ロ ッ トか らの 情報 を入 手 す る(ス トリ ップ に記 録)

(ロ)レ ー ダ ー,ラ ジ オ,セ ク ター 情報 の照 合 を行 な う。

内 誤 りの検 出 を行 な う。

⇔ 結論 を出 す。

㈱ 結 論 の 伝達 を行 な う。

で あ り,こ れ らの 情報 の 分 析 結 果 が この リス トに掲 載 され て い る。 この リ

ス トによ り,管 制 セ ン タ は,パ イ ロ ッ トに必要 な情報 を指示 し,飛 行 の 安

全 を計 ってい る。 安 全 な飛行 をす るた め に は,パ イ ロッ トは飛 行 規 定 を遵

守 し,管 制 セ ン タは これ を援 助 す る。

レー ダー には,飛 行 機 の位 置 が うつ る だ けで 情報 の 伝達 は一 方 通 行 で あ

るか ら,コ ン トロー ル ・リス ト等 他 の 情報 を併用 して,飛 行 計 画 速 度 ・

高 度 等 情 報 を的 確 に分 析 し,交 通 密 度 の 高 い場 合 には,正確 な情報 を少 な く

と も10分 以 内にパ イ ロ ッ トに指 示 を与 え る こ とに して い る。
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この 航 空管 制 シス テ ムの 開発 に際 し てはS・E・M・A・(MetraInter-

nationa1)か ら相 当 な 技 術協 力 が あっ た よ うで あ る。

C・E・N・A・ は,航 空 航 法 の実 験 セ ン タで あ るか ら飛行安 全 性の 確 保 のた

め,第1に 誤 り訂 正 の た め の ロ ジ ック を計算 機 に記 憶 させ る仕 事 が大 切 で

ある。 このた め に プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム を編 成 し てい るが その チ ー ム ワ

ー ク が重 要 で あ る。 チー ム には,余 分 な 負担 をか け な い よ う必 要 最 少 限 度

の仕 事 を与 え,シ ス テ ム作 りに専 念 で き るよ う配 慮 し てい る。

現 在,実 験 セ ンタ で は,レ ー ダ ー網 の 完 備 につ い て,プ ロジ ェ ク ト ・チ

ー ム を編 成 し
,あ らゆ る方 法 を検 討 中 で あ る。

航 空 管 制 シス テ ム で 使用 中 の ソ フ トウ ェ アは,実 験 セ ンタで 開発 した ラ

ンゲー ジ 「ASTRE」 で あ る。

これ は 航 空管制 専 用 に開発 した もの で,現 在 ま だ完 全で は ない が,実 用

にな っ てい て,引 き続 きデバ ッ ク を重 ね,完 成 へ の努 力 を行 な っ てい る。

航 空 管 制 セ ン タの オペ レー シ ョ ン ・ デ ス ク は,フ ラ イ ト監 視 用TV

1台,指 令 用 キ ー ・ボ ー ドと電 話機1台,計 算 結 果 出刀用 デ ィス プ レイ1

台,デ ー タ入 力 用 キ ー ・ボー ド1台,監 視用 レー ダー2台 で 構成 され て い

る。 これが 複 数 台 設 置 され てい て,オ ペ レー タ200人 によ り操 作 され,1

日3,000機 の 飛行 機 の コ ン トロ ー ルが で きるよ うに なっ てい る。

(2)エ ー ル ・フ ラン ス

従 業 員 の人 事管 理 シス テ ム,積 荷管理 シス テ ム,旅 行 案 内相 談 シス テ ム,

乗員,客 室 の 部品 管理 は,パ リの 計算 セ ンタ のIBM製 計算 機 に よ りバ ッチ

処 理 され て い る。

座席 予約 はUNIVAC1108の デ ュアル構 成 で,う ち1台 は一 般 管 理 に も使

用 して い て,向 こ う2年 間 の 座席 予 約 数 を確 保 で き るの と同 時 に,ホ テル,

自動 車 の 予 約,飛 行 スケ ジ ュー ル,映 画 食 事 サー ビス に は,UNIVAC

1106を 使用 してい る。オ ン ラ イ ン処 理 は1969年6月 にス ター トし,大 西 洋

地域 の サ ー ビスか ら行 な った。
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2.5将 来 計 画

(1)C.E.N.A.

1973年 夏 頃 に は シ ス テ ム の デ ュ ア ル 運 転 を 行 な い,よ り安 全 性 を 高 め る

こ とに して い る・1975年 に は・ 西 部 地 区 蹟 制 セ ン ター を増 設 し・ 鵬 情

報 網 を 完 成 さ せ る 予 定 で あ る 。'

(2)エ ー ル ・フ ラ ン ス

航 務 シス テム,整 備 シ ス テ ムの 完成 を 目指 し てい る。

3.参 考 事 項

図1-16,1-17に 示 し た もの が,通 信 回 線 網 で あ る。

●
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資 料 一 覧

(1)centreDecontr61eR6gionalNord

(2)ManuelD'EmploiDuLangage"ASTRE"

」
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1.6ベ ジ ャ ン病 院 の 医 療 情 報 シ ス テ ム

'

調 査 先;HopitalB6gin

所 在 地;69,AvenuedeParis94St-Mand6

調 査 期 日;1973年2月28日

面 接 者;Mr.01ier,M6decinenChef(Colone1;陸 軍 大 佐)

調 査 員;楯 沢,内 藤,中 川,相 汎 佐 内

●

1.概 要 お よ び 所 感

この病 院 は,フ ランス 陸 軍 病 院 の ひとつ で あ るが,一 病 院 の 医 療 情報 シス テ

ム にと ゴま らず ,軍 隊 の 医 療 情報 シ ス テム化 を図 っ て い る点 に特 徴 が み られ る。

一 病 院 の医 療 情報 シス テム の 機 能 と しては
,

(1)患 者 に 関す る情 報 提 供。

(2)診 療 に 関す る情報 提 供。

(3)経 営 管理 の た め の 情報 提 供。

な どが あ り,そ の主体 は,患 者 に関 す るデー タの 管 理で あ る。

ま た,軍 隊 の 医 療 情報 シス テ ム の 機 能 と しては,

(1)会 計 業務 お よび 統 計 資料 の作 成。

(2)健 康 管理 部局 に 必 要 と され る医 療技 術 者の 登 録。

などで あ る。

この総 合 医 療 情報 シス テ ムは,CETIMA(CentredeTraitement

de1'InformationM6dicaledeArm6es)と 呼 ばれ る もので ,1970

年 か らシ ス テム分 析 を開始 し,1972年 か ら,こ の 病院 の業 務運 営 に導 入 されT ,

シス テム の検 討,改 善,進 展 の 過程 を経 て現 在 に到 っ てい る。 これ につ い ては,

2.2CETIMAの2大 機 能 で述 べ る こと とす る。

病院 の業 務 を電算 化 す るこ と に よっ て得 られ る効 果 は,

(11診 療 の種 類,回 数 が正 確 に把握 で きる こ と。
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(2)運 営管理業務 に欠 くことの できない転記作 業 を省力化で きること。

㈲ 医療 に関す るデータをす べて収 集 し,こ れ らのデータか ら統計 資料 を

作成で きる こと。

(4}医 療費の算出が容 易 に行な える こと。

㈲ 設備の稼動 状況が容易に把握 で きること。

などで あると,面 接者 は語 っていた。

。専門用語 の取扱い につい て

患者 に関す るデー タ,診 療 に関す るデータ をコン ピュー タに入力す る場合

に,専 門用語 をコー ド化 した もので も,専 門用語 その もので も入力で きるよ

うに配 慮 されてい る点は優れ てい る。 この方 法によ れば,医 学 の進歩 によ る

新語 を入 力する場合で も,特 別 な手続 きを必要 とし ない。

専門用語 をデー タとして取 り扱 う場合の問題は,我 国で も同じで ある。 前

述した方法 は,優 れ てい るが,こ の方法 を採用 して も,フ ランスの病院 と同

様の効果は期待で きない だろ う。 なせ な らば,タ イ プライタの使用 に関して

は,一 般 に,我 国民 の方 が不 慣れ だか らである。

o資 料管理 計画につい て

この病院だ けでな く,陸 海空 軍に所属す る30の 病院 を統合 する資料管理の計

画は注 目にあたい す るだろ う。 なぜな らば,数 多くの臨床デー タが集中 され

分類 されれ ば 研究者 は,臨 床研究に役立つ デー タを豊富 に得 ることがで き,

医学の進歩 に貢献す ることが予想 され るか らである。

」

十

2、 詳 論

2.1病 院 内の医 療 情報 シス テ ム

この シ ス テム の主 体 は,患 者 に関 す るデー汐 の管 理 で あ る。

一 般 の患 者 は
,病 院 の受 付窓 口 で 身許 が確 認 され,氏 名,社 会 保 険番 号等 が

カル テ に記 入 され る。 この デー タ が コ ン ピュー タに入 力 さ れ る と,こ の 時か ら

患 者 に関 す る 情報 の管 理 が,医 療 情報 シス テムの 下 で 行 な われ る こと に な る。

急 患 の場合 に は,上 記 の よ うな手 続 きを済 ませ てか らで は,手 遅 れ に な る。
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した がっ て,受 付 の 事 務処 理 手続 き を事 後処 理 と し て,即 座 に診療 サ ー ビス を

行 な う方 法 が と られ て い る。

患 者 の 病状 に よ っ て,診 療 の種 類 が異 な るが,ど この科 で,ど の よ うな診 療

を受 けた にせ よ,診 療 記録 が コン ピ ュー タに 入力 さ れ,記 憶 さ れ る シス テム と

な っ て い る。 これ らの デー タは,診 療 の都 度 追加 され るが,病 気 の治 療,退 院

あ るい は 死 亡 等 によ っ て,デ ー タ は発 生 し な くな る。

患 者 の診療 記 録 に は,入 院 日付,診 療 サー ビスの実 績 投 薬 実 績,退 院 日 付

な ど,種 々の デー タ が あ るが こ れ らか ら計算 書 が作 成 され る。

ま た,患 者 の カル テ に は,氏 名 を は じめ と し て,患 者 番 号,診 療 コー ド,診

断 結 果,レ ン トゲ ン 検 査の 結 果 生物 学 研 究 所 にお け る尿 ・血 液 な ど の分 析結

果 化 学 研 究所 にお け る 分 析の結 果 な どが記 載 され るのが常 で あ る。 この シス

テ ムで は,こ れ らの デ ー タ が,発 生 す る度 に コ ンピ ュー タ に入力 され てい るの

で,こ れ らを病 歴管 理 に利 用 す る こ とが で き る。

以 上述 べ た患 者 に 関す るデー タ 管理 業 務 は,1972年 は じめ か ら電 算 化 して

い るが,そ の ほか に も病 院 の運 営 管 理 業 務 を実 施 してい る。 そ の業 務 内容 は,

(1)食 餌 管 理 業 務 。(こ の業 務は,材 料仕 入 れ の過 程 か ら電算 化 され てい

る。)

② 病 床 の割 当管 理 業 務。

(3)料 金 計算 請 求 業 務。

などで あ る。

2.2CETIMAの2大 機 能

CETIMAに は2っ の機 能 が ある。 それ は,

(1)ベ ジ ャ ン病 院の デ ー タ ・バ ン ク維 持

(2)管 理 業 務 の デ ー タ処 理

で あ る。

2.21ベ ジ ャ ン病 院の デー タ ・バ ン ク維持

これ は,ベ ジャ ン 病 院 内 の医 療 と業務 運営 に必 要 な デー タ ・バ ン ク を維 持 す

る こと で あ り,こ れ に は各 患者 の 臨 床 デー タ と診 療デ ー タ とが フ ァ イル され て
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い る。

O臨 床データの利用

臨床 データのファイルは,ラ ンダム ・アクセス ・ファイルに記録 されてい

るので臨床医は容易 に このデー タ を利用す ることがで きる。 すなわ ち,あ る

特定患者の臨床デー タの一 部あ るいはすべ ての情報 を,直 接 アクセスす るこ

とによって入 手する ことがで きるし,ま た,MISTRALと 呼 ばれ る自動 プ

ログラム を使用すれば特定 の 臨床データや,特 定 分野の医療研究 に必要 と さ

れ るデータを,こ の フ ァイルか ら選択 して入手す ることがで きる。

O診 療 記録 デー タの利用

入院患者お よび外来 患者 に対し て行なわ れる診療記録のすべ ての情報 は,

1件eと に収集 され て医療お よび業務運営 に必要 なファイル に蓄積 され る。

この フ ァイルに記憶 され てい る患者の番 号 と診療の コー ドを用いれば,検 診

にと もな う計算書 をこの患者 に請求 すべ きか否か を判断して,作 成す ること

が可能で あ り,ま た,種 々の経営管理 業務 を行 な うこと もで き る。 この経営

管理 業務 とは,国 民 および軍隊 の健 康維持 のための管理 業務,熟 練 管理者 の

管理業務 に必要 な資料の作成で あ る。 そ して,病 院や健康管理部 局等の組織

が効率 良 く運 営 され るに必要 な もの として,原 価管理 資料や,業 務 状況資料

を提供 す ることが可能で あ る。

2.2.2管 理業務 のデータ処理

CETIMAの 第2の 機能 は,健 康管理 部局すなわ ち中央 部局,陸 海空軍の地

方部局,購 買部局 の管理 業務 をはたす ことである。管理 業務 としては次の もの

があげ られ る。

(1)会 計業務お よび統 計資料の作成

・業務 状況に関す る もの。

o人 員,設 備等 の資源に関す る もの。

・病 院 部隊 学校,各 種診療所 の消費実績 に関す る もの。

(2)食 餌管理業 務(在 庫,購 入,分 配)。

(3)健 康管理 部局に必要 とされ る医療技 術者の登録。

(4)被 検診者 の 臨床デー タの追跡記録。
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以 上の 業務 は,管 理 業 務 の省力 化 を はか る 目的 で,機 械 化 され た もの で あ る

が,こ れ ら以外 にCETIMAは 様 々 な管 理 レベ ル に必要 と され る重 要 な 情報 を

提供 す る。 それ は それ ぞ れ の管 理 レベ ル の 意 志 決定,管 理 業 務 に妥 当 性 の あ る

情報 で あ る。

2.3コ ン ピ ュー タ の 構成

CETIMAの 運 営 に必 要 な コン ピュ ー タ は,IRIS50と 呼 ば れ るCII

(CornpagnieInternationa1ξpour1'lnformatique)製 の 設 備 で あ

り,そ の シス テ ム構 成 は,

・中 央 演 算 処 理 装置(CPU)

・磁 気 テ ー プ装 置

・紙テ ー プ読 取 り機

・ラ ン ダ ム ・アク セス 磁 気記 録装 置

(1台 の記 憶 容量25M字)

・カー ド読 取 り機

・ラ イ ン ・プ リン タ

で あ る。

ベ ジャ ン病 院 の デー タの ほとん どが ,

128K字

4台

1台

4台

台1

台1

さん孔 タ イ プ ライタ で作 られ た 紙 テ ー

プ によ って 収 集 さ れ てい る。 この タ イ プ ライ タは ,病 院内 の 医 療 技 術 部 門 と業

務 運 営 部門 で 使 用 され てい る。 なお,研 究 室の 自動 化 と と もに 医療 と業務 運

営 に必要 な フ ァイ ル を使用 しな けれ ば な らない 部 署 には,コ ン ピュー タ に接 続

され た 端 末 を設 置 す る こと が計 画 さ れ てい る。

2.4シ ス テム の運 営

この シス テ ム の運 営 担当者 は,管 理 部 門,実 施 部門,開 発 部 門 をあ わせて65

名 で あ る。 コ ン ピュー タ技 術 者は,将 校,下 士官,志 願 兵,召 集兵 等 の 軍 関係

者 で あ り,オ ペ レー タ,そ の他 の 業務 は,民 間人 が 担 当 し てい る。 この ほか,

病 歴 記 録 用 にマ イ ク ロ フィ ル ム管 理 部門 が あ り,こ こにも50名 が配 置 され て い

る。

シス テ ム運 営 に 要 す る費用 は,一 般病 院 の 場 合 は,予 算 総額 の1 .0～1.5%
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程 度 が 限 度だ そ うで あ るが,こ こでは 軍 の 援 助 が あ り,そ れ 以 上 の費 用 を投 入

し てい る。 この よ うな背 景 が あ るた め,軍 関係の30の 病 院 の 資料 管 埋 計 画 や,

検 査,分 析 の 自動 化 な ど前 向 きの シス テ ム化 が推 進 され てい る。

2.5患 者 の費 用

この病 院 で 診療 を受 けた 患 者 の 費用 は,一 般 の病 院 と同様 に通 常 の保 険 が適

用 さ れ るの は勿 論 の こ と,軍 人,旧 軍 人 お よ び傷病 軍人 に対 し て,軍 の保 険 が

適 用 され てい る。

2.6将 来 計 画

26.1病 歴管 理 計 画

レ ン トゲ ン検 査 の 自動 化,生 物学 研 究 所,化 学研 究所 にお け る分 析 の 自動 化

が進 め られ,1973年4月 か ら,診 療 デー タが,フ ァイ ル されれ ば,病 歴 管 理 が

実 施 され る予 定 で あ る。

この よ うに して,診 療 デー タが フ ァイ ル され れ ば,

(1)患 者 の病状 を文 章 で 表現 す る こ と。

② 再 診 の場 合 に,過 去の 病 歴 を確 認 す る こと。

㈲ 類 似 した 臨床例 を分類 す る こ と。

な どが 容 易 に行 な われ,そ の 結 果 は,患 者 の病 状 伝達 や,再 来 患 者 の 病 歴 検 索

など に 役立 っ だ ろ う。 また,臨 床 研 究 面 で は,多 床例 の研 究 な ど に 役立 つ だ ろ

う。

この フ ァイ ル を用 い れば,特 定患 者 の病 状 や病 歴 を検 索 す ること は容 易 であ

り,追 跡 調 査研 究 に役 立つ だ ろ う。

26.2資 料管 理 計画

この 病 院 だ けで な く,陸 海 空 軍 に所 属 す る30の 病 院 を統 合 する資料 管 理 の 計

画 が あ り,MISTRALと 名 付 け られ て い る。 これ は数 多 くの 臨床 デー タ を集

中 化 し,分 類 す る ことに よ っ て 臨床研 究 の た めの 統 計 資料 を作 成 しよ う とす る

もので あ る。

ま た,フ ラ ンス中 央 部の リモ ー ジ ュ の病 院 で は,診 療 記録 デー タ が マ イ クロ

フ ィル ム に記 憶 され る方 式 で 資料 管 理 が 進 め られ てい る。 》
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2.6.3機 材の 管理 な ど

医 薬 品・ ラジ オ アイ ソ トー プ に関 す る機 材の管 理 は今 後 の問 題 で あ る が,近

い 将来 在 庫管 理 を行 な う ことが で きるだ ろ う。 これ らの 物 品 は,20%の 品 目 が

全需 要 の80%を 占め てい るか ら,い わ ゆ る重 点管 理 ,す な わ ち,需 要 の多 い少

数 品 目 を重 点 管理 し,残 りの 品 目 を一 括 管理 す れば よ い こ とが わ か っ てい る。

この ほか に も,診 療 サ ー ビス を円滑 に行 な うた めの 人 員配 分 計 画 や ,財 政面

の状 況 を把 握 す る こと な どが 予定 され て い る。

資料一覧

(1)Presentationofthecentredetraitementdel,information

medicaledesarmees

(CE.T.1.M.A)

(2)Lemanagementhospitalier
'

◆
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1.7フ ラ ンス 情 報 代 表 部

ノク
調 査 先;Delegationsl'Informatique(DI)

所 在 地;120rueduChercheMidi75006Paris

調 査 期 日;1973年3月1日

面 接 者;Mr.Baquiast

Mr.Caillot

調 査 員;楯 沢,内 藤,中 川,佐 内,相 沢

1.概 要 お よ び 所 感

公共 情報 シス テ ム と して フ ラ ンス情 報代 表 部 で 調 査 した 貿易情 報 シス テ ム に

つ い て述 べ る。

DI(フ ラ ン ス情 報 代表 部)は,経 済 財 務省 か ら分 離 して,現 在 で は,

MDIS(産 業科 学 開 発省)に 所 属 して い る。 しか しな が らSOFIA(System

d'OrdinateursPourLeFretInternationalAerien)の 開 発 作業 は,

経 済財 務 省 の管 轄 で あ る。

SOFIAは,関 税 事 務処 理 を行 な うた め の アプ リケ ー シ ョン ・シ ス テム で あ

り,次 の業 務 を行 な う。

(1)税 関 に お け る税 金 の徴収

(2)予 算 の編 成

(3)経 済 統 言十

(4)経 理 事務

税 関 は,空 港,国 境 を含 め て100ヵ 所 あ るが,パ リ,リ ボ リィ通 りに中央 サ

ー ビス局 が あ り
,欧 州6カ 国 の経 済共 同体 内 にお け る物 流 の監 視 を行 な って い

る。税 関 か らの収 入 は,国 家 予 算 の20%を 占 めて い る。

設 置 機 種

中央 サ ー ビス局1BM-360-501台

主 要 税 関 局 ロガ ー バ ック40台

現 在 で は,一 般 徴収 税 に余 りコ ンピ ュ ー タ利 用 が な され て い ない 。 一般 企 業
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お よび航 空業 の コン ピュー タ利 用 が 進 む につ れて,SOFIAの 利 用 も拡大 され

よ う。 ま ず・ 航 空 シ ステ ム と の 関連 が あ るた め・ 将 来 は相 互 シ ス テ ム の連 けい

が要 求 され る。 次 に徴 税 事 務 の拡 張 も今後 の大 きな 課題 とな って い る。

(1)税 関 関連 の適 用 業 務 の充 実

(2)入 国貨 物 の管 理

(3)税 関 に お け る人 事 管 理

(4)貨 物 の送 付 事 務

な ど を相互 に総 体 的 な推 進 を し,さ らに,間 接 的 な作業 と して,次 の事 項 が あ

げ られ る。'

企 業 にお け る取 引 条 件

(1)地 理 的条 件

(2)シ ス テ ムへ の参 加

(3)資 金 的参 加(税 関 に対 す る援 助)

これ らの条件 を前 提 として,空 港 にお け る貨 物 の 集 中化 を正 常 に,送 達 す る

ため にSOFIAの 推 進 を行 なわ な けれ ば な らな い。

LASESは,イ ギ リス に お け る ロン ドン,ヒ ー ス ロ空 港 で,す で に1968年 ～

1971年 に開 発 し,現 在,通 関 事 務(輸 入 に おけ る通 関 申請)を 主 体 として 実

施 され て い る。 こ の場 合 は,航 空 会 社の 関連企 業 か らの協 力 が 得 られ なか った。

1968年 に開発 を始 め た,フ ラ ンス に お け.るSOFIAは,AirFranceを 初

め とし,国 内航 空会 社,国 際航 空会 社50社,貨 物 取 扱 会 お よび税 関 との共 同

研究 開発 が で きた こ とで あ る。

ソ フ ・ ウ ・ ア は,CIIS.SEMA,SESA,CSIで1を 分 担 し,CIIの

機 種 導 入 とな った。 この計 画 は,1969年 ～1970年 まで に各 業 界 の 協 力 を得

る こ とがで きた。 また,SEMA,SESA,CIIお よ び関 係 者 に よ る財 務 省 の

計画 委 員 会 が40名 で1970年 中頃 か ら発 足 し,計 画 推進 にあ た った。

貨 物 取扱 量 は,米 国 と大 差 が な く,機 種 の選定 は,税 関側 の 同意 を得 て,国

産機 を導 入 す る こ と とな った が,ソ フ トウ ェ アが幾 分弱 か った た め,イ ギ リス

のNDPS社 か ら4名 を招 い て,開 発 す る こ とが要求 され た。 これ は,当 時 の 新
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聞 に さわが れ た。

この 計画 は,開 発 甲 であ るが,未 定 の 部 分 も多 く,1975年 の稼 動 目標 も,完

成 まで に1年 程 度 は,延 び る こ とが予 想 され よ う。

2.詳 論

21SOFIAの 構 想

本 シス テ ムは,ロ ワ シー,ル ブル ジ ェ,パ リ,オ ル リー,セ ル ジ ・ポ ン トワ

ール 空 港 にお け る輸 出入 貨 物 を取 り扱 うオ ンラ イ ン ・リアル タ イ ム シス テ ムで

ロワシー 空 港 が稼 動 した時 点 で ブル ジ ェ空 港 は閉 鎖 され る予 定 で あ る。

セル ジ.ポ ン トワー ル

中 央 セ ンタ 一

口 ワ シ ー

オ ル リ ー

端 末 タ ー ミナ ル

ロガンバック(印 刷 機 能)

サ ン ト ウ

(デ ィス プ レ イ)

図1-18SOFIAの ジ ェ ネ ラ ル ・ レ イ ア ウ ト

SOFIAの 計 画 段 階 で協 力 を得 られ た業 種 は 次 の とお りで あ る。

(1)航 空会 社(国 内,外 国)
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'

●

(2}税 関

(3)民 間輸 送 会 社(船 舶,自 動車)

(4)倉 庫 会 社

ター ミナ ル設 置 台 数

400台 税 関 ・事 務 所(国 境,空 港 な ど)

(100ヵ 所)(40ヵ 所)
コン ピ ュー タ

CIIIRUS-8・2台 く1::1還 りアル'タ イム

記憶 容 量70万 キ ャ ラ ク タ

IBM-50デ ィス ク フ ァ イル シ ステ ム

追加導 入 要求 と して

リアル タ イムの バ ック ア ップ マ シ ン1台

バ ッチ処 理 の 〃1台

テ ス ト用1台

以上 の3台 が 必 要 と なろ う。 伝 送 回 線 は,PTTか ら借用 す る予定 で あ る。

最 初 の 作業 と して 予 定 して い る業 務

ω 入 出 国物品 の 資 料 作 成

② 税 関 に対 す る申 告 書

㈲ 荷主 お よび宛 先 の送 り状

(4)倉 庫 へ の送 り状(保 管 状)

これ らの送 り状 は,荷 物 に関 しての 内容 が一致 すべ き もの で あ り,重 要 な帳

票 で あ る。 申告 書 お よび送 り状 は,税 関運 営 の基 礎 資 料 と して,最 も重 要 で,

な おか つ 商 業 ベ ー ス で は,運 搬,保 管 にお け る荷 姿 な ど が,重 要 と され る。

税 関 に お け る税 金 賦 課計 算 業 務 は,ブ ラ ッセ ル 関税 率 協会 で定 め られ た物 品

関税 率表 に よ って,徴 収 を行 な って い る。

AIRFRANCEの 貨 物 シ ス テ ム とSOFIAの 関税 シス テ ム との結 合 を行 な

うため に,さ らに,結 合 シ ス テ ム の開 発 を行 な う こ とが要求 され よ う。

本 シス テ ムの プ ログ ラ ム作 成,オ ペ レー シ 。ン ・シ ス テ ムの 作 成,ハ ー ドウ
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エアの導 入 には,SOFIAの 開発 陣が1973年5月 か ら向 け られ るが,24ヵ 月

間 を要 す る予定 で あ る。

総予 算額65,000,000Ffr

開発 経費 分担額

政府(税 関)

航 空 会 社

(エ ールフランス,そ の他)

航空代理店

39億 円

31%

32%

37%

現在,通 関業務 を行 な って い る航 空 会 社,航 空 代理 店 等 に よる貨 物 に関 す る

シス テム との結 合 を考 慮 しな が ら,推 進 しな けれ ば な らな い。 それ に は,通 信

回線 を利用 した シ ステ ムで な け れ ば な らない。 なぜ な らば,オ ー プ ン ・シ ステ

ム を完 成 させ た いか らで あ る。

デ ー タ収 集 の際 に も,イ ン ク ァィ ア リを迅 速 に行 な え る よ うに,近 代 的 な要

素 を取 り入 れ る必 要 が あ る。

な お,本 シス テ ム の推 進 に関 す る新 団体 や会 社 を設 立 す る予定 が あ るか。 と

い う質 問 に対 して,航 空 会 社 や メ ー カ等 の 協力 を得 る場 合 には,容 易 に認 め ら

れ るが,公 共 団体 や 会 社 を設 立 す る こ とは困難 で あ る。 と答 えた 。

リアル タ イム ・シス テ ム を開発 す る た め には,高 度 な技 術 者 を必 要 とす るの

で,米 国CSCと の契 約 をす る こ と とし,経 済財 務 省 が,こ れ にあ た って い る。

この融 資金 は,参 加 企 業 が7年 間 で国 へ 返 済 しな けれ ば な らない 。

22SOFIAの プ ロジ ェ ク ト運 営

この プ ロ ジ ェク トは,税 関,航 空会 社 お よ び航 空 代理 店 の 三者 が主 体 を な し

て い る。
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v 税 関

運営委員会

プロジェクト

運 営委 員 会

航 空 会 社

運営委員会

航空代理店

運営委員会

図1-19プ ロ ジ ェ ク ト 構 成 図

⑨

上 図 の事 務 局 は,プ ロジ ェ ク トの 管理 統 制 ,コ ン ピュー タセ ン タ ー の建 設,

現 業 部門 の 組 織 管 理,会 計 お よびi契約 業 務 を分 担 す る。 また,特 殊 チ ー ム は,

通関 申告,通 関 手続,貨 物処 理 を分担 し,主 と して アプ リケー シ ョン ・シ ス テ

ムの計 画,設 計 を行 な う。 さ らに,技 術 部会 は,デ ー タベー ス,タ ー ミナル,

オペ レーテ ィン グ シス テ ム,テ ス ト結 果 の承 認 を 分 担 して い る。

実際 に は,プ ロ ジ ェク ト運 営委 員会 の強 制 的権 限 はな く,三 者 に よる話 し合

いで 問 題 を解 決 して い る。

2.3.LACESと の比 較

LACESは,輸 入 にお け る通関 申 請業 務 のみ を対 象 と して い るが ,SOFIA

は,輸 出 入 に 関連 す る通関 手 続,貨 物管 理 な ど一 連 の業 務 を対象 と して い るの

が特 長 で あ る。 表1-2は,LACESとSOFIAに お け る比 較 対 照表 で あ る。
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表1-2SOFIAとLACESの 比 較 対 照 表

対 象 業 務 SOFIA LACES

対象空港数 3 1

輸入機能 ○ ○

通関申請 ○

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 規 則 の チ ェ ッ ク ○

通関支払保証 ○

ArrivalNotice ○

到着予定実績報告 ○ ○

倉庫使用料 ○ ○

税 関への書類 提出 7日 以 内 即 時

輸出機能 ○

輸 出申告 ○
、

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 規 則 の チ ェ ッ ク ○

チ ャ ネル選 択 ○

Loading機 能 ○

SOFIAは,輸 出入 品 目の取 扱 い規 則 に基 づ いて,コ ン ピ ュー タで チ.エ ック し,

倉 庫 保管 料 な どに利 用 され,LACESよ り も多 目的 に利 用'され て い る。

24SOFIAの 開発 計 画

SOFIAの 研 究開 始 は,1968年 か ら シス テ ム 分析 が行 なわ れ た。1969年 に

は,機 能 分析 を行 ない,1971年 か らシス テ ム の評 価 と ソ フ トウェ ア仕 様 書 の作

成 に着 手 した。

4
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表1-3SOFIAの 開 発計 画 表

'

'

ハー ドウェア

テ ス トシス'テ ム

テ ス ト用CRT導 入

デ ュアルCPU導 入

テ ス ト及 び訓練 用CRT導 入

現 場 用CRT,タ イプ ラ イ ター導 入

オル リ ー

ロワ シー及 びル ブール ジ ェ

ソ フ トウ ェ ァ

ァ プ リヶ ー シ ョン仕様書 の承 認

オ ペ レ ー テ ィング シス テ ム仕 様 書 の承 認

アプリケーションとオペレーテ ィングシステムの統 合

万 成

CII・CSIの 承 認

利 用 者 の承 認

シ ステ ム完 成

資料 一 覧

(1)SOFIAINPORTEXPQRTFUNCTIONALASPECT

OFT且ESYSTEM

(2)SOFIAPROJECTGENERAL'PRESENTATION
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1.8西 ドイ ツ の 数 理 ・デ ー タ 研 究 所

　
調 査 先;GesellschaftfurMathematik

undDatenverarbeitungmbH(GMD)

所 在 地;5205StAugustin1SchlossBirlinghoven

調 査 期 日;1973年3月7日

面 接 者;Dr.Marx

ノノ
Mr.Schutz、

Mr.Denker

Mr.Rllppert

　
Dr.FritzKruckeberg

Dr.Gebhardt

Mr.Vorwerk

Mr.Rudolph

調 査 員;楯 沢,内 藤,中 川,佐 内,相 沢

1.概 要 およ び 所 感

西 ドイ ツの数 理 ・デ ー タ研 究所 で 調 査 した 西 ドイ ツ にお け る第2次 情 報処 理

計 画 に つ い て述 べ る。

西 ドイ ツ にお け る第1次 情 報処 理 施 策 は,1967年 か ら1970年 にわ た り,そ

の間 の 連 邦 支 出 は,総 額6億8,000万 マルク(54億4,000万 円)に の ぼ った。ま

た,1971年 か ら1975年 の5カ 年 に,第2次 情報 処 理計 画 が あ り,総 額24億

2,300万 マルク(193億8,800万 円)の 予 算 で 実施 され て い る。

第2次 計 画 の 目標

(1)科 学 と産 業 に関 す る アプ リケ ー シ ョ ン

(2)公 共 サ ー ビス の アプ リケ ー シ ョン

(3)西 ドイ ツの コ ン ピ ュー タ市 場拡 張

(4)技 術 的研 究

な どが 主 体 とな り研 究 を推 進 して い る。
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第1次 計 画 は・ 技 術 的研 究 を主 に推 進 し た施 策 で あ った が ,第2次 計 画 は,

要員 教 育 お よ びデ ー タ処 理 の アプ リケ ー シ ョンに問 題 点 が あ る こ とが
,明 らか

にな っ た。

次表 は,第1次 お よび第2次 計画 の予算配分表 で,以 上 の点が十 分 に考慮 さ

れてい るもの と思 われ る。

表1-4情 報処 理計画予算配 分表

第1次 計 画 と実 施

(1967年 ～1970年)

第2次 計 画

(1971年 ～1975年)

金 額 率

(%)
金 額 率

(%)
大学 の研 究お よび教育
(大 学設置 コン ピュー

タを含 む)

DM4鋭000000

12

DM757900000

31
¥344000,000 ¥570320α000

職業教育の発展

(職 業 教育セ ンター)

DM4,000,000

1

DM16200α000

7

巨3a。 。α。。。 ¥1.296000000

デ ー タ処 理 の アプ リケDM57000000

一 シ ョン研 究¥45⑤000000
16

DM558,000,000

23
¥4104000000

産業 の振興

(技 術 ・研究開発)

DM215000000

59

DM705,400,000

29
¥112qoOOOOO ¥564a200000

特別 プ ログラム
原子力開発
GMDと 共 同開 発

DM42000000

12

DM240200000

10
¥336000000 ¥1.921β00000

総 額

∫

DM361000000

100
DM242鋭500,000

100
¥r288&000000 ¥1938&00α000

第2次 情 報処 理計 画 の予 算 は,そ の60・/・カ・'新しい アプ リケ ー シ 。ンの 研 究 と

教 育 分 野 に投 入 されて い る。 また ,教 育 科学 省,経 済省,労 働 社 会 省,内 務 省

な ど,各 省 が 共 同で,こ の計画 の 遂 行 に あ た ってい る
。

新 しい デー タ処 理 項 目



D

鋤

①

勾

5

6

デ ー タバ ン ク ・ソ フ トウ ェア

シ ス テ ム の統 合

医療 デ ー タ処 理

デ ー タ処 理教 育

数 値 制 御

コ ン ピ ュー タ ・エ イデ ヅ ド ・デザ イ ン

上述 の6項 目 の う ち,研 究技 術 省 は,デ ー タバ ン ク ・シス テ ムの統 合 の た め

に,資 金 の補 助 を行 な って い る。 これ は,デ ー タバ ン ク の研 究,開 発 に関す る

事 業 を行 な う企 業 に対 し,50%の 補 助 を行 な って い る。 さ らに・ 大学 研 究 所・

州立 研 究 所 お よ び公 共 団体 の研 究 所 に対 して は,100%の 補 助 を行 な って い る。

研 究,開 発 に 関す る補 助 申請 は,そ れ ぞ れ の組 織 か ら研 究 技 術省 に申 込 まれ・

省 内 にお い て検 討 を行 な い,補 助金 の 手続 きが 行 な われ てい る。 フ ラ ンス や 日

本 と異 な って,ド ィ ッで は大 企 業 や組 織 か ら研 究 課 題 の 申込 が提 出 され てい る。

大企 業 に対 す る50%の 補 助 金 は,公 衆 の利 益 を 目的 とす るた め・ 政 府 に返 済

す る必 要 は ない 。 しか し,新 内閣 に な って か ら,市 場 に出 した研 究,開 発 は,

その収 益 の40%を 経 済省 に返 済 し,60%は 企 業 利 益 とな る。 と話 され た。

十

2.詳 論

デ ー タバ ン ク は,多 くの 目 的 のた め に,共 通 す る デー タ を利 用 し よ うとす る

もの で あ る。

図1-20デ ー タバ ン クの概 念 図
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■

デー タバ ンク の 役割 の1つ と して,情 報検 索 が あ る。 シー メ ン ズ社 の情 報 検

索 シス テ ム にGOLEMが あ る。 この シス テ ム は,ク ローズ方 式 の モ デル で あ っ

たが,EEG,テ レ フ ンケーン に よ って,デ ー タバ ン ク ・コア と方 策 の部 分 を分

離 した。 これ が モ ジ ュ ラ ・デザ イ ンの最 初 で あ った。

経 営 の意 志 決定 の た め に も,デ ー タバ ン ク は重要 な役 割 を もって い る。 意 志

決 定 の結 果 をデ ー タバ ン ク に 蓄 え る こ とに よって,次 の意 志 決 定 を容易 にす る

こ とで あ る。

プ ロセ ス ・コ ン トロール に は,デ ー タバ ン クへ の 接続 機 器 を研 究 してい る。

この計 画 シス テ ム は,フ レ キ シ ビ リテ ィに富 ん で い る。 また デ ー タバ ン クの

共 用 が図 れ る ことに な る。

これ らの情 報処 理 分野 にお け るデー タ保 護 の立 法 は,内 務 省,立 法 局 で 検 討

中 で あ り,近 い将 来 には 法 制 化 され る予 定 で あ る。報 道 に よ る と,情 報 検 索 シ

ス テ ム にお け るデー タの保 護 シ ステ ム が ニ ュース にな って い るが,企 業 に問 い

合 わせ る と,テ キ ス トの作 成 段階 で,実 際 には稼 動 して い な い 。

21第2次 情 報処 理 計 画 に お け る補 助 対象

政府 の施 策 は,産 業 お よび 科 学 分野 で,合 理 化,生 産 性向 上 の 手 段 と して,

デー タ処 理 を拡 張利 用 す る こ と

公共 機 関 お よび 国家 行 政 上 のサ ー ビ ス面 におい て,コ ン ピ ュー タ利 用 を促進

し,合 理 化,能 率 向上 を計 る こ と

最 も重 要 な 基幹 で あ る工 学 の一 分 野 と して,情 報 処 理技 術 を体 系化 す る こ と

急 成 長 をみ せ るコ ン ピ ュー タ市 場 に お け るバ ラ ン スの とれ た競 争 関 係 を確 立

す る'こと。 な どが 補助 施 策 の 対象 とな ってい る。 これ らの施 策 に基 づ き,計 画

を実 施 す る場 合 の 問題 点 と して,次 の項 目が あげ られ る。

(1)

(2)

(3)

(4)

22

イ ン タフ ェー ズ(デ ー タバ ンク ・コア と外 廓 との部 分)

モ ジ ュー ル作 成 の強 化

デ ー タバ ン ク利 用 の ネ ヅ トワー ク

デ ー'タの保 護 対 策 な どが 考 え られ る

教 育 科学 省 所 管 の 計 画 事 業

一77一



第2次 計 画 の補 助 金 は,財 政省 の計 画 に基 づ いて,こ の 計画 実施 の所 管 が研

究 技 術 省 に替 って きた。 お もな項 目は 次 の よ うで あ る。

(1)医 療 情 報 シス テ ム

(2)CAI

(3)プ ロセ ス ・コン トロール

(4)ComputerAidedDesign

これ らの補 助 事業 は,研 究 技 術省 か らプ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ー ジャ を経 てい る。

実 際 の研 究 開 発 機 関 は,大 学 の研 究所,大 企 業(EEG,Siemens),ソ フ トウ

ェア ・ハ ウス,デ ー タバ ン ク研 究 所,技 術開 発 研 究 所 で行 な われ て い る。 各 方

面 の振 興政 策 と して 実施 して い る作 業 は,次 の よ うで あ る。

(1)医 療 情報 シス テ ム

診 断 シ ス テ ム(EKG,EEG)

ク リニ ック ・ラ ボ

イ ン テ ン シ ィブ ・コン トロー ル

病 院 情 報 シ ス テ ム

(診 断 と病 院 経 営管 理 の統 括 シ ステ ム)

毒 物 治 療 情報 シス テ ム

な どが あ る。 救 急 医 療,へ き地 医療 な どは,健 康省 の所 轄 なの で,こ こで は 考

慮 しな い。

(2)CAI

教 え る機 能

習 う機 能

試 験 の機 能

この よ うな機 能 を持 っ た教 育 用言語が なか ったが,米 国 で1ま,COURSEWRITER

が開 発 され て い た。 西 ドィ ッ は,そ の 後PLANIT(教 育 用Fortran言 語)

やLIDIA(Siemens)が 開 発 され た 。LIDIAはPLANITよ り簡単 な言 語

で ある。

第2次 計画 の 段 階 で は,ハ ー ドウ ェ アの導 入 のみ で あ る。一 方,教 育 シ ステ
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ムは,教 科 内容 と は別 に推 進 され て い る。

学校 経 営情 報 シス テ ム

教 員の 人 員 計 画

学 生 の 入学 ・卒 業 人 員計 画

学 校設 置,立 地 条件

(3)プ ロセ ス ・コ ン ト ロー ル

プ ロセ ス ・コ ン トロール の研 究 開発 は,大 企 業 が主 と して,推 進 してい

る。

(4)CAD

コン ピュー タ利用 は・技 術的発 展 を容易 にす るため の研究 開発 であ る・

これ に似 た ものが,米 国のICESで ある。

建 築

造 船

機 械

精密機械

電子計測

航 空 機

これ らCADは,デ ー タバ ン ク ・ソ フ トウ ェア を利 用 した集 積 情 報 シス テ ム

と もなろ う。 また,大 企 業 が 研 究 開発 にあ た って50%補 助 で,推 進 して い る。

23交 通 省 所 管 の 計 画 事 業

西 ドイ ツで は,運 輸 関 係 の組 織 が コン ピュー タ を最 も多 く使 用 して い る。 内

務 省 の報 告 に よれ ば ・1970年 代41台,1971年 代57台 と設 置 台 数 が増

加 し てい る。 しか し,西 ドイ ツ国 鉄 が,最 大 の 設 置 台 数 を保 有 して い る。

(1)国 鉄

経 営 の合 理 化
|

技 術,科 学 の分 野

これ らは,国 鉄 の主 要 業 務 で あ る。 貨 ・客 車 の 管理,貨 物 ・客 席 な どを計画
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し てい る。一・方交通省 には,7機 関 の技 術 ・科 学 の研 究 所 が あ る。

(2)連 邦 車輌 登録 局

自動 車 の車検 登 録

交 通事 故,盗 難 統 計 等

の事 務処 理 合 理 化 の た め に利 用 され て い る。 ま た,州 立 機 関 と して は,道 路 情

報 ネ ッ トワー クサ ー ビス を交 通関連 プ ロ ジ ェク トと して研 究 を してい る。 さ ら

に 今後 の研 究 課題 は,次 の よ うな もの で ある。

道 路 情 報 のデ ー タバ ン ク作 成

事 故 の状 況

事故 の原 因

道 路 の状 況

交 通量 の デー タ(ト ラ フ ィ ックカ ウ ンタ)

交 通 情報 の統 一化 をめ ざ して,交 通 デ ー タバ ンク作 成 の プ ロ ジェ ク トが あ る。

これ らの ほ か に,前 述 の7機 関 が研 究 を行 な って い る。

河,海,港 湾(船 舶)

航 空,空 港(航 空 機)

この う ち,空 港 では,す で に コ ン ピ ュー タ利 用 が 実 施 され て い るの で,こ れ ら

の デ ー タが デ ー タバ ン クの入出力 として利 用 され よ う。

24内 務省 所 管 の計 画 事 業

西 ドイツ にお け る内 務省 の 役割 は,州 政 府 色 が 強 い た め,連 邦 と州立 機 関

との統一 化 を図 り,さ らに,そ の他 の組 織 の統 合 を行 な っ てい る。 今後 の プ ロ

ジェ ク トと して,次 の よ うに大 規 模 な シス テ ムが あげ られ て い る。

(1)西 ドイツ連 邦 議 会 の 所 管

議 会 関係 諸 資料 の 諸 内容 につ いて の公 式 的 な記 載。

デ ィス ク ロー ジ ャの た め の ドキ ュメ ンテ ー シ ョン ・シス テ ム の開 発

(2)西 ドイツ 政府 の 出版 情 報 セ ン ター の 所 管

表 示 デ ー タ処 理 プ ロ ジ ェク ト(政 治 的 情報 の蓄 積 お よび修 復)。

デー タ処 理 機 器 お よ びマ イ ク ロフ ィル ムか ら成 る集積 情報 供 給 シス テ ム
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診

(ISS)の 創設。

(3)法 務省 の所 管

特許 に関す る情報 システム

犯罪,刑 罰の記録の創設

裁判 お よび法律 に関す るデータバ ンク

(4)西 ドイツ交通省 の所 管

連邦 高速道路 事務所 と提携 して,情 報蓄積 に関す る最 新 の手順の応用,

な らび に技 術 ・科学 調査,計 算およ び料金事務。

道路 交通情報のデータバ ンク(ハ イウェイ ・データバ ンクを含 む)。

㈲ 西 ドイ ツ郵政省 の所 管

デー タ伝送サ ービス におけ る複合 システムの使用

通信事業 の維持 と発展 のための 自動的 情報の処理 と供給 サー ビス(通 信

デー タバ ンク)

(6)西 ドイツ労働 ・社会福 祉省 の所 管

社会 デー タバ ンクの段階的設立(社 会保障 システムにおける,す べ ての

保険 関係 の記載)。

(7)西 ドイツ内務省 の 所 管

西 ドイツ統 計局 と共 同 して,統 計デ ータバ ンクの設 立。

刑事 ・警察の一般的な調査諸当局 との複合 システムの作成。

数学 お よびデー タ処 理のための協会 は,新 しいコンピュータの応用分野

開発。

西 ドイツ政府 内におけ る情報 システムの導入 をめぐっての科学上 の諸協

議 に関す る調査研究,お よび開発 事業 にお ける共 同機関の設 立。

25情 報処理教育

大学 および職業専門セ ンターにおけるコン ピュータの技術教育 は,第2次 計

画 の促進 で 優先 的 に扱 われてい る。西 ドィッの各大学並び に特 殊職業教 育セン

ターでは,あ らゆ るデータ処 理専門要 員の有資格者 に対 して,急 激 な需要増加

に対処 す るため,基 盤 の整備が急務 とな り,同 時に,連 邦政府 や各州の共同投'

一81一



資 に よ り,大 学 に お け る研 究 や州 単 位 を超 えた計 画 が推進 され な けれ ば な らな

い。 第2次 計 画 の もとで,連 邦 政府 は,連 邦 並 び に各 州の教 育 計 画 委 員会 と協

力 して,情 報処 理 要 員 の特 別 訓 練 を進 め ると と もに,他 の科 学 教 育 の カ リキ ュ

ラ ムや プ ログ ラ ム に もコン ピ ュー タ教 育 を含 め る よ う努 力 す る こ と に なろ う。

26産 業 お よ び科学 分野 の ア プ リケ ー シ ョン

情 報処 理 関 係 の 開 発投 資 は,ま だ充 分で は ない ため,最 大 限 の合 理化 と生 産

性 の向上 を達 成 す る うえで,高 度 な技 術 的貢 献 を なす に至 ってい な い 。 ス ペ シ

ャ リス トの欠 乏 とアプ リケ ー シ ョ ン技 法の 知 識 不 足 は,設 置 され た コン ピ ュー

タの 効率 的利 用 を大 き く妨 げ てい る。 公共 の関 心 が 特 に要 求 さ れて い る医 療 や

教 育 な ど の アプ リケ ー シ ョン に も援 助 され る予定 で あ り,標 準 化 ソ フ トウ ェア ・

パ ッケー ジの 開発 は,各 産 業界 の企 業 合 理化 を抜 本 的 に推 進 す る た め に も大 い

に奨 励 さ れて い る。

27プ ラ イバ シー の保 護(連 邦 デー タ保護 法 草 案)

西 ドイ ツ連邦 政府 は,第2回 情 報処 理 報 告 の 中で,私 的領 域 の保 護 に対 して,

特 別 な注 意 が 払 わ れ るべ きで あ る。 と言 明 した。 しか しなが ら,い くつ か の 州

政府 に お い て,類 似 の デ ー タ保 護 に 関す る活動 が あ る た め,連 邦 法 草 案 の準 備

に着 手 して来 た が,当 面 の間,西 ドィ ッ内務 省,委 員会 に保留 して い る。 この

私 的 領域 の保 護 草 案 に関 して は,連 邦 政 府 内 で の一致 が得 られ てい る。

28西 ドィ ッ連 邦 共和 国政 府 に お け るADPの 組 織 と協 力体 制

西 ドイ ツ連 邦 共 和 国政府 に お け るADPの 組 織 と協力 体 制 の概 要 は,図1-21

示 され る。 内務 省 を 中心 と した接 続 線 は,諸 機 関の 間 の協 力体 制 を示 して お り・

矢 印 は相 互 間 の協 力 関 係 を表 わ して い る。 また この組織 の下 で,と りあげ られ

るADPに 関 す る諸 問題 が,下 部 に示 され て い る。

内務 省 は,西 ドイ ツ政 府 内 に お け るADPの た め の協 力 諮 問委 員会 を 司る・

財 務省 は,長 期財 務 計画 内 で の将 来 の システ ム導 入 に関 す る予 算 を認 可す る

権 限 と,各 年度 予 算 内で の 個 々 の プ ロ ジ ェ ク トに関 す る支 出 と認 可す る権 限 を

有 して い る。
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全ての部局

経済省 財務省 内務省 部局間
委員会

協 力
委員会

ll

教育科学省 公共 行 政

アカデ ミー

数学 ・AD
P専 門学校

L
}}

ADPの 基礎 に

関 す る諸問題

ADPの 応用 に 情報 シス テムに

関す る諸問題 関する諸問題

ADPに 関す る

国民 の諸問題

図1-21西 ドイ ツ連 邦 共和 国政 府 に お け るADPの 組 織 と協 力 体 制

δ

●

全 て の部 局 は,コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ムの計 画 と運 用 に関 して の責 務 が あ り,

シス テ ムの 導入 に関 して は,財 務 省 の財 政 上の 認 可 と,協 力 諮 問委 員 会 のプ ロ

ジ ェク トに関 す る技 術 上 の認 可 とが必 要 で あ る。

協 力諮 問委 員 会 が提 出 す るADPの 規則,原 則 お よ び指 針 等 は,部 局 間委 員

会 の同意 を必 要 と し,重 要 な もの は,内 閣 の同 意 が必 要 で あ る。

経 済省 は,ADP産 業(ハ ー ドウ ェ アお よ びソ フ トウ ェ ア産業)の 活 動 を後

援 して い る。

教 育科 学者 は,ADP技 術 分野(ハ ー ドウェ ア お よび ソ フ トウ ェア に関 す る

技術)に お い て,調 査 研 究 と長期 にわ た る開 発 を 後援 して い る。

部 局 間委 員 会 に は,西 ドイ ツ連 邦 政府 内 のADPア プ リケ ー シ ョ ン に関す る

こ とが委 任 されて い る。

協 力 委 員 会 は,連 邦,州 お よび地 方 のそ れ ぞれ の段 階 で,ADP専 門 家 の協
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力体 制 を形 成 して い る。

公共 行 政 ア カデ ミーは,上 級 公務 員 に対 して,ADPと 経 営管理 につ い て の

短 期 間 の 講 座 を開 設 して い る。

数学 ・ADP専 門 学 校 で は,ADP要 員 に対 して,プ ログ ラ ミン グ と シス テ

ム分析 の教 育訓 練 を行 な って い る。

ADPの 組織 内 の各 機 関の 働 きは,以 上 の よ うで あ るが・ これ らの組 織 と協

力体 制 の 下で扱 われ る諸 問 題 は,次 の とお りで あ る。

(1}ADPの 基礎 に 関 す る諸 問 題

。重 要 な基 本 的ADP業 務

。長 期 間 を必要 とす るADPプ ロ グ ラ ムの研究 開発

OADP分 野 の 法律 上 の諸 問題

。ADPに 適 合 す る法律 作 成 の原 則

oシ ス テ ム導 入 に関 す る原 則

o費 用 対 効 果 を管理 す る指 針
●

OADPア プ リケ ー シ ョン に関 す る協 力 体 制

o導 入 され たADPの 一覧 表

OADPア プ リケー シ ョンの ドキ ュメ ンテー シ ョン

。プ ログ ラム お よ び情報 の交 換

OADPに 関 す る部局 間委 員会 の 議 長

。州 お よび地 方 の段階 に おけ るADP専 門 家 の 協力 体 制

o国 際 組 織 間 の協 力 体 制

●

(2)ADPの 応用 に関 す る諸 問 題

o部 局 内 の新 た なADPア ブ|)ケ ー シ ョンの 開始

oコ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 計 画,開 発 お よび運 用 等 の 全 て の 局 面 につ い

て,各 部 局 に 対 して,個 別 に助 言 を与 え,助 力す る こ と

OADP導 入 に際 して,標 準 化 お よび互 換 性 の問 題 につ い て 技 術 的 な面 で

条件 を与 え る こ と
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。ADP市 場 の調査

●

(3)情 報 シス テ ムに関 す る諸 問題

o議 会 ,政 府 お よ び行 政 に関 す る情 報 シス テ ムの計画

。連 邦 政府 デ ー タ ・バ ン クお よび地 域 デ ー タ ・バ ンクに関 す る ドキ ュ メ ン

テ ー シ ョン ・シス テ ム の開 発

(デ ー タ ・バ ン ク は,標 準化 され た デ ー タ型 式 お よ びデ ー タ入 力 方式 に

よ って,前 述 し た情報 シス テ ム内 に統 合 化 され る筈 で あ る。)

。行 政 機 関 内 の個 々の デ ー タ ・バ ン クの た め に
,助 言 を与 えた り,助 力 す

る こと に よ る協 力 体 制 の形成 。

・国 家 的 情 報 シス テ ム に関 す る部 局 間委 員 会 の指 針
。

o国 家 的 お よび国 際 的 情報 システ ム に関 す る計 画段 階 の協力
。

oプ ラ イ バ シーの 保 護 に関 す る規 制
。(プ ラ イバ シー 保護 法案 の 草案 作成)

(4)ADPに 関 す る国 民 の諸 問題

o国 民 背 番 号 とコ ー ド体 系。

。他 の コー ド体 系 。

。個 人 の デー タ に関 して
,公 共 行 政機 関内 で 登 記 す る際 の協 力体 制。

。個人 デ ー タ の デ ー タ型 式 の標 準 化推 進
。

o公 共 行 政機 関 内のADP要 員。

OADP要 員 に必 要 と され る機能 の詳 細
。

。ADP要 員 の教 育訓 練 の原 則
。

OADP要 員 の教 育訓 練 のた め の計 画 と組 織
。

。公 務 員 の ため の常 識 的 なADPに 関 す る情報 提 供
。

29GMDの 計 画 事業

GMDの 予 算 編 成 は,連 邦 政府 が9割 ,州 立 政府 が1割 の割 合 で あ る。 ま た,

予算の配分は謹 蜘 究に預 纐 の去澗 題向研究に殉 ㌔ それぞれの

プ ロ ジ ェク トに配 分 され,研 究 の実 施 が進 め られ て い る。 一 方,各 研 究 所 の交
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流 は,会 議 にお け る報 告 で 行 な わ れ てい る。

プ ロ ジ ェ ク トに お け るメ ンバ ー構 成 は,各 研 究所 が 問題 に対 して,適 材 をみ

い だ し,チ ー ム編 成 を行 な う。 各 プ ロジ ェ ク トには,プ ロジ ェク ト ・マ ネー ジ

ャーが おか れて い る。 この プ ロ ジ ェク ト ・マ ネー ジ ャー は,研 究 所長 が 直轄 し,

専 門家 を集 め て,プ ロ ジ ェ ク トの推 進 に専 念 で きる よ う に配 慮 され てい る。 さ

らに,プ ロ ジ ェク ト間 の情 報 交換 は,そ の進 渉 状 況 と成 果 を,報 告 会 で発 表 し

て い る。

この 報 告 会の 結 果 は,GMDか ら協 議 会 で検 討 し,さ らに科 学 審 議 会 を経 て,

報 告,審 議 が行 われ る。 これ らの プ ロジ ェク ト報告 を伝 達 す る,コ ーデ ィ ネー

タの 機 関 を,計 画 中 で あ る。

GMDは,研 究,開 発 分 野 につ い て,小 規 模企 業 で はで きな い よ うな プ ロジ

ェク トを今 後 と も実 施 す る。

(1)国 際 協力 会 議 の開 催

1973年6月14,15日 の両 日に 国 際 協 力会 議 を開 催 し,会 場 は,こ のGMD

を使 用 し,主 催 す る計 画 が あ るの で,日 本 に も招 待 状 を発 送 す るの で,参 加 さ

れ た い。 との 要望 が あ った。 ま た,本 会 議 の 目的 は次 の よ うで あ る。

専 門家 の 交流

資料 交 換

国際 的統 一化(ISO,DNA,FNI,IFIP)

この よ うに諸 国 の 政府 は,特 に国 家 間 の大 企業 にお け る標 準化 を推 進 させ るべ

きで あ る。

(2)法 務 省 へ の 協 力

法律 に関 す る情 報処 理 シ ス テ ムの研 究 につ い て,1970年 秋 に着 手 した。最 初

の15ヵ 月 間 は,技 術 的 な実 施 の 可能 性 につ いて,報 告 を行 な っ た。 この 報告

内容 は,次 の よ うで あ る。

法 令 情報 シス テ ム の 可能 性 探 求 。

連 邦,州 立 の 裁判 所 に お け る判 例,文 献 等 の 内容 を デ ー タバ ン クの フ ァイ

ル 作 成。
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このデ ー タバ ン クの ユ ーザ は,裁 判 所 ,連 邦 政 府 機 関,弁 護 士,法 律 に関連 す

る職 業人 な どが あ る。 この ため検 討 の結果,テ ス ト ・パ イ ロ ッ ト ・シス テ ム を

作成 す る計 画 が あ る。

このパ イ ロ ヅ ト ・シス テ ムの 完 成 は ,10年 間 に わた り,小 規 模 モ デル で 実 施

し・ そ の 間 に方 法 的 お よび技術 的解 決 を行 な い ,20年 後 に実 際 に行 な う計 画 が

あ る。

さ らに,法 令 デ ー タバ ン ク につ いて は,法 律 の 特殊 性 が あ り,次 の よ うな 問

題 が あ る。

法令 情報 の検 索 と効 率

情報 の利 用 範 囲(ケ ー ス 数)

オー トメー シ ョン裁判

新 しい立 法 問 題

これ らの問 題 点 を解 決す る ため ,法 令 研 究 所 を設 立 し,立 法起 案,判 例 シ ミュ

レー シ ョン を行 な う計 画 が あ る。

(3)国 会へ の協 力

西 ドィ ッ連 邦 国 会 のADP局 お よび 州立 機関 に 対 して,1972年6月 頃 か ら国

会 の議 事 情報検 索 シ ス テム につ い て着 手 し た。

国会 の 議 事 内 容 と形式

国 会 資料 集 中管 理

用 語 の統 計 お よ び意 味

国 会議 事録 の見 出 し作成

これ らの 内容 に 関 す るデ ー タ の更 新 が 問題 で あ り,こ の種 の検 索 シス テ ム要求

に対 して,資 料 を提 出 す るこ とが使 命で あ る。

要求 に応 ず る内容

資料 の提 出期 限

この よ うな諸 問題 を解 決 す るため に,1969年 頃 か らの国会 議 事 内 容 を入 力 と し

て,モ デル シス テ ム を作成 す るた め,特 別 に解 析 機 械 を導 入 す るの も大 きな 問

題 とな って い る。
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1.9西 ドイ ツ にお け る ドキ ュメ ン テ ー シ ョ ンの 実 状

調 査 先;InstitutflirDokumentationswesen

所 在 地;6Frankfurt/Main-NederradHerriotstrasses

Postfach710350

調 査 期 日;1973年3月8日

面 接 者;Dr.Schadt

調 査 員;梧 沢,内 藤,相 汎 佐 内,中 川

1.概 要 お よ び所 感

1・D.W.(Institutfti'rDokumentationswesen)は,1961年 に マ

ック ス ・プ ラン ク財 団(MaxPlankGesellshaft)の 一 部門 として設立 さ

れ,科 学 技 術 に 関 す る情報 の収 集お よび ドキ ュ メ ンテ ー シ ・ンの 西 ドイ ツにお

け るセ ン タで あ る。

主 た る業務 は,国 内,国 際 的協 同作 業 の範 囲内 で,科 学 技 術 分野 に 関す る ド

キ ュ メ ン テー シ ョン,そ の各 プ ロ ジェ ク トの 調 整,促 進,な らび に産 業界 の み

な らず 学 問 的 研 究 分 野 な どへ 情報 の 提供 を非 営 利 的 に行 なっ てい る。

財 政面 で は,マ ックス ・プ ラ ンク財 団 か ら援 助 を受 け てい るが,そ れは 国家

的 情報 政 策 と し て,連 邦 政 府 お よ び州 政府 か らそれ ぞ れ50%つ つ,計100%供

与 され た もの で あ る。

そ の 資金 は,総 額500万DM/年(4億5,000万 円/年)で,そ の うち20%

が建 物 お よび人 件 費 に,残 り80%は 実 際 の 業 務(コ ン ピュー タ の使 用 料 な ど を

含 め)の 運営 に供 し てい る。 この80%相 当額400万DM/年(3億6,000万 円/

年)の 資金 は,各 州 な らび に 大学 など の科学 技 術 分野 の 研究 開 発 に 割 り当 て ら

れ,場 合 によ っ ては,コ ン ピュー タ ・サ イエ ン スの 研 究 者 個 人 に も与 え られ る。

この 資金 は,永 久 的 な援 助 で は な く,3年 程 度 を限 度 と して援 助 が続 け られ
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るが,、そ の 調 整 は,一 定 の 規約 に よっ て 行 な われ て いる。

この研 究所 は,当 面 次 の5大 課 題 が 課 せ られ てい る。

(11ド イ ツ にお け る情報 処理,ド キ ュメ ン テー シ ョン の二 重投 資の防 止。

② 研 究 開 発 に供 与 す る補 助 金 の 調 整。

(3)ド キ ュ メ ンテ ー シ ョ ン ・ス ペ シャ リス トの 教 育訓 練。

(4}情 報 処 理 シス テ ムの 導入 前,お よ び導 入 後 の 評 価

㈲ 国内 の 研 究所 お よ び外 国(ヨ ー ロ ッパ各 国 政府)間 など 国際 間の 連 絡。

これ らの課 題 の 中 で特 に,ド キ ュメ ン テー シ ョ ンの仕 事 に重 点 がお か れ て い

る。 そ れ は,近 年,頓 に広範 囲 にわ た り,か つ 専 門 分野 の分 化,そ して そ の 分

野 間 の ま た が りなど,多 様 化 し て行 く現 状 にあ る。 この 巨大 化の一 途 を辿 っ て

い る情報,お よ び デ ー タの ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンに つ い ては,巨 大 な デ ー タ ・

バ ン クよ り も,高 度 の 専門 別 デー タ ・バ ン ク 化へ 志 向 してい る。 そ れ は,単 な

る文献 の要 約 紹 介 的 な もの の み で な く,数 値 化 され た デー タか ら,正 確 で,か

っ 新 しい 内容 を伴 った 判 断 が得 られ ると い う合 理 的 な彼等 の 考 えで あ る。 つ い

て は,こ の研 究 所 に,権 威 あ る5人 の科 学 技 術 分 野 の顧 門が い て,そ れ ぞ れ 担

当分 野 の 情報 活 動 の推 進 に あ た っ てい る。 また,下 部組 織 を有 し,後 述 す る組

織 体(協 会,そ の 他)を 統 轄 してい る。

と くに 印象 的 で あ った ことは,情 報 の 巨大化 に対処 す るた め,ド キ ュ メ ンテ

ー シ ョン ・スペ シ ャ リス トの教 育 訓練 に国家 援助 が 強力 に行 な わ れ て い る こ と

で あ る。

そ の 目的 は,ひ とつ に,一 次 情報 の 分 析評 価 の権 威 付け,そ れ によ っ て ドキ

ュメ ンテ ー シ ョ ンの 信頼 性 と利 用 価 値 を高 め,研 究 開発 分野 お よび産 業 界 が こ

れ を活 用 す る こと に あ ると思 わ れ る。

以 上 のよ うに,ド キ ュ メ ン テー シ ョ ンの 集 大成 に は,国 家 的援 助 が続 け られ,

そ の基 礎 固 め が強 力 に推 進 され てい る。

以 上 の ことか ら,"科 学 と組 織"の 伝統 を持 つ 国 柄 を再 認識 させ られ た。
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2.詳 論

ドイ ツ連 邦 共和 国 にお ける 情報 処 理 分野 の組 織 構 造 につ い て,次 の5項 目 を

掲 げ る ことが で き る。

(1)全 般 的 機 構(情 報 政 策)

(2)情 報 セ ンタ の 管 理

(3)国 際 間 の協 同 に関 す る問題

(4)教 育 と訓練

㈲ 現 在お よ び将来 の 開 発 に閲 す る特 殊 な問 題

上記 各 項 目の詳 細 を 以下 に 述べ る。

2.1全 般 的 機構(情 報 政 策)

国 家 的 レベ ル か ら見 ると,国 家 の 情報 政 策 お よび 国 際 的機 構 に参与 す ること

に対 す る責 務は,連 邦 政府 の教 育研 究省(FederalMinistryforEdu-

cationandResearch)に あ る。

この 省 は,原 子力,航 空 宇宙 学,化 学,社 会科 学 の各 分野 で,そ れ ぞ れ 専 門

化 し た セ ンタ を設 け,各 々 の中 央 協 会 に財 政援 助 を行 な っ てい る。

この ほか,連 邦 政 府の 各 省 は,そ れ ぞれ の 分 野(す なわ ち,医 学,公 衆 衛 生,

農 学,地 球 科 学,特 許,国 防etc)に おい て,各 固 有 のサ ー ビス を行 な う こ と

に 対 して 責 任 を もっ て い る。

教 育科 学省(FederalMinistryofEducationandScience)は,

連 邦 政 府か ら財 政援 助 と権 限 委譲 を得 て 情報 政 策 を実 施 す るた め に,5ケ 年 計

画 を用意 してい る。 この計 画 は,各 情報 サ ー ビス に対 す る助 成 金 か ら,こ の省

の下 部組 織(EducationandResearch,Equipment,特 に,E・D・P・

やReprographyお よ びStandardization)に 対 す るバ ック ・Lアップ にま

で お よびrこ の 計 画 は,1971年 末 に,政 府 お よび 議 会 に提 出 され た。

以 上 の 件 に 関連 し て,州,産 業お よび商 業 機 構 の 間 での 費用 の分 配 とい う重

要 な問 題 が あ る。 そ れ は,各 企 業 内 にお け る非 常 に多 くの 内部 情報 サー ビス と

は別 に,主 に産 業 や 商業 に関 係 す る情報 シ ス テム が,単 に産 業 や商業 関 係 のみ

な らず,他 の 全 て の 潜在 的ユ ー ザ に有 用 で な ければ な らない と言 う考 えの よ う
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で あ る。 した が っ て,連 邦 政府 は,科 学 図 書館 や一 般 的 な科 学 技 術 の 開発 に対

し て後 援 者 とい う立場 を通 して重 要 な責任 を果 さ なけれ ば な らぬ 認 識が 高 くな

っ て来 て い る。 具 体 的 に は,次 の3例 を示 す こ とが で き る。'

U)化 学 の特 定 分野 にお け る調 査 研 究 お よび その シス テ ム開 発 に対 し て,

財 政 的援 助 を行 な う。

② 海 洋 工 学 の 分野 に対 して,新 し く サー ビス 体 制 を敷 き,そ の実 施 に あた

っ て援 助 を行 な う。

(3)政 府 か らの 全面的 財 政援助 に よ る シ ステ ム開 発 終 了 後,開 発 費 用 の一 部

を 償 う』こ足 る価 格 で,商 業 ユー ザ に情報 を提 供 す る。

例 えば,こ の よ うなシ ス テ ム と して,原 材料 の デ ー タ ・バ ン ク を確 立 す るた

め に現 在 進行 中 の計 画 が あ る。

斯 様 に 国家 的 情報 政策 の実 現 には,連 邦 政府 の 各 省 と各 中 央 協 会 と の 密 接 な

る連携 もさ る こと なが ら,各 中 央協 会 の 活動力 が,そ の決定的要因 とな ってい る。

次 に,各 中央 協会 につ い て触れ てお く。

21.1ド キ ュメ ン テー シ ョン研 究 所(1・D・W・;InstitutfurDokum-

entatiOnSWeSen)

1・D・W・ は,国 家 的 見 地 に立 っ て,国 際 的協 同 作 業 の範 囲 内で,ド キ ュメ ン

テー シ ョンや 情報 産 業 の各 プロ ジ ェ ク トを調整 した り促 進 させ るため に,1962

年MaxPlankGesellshaftの 一 部 門 とし て設 立 され た もの で あ る。

なお,1.D.W.は,マ ッ クス ・プ ラ ン ク財 団か ら財 政援 助 を受 け て い る。

マ ッ クス ・プ ラ ン ク財 団 の財 政予 算 は,連 邦 お よ び州 政 府か ら供与 され た もの

で あ り,こ の財 団 は 政府 や科 学 協 会,産 業界 等 に助 言 を与 えてい る。

財 政的 援助 は,各 プ ロ ジ ェ ク トの発 足 時期 か ら,試 作 研 究,調 査,訓 練 の段

階 に まで わ た っ てい る。

1.D.W.に は,以 下 の作 業 を行 な うCenterforReprographyが あ る。

(1)新 しい 開 発 作 業 の監督,監 査

(2)新 技 術 の テ ス ト,評 価,警 告

㈲ 新技 術 の 開発 あるい は 新技 術 の 開発 へ の 参与
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(4)情 報 セ ンタ,図 書館,官 立 あ るい は私 協 会 に対 す る コ ンサ ル テ ー シ ョ

ン

(5)ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・ ス ペ シ ャ リ ス ト の 訓 練 お よ び 再 訓 練

2.1.2ド イ ツ ・ ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 協 会(D.G.D.;DeutsheGes-

ellschaftflirDokumentation)

D・G・D・ の 業 務 内 容 と し て は,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を 通 じ て の 国 際 的 活

動,お よ び,イ ン フ ォー メ ー シ ョ ン ・ リ サ ー チ の 促 進 等 を 挙 げ る こ と が で き る。

D・G・D・ は,F・1・D・ の ド イ ツ 国 メ ン バ ー で あ り,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ

ン に 関 す る 業 務 を 行 な うた め に 設 立 さ れ て い る セ ン タ の 活 動 状 況 の 管 理 を 行 な

っ て い る 。

こ のD・G・D・ に は,医 学 お よ び 統 計 協 会(G・M・D・S・;Gesellsch-

aftfurMedizinischeDokumentationundStatistik)が 編 入

さ れ て い る 。

2.1.3機 械 化 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 中 央 局(Z・M・D.;Zentralstelle

flirMachinelleDokumentation)

Z・M・D・ は,コ ン ピ ュ ー タ 化 プ ロ ジ ェ ク トに 対 し,調 査 研 究 お よ び 開 発 の

セ ン タ と し て 便 宜 を 計 っ て い る 。

こ の 組 織 の 活 動 は,現 在,国 家 的 あ る い は 専 門 化 し た 著 書 目 録 や 学 会 誌 ,検

索 シ ス テ ム 等 の 機 械 的 検 索 方 式 の 作 業 を 行 な っ て い る。i基 本 的 な 研 究 と し て,

自 動 索 引 付 け の 問 題 を 取 り扱 か っ て い る。

2.1.4そ の 他 の 協 会

こ の 他 に,以 下 に あ げ る よ う な 協 会 が あ る 。 こ れ らは 前 述 の 中 央 協 会 の 下 部

組 織 を 構 成 す る 部 門 で あ る の で,単 に 名 称 の み と す る。

(1)ド イ ツ 規 格 委 員 会(D.N.A・;DeutscherNormenausschuss)

(2)ド イ ツ 計 算 セ ン タ(D・R.Z.;DeutschesRechenzentrum)

(3)シ ス テ ム 研 究 グ ル ー プ(S.S.;StudiengruppeflirSystem-

forschung)

(4)専 門 図 書 館 作 業 協 同 体(A・Sp・B・;Arbeitsgemeinschaftder
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Spezalbibliotheken)

22情 報 セ ン タ 管理

情報 サ ー ビス の数 は,種 類 が非 常 に多 く,そ の組 織 構造 は 巨大 か つ 複雑 で あ

る。 物理 学,数 学,天 文学,天 体 物理 学 お よ び 医 学 の分野 にお け る大量 で 副 次

的 な出 版 物 の 内容 を提 供 す るサー ビスや,教 育界 や宗 教界 の 広 い分野 にお け る

情報 提供 サー ビス を行 な うセ ン タが 情報 サー ビス機 関 と し て設 け られ てい る。

これ らの セ ンタ は,主 に政 府 機 関 また は 非 営 利 団体 によ っ て運 営 され,す べ

て の文 書 管理 や 情 報 活動 にた ず さわ るか,ま た は,特 殊 機 関と の間 で 協同 シ ス

テ ム を形 成 し て,情 報 活動 にた ず さわ っ て い る。

これ らは,現 在,各 々 に対 応 す る調 査機 関 や 特別 な研 究 所 と結 び つ いて い る。

例 えば,原 子 核 エ ネル ギー 文 書管 理 中央 局(Z・A・E・D・;Zentralste-

lleftirAtomkernenergiedokumentation)が,図 書 館,文 書管 理,

情報 処 理 シス テ ム に対 して,完 全集 中 自動 化 シ ス テ ム を採 用 してい る機 関 とし

ての良 い一 例 で あ る。

ま た,航 空 宇 宙 学,化 学,地 球 科学,医 学,運 輸,海 洋 学 や織 物工 業,鋳 造

業,金 属 業,鉱 業,原 料試 験 等 の工学 の特 殊 な 分野 に も,同 様 なセ ンタ が あ る。

農 学,海 洋 工学 の 分野 にお い ては,別 の 中央 機 関 す な わ ち,材 料 に関 し て

はデ ータ ・バ ン ク,規 格 に関 し て は中央 情報 システム が,計 画 あ るい は準 備 の段

階に あ る。

化 学,電 気 工 学,電 子 工学 の分 野 や社 会 科 学 の 分 野,経 営 学 や 海外 調 査 の 分

野 な ど,共 通 の 概 念 と設 備 を持 った共 同組 織 を形 成 す る よ うに,特 別 な文 書管

理 サ ー ビス が 結 合 され て い る。 これ らの セ ンタ カ㍉ 全 て他 の 関 連 した 国家 機 関・

あ るい は 国 際機 関 と密 接 な協 同 性 を もっ て い る。

23国 際 間 の 協同 に関 す る問題

国際 間の 協同 作 業 の 分 野 に関 す る多 少 の原 則 につ い て述 べ てお く。

(1)国 際 的 に重 要 な,い くつ か の国家 情報 サー ビスが あ る。

ドイ ツで は,最 初 の ス テ ップ と し て,

(a)大 中央 新 聞
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(b)Gmelinと パ イル ス タイ ン に よ る化学 ハ ン ドブ ッ ク

(c)ラ ン ドル トー ベ ル ン スタ イ ン によ る常 数 テ ー ブル

の作 成 が 手掛 げ られ た。

現 在,最 も重要 な もの は,cAs,BiosisMEDLARs,INsPEC

あ る いはCAB等 の 出版 物 の英 語 によ る サー ビス で あ る。

問 題 は,中 央 協会 が 付 加 的 サ ー ビス や 協力体 制 を とる こと に よ り,自 か ら

の 利益 の追 求 をす るの と同 様 に,こ れ らの 大 きな シ ス テ ム を認 め る こと に あ

る。

この 協力 体 制 によ り,.中 央 協会 の 出版 物 が これ らの シス テ ム に組 込 ま れ る

で あ ろ うし,シ ス テム の 発 展 に なん らか の功献 をする ことを期 待 してい る。

(2)他 の シ ス テ ムで,国 際 機構,例 えば,1・N・1・S,E・S・R・O・ 等 に よ

り,維 持 され てい る もの が あ る。 近 い将来 には,A・G・R・1.S.に よ っ て

維持 され る もの もで て くるで あ ろ う。

この よ うな 国 際 的 ま た は,全 世界 的 な シ ス テ ムの 重 要 性 に つ い て は,こ れ

らの シス テ ム の管 理 に 関 す る むつ か し さ を認識 させ られ る。

㈲ 最 後 に,二 重 多 重 に組 織 され た シ ス テムが あ る。 中央 協 会 は,非 政府 的 な,

また,そ れ故 に相 対 的 に融通 性 の あ る協定 によ っ て,こ の 分野 にお い て有 益

な経験 を得 てい る。

これ らの う ちの 幾 つ か は,1・D・W・ 自身 によ り開 始 され,維 持 され てい

る もの もあ る。

国際 食料 情報 サー ビス(1・F・1・S・;InternationalFoodInfor-

mationService)は,C・A・B・US食 糧 技 術研 究 所,オ ラン ダの

Pudocお よ び1・D・W・ の 間の 協定 に基づ い てお り,月 次,年 次毎 の 索 引 付

した 完 全 自動 摘 要 報 告 書 を作 成 してい る。 また,そ れ に応 じた 磁気 テー プ ・

サー ビス も行 な っ てい る。

この シ ス テ ム は,成 功 した もの と言 っ て良 い。 かつ ま た,他 の シス テ ム

(例 えば,F・A・O,1・D・W・ 英国,フ ラ ンス,ド イ ツの 研 究所 との 間 の,

協定 に基 づ くプ ロジ ェ ク トで あ るAquaticSciencesandFisberies
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Abstracts)の モ デ ル と な るで あ ろ う。

更 に,国 際 情報 管 理 シ ス テム に 触れ てみ ると,こ の シ ス テ ム は,ド イ ツ の

15の 調 査 機関 と,ソ 連,フ ラ ンス,イ タ リヤ,オ ラ ンダ,ス ペ イ ンお よ び英 国

の8カ 国の メ ンバー で 構 成 され てお り,科 学 文 献 に対 す る評 価 に基 づ い て,サ

ー ビス を行 な う。

2.4教 育 と訓 練

2.4.1文 書管 理者

文 書管 理 者 は,フ ラ ン ク フル トにあ るD・G・D・(ド イ ツ ・ ドキ ュメ ン テー

シ ョ ン協 会)の 文 書管 理 学 校 で 訓 練 され てい る。

文 書 管理 者 は,以 下 の3段 階 に分 類 され てい る。

(1)高 等 教 育 を受 けた 文 書管 理 者

② 高等 教 育 を受 け てい ない文 書 管理 者

(3)文 書管 理 者 の ア シス タ ン ト

ω 高 等教 育 を受 け た 文 書 管理 者 の 資格 は,1乃 至2の 分野 で の 修 士号 と文 書

管理 セ ン タで の1年 間の 実 習 お よび 文 書管 理 学校 で の1年 間 の定 時制 コー ス

を履 修 す る。

(2)高 等教 育 を受 け て い ない 文 書管 理 者 の 訓練 は,比 較的 実 務 的 で あ るが,責

任 あ る地 位 につ く こ と を 目標 と し て,文 書 管理 セ ン タ にお け る2年 間の 実 習

と文 書管 理 学 校 に お け る1年 間 の研 修 コー ス を受 け る こ と に な ってい る・

(3)文 書 管理 者 の アシ ス タ ン トは,主 に2年 間,文 書管 理 セ ンタ で 訓練 され る。

この訓 練 は,文 書 管理 学 校 にお け るReprographic技 術 と デ ー タ記憶 につ

い て の短期 間 コー ス と中 級 お よ び最 終 コー ス によ っ て履 修 を完 了 す る。

2.42医 学 デ ー タお よ び 医 学 書 を扱 う医 学文 書管 理 者 の 訓 練

1969年9月 にUlmの 医 学 文 書 管理,統 計お よび コ ン ピュー タ 部門 に開 設 さ

れた 学 校 にお い て,個 別 に行 なわ れ てい る。

この学校 にお け る2年 間の 研 修 コー スの主 な科 目は,医 学,数 学,統 計学,

文学;文 書管 理,情 報 処理,図 書 管理,経 営 管 理で あ る。

この 訓練 は,厚 生 省 や保 険 会 社 とい った 機関 の 訓 練 よ り実務 的 で は あ るが,
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責任 あ る立 場 にい る人 々 を対象 と してい る。

この学 校 に対 し て な され た数 多 の研 究 か ら,職 業 訓練 につ い て,多 くの利 益

が もた らされ た。

この種 の学 校 が,1971年 秋 ゲ ッセ ンで開 校 され,そ の後 に続 く学 校 設 立 も

計 画中 で あ る。

更 に,こ の 研 修 訓練,医 学 文 書 管 理 お よ び統 計 学 の講 義 は,大 学 で 行 なわ れ,

医学 生 のた め の 新 時間 割 には,必 須 科 目と し て医学 文 書管 理 と統 計学 が含 ま れ

てい る。

。 ドイ ツ に は
,医 学 文 書管 理,統 計 の た め にllの 講 座 が 大学 にあ る。

2.4.3そ の他 の教 育 コー ス

以 上の共 通 な種 類 の職 業 的 コー ス に加 え て,特 定 の課 題 に関 す る継 続 的教 育

コー スが あ る。

(1)フ ラン ク フル トに ある機械 化 ドキ ュ メ ン テー シ ョン 中央 局;Z・M・D・

(機 械 化 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン ・セ ンタ)の2週 間 コース:デ ー タ入 力,デ

ー タ構造 。4週 間 コー ス:文 書管 理 の 機械 化 。

(2)フ ラ ン ク フ ル トに あ る ドキ ュ メン テ ー シ ョ ン協会;1・D・W.のRepro-

grahy部 門1週 間 コー ス:Reprograhy技 術 と その応 用。

(3)ダ ー ム シ ュ タッ トに あ る ドイ ツ計算 セ ンタ:D・R・Z・(ド イツ ・コ ン ピ

ュー タ ・セ ン タ)

非数 式 問 題 に 関す るFortronIVの プ ロ グラ ミン グ ・コー ス。

以 上の有 資格 の 司書 や 文 書管 理 者 に加 え て,情 報処 理 の方 法,計 画 につ い て

研 究 し た り,情 報 シス テ ム を開 発運 用 す る専門 家 が,ま すま す必 要 と され てい

る。

これ らの 問題 は,所 謂,情 報 科学 と 呼 ば れ る新 しい科 学 の 分 野 に属 す る もの

で あ る。

即 ち,情 報 科 学 は,科 学,技 術,政 治,文 化,経 済 の分 野 にお け る 情報処 理

の研 究 が 含 まれ てい る。

こ の新 しい 科 学 領域 は,単 一 の分 野 で な く,広 範 囲 の分野 で あ り,言 語 学,
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サ イ バ ネテ ィク ス,通 信 理論,数 学 な ど とい った 基礎 の シス テ ム分 析 方法 を越

え て,文 書 管理 科学,図 書管 理科 学 に まで拡 が っ て行 くで あ ろ う。

コ ン ピ ュー タ科 学 は ,し ば しば 情 報 科 学 と同義 語 で あ ると考 え られ が ちで あ

るが,こ れ らはか な り異 な った もの で あ り,情 報 科 学 は,機 械 化 され て い るか

否か にかか わ らず,情 報 処理,情 報 シス テム に関連 し,一 方,コ ン ピュー タ科

学 は,コ ン ピュー タ ・デ ザイ ン,コ ン ピュ ー タ ・アプ リケ ー シ ョンの 分野 を研

究 す る こと を目的 とす る こと だ と定 義 してい る。

現 在,ド イ ツの大 学 には,情 報 科 学 を研 究 す る一 定 のカ リキ ュ ラムは ない が,

しか し,将 来 は考 えて い る。 現在 もそ の 素地 とな る もの が幾 つ か あ る。 。

斯 様 に,広 範 囲 な 訓練 計 画 を実現 す るた め に は,過 渡 的 な解 決 が必 要 とな る

ので,初 期 におい ては,適 当 な分野 で,か つ 修 士 コー ス を終 了 した 学 生 を対 象

とす る集 中 的 なが ら広 範 囲 な コー ス が,情 報 科学 者 の不 足 を助 け てい るの が実

状 で あ る。

以 上で 述 べ た ことが,1971年 にZ・M・D.で 始 め られ た学 位 修 得 者 を対 象 と

す る索 引 付 けと検 索 に関 す る情報 科学 の2ケ 年 計 画 の 目的 で あ る。

25特 殊 な問 題

25.1文 書管 理 と デー タ種類 の拡 大

他 の国 々 に おい て も同様 に,情 報 に対 す る要 求 は,ま す ます増 大 し,情 報 の

種類 も科 学 出版 物 特 許 報 告 書等 の 情報 だ け で な く,他 の 種 類 の デー タ や事

象 にまで及 んで い る現 在,ド イ ツ で は,こ の拡 大現 象 は病 院 にお け る記 録,医

学統 計 の 分野 で始 ま り,初 期 の段 階 で は,1・D・W・ の援 助 によ っ て,若 干 の

活 動 が成 され た。 最近 で は,法 律,税 予算,経 済,統 計,救 民 経 営,社 会

科 学 にっい て の デ ー タ や事象 に関す る もの に ま で 拡 大 し て来 てい る。

ドイ ツ国 内 にお い て,連 邦 政府 の 内務省 の調 査 によれ ば,情 報,デ ー タ ・バ

ンク に関 す る全 国 的 な シ ス テム を,現 在 お よ び将 来 の産 業 社 会 が要 求 し てお り,

そ の討 議 が それ ぞれ の分 野 で活 溌 に 行 なわ れ てい る。

科 学 技 術 の 発展 と環 境 問 題(環 境 調 査,環 境 制 御 都 市 計 画,交 通 計画,公

衆衛 生,現 代 の生 態等)を 考 慮す れ ば,社 会 が変 化 す るにつ れて,情 報 に対 す

一98一

■

β



る要 求 も変化 す る こ とは 当然 で あ る。

問 題 は,ど の程 度 まで,現 在考 え られ る文 書管理 と 情報 が,デ ー タ ・バ ン ク・

や 情報 シ ス テ ムの拡 大 や 維持 に対 処 で き るか が 大 きな 問題 と し て存在 す る。

2.5.2ユ ー ザ の問題

周 知 の如 く,出 版 物 の増 大の結 果 科 学 者 にとっ て は,広 範 囲 な分 野 を包 括

す る二次 的 な出 版 物 を利用 す るこ とが,ま す ま す困 難 にな っ て来 てい る現 在

特 殊 化 され た サー ビス は,便 利 では あ るが,サ ー ビス の種類 が 多 くな り,こ の

よ うな システ ム は,コ ン ピュー タ化 され た もの にな るで あ ろ う。 しか し,ユ ー

ザ が,こ のよ うな シス テ ム をは た し て望 ん で い るか 否か,ま た,も し,特 殊 な

使 用 法 によ らね ば な らない と した ら 一 議 論 の余 地 は残 る。

こ れ に関 連 した,い ま1つ の問題 は,科 学 的技 術革 新の 成果 を,産 業界 の ユ

ー ザ に譲 渡す る ことに あ る。

この 問 題 は,大 企 業,就 中発 展 の速 い 分野 と し て,有 機 化学,電 子 工 学,原

子 力 工 学 宇宙 工学 等 で は,部 分 的 には解 決 され て はい るが,中 小 企 業 で は,

未だ 未 解 決 の 状 態 で あ る。 中央 協会 は,支 部組 織 で,そ の メ ン バー に よ り運 用

に便 利 な シス テ ム を期 待 し,1.andBedenWilrttembergの 特殊 組 織 の産

業 の た めの 一 地 方 情報 事務 所か ら,手 掛 け は じめ て い る現 状で あ る。

資 料 一 覧

(1)The45thAslibAnnualConferenceDarmstadtWestGermany

lOth～14thOct1971

一99一



1.10西 ドイ ツ に お け る 災 害 警 報 シ ス テ ム

調 査 先;BundesamtflirZirilenBevδ1kerungsschutz

所 在 地;Bonn-BadGodesbergDeutschherrenstr.93

調 査 期 日;1973年3月7日

面 接 者;Dr.KolbHerrSchmitt.Dr.Nilges

調 査 員;梧 沢,中 川,相 沢,佐 内,内 藤

1.概 要 お よ び 所 感

当所 は,災 害 か ら国民 を保 護 す る こと を主 目的 と してい る。 特 に災害 の 予 測,

警 告 の 発 出が 主業 務 で ある。 警 報 発 出 の方法 と して,全 国6万 ケ 所 に あ るサ イ

レン(参 考 資料1参 照)に よ り警 告 の 周知 を測 っ てい る。 その種 類 と して は,

(1)火 災発 生 時

② 破 滅 的 災 害 が 発生 した 時

㈲ 有 毒 ガス が発 生 した 時

(4)放 射能 汚 染 大気 汚 染,化 学 薬 品汚 染 の あ る時

(5)解 除

と な っ てい る。 参考 資料2は 警 報 の種 類 を示 した もので ある。

情報 の 伝達方 法 とし て は,全 国1,500ケ 所 の 監視所 よ りの 情報 を主 要 地 区10

ケ 所 の 中継 セ ン ター で 分 析 し,中 央 の セ ン タ ー に報 告 され る。 警報 の発 出 は こ

の ル ー トを使 用 し,セ ン ター か ら端末 に伝達 さ れ る。 回 線 は テ レ フ ォン ・ネ ッ

トワー ク(参 考 資料3参 照)を 使 用 し てい る。 これ に従 事 してい る技術 者 数 は

中央 で 内務 省 関係40人,庁 内で40人,地 区 セ ン ター10ケ 所 で300人 で あ り,国

防 の場 合 は軍 か ら応 援 が あ る こと にな っ てい る。 現在 警 報 シス テム の コ ン ピュ

ー タ利 用 を目指 して
,現 状 調 査の段 階 で あ るが,そ の 内容 は次 の とお りで あ る。

(1)平 和 時 の 災害 発 生 予 知,戦 時 にお け る ミサ イル 攻撃 に対 す る予測 と そ の

準 備,お よび 危 険 の決 定 を下 す 資料 を得 る こ と。
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(2)レ ー ダー ・コ ン トロール 航 空 管 制 情報 の分 析(こ の デー タ処 理 につ い て

の 効 率,利 益 等 満 足 す べ き ものが あ っ たが,政 治 的 見地 か ら予 算 を制 限 さ

れ て い る。)

㈲ 天 気 予報 の効 率 的 交換 を計 るため の グロー バル,テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン ・シス テ ム(G.T.S.)

(4)ニ ュー ス の交 換 のた めのCITAネ ットワー ク ・シ ステ ム(リ ー ド ・タイ

ム ・コ ン ピュー タ)

(5}環 境 整備 対 策 と して,温 度,風 速,騒 音(空 港近 辺)の 測 定 等 公害 問 題

に 関 す る調 査 ・研 究 。

(6)5,6年 前 に行 な った 放 射 線 調査 の結 果 につ い て,放 射 線 測 定 経 費,設

備 投 資,計 画 の問 題点,人 的経 費,等 省 力 化 に要 す る分 析 を40人 程 度 の人

員 を もっ て行 な っ てい る。

この警 報 シ ス テム は 国民 に対 す る あ らゆ る危 害 を未 然 に防 止 し,警 告 を発 す

るた め の シ ス テ ム で あっ て,公 害 問 題 等,調 査,研 究 中(ラ イ ン 河 の 洪 水 情報

を コ ン ピュー タ を利 用 し て的確 に把 握 し,こ の 情報 を流 域 住民 に事 前 に 周知 さ

せ よ うとす る シス テム)の もの もある が,直 接 的 な外 部要 因 に よ る被 害 に 対 し

ての 防 御 の た め,防 空壕 の 完 備 を考 え てお り,個 人 につ い て は,家 屋 新 築 の際

に防 空壕 を併 設 し た と きは 政府 か ら資金 援 助 が行 なわ れ るよ うで あ り,一 般 大

衆 用 と しては,地 下鉄 駅,地 下 駐 車場 を これ に当 て る こと とす る等 具 体 的 に検

討 され てい る事項 も ある。

一 般 的 な環 境 汚 染対 策 につ い て は
,各 州 政府 の管 轄 トに あ るか ら,連 邦 政 府

と し ては 各 州 政府 の 公害 関係 立 法,公 害 対 策 実施 の促 進 につ い て,側 面援 助 を

す ると い う態 度 を取 っ て い る模 様 で あ る。

2.詳 論

EDPデ ー タ処 理 シ ス テ ム と して は,警 報 シス テ ムの発 展 を願 っ てい るが,

政治 的,予 算 的 に制限 を受 け てい るの が 現 状 で あ る。

実 験 中 の もの とし て は,メ ジ ャー リン グ ・ポス トの 装置 の 分 析,郵 政 省 管 轄

下 にあ る電 話 回線 の料 金 算 出 等 が あ り,そ の 内容 は,次 のよ うな もので あ る。
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(1)10ケ 所 の地 区 セ ン タの デ ー タ を集 中 化 し,合 理 的統 一 を計 る。

② デー タ ・コ レク シ ョ ン のみ を行 な っ てい る端 末 が多 い の で一 括 して管 理

す る必 要 が あ る。

㈲ 各 種 発生 デ ー タ の1件 あた りの 必 要 最 少 限 度 の容 量研 究 を行 な っ て い る。

この ため30ケ 所 の メジ ャー リン グ ・セ ン タの デ ー タ を収 集 し,コ ン ピュー

タ ・シス テム の 大 き さ を決定 す る ため テ ス ト を行 な ってい る。

(4}こ の テ ス トの た め,フ ラン ス製 コ ン ピュー タ(4,000バ イト容 量)を 使

用 し てい る(デ バ ッ ク ・プ ロ グ ラ ム作 成 が 困難 で あった)。

(5)こ の テ ス ト範 囲 は 今年 の末 頃 には,40ケ 所 の メ ジ ャー リン グ ・ポ ス トに

拡 大 され,さ らに来 年 末 には300ケ 所 の メ ジャ ー リン グ ・ポス トにつ い て

行 な わ れ る こ とに な るで あろ う。

2.1将 来 計 画

(1)警 報 シス テ ムの オ ン ラ イン ・リアル タイ ム化

全国30ケ 所 の 中継 セ ン タ に設置 され て い る ミニ コ ン ピ ュー タ50台 によ り,

全 国1,500ケ 所 の メ ジ ャー リン グ ・ポ ス トに 集め られ てい るデー タ を収 集 し,

さ らに これ を主 要個 所 に設 置 され て い る10ケ 所 の地 区 セ ン タ に送 る。 地 区 セ

ン タ に は中 型 コ ン ピュー タ を置 き,デ ー タの 整 理 を行 なっ た う え,中 央 の 警

報 セ ンタへ 伝 送 す る。

中央 警 報 セ ンタで は,デ ー タの 分 析 を行 ない,直 ちに必 要 な警 報 を全 国 に

発 出し よ うとす る もので あ る。

(2)放 射 能 汚 染 に よ、る被 害 結 果 を コ ン ピュー タ を利 用 し て予 測 し,主 要企 業 の

安 全地 帯 へ の 移 転等 被 害 防止 に努 め た い考 えが あ る との ことで あ る。

(3)公 害 問 題 研 究所 の設 立 が 準 備 され て い る模 様 で あ り,工 場 が原 因 とな る大

気 汚 染 排水 処 理 車 の 排気 ガス によ る大 気汚 染 対 策 に つ い て,原 因 を起 こす

会社 に 公害 対 策 費用 を負担 させ る等 を骨子 とす る立 法 が研 究 され てい る模 様

で あっ た。

この よ うに市 民 保 護 の た め の警 報 シ ス テムの 発展 を願 っ てい るが,予 算 的,

政治 的 に制 約 を受 け てい るの で,完 成 には20・-30年 の歳月 が必 要 で あろ う・
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1.11西 ドイ ツ労 働 社 会 省 の デ ー タ ・バ ンク 構 想

調 査 先;DerBundesministeriumftirArbeitund

Sozialordnung

所 在 地;5300BonnDuisdorfBonnerStr.85

調 査 期 日;1973年3月6日

面 接 者;Mh.Winkler,

Ministrialdirector

調 査 員;楯 沢,内 藤,中 川,相 沢,佐 内

1.概 要 お よび 所 感

西 ドイ'ッの労 働 社 会省(DerBundeministeriumfurArbeitund

Sozialordnung)で は,労 働 者 の 年 金保 険 社 会保 険,遺 族 年 金 な ど に 関す

る業務 を行 な っ てい るが,社 会 保 険の 手続 き,社 会 福祉 業 務 な ど,省 内 業務 の

電算 化 が 計 画 され てい る。

社 会 保 険 制度 は,自 治 体 組織 によ り運 営 さ れ てい る。 被 保 険者 と企 業 経 営 者

とは,と もに政府 機 関 が行 政 管理 す る 多 くの部 局 の下 に あ る。

政府 機 関の行 政管 理 す る組 織 は,

(1)年 金 保 険 に 関す る組 織22

(2)健 康保 険 に関 す る組織1,800

(3)官 庁 の経 営 す る病 院30

(4}職 業安 定 所

な どが あ り,こ れ らの組 織 で は,す で に ミニ コン ピュー タ を除 い て 約400台 の

コン ピュー タ(内,300台 はIBM社 製)が 稼 動 してい る。 こ の よ うな下 部組

織 で と りあつか われ て い るデ ー タ は,労 働 社 会 省 に集 中 化 され つ つ あ る。

省 内の 機械 化対 象 業務 は,社 会 保 険 シス テム に重 点 を置 い てい る よ うに見受

け られ,職 業 紹介 シス テム につ い て は,今 後 の課 題 と思 われ た 。
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労 働 社 会 省 の デー タ ・バ ン ク構 想 の一 部 は,1973年9月 か ら 実験 が開 始 さ

れ,完 成 は10年 後 に な るだ ろ うとの ことで あった。

、

d

2.詳 論

21入 力 デ ー タ

労働 社 会省 の デー タ ・パ ン ク を作 成 す るた め に は,非 常 に多 量 の デ ー タ を入

力 し な けれ ば な らない 。 その た め,法 律 で 規 制 され た デー タ記 入(Data

acquisition)の 制 度 が定 め られ,こ れ によ り,光 学 式 文 字 読 取 り機(O

(OpticalCharacterRecognition)の 使 用 が容易 にな った。

入力 装 置 には,マ ル テ ィ ・フ ォン ト(MultiFont)の 光 学 式 文字読 取 り機

が導 入 され てい る。 図1-220CR入 力 デー タの 例 は,実 際 に使 用 され てい る

保 険 書類 の一 部 で あ る。

被 保 険 者 は,保 険 カー ド,届 出 書類,請 求 書 か らな る保 険 書類 によ っ て,届

出 をし なけ れ ば な らな い。 記 入 され た 保 険 書類 の 内の 一 葉 は,被 保 険 者へ 渡 さ

れ,一 葉 は光 学 式 文字 読 取 り機 へ 入力 され る仕 組 み で ある。

した が っ て,こ れ らの記 録 か ら被 保 険者 の 情報 を把 握 す る こ とが で きる。

■
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22デ ー タ ・バ ンクの 計 画

デ ー タ ・バ ン ク には,社 会保 険 に 関す るデ ー タ が統 合 され る予定 で あ り,す

で に2,000以 上の 企 業体 お よび州 立 機 関 の デ ー タ が集 約 され て い る。 そ の 中 で

も健康 保 険 に関 す るデ ー タ の整備 が最 も進 ん でい て,1978年(5年 後)に は,

統合 され るとの ことで あ る。

労 働 社 会省 の デ ー タ ・バ ン クは,単 に この 省 内の 情報 を持 つ の み に と ど ま ら

ず,総 理 府,内 務省,大 蔵 省,外 務省 な ど に設置 され てい る コン ピュー タか ら

も,情 報 が 得 られ る機能 を持 た…せ るよ う,計 画 され てい る。 これが 完成 の あか

つ きに は,政 府,議 会 の運 営 のた め の 資料 を提供 す るの に役立 つ で あ ろ う。

23導 入 予 定

こ のデー タ ・バ ン ク ・シ ス テ ム は,試 験 の段 階 で あ り,現 在 は,数 理 デー タ

研 究所(GesellshaftfurMat㎞atikundDatenverarbeitung

mbH1)に 設置 され てい るジ ー メ ン■社 製 電算 機 と,労 働社 会省 に設 置 され た

端 末装 置(デ ィス プ レ イ装 置)と が 通 信 回 線 で接 続 され,試 行 が繰 り返 さ れて

い る。1973年9月 には,図1-23に 示 す コ ン ピュー タ ・シス テ ム カS労 働社

会省 に導 入 され る予定 で あ る。

Q》 ⊃

カー ド穿孔 機

6,180枚/時

'
カー ド読取 り機

60,000枚/時

CPU
384KB

960nS/4B

ラインプリンター

1行160字

55,000行/時

磁 気 ディスク装 置 ×4台
記憶容 量

55.5MB

図1-23ジ ー メ ン ス4004/45構 成 図
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ま た,デ ー タ ・バ ンク ・シ ス テ ムの 開 発 担 当 は,労 働 社会 省 の ス タッ フ20名,

ジー メ ンス の技 術 者3名(1972年 秋 以 降1年 間 の契 約)が あた り,さ らに数 理

デ ー タ研 究所 の技 術援 助 が あっ て,導 入 計 画 が進 め られ てい る。

24デ ー タ ・バ ンク の役 割 り

こ の デ ー タ ・バ ン ク ・シス テ ムの 役割 りと して,次 に あげ る ことが 計画 され

てい る。

(1)デ ー タ ・パ ンク には,常 に最 新 情報 が蓄 積 され て い る こ と。

(2)社 会保 険 関係 の各省 の 資 料 が,議 会運 営 のた め に 提供 で きる こと。

これ らの 資 料 は,予 算 編 成 の た め の もの で あ り,た と えば,15年 前 に さか

の ぼ る年 金 保 険 の状 況,健 康 保 険 の状 況,労 働 災害 保険 の 状況 な どの 資料 が

あ る。

(3)デ ー タ は,シ ミュ レー シ ョンが で き る構 造 で あ る こと。

健 康 保 険 を例 に とれ ば,す で に コ ン ピュー タ によ るシ ミュ レー シ ョンが 行

な わ れ,こ れ が非 常 に成 功 し てい る。 年 金 保険 や 労働 災害 保 険 につ い て も,

シ ミュ レー シ ョン によ っ て,政 府 お よ び議 会 の意志 決定 のた め の 資料 が 作 成

され る ことは,重 要 で あ る。

(4)労 働 省 管 轄下 の 労 働 裁 判 所,連 邦 労 働 裁 判所 の 判 例 資料 を検 索 で きる よ う

にす る こと。

(51国 際 賃金 最 低 保障 条 約 書 の デー タ を記 録 す る こ と。

(6)労 働 社 会省 内の 図 書 を検 索 で き るよ うに す る こと。

(7)労 働社 会省 内 の 人事 業 務,経 理 業務 に 関 す る経 営 資料 が,提 供 で きる こ と。

以.ヒ,デ ー タ ・バ ン ク構 想 につ い て述 べ て きた が,1973年9月 に コ ン ピュ

ー タ が導 入 され た と し て も,た だ ちにす べ て の 機能 が 満 足 され るわ け で は な い。

労 働 社 会 省 の 管 轄下 に は,す で に400台 の コン ピュー タが稼 動 してい るが,こ

れ を保 有 し ない 組織 も数 多 くある の で,デ ー タが統 合 され るた め には,長 期 間

を要 す ると思 われ る。

その 上で,各 省 間の デー タ交 換 が行 なわれ,計 画通 りの デ ー タ ・バ ン クが 実

現 す るのは,は や くて も10年 後 に な るだ ろ う。
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3.参 考 資料 社 会 保 償関 係 費用

1973年 の 西 ドイ ツ国社 会保 償予算 は,約2,000億DM(180,000億 円)で あ

る。 国民 総生 産(GrossNationalProduct)は,約8,000億DM

(720,000億 円)で あ るか ら,こ れ の25%に 相 当 す る こと にな る。

また,労 働社 会省 予算 は,約250億DM(22,000億 円)で あ り,連 邦 政府

予算 は,約1,200億DM(108,000億 円)で あ る。

資 料 一 覧

(1)SurveyofSocialSecurityintheFederalRepublicof

Germany

(2)Bundesarbeitsblatt10/111972
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1.12ボ ン大学 附 属 病 院 の医 療 情 報 シス テム

調 査 先;KlinischeAnstaltenderRheinischenFriedrich

-Wilhelms-UniversitatBonn

所 在 地;AbteilungflirMedizinischeStatistik,

DokumentationundDatenverarbeitung

5300BonnVenusberg

UniversitatsKliniken

調 査 期 日;1973年3月6日

面 接 者;Prof.Oberhoffer

調 査 員;槽 沢,内 藤,中 川,相 沢,佐 内

■

1.概 要 お よ び所 感

西 ドイ ツに は,28大 学 が存在 す るが,こ れ らは 全 て州 立 大学 で あ る。 最 も大

きい大 学 は学 生 数3,000人 の ミュ ンヘ ン大学 で あ り,ボ ン 大学 は学生 数2,500

人で あ る。

ボ ン大学 附 属 病 院 の内 科 で は,1961年 頃か らデ ー タ ・プ ロセ シ ン グに よ る統

計 資料 の作 成 が行 な わ れ て い た。 この 分野 の 資料 管理 面 に 情報 処 理技 術 が 応 用

される よ うにな る と,デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ技 術の 習得 が 医 療技 術者 に も課 せ

られ るよ うに なっ た。 この病 院 で は,数 理 デー タ研 究所(Gesellshaftfur

MathematikundDatenverarbeitungmbH)と 協同 で 医 療 情報 シス

テム に関 す るデー タ ・プ ロセ シ ン グ技 術 の 研 究 開発 を進 め てい るが,こ の技 術

は ボ ン を中心 に ミュ ンヘ ン,ハ ノー ヴ ァ,マ ィ ンッ,キ ー ル の各 大学 で も研 究

開発 が進 め られ てい る。

公共 情報 シス テム の1つ と され る この病 院 の医療 情報 シス テ ムの概 念 は,患

者 を中心 に,医 者 お よ び 研 究 室 を も含 め た病 院 の 情報 シス テ ムで あ る。 患 者 に

関 する情報 は,こ の 病 院 内 の様 々 な箇 所 か ら提供 され,統 合 され て デ ー タ ・バ
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ン クが形 成 され る。 具 体 的 に表現 す れ ば,受 付,内 科,外 科,レ ン トゲン科,

産婦 人科,化 学 分 析 室 な どか らの デ ー タ や,運 営 管 理 に 関 す るデー タ,お よ び

食餌 の デ ー タが 集 中 され て デ ー タ ・パ ン クが 作 成 さ れ るわ けで あ る。 この デ ー

タバ ンク に は,す べ て の患 者 の デ ー タが フ ァイル さ れ てい るが,患 者 個 々 のデ

ー タの構 成 は
,次 の よ うで あ る。

患 者 氏 名

患者番号 臨 床データ,診 断結果

運営管 理デー タ

t
入院日付

退院日付

保険料

薬,処 方 な ど

肉

O機 密保 護 の重 要 性

この デ ー タ ・バ ン クの 情報 を取 扱 う場 合 に,制 度 上 の問 題 と して,患 者 に

関す るデ ー タ の機 密保 護 が あ る。 情報 の利用 者 に対 し て は,機 密 保 護 を十 分

考 慮 した後,デ ー タの取 扱 い 範 囲 を明確 に定 め な け れ ば な らない。

た と えば,経 営 者 は,患 者氏 名 と運 営 管理 に必 要 な デ ー タ を,研 究 室 で は,

臨 床 デ ー タ と診 療 結 果 を,医 者 は,臨 床 デ ータ と診 断 結 果,薬,処 方 な どの

デ ー タ を取 扱 い 可能 範 囲 と し,そ れ以 外 の デ ー タ を取 出 す こ とので き ない シス

テ ムが 必 要 と な る。 この よ うに,必 要 な 情報 の み が 提 供 され るシ ス テ ム は,コ

ン ピュ ー タの ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア,テ レ プ ロ セ シ ング の技 術 が総 合 さ

れ て は じめて 実 現 され る もので あ り,研 究 開 発 が 進 め られ つ 、あ る。

医 療 情報 シス テ ム に限 らず,個 人 の機 密 に触 れ る情報 が 集 中 され るシス テ

ムで は,機 密 保 護 の 問題 が表 面化 す るの が常 で あ る。 デー タ ・マ ネー ジ メ ン

ト技 術,オ ン ラ イ ン技 術 の 進 歩 とと もに,様 々の 情 報 が簡単 に入 手 で き る傾

向 はま す ます強 く な るだ ろ う。 そ し て,技 術面 か らも,制 度 上か らも,機 密
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保護の問題 を解決 す る方策は,非 常 に重要 な もの とな るだろ う。

o医 療用語 のデー タ処理

このシステムの データと して扱われ る医療用 語は,コ ー ドを使用 しても,

医療 用語 その もの を使用 して も,処 理で きるよ うに設計 され ている。 英国や

米国 の医療 情報 システム も,同 じ試 みが行 なわれ てい ると,面 接者 は語 って

いたが・ フランスのベ ジャン病院の医療 情報 システム も同 じ設計 思想であ り,

この点は,医 療 情報 システム設 計上 不 可欠 の要素 であろ うと思 われる。

o公 共情報 システム の研究開発

この システ ムの研 究開発 には,数 理 デー タ研究所 のコン ピュー タ設備が使

用 され,同 時に,同 研究所 の技術 協力があ り,さ らに州の 資金援助(数 理 デ

ー タ研究所 の コンピュータ使用料)が あ ったとの事であ る。 面接者 は,こ の

よ うな制 度があ るので,シ ステム開発 が容易であ ったと語 っていたが,我 国

で も,同 様 のこ とが言 えるのではなか ろ うか。

多 額の先行投 資を必要 とする公共 情報 システムの研究開発 に際 しては,こ

の 大学 附属病院の例か らも学ぶべ きものがあるよ うに思われ る。

2.詳 論

ボ ン 大学 附 属 病 院 の 医療 情報 シス テムは ,テ レ プ ロ セ シ ン グ と デー タ ・ベ

ー ス を基 盤 に 設計 され
,こ の コ ン ピ ュー タ のシ ス テ ム構成 は,マ ス タ ・コン ピ

ュー タ と して,数 理 デ ー タ研 究 所 のIBM/370-165が 使 用 さ 札 ス レー ヴ ・

コ ン ピュー タ に大学 附属 病 院 内のIBM/360-25が 使 用 され てい る
。 この 間

の距離 は3kmあ り,通 信 回 線 で接 続 され てい る。

2.1コ ン ピ ュー タ の 構 成

この 医 療 情報 シス テ ム に使 用 さ れ てい る コン ピ ュー タの構 成 は図1-24に

示 す とお りで あ る。

数 理 デ ー タ研 究所 に設置 され てい るコ ン ピュ ー タ(IBM/370-165)は ,ボ

ン大学 附 属 病 院 の 例 のよ うにス レー ヴ ・コン ピュー タが 接 続 され
,共 同使 用 さ

れて い る か,ユ ー ザ は す べ て 州立 機 関で,こ の 費用 は,州 の 予算 か ら支払 わ れ
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数理データ研究所

/

/

ボン大学附属病 院

スレーヴ・コンピュータ

ラインプリンタ

IBM1403

表 示 装 置
(運 営管理 部門)IBM2260

岬

図1-24ボ ン 大 学 附 属 病 院 の コ ン ピ ュ ー タ 構 成 図

てい る。 この方 式 は,使 用 にあた っ て面 倒 な手 続 きを必要 とせ ず 自由 に使 用 で

きるた め,効 果 が 大で あ っ た との ことで あ る。

2.2入 力 デ ー タ

この シス テムの 入 力 デ ー タ は,ほ とん ど マ ー ク ・シー トが用 い られ,オ フラ

イ ンの 光学 式 マ ー ク読 取 り機(IBM-1232)に 入 力 され る。 この デ ー タは,

一 度 カー ドに穿孔 さ れ,蓄 積 され た後 に コ ン ピ ュー タ に入 力 され るが,こ れ は,

現在 使用 中の コ ン ピ ュー タが 小 規 模 のた めで あ る。

6
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■

患 者 に関 す る デー タの種 類 は非 常 に多 い が,こsに 示 す 例(Abschlussbe-

fundNeugeborenes15)は 産 婦 人 科 の診断 結 果 を記入 す るマ ー ク ・シー ト

で あ る。 これ に診 断 結 果が 記 入 され,コ ン ピ ュー タ に入 力 され る と,最 終 的 に

退 院 時 の 書類 と な る。 この 書類 は,患 者 が退 院 した 後 に,他 の 医 院の 診 察 を求

め る時で も役 に立 つ もの で あ る。 診 断結 果の 書類 を自動 作 成 で きるよ うに な っ

た結 果 医者 は,書 類 の 内 容 を検 討 し て,署 名 さ え すれば よ くなっ た。 産 婦 人

科 の デー タだ けで もこの よ うな マ ー ク ・シー トが15種 類 もあ るが,内 科 に お い

て も同 様 の処 理 が行 な わ れ て お り,他 に も新 薬投 与 の 実 験 デ ー タ,卒 業試 験 の

答 案 用 紙 に もマ ー ク ・シー トが利 用 され て い る。

2.3医 療 用 語 の コー ド化

この シ ス テ ム は,米 国で 開 発 され た ソ フ トウ ェ ア を,ド イ ツ語 が扱 え る様 に

翻 訳 した後,PL ./1言 語 を用 いて完成 し た。

この シス テ ムの最 も優 れ た特 徴 は,デ ー タ に使 われ る医療 用 語 の処理 に見 ら

れ る。

病 院 内 で使 用 され る カル テ(KRANKENGESCHICHTE)の 例 を あ げ れ

ば,診 療(Diagnosen)お よび治 療(Therapie)の いず れ もが,コ ー ドで も

医療用 語 その ま まで も記 入 で き るよ うに設 計 され て い る。 そ して,こ の デ ー タ

は コ ン ピュ ー タに よ っ て処 理 で きるよ うプ ロ グ ラ ミン グされ て い るか ら,医 学

の進 歩 に よ る 新語 の と り扱 い を容 易 に 行 な う こと がで きる。

この試 み は,英 国,米 国で も同 様 に行 な わ れ てお り,今 後 の 医療 情報 シス テ

ムの デ ー タ処 理 方 式 に は,欠 か す こと の で きな い 機 能 であ る とい えよ う。

カ ルテ の様 式 と記 入 され た デー タを コン ピ ュー タ に入 力 し た処 理結 果 が,次

の 資料 で あ る・

(KRANKENGESCHICHTE)

(Ergebnis-ListedesKrankengeschichten-Abfrageprogr-

amms)
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24総 合 医 療 情報 シス テ ム の研 究

総 合 医療 情報 シス テ ムの 研 究 は,マ ッ クス ・ブ ラ ン ク研 究 所,各 大学,各 大

学病 院,大 病 院,薬 品 製 造 の 大企業,コ ン ピュー タ ・メ ー カ,ド イ ツ医 学研 究

会(DFGと 呼 ば れ る政 府 機 関)な どが 行 な っ てい るが,こ れ らの中 で,最 も

進歩 し てい る シ ステ ムが,IBMの 開 発 した 医 療 情報 シス テム とい われ てい る。

医療 情報 シス テ ム の研 究 に 関 す る情報交 換 につ い ては,大 企 業 間 で は 全 く行

なわ れ て い な い。 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ の 主催 す るユ ーザ ー 間の 情報 交換 シ ス

テ ム の意 義 は 大 き く,ジ ー メ ンス,IBMな どの ユ ー ザー会 が 実 績 を あ げ て い

る。 ま た,国 際 的 に は,MEDLARSと 名 付け られ た 情報 交 換 シス テ ムの 出版

物 が,活 用 さ れ て い る。

2.5将 来 計 画

2.5.1大 学 附 属 病 院 の 将 来 計 画

この第1は,コ ン ピュー タ 設備 の 拡 張 で あ る。 す な わ ち1974年 には,IBM

/370-125へ の 移 行 が 計 画 さ れ,そ れ に よ っ て他 の 部科,組 織 を統 合 した 医 療

情報 シス テ ム が作 成 さ れ る予定 で あ る。

第2は,総 合 的 なデー タ ・バ ンク を完成 す る こ とで あるが,IMS2

(InformationManagementSystemVers.2)と 名 付 け られ る ソ フ

トウ ェアが 数 理 デー タ研 究 所 で開 発 され つ 〉あ る。 これ には,制 度 上の デ ー タ

の 機密 保 護 の 問 題 や,障 害 対 策 として チ.エ ッ ク ・ポイ ン ト,リ ス ター トの 機 能

が 折 り込 まれ,デ ー タ ・コ ミュニケ ー シ ョンの 設備 の 試験 も行 な われ て い る。

2.5.2ADVGP-HS1980計 画

ADVGP-HS1980(AutomatisierteDatenverarbeitung-Gesa-

mtplanfilrdieHochschulendesLandesNordrhein-Westfalen

bis1980)と 呼 ば れ る総 合 自動 デ ー タ ・プ ロセ シ ン グの計 画 が あ り,こ れ は

1980年 まで に 全州立 大学 を総 合 化 す る情報 シス テ ム で あ る。 この 中 には,医

学 部 だ けで は な く,他 の 学 部 につい て も,研 究 成果 の 交換 が で き る機 能 が含 ま

れ,現 在 は各 大 学 各 研 究 所 で 部 分的 に 研究 開 発 が 進 め られ て い る。

デー タ ・バ ン ク につ い て は,ボ ン,ハ ノー ヴ ァ,ミ ュンヘ ンの 各 大 学,診 療
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情報 シス テ ム につ い ては,キ ー ル 大学,ジ ー メ ン ス研 究 所 ア ナ ロ グ ・コ ンピ

ュー タ とデ ィ ジ タル ・コン ピュ ー タ を結 合 した ハ イ ブ リッ ド ・コ ン ピ ュー タの

研 究 につ・い ては,ボ ン原子 核 研 究 所,ミ ュンヘ ンの マ ックス ・プ ラン ク研 究 所

な どがす ぐれ た成 果 をあ げ て い る。
■

資 料 一 覧

(1)DatenverarbeitungundMedizin

(16ReferateIBM-SeminarBadLiebenzell1970)

(2)MedicalinformationprocessingTheKSproject

■
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1.13コ メ ル ッ 銀 行 の ネ ッ ト ・ ワ ー ク と

そ の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ

調 査 先;CommerzBank-Houptverwaltung

所 在 地;6Frankfult,GrosseGallusstrasse17-19

調 査 期 日;1973年3月8日

面 接 者;Mr.GilnterBraun,Direktor..

調 査 員;柑 沢,内 藤,相 沢,佐 内,中 川

1.概 要 およ び 所 感

コ コメル ッ銀 行(CommerzBank)は,西 ドイ ツ にお け る三 大 私 立 銀 行

(PrivatBank)の 一 つ で あ る。 銀 行 業 務に つ い ての機 械 化 は,他 の ドイ ツ

銀行,ド レス デ ン 銀行 と 比 べ,最 も積極 的で,か つ 進 ん で い ると 自負 し てい る。

その ネ ッ トワー クと計 算 セ ン タ(NetzdeRechenZentren)は,図1一

に見 ら、れ る 大規 模 な もの で あ る。

機械 化 対 象 の 業 務 は,有 価 証券(checkを 含 む)経 理,財 務,振 込,残 金通

知,お よび 各 種 統計 諸 報 な どで あ る。 就 中,有 価 証 券 のE・D・P・ 化 には,

1960年 か ら取 り組 み,そ の 効果 が経 営 に大 きく寄与 した こと を強 調 さ れて い

た。

この銀 行 は,株 式,証 券ρ 売 買 業務 を兼 業 し てい る。 した が っ て,取 引 企業

の みな らず,一 般 企業 の 分 析,評 価 など経 営 状 態 の把握 に力 を入 れ てい る。 斯

様 な背景 の もと に,顧 客 に対 す る株式 情報 の 提供 な らび に投 資信 託 な ど 巾広 い

サー ビス を行 な っ てい る。 商 業銀 行 と しての特 色 あ る性格 が 印象 的で あっ た。

2.詳 論

先づCommerzBankの 概 況 について述 べ ると,

本 店(母 店)FrankfurtAmMain
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地 方 母 店

支店,営 業店およ び営 業所

銀 行 口 座

顧 客 数

銀 行 員

Hamburg,Dilsseldorf

800ケ 所

340万 口 座

220万 人

17,500人

の規 模 で ある。 第2次 大 戦後,規 模 の拡 大 と と もに,業 務 の 機械 化 に積 極 的 に

取 り組 み,比 較 的遅 くか らで は あ るが,パ ン チ ・カー ド ・シス テム で開 始 した。

1960年IBM-1401シ ス テ ム の導 入は,先 づ有 価 証 落 のE・D・P・ 化 を手始

め と して,他 の 分野 の 本格 的 なE・D・P・ 化志 向で もあ っ た。

1965年 頃 よ り,増 大 す る 業務 に対処 す るため 次期 導 入 シス テム の検 討 に入 り,

IBM-360/30,40,75か らな る シ ステムが 本店 の 中央 処 理 設 備 と して導 入 さ

れ た。1970年 に は,図1-25に 示 す通 信回 線(4,800～9,600B/S)と 結 ば

れた 地 方 支 店 に,UNIVAC-9300シ ス テ ム が導 入 され た。 さ らにそ の 管 内 に

お け る営業 店 で は,テ ー プ読 取 装 置 と プ リン タ を持 っ た端 末 装 置 が設 置 され,

電 話 回 線(1,200B/S)に よ る デー タ伝送 が採用 され た。1972年,本 店 の中央

処 理 設備 は,IBM-37()/155,145そ れ ぞれ2セ ットか らな る。 デ ュ アル ・シ

ス テ ム に移 行 され た。 い うまで も な く,前 述 の地 方 支 店 と の 間 を デー タ伝送 に

よ り直 結 し,本 格 的On-1ineSystemの 体 制 が整備 さ れ た わ け で あ る。

この4台 の 中央 処 理 設 備 に よ り,有 価 証 券 業務 を は じ め,経 理,財 務,振 込

残 金通 知,お よ び 各種 日報,月 報,期 間報 な ど統計 業 務 の 機械 化 が 進展 した。

就 中,全 有価 証券 の記録は,IBM/370シ ス テ ム によ り統 括 さ れ 管 理 デー タが

日々容 易 に得 られ る に至 り,銀 行 の 経 営 に果 した役 割 の 大 きか っ た こ とが強 調

され てい た。

21図1-25NetzdeRechenzentrenの 説 明

そ れ ぞれ の記 号 の意 味 は次 の とお りで あ る。

◎ ;Frankfurtammaim本 店

n=管 内 営 業 店
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◎

⑤

～
offline

;Hamburg,Dusseldorf母 店 格

n=管 内 営 業 店

;例 え ば,KieLBremen支 店

n==管 内 営 業 店

;例 え ばBremen支 店 管 轄 のLeer営 業 所

;太 線 の通信 回 線600B/Sま たは4800B/S

ON-Line

;細 線 通信回線1200B/S

ON-Line

1

〇 十 ・国際回線(電 話回線)
」 NewYork,Paris,Rome

例 えば,Kie1支 店 よ りNewYork支 店 に対 し て振込 みが 行 なわれ る と,

FrankfurtAmMain経 由 でNewYork支 店 の 口座 にOn-LineReal

Timeで 入 る。 この 時,支 払 時 の記 録 が本店 の コン ピュー タで 集 計 され,顧 客

に対 して 日 々 の残 高 お よび 内訳 も知 らせ る こ とが で き る。

営 業所 レベ ルの 場 合 は,そ の 管轄 支 店 ま で は電 話 回線 によ るデ ー タ伝 送(Da-

tenubertragunguberTelefonnetz)で 行 な わ れ る。

22本 店 にお け る処 理 件数

FrankfurtAmMain本 店 にお け る処 理 件数 は,1日 当 り約50万 件 の

Dataが 収 集 され る。(但 し,1件 には チ ェ ッ ク1枚 の処 理 も含 め る。)

特 に,株 式 の売 買 が多 い の が特 徴 で あ る。

前 述 の処 理 件 数 に見合 う回線 コス トお よび その 品質 につ い て は,例 えば,

FrankfurtAmMain→NewYork間 につ い ては,充 分 に満足 して い る と

の ことで あ る。 また,国 内 にお け る 回線 品質 は,MODEM折 返 しチ ェッ ク(自

己お よ び相 手)シ ス テ ムのFailureDown,ReliabilitySystemを 確
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立 し,万 全 を期 してい る。

2.3将 来 計 画

特 に,チ ェ ック(小 切 手)で の取 引 の増 加 に伴 っ て,OCR/PRINTER

端 末 装 置 を管 内 営業 店,管 轄 営 業所 レベ ル まで に設置 し,さ らには,将 来,ヨ

ー ロ ッパの 各 銀 行 に もOCR端 末 を配 し て
,チ ェ ッ ク取 引,証 券業 務 などの 自

動 化 を図 る計 画 を考 え てい る。

以 上,On-LineSystemを 採 用 してい るユー ザー で あ るCOMMERZ

BANKの 紹 介 を終 る。

●
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2.総 論

最近の アメ リカ合衆 国(以 下 アメ リカと略)に おけ る情報処理 お よび情報処

理産業 についての動向 を調査 するため,2週 間 とい う限 られ た日程 の中で8機

関 を訪れ た。短時 日の調査で アメ リカ全体の動向 を総括 する ことは困難で あ り,

一面 を見 て全体 を論 じることは大 きな誤解 を生 む原 因 ともな りかねないが
,吾

々調査 グル ープ と訪 問機関 との質疑応答 を通 じて感 じたことか らい く,つかの点

につ いて総論 として述べ る。

(1)ア メ リカにお ける情報処理は,既 に多 くの経験 を積み重ね,第2次 ・第3

次 計 画 と し て,シ ス テ ムの 拡張 が 進 ん でい る。

吾 々が訪 れ た機 関の うち,実 演 と して 拝 見 で きた情報 シス テ ムは,保 健 教

育厚 生省 教 育 研究 所のERIC(EducationalResourcesInforma-

tionCenter),国 立 医学 図書 館(NLM)のMEDLINE(MEDL

ARSon-1ineSystem),カ リ フ ォル ニ ア州 サ二 一ベ ー ル市 の情 報 シ

ス テム の3機 関 の シ ス テム で,い ずれ もオンライン ・システムである。

ERICで は,ロ ッキ ー ド社 の オ ンラ イ ン情 報 検索 シス テ ム に よる教 育情

報(文 献)の 検 索 を,MEDLINEで は医 学情 報(文 献)の 検索 を,サ ニ

ー ベ ール 市 の 情 報 シ ステ ム では 水道 料 金 支 払 状 況 と犯罪 情 報 の履 歴検 索 を
,

また,NLMで は,CAI(ComputerAidedInstrtiction)に よ る医

学生 の た めの 診 断 シ ミュ レー シ ョン を実 演 して くれ た。

これ らの 実 演 を拝 見 し,痛 感 したの は ター ミナル か らの情報 検 索やシ ミュレー

ションが コンピュー タに深 い 知識 を有 しな い教 育 や 医学 の専 門 家 に 容易 に使 用

で き る よ うに 配慮 されて い る ことで あ る。これ には,コンピュータ利 用10数 年 以

上 の経 験 が オ ンライ ン ・システム設計 に生か されており,例 えば情 報検 索 をみ る

と質 問者 と コ ン ピュー タの応 答 にお い て,質 問者 が 問題 に対 し,質 問 す る内

容 が 判 らな くな った場 合 には,コ ン ピュ ー タが 適 当 に情 報 を与 えて くれ,さ

らに質 疑 応 答 が続 け られ る とい うよ うに,細 か い点 まで利 用 者 の立 場 か ら シ
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ス テム が 作 られ る とい うこ とが重 要 な 点 で あ る。

とこ ろで,こ れ らの各 機 関 にお け るシ ス テ ム も新 たな シ ス テムへ と拡 張す

る時 期 に 来 てお り,MEDLARSは 長 い 間 使 用 して い た コ ン ピ ュ ー タ

Honeywe11800モ デル200をIBM370モ デル155に 変 更 す る計画 を持 ち,

実 際 にMEDL,ARS-1か らMEDLARS-llへ の拡 張 を行 な い つ つ あ る。

また,ERICは,18の 専 門 分 野 別 ク リア リン グハ ウス を改 良 し,サ ー ビス

体 制 の うえで もオンライン・シ ス テ ム に よるサ ー ビス を予 算 等 の諸 事 情 が 許 せ

ば拡 張 し よ う と してい る。 アメ リカ議 会 図書 館(LibraryofCongress)

で は,一 般 の図 書 館 サ ー ビスの ほ か に,情 報 セ ンタ ー として,情 報 案 内機能

や各 専 門 図 書館 との間 の ス イ ッチ ン グ機 能 を果 す 役 割 を新 た に考 えて い る。

② ア メ リ カ の 用 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス は,経 営 面,サ ー ビ ス 面,ま

た,利 用 面 に おい て定 着 して きて い る。

アメ リカ の商 用 タ イム シ ェア リン グ ・サービス が,経 営的 に も安 定 時 期 に達

して い るこ とは,既 に内 外 の資料 に報 じ られ て い る とこ ろで あ るが,テ ィム

シ エ ア社 お よび商 用 タイ ム シ ェア リン グ ・ネットワーク を利 用 して いるMED-

LINEやERICオ ン ライ ンサ ー ビス を拝 見 した時,法 の改 正 に よ り,今

後 商用 サ ー ビスが 本格 的 に開 始 され よ うとして い る日本 と比較 す る と,実 用

経験 を含 め5～10年 ぐ らい の差 を生 じて い る こ と を通感 した。

即 ち,サ ー ビス会 社 の タイ ム シ ェ ア リング ・サービス に対 す る 自信 で あ り,

それ が 利 用 者 に十 分の信 頼 を与 えて い るこ とであ る。 当然 な が ら,そ の背 景

には ハ ー ドウ エ ア技 術,ソ フ トウエ ア技 術,通 信 技術 等 の問 題 を解 決 す る能

力 を有 して お り,ま た,科 学 技術 計算 な どの特 定 ア プ リケ ー シ ョンの みな ら

ず汎 用 の アプ リケ ー シ ョン に対 す るサ ー ビスや全 国規模 の ネットワーク ・サ ー

ビス を行 な うな どの営 業 活 動 を展 開 して顧 客 を確 保 してい るの で あ る。

次 に商用 タイ ム シ ェ ア リ ング ・サービス の利 用 者側 に も,タ イ ム シ ェ ア リン

グに よる業務 処 理 経験 が積 み重 な りつ つ あ る こ とで あ る。 オフライン ・シス テ

ム か らオ ン ライ ン ・システム,バ ッチ処 理 か らリアル タイ ム処 理 とい っ た利 用
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経 験 を積 み重 ね最 も効 率 が 上 り,費 用 が かか らな い方 法 を選 択 す る こ とが可

能 と な った。 タ イム シ ェ ア リ ング ・サービス を利 用 す るこ とに よ って専 用 オ ン

ライ ン ●システム を保 有 して い る と同様 な処 理 シス テム を形成 す る こ とが 可 能

で あ り,ま た,他 の 処理 方 法 と組 み合せ て利 用 す る こ と もで き るの で あ る。

(3)連 邦 政府 関 係 の情 報処 理 シ ス テ ムは利 用 につ い て の評価 を受 けつ つ あ り,

今後の予算措置 に も影響が現 われ よう。

ニ ク ソン政 権 が 予 算 縮 少 の方 向 を打 ち出 してい る ことは既 に知 る と こ ろで

あ るが,こ れ が情 報 処 理 シ ス テ ムの 分 野 に まで及 ん で い る こ とは,連 邦 政 府

の 情 報処 理 シス テ ム担 当 マ ネ ー ジ ャや連 邦政 府 関 係 の予 算 に よ り運 営 され て

い る情 報処 理 関係 者 に とっ て,1973年7月 は,頭 を痛 め る時 期 にな るで あ

ろ う。 とい うの は,こ の7月 は,新 年 度予 算 の 執行 に当 るか らで あ る。

連 邦 政 府 の情 報 処 理 シス テ ム の予 算 執行 を統 制 す るGSA(General

ServiceAdministration)は,情 報 処 理 関 係 費用 を前 年 度 並 か,自 然

増程 度 に おさ え よ う とし て い る。 特 に新規 コン ピュー タ購 入 計 画 に対 して は

厳 し く制 限 し よ う とす る方 向 に あ る。 ま た,既 存 の コ ン ピ ュー タ使 用 につ い

て も評 価 を行 な い民 間の コ ン ピュ ー タ を リー ス した り,商 用 タイ ム シ ェ ア リ

ン グ ・サービス を積 極 的 に利 用 す る方 向 に で て きて い るこ とで あ る。

この よ うなGSAの 方 針 は,個 々の 情報 処 理 の 内容 につ い て見 直 しを各機

関 に求 め る もので,仕 事 量 の増 加 や 新 規 計画 が あ るか ら として 単 に コン ピュ

ー タの 使 用 を増 加 すれ ば良 い とい うこ と にな らず ,仕 事 や計 画 の 中 味 を吟 味

して,新 規 コン ピ ュー タ を購 入す べ きか,リ ー スすべ きかが 決 定 され るで あ

ろ う。 ま た,商 用 タイ ム シ ェ ア リ ン グ・サービスの 利 用 にお い て も,民 間企 業

と一 緒 の コ ン ピ ュー タ を使 用 す る こ と にな り,そ の可 能 性 につ いて 個 々の仕

事 の再 点検 が 必 要 とされ よ う。

以上 の こ とが,連 邦 政 府 の情 報処 理 全体 に一 足 とびに 及 ぶ わ け で は な いが,

新 た な方 針 が打 ち出 され た とい うこ とは,今 後 と も,こ の方 針 にそ って 進 展

して い くも の と考 え られ るか ら,従 来 の情 報処 理 の進 め方 に対 して厳 しい 評

価 が連 邦政 府 全 体 に及 ん で い く もの と考 え られ る。
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この 連邦 政 府 の方 針 は,民 間 に も大 きな影 響 を与 え る こ とが予 想 され る。

連 邦 政 府 は,民 間 の 外 部機 関 を契約 に よ り,積 極 的 に活 用 して い るが,こ れ

に応 札 し仕事 を行 な って い る大学,サ ー ビス機 関 は,予 算 縮少 に よ り契約 額

を縮 少 す るか,場 合 に よ っては,仕 事 その もの を取 り止 め契 約解 除 とい った

事 態 に まで 進展 す る こ と もあ り得 る。 競 争 入 札 の場 合,落 札 の条 件 と しては,

質 の良 い 内 容 の サ ー ビス を低 い 費用 で行 な う とい うこと が第1要 件 とな る。

この 場 合,仕 事 が 定 常 的 な もので あれ ば受 注 機 関相 互 間 に おけ る質 の 面で の

競 争力 は低 くな り,主 に契約 額 の面 に強 く現 われ,受 注 競 争 は,必 然 的 に契

約 額の 値 下 げ につ な が る。 したが っ て,受 注 機 関 の 経 営 者,マ ネ ー ジ ャに と

って値 下 げ を して も受 注す るか,応 札 を取 り止 め るか とい う意 思決 定 が必要

とな って くるの で あ る。

これ まで 述 べ て き た こ とが マ イ ナ スの影 響 とす るな らば,説 明 す る まで も

な く,リ ース会 社 や 商 用 タイ ム シ ェ ア リン グ サービス 会 社 に と って は 明 るい

光 を与 えて くれ る もの とい うこ とが で きる。 巨大 な市 場 の連 邦 政府 が 目の 前

に手 を広 げて待 って い て くれ るか ら,能 力 の あ る企 業 ほ ど,努 力の しが いの

あ る もの として期 待 され るので あ る。

(4)ア メ リカの大 手 の 情報 処 理産 業 は,日 本 の 市 場 に強 い関心 を示 して お り,

進 出の 形 態 と して は ジ.イ ントベンチャー方式 が最良 の方 法 として考 えて いる。

ア メ リカで も有 数 な企 業 と し て知 られ るCSC(ComputerSciences

Corporation)お よ び テ ィム シエ ア社 は,日 本 の市 場 に強 い 関心 を示 し,

従来 か ら,そ の 動 きにつ いて は,わ が 国 の新 聞 ・雑 誌 に しば しば報 じ られて

い ると ころで あ る。 この 両 社 は既 に日本 以外 の諸 国で 国際 的 な経 営活 動 を行

なっていて,日 本 もその 一 環 と して考 え られ,そ の 活 動 の 仕方 も,単 に 日本 市

場 で タイムシェア リ ング ・サービス や ソ フ ト ウエ ア開発 等 の事 業 を展 開 す る とい

うよりは,国 際 的 な ネットワー ク を利 用 す る顧客 と して 日本 の企 業 を考 え て い

るので あ る。

即 ち,タ イ ム シ ェア リン グ ・サービス の場 合で い え ば国際 的 な経 営 を行 な っ

て い る日本 の大企 業 は,東 京 の本 社 と海 外 の支 店 な り出先 機 関な どの間 で,
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毎 日メ ッセ ー ジ通 信 を行 な って い るが,こ れ と同 様 に何 等 か の デ ー タ処 理が

発 生 して い る。 大 手 の商 用 タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス の ネ ッ トワー クは,

国 際 規 模 でメッセージ通 信 とデー タ処 理 を一緒 に処 理 で き る。 日本 の 顧 客 に対

し最 良 の結 果 とサ ー ビス をす る こ とが で き る とい うので あ る。

これ は,ソ フ トウエ ア開 発 の場 合 に も考 え られ,例 えば,日 本の 企 業 が ア

メ リ カに資本 進 出 して い る企 業 との 間 で,何 等 かの シ ス テ ム を開発 す る場 合

には,ア メ リカの ソ フ トウエ ア会 社 を利 用す る方 が1ア メ リ カにお け る商慣

習 や企 業 組織,仕 事 の や り方 な ど に熟知 してい て 有利 な点 が 多 い場 合が あ る。

また,ピ ッ クプ ロジ ェ ク トの 開 発 に お け る経 験 的 な ノ ウハ ウ等 が ア メ リカ ソ

フ トウ エ ア会 社 か ら得 られ るで あ ろ う。

以上 の よ うな 関心 か ら日本 に進 出 す る場 合は,こ の両 社 と も他 の 国 々にお

け る経験 か らアメ リカ企 業 は技 術 的な 面 を提 供 し,運 営 は 日本 市 場 を よ く知

り,取 引 きが 円滑 に行 な え るな どか ら日本 企 業 にゆ だ ね る こ と とし,資 本 は,

アメ リカ企業,日 本企 業,日 本 の銀 行 等が 持 つ とい う,3者 に よ るジ ョイ ン

トベ ンチ ャー方 式 を採 用 す る こ とが 最 もよい方法 で あ ると考 え られ て い る。

この よ うな 考 え方 は,今 後 日本 の情 報処 理 産 業が 海 外 に進 出す る場 合 に十

分 参 考 に価 す る もの と い え よ う。

ア メ リカ に比 し,数 年 以 上 の遅 れ を見 るわが 国 の 情 報処 理発 展 の ため,次

の基盤 を整 備 され るこ とを 要望 す る。

a.ユ ーザ 側 に立 脚 した 有 能 な ソ フ トウ エア会 社 を育 成 す る こ と。

わが 国 の ソ フ トウ エア 開発 は,コ ン ピ ュー タ ・メーカー に依 存 す る度 合 が

高 い 。 しか し,コ ン ピ ュー タ ・メーカー は今 後 と もIBMの 後 を追 って,技

術 の 開 発,製 造 販 売 に終 始 す る もの と考 え らえ る。 とす るな らば,コ ン ピ

ュータユーザー の多 様 な アプリケー シ ョンの た め に最 適 な ソ フ トウ エア開 発 が,

ど こまで行 な い得 るかが 問題 とな る。前 述 の とお り,ア メ リカの ソ フ トウ

ユア会 社 は ユ ーザ ー側 に立 脚 した ソ フ トウ エアの 開 発 を行 な うこ と を強 調

し,ハ ー ドウ エアの 選 択 権 を有 す る こ とが 要 件 で あ る と して い る。

わ が 国 にお い て も,資 本 的 に も,技 術 的 に も,コ ン ピ ュー タ'メ ーカーか
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らの 制 約 の ない 有 能 な ソ フ トウ エア会 社 を育 成 す る必 要 が あ る。

b.ソ フ トウェ ア ・パ ッケ ー ジの 開発 と利 用 に努 力 を注 ぐべ きで あ る。

まず,ソ フ トウ エア会 社 に対 して は,コ ン ピ ュー タ ・ユーザーが 選 択 の 余

地 を も つて使 用 で き る よ うに多 種 類 の 高 性 能 な ソ フ トウ エア ・パ ッケー ジを

開発 し,低 廉 な価 格 で 販 売 す るよ うに すべ きで あ り,ま た,ユ ーザ ー は特

殊 用 途 は 除 い て,汎 用 の ア プ リケ ー シ ョン につ いて は,ソ フトウ ェア ・パ ッ

ケ ー ジ を利 用 す る こ とに積 極 的 に努 力 が払 われ るべ きで あ る。 これ に よ り,

ユー ザ ーは 経 費 節 約,有 能 な ソ フ トウ エア要 員 の よ り有 効 む活 用 な どが計

られ るで あ ろ う。

3.ソ フ トウ エア産 業 の基 盤 整 備 の た め に政 府 は 十 分 な助 成 策 を講 じ るべ き

で あ る。

わが 国 の ソ フ トウ エア産 業 の 基盤 が 脆 弱 な 要 因 と して は,ソ フ トウ エア

対 価 支 払 意 識 が低 い こ と,大 規模 で 高 度 な ソフトウェア 開発 プ ロジ ェク トの

少 な い こ と,ア プ リケ ー シ ョン専 門 家 の ソ フ トウ エア開発 業 務 へ の従 事 が

低 い こ と,な どが あ げ られ る ほか,優 秀 人材 が 大 企 業 に集 中 す る傾 向が あ

り,さ らに は,大 規 模 資本 の ソ フ トウ エア産 業 界 へ の 進 出 が 低 い こ とな ど

の社 会 的経 済 的 な背 景 が あ る。

この た め,政 府 は,公 共 的 な シス テ ムの ソ フ トウ エア開 発 に,適 正 な価

格 で 民 間機 関 を利 用 す る こ と を促 進 す る とと もに,ソ フ トウ エア会 社 の 財

政 的 な援 助 の た め低 利融 資 を増 強 す る必 要 が あ る。 さ らに は,民 間 ユ ーザ

ー の ソ フ トウ エア会 社 利用 の 意 識 を盛 り上 げ るた め に
,啓 蒙 活 動 を展 開 す

るほ か,ソ フトウェア開発能 力 を結 集 す るた めの 公 共 機 関 また は,共 同機 関,

共 同 グ ル ー プ の設 置 に努 力 が払 われ るべ きで あ る。 な お,こ れ らρ)能 力 結

集 に は,イ ンセ ン テ ィブ効 果 を期 待 して,外 国 の技 術 者 を導 入 す るこ と も

考 え られ る。

最後 に情 報 処 理 関係 の 海外 調査 に あ た って,留 意 す べ き点 につ い て述 べ,

今 後 の 参 考 と した い 。

情 報 処 理 分 野 で は,先 進 国 と して ア メ リカの政 府 な り,企 業 の実 能 や将
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来 展 望 を参 考 とするため,日 本 か ら多 く調 査 グ ル ー プが 訪れ て い るが,先 進

的 と思 われ る企 業 には 訪 問 者 が 重 複 す る こ とが 多 々あ る よ うで あ る。 事 実,

当財 団 に も何 度 か ア メ リカ企 業 の 方 か ら,日 本 か らの 調査 グル ー プ につ い

て,目 的,調 査 内容 に よ って 調 整 を依 頼 され た こ とが あ る。

こ の よ うな こ とは,相 手 方 に と つて も大 変 迷 惑 な こ とで もあ り,ま た,

国 費 の 無駄 使 い の排 除 とい つた こ とか ら,で き るだ け避 け る よ うに し たい

もの で あ る。 そ こで,訪 問 機 関 につ い て の調 査 レポ ー トと して何 が 出 版 さ

されているか を調査 し,具 体 的 な調 査項 目 を予 じめ用 意 して 文書 に よ る情 報

交 換 の後,訪 問調 査 を行 な う とい うよ うに す る こ とが 必 要 で あ る。 情 報 処

理 関係 調 査 レポ ー トな どの 情報 案 内機 構 と して,当 財 団 に もで き る だ け資

料 の整 備 を行 な って い るので,ご 利 用 され る こ と を希 望 す る。 と と もに,

調 査 レポ ー トを ま とめ た と きに は,当 財 団 に一 部 ご恵 送頂 れ ば幸 い で あ る。

次 に,用 語 に つ い て の定 義,背 景 等 を よ り把 握 して か ら,調 査 を進

め る必 要 が あ る。 情報 処 理 関係 の用 語 は新 し く使 用 され る もの が あ つた り,

従 前 か らの定 義 を情報 処 理 分 野 と して,読 み な お す こ とが 多 い。 例 えば,

ソ フ トウ エア とい う用 語 は,日 本 で は広 範 囲 な意 味 を も つて 使 用 され て い

るが,コ ン ピ ュー タのハ ー ドウ エアに対 して プ ロ グ ラム の総称 の 意 と して

使 用 され て い る とか,タ イ ム シ ェア リン グ につ いて は,イ ン タ ラ ク ラ イ ブ

な利 用 シス テ ム を全 て含 まれ て い るよ うで,日 本 で使 われ て い る よ うに短

時 間 の 時分 割 利 用 の み に 限定 して い な い。 む し ろ,タ イム シェア リング ・シ

ス テ ム とい う用語 よ りは イ ンタ ラク テ ィ ブ'オ ンライン'シ ステム とい った用 ・

語 を使 用 す る よ うに な つて きて い るので あ る。

こ の よ うな 例 は,他 に も多 くあ り,調 査 に 当 って相 手 との質 疑応 答 で しば

しば 理 解 に苦 し む場 合 を経 験 した。 社 会 機 構,習 慣,考 え方 な どを 異 に す る

国民 が 討論 す るの で,討 論 内容 に くい違 い が生 じ るの は止 む を得 な いで あ

ろ うが,主 要 な 用語 につ い て は で き るだ け 定義 な り,背 景 を調べ て お くこ

とが 必 要 で あ る。

以 上
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2,1情 報 処 理 関係 の 調 査 専 門 会 社

カ ン タ ムサ イエ ン ス社

調 査 先;QuantumScienceCorporation

85JWelchRoad,PaloAlto,California94304

電 話 〔415〕327-8400

調 査 期 日;1973年2月26日(月)

面 接 者;Mr.DavidC.Jung(VicePresident)

Mr.EdwardW.Pullen(SeniorStaffScientist)

調 査 員;岡 本,宮 内,難 波,市 川

緑 の 芝 生 にオ ー クの 樹 が 散在する,こ こ カ リ フ ォル ニ ア州 パ ロアル ト市 の ス タ

ン フ ォー ド大学 キ ャ ンパ ス 内に 事務 所 を持 つ,カ ン タ ムサ イ エ ン ス社 は,'情 報

処理 お よび電 子工 業 に関す る市場 予 測 に高 い評 価 を受 けて い る調 査 専 門 会 社 で

あ る。

吾 々の グル ー プが,ア メ リカ に お け る最初 の訪 問 機 関 と して,同 社 を選 んだ

の は,米 国 におけ るオ ン ライ ンシ ス テ ムの 全 般 的 な動 向 を同 社 の調査 員 か ら伺

い,以 後 の調 査 に役立 て よ うとし た か らで あ る。 以下 の詳 細 は,予 じめ送 付 し

て お い た調 査項 目 に もとつ く,同 社 副 社 長Jung氏 よ りの説 明 を中 心 に 取 りま

とめ た もの で あ る。

1.概 況

カン タム サイ エ ンス社 の本 社 は ニ ュー ヨー ク市 に あ り,支 社 を こ こパ ロ ァ

ル ト市,英 国 ロ ン ドン市,日 本 の 東 京 の3ヵ 所 に持 ってい る。 同社 で は,以

前 ニ ュー ヨ ー ク市 の 本 社 が 事 業 の 中心 で あ った が,最 近は,吾 々 グル ー プが

訪 れ た カ リ フ ォ ル ニ ア州 パ ロアル ト市 の 事務 所 に ス タ ッフの8割 が 集 め ら

れ 事業 活 動 がな され て い る。 そ して,ニ ュー ヨー ク市 の本社 は,名 ば か りで
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連絡 事務所の役 を果 すに とど まってい る。

表2.1-1カ ン タ ム サ イ エ ン ス 社 の ス タ ッ フ数

ニ ュ ー ヨ ー ク 本 社二 10名

パ ロ ア ル ト事 務 所 64名
…

計 74名

〔備考 〕

ロ ン ドン,東 京 にっ い ては
,

総 代理 店 が あ り必要 の 都度

ス タ ッフが アメ リカ よ り派

遣 され る。

カ リフ ォル ニ ア に仕 事 の重 点 が お か れて い る理 由 として は,同 社 の顧 客 で

あ る電 子 工業 が カ リフ ォル ニ ア州 に集 中 して い るこ とで,ζ れ が,調 査 資 料

の 入 手 に便 利 で あ り,ま た費 用 や 労 力が ニ ュー ヨー クに比 較 して少 くて済 む

とい っ た利 点 に もな って い る。 さ らには,従 業 員 の 通 勤距 離 が30分 以 内で あ

る とい った こと も地 の利 とな って い る と述 べ て い た。 図2.1-1お よび2に

同 社 の組 織 とサ ー ビス 内容 を挙 げて お く。

・1
1・ ・es・den・1

Marketing

Serviee
MARKETING

Operating

Div.
一

Finance'

&Administration

1i

MAPTEK
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Div.

ADVANCED

Technology
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Computer

TecLDiv.

rechnology

Planning

Div.

Economic

Div.

Investment

Div.

図2.1-1カ ン タ ム サ イ エ ン ス 社 の 組 織

継 続 的 情 報 提 供 サ ー ビ ス

(Continuing

SubseriptionServices)

個別契約 情報提供 サ ービス

(CustomStudies)

SamsonQuantumMAPTEK
TrendsViewsServiees

複数 契 約 情 報 提 供 サ ー ビ ス

(Multi-elientStudies

andReports)

ti-clieptSamsOIl
StudiesReports

年 間50回MAPTEK(
月刊) トピックス的

に 発 行 す る 戦 略 プログラム

図2.1-2カ ン タ ム サ イ エ ン ス社 の サ ー ビ スの 内 容
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2.ネ ッ ト ワ ー ク ・イ.ン7オ メー シ ヨン ・サ ー ビ ス(Nls)の 最 近 の 動 向

カ ン タ ム サ イ エ ン ス 社 は1オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム を,NIS(Netwark

InformatiollService),DIS(DedicatedInformationSys-

tem),FIS(FederalInformationSystem)の3っ に 分 類 し,

5カ 年C"と の 需 要 予 測 を 行 な い こ れ を マ ル チ ク ラ イ ア ン ト調 査 の プ ロ ジ ェ ク

トと し て 顧 客 に サ ー ビ ス し て い る 。 な お,日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー は,マ

ル チ ク ラ イ ア ン トの1つ に な り,こ れ ら の 調 査 報 告 書 を 受 け て い る 。

NISに お け る 最 近 の 動 き の 中 で 特 記 す べ き こ と は,既 に 知 ら れ て い る が,

IBMが,CDC(ControlDataCorporation)に サ ー ビ ス 部 門 の 子

会 社SBC(ServiceBureauCorporation)を1,600万 ド ル で 譲 っ た

こ と で,こ れ に よ り,CDCは,米 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス の 分 野

表2.1_3米 国 に お け る主 な コン ピ ュー タサ ー ビス 会社 で"躍4位 の 座 を

占 め る よ う に な っ

1972年 の売 上 げ高

(百 万 ドル)

1・Compute
.rScience社

2.ElectronicData社

3.McDonnellDouglas

Automation社

4.ControlData社

5.BoeingComputing社

6.AutomaticDataProcessing社

7.GeneralElectric社

120

120

119

115

110

70

70

た。 そ して,こ れ

が,CDCの コ ン

ピ ュー タ部 門 に も

大 きな影 響 を与 え

る もの と予 想 され

て い る とと もに,

IBMに とっ て は,

表2.1-4NISお よ びDISの 定 義

'

NIS:多 く の 企 業 に サ ー ビス す る サ ー ビ ス会 社 に よ っ て 運 営 され る と こ ろ の リモ ー

ト ・コ ン ピ ュ ーテ♂イ ン グ ・シ ス テ ム。

これ に は,a.イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・コ ン ピ ュ ー テ ー シ ョ ン,b.リ モ ー トバ

ッ チ 処 理c.デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス が 含 ま れ る。

DIS:あ る企 業 な い し は 機 関 の 利 益 の た め を 中 心 的 目 的 と し て 運 営 さ れ る リモ ー ト

'コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム。
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現 在 保 有 して い る70%近 くの高 い シェ ア を減 ず る大 きな要因 とな る もの と考

え られ る。 な お,カ ン タム サ イ エ ン ス社 では,以 前 か らコ ン ピュ ー タ製 造 会

社 に と って,コ ンピュータ ・サー ビス部 門 を強化 す る ことが,コ ン ピュ ー タの

売 上 げ を伸 ば す た め の必 要 な条 件 で あ る と述べ て い る。

表2.1-3に 示 す よ うに,1972年 にお け るCDCの 売 上 げ は115百 万 ド

ルで あ るが,SBCを 買 収 す る以前 のCDCがCybernetと 称 す る タイ ム シ

ェ ア リング ・サービス を中 心 と した サ ー ビス部 門 の 売上高 は52百 万 ドル に す ぎ

な く,こ の 分 野 の リー ダ的立 場 を占 め るには,相 当の 時 間 を要 す る と こ ろで

あ った。 しか しな が ら,SBCの 買 収 に よ って,1972年 に一 躍4位 に達 し,

1973年 か74年 には首 位 の座 を占 め る よ うにな る もの と予 想 され て い る。

とこ ろで,IBMがSBCをCDCに 譲 った背 景 には,CDCに1よ るJ968

年12月 に始 ま るIBMの 独 禁 法 抵 触 に関 す る係 争が あ り,こ れ が,1973年1

月15日 に示 談 とい う形 で解 決 され た 。 そ して,そ の条件 の1つ と し て,SBC

を1,600万 ドル とい う格 安 の価 格 でCDCに 譲 る こ とに な っ たの で あ る。

表2.1-5にCDCとIBMの 示 談 内容 の概 要 を示 す。

表2.1-5CDCとIBMの 示 談内 容

当 財 団情 報処 理 ニ ュースnd117よ り

oCDCは1,600万 ドル で,IBMか ら子 会 社,SBCを 買 い とる。

OIBMはSBCに 導 入 され て い る コ ン ピュー タお よ び関 連 装置 を6カ 月間 その ま ま設置 し
,

この 間CDCは これ を無 料 で 使 用 で きる。

OIBMは 今 後5カ 年 間,最 低で も年 間500万 ドル相 当の サ ー ビスをSBCか ら購 入 す る。

oIBMはSBC従 業 員の 手 当お よ び特 別 金 として,今 後10年 間に2,600万 ドル相 当 をCD

Cに 支 払 う。

O磁 気 デー タ ・ス トレー ジ,タ ー ミナル,デ ー タ伝 送 ソ フ トウエ ア,コ ン ピュー タ ・ネ ッ

トワー クの分野 で,IBMはCDCにR&D契 約 を与 え る。 契約 期 間 は5年 と し,コ ス ト

は年 間600万 ドル程 度。

OIBMは 今 後6年 間,米 国市 場 で デ ー タ ・サ ー ビス事 業 に進 出 しな い。

oIBM ,CDCの ク ロ ス ・ラ イセ ンス契 約 を1978年6月 まで引 き伸 ば す。

OIBMはCDC .に,法 廷 闘 争 費用 な どを 含 め1,500万 ドル を 支払 う。

こ れ に よ れ ば,IBMは,ア メ リ カ 国 内 に お け る コ ン ピ ュ ー タ サ ー ビ ス の
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分 野 に今 後6年 間 は 手 をつ け られ ない 。即 ち,コ ン ピ ュ ー タ ・サー ビス事業 を

営 むこ とが で きな い の で ある。 この こ とが先 に述 べ た よ うに,サ ー ビス部門

の みな らず,コ ン ピュ ー タ製 造 の分 野 に大 きな影 響 を及 ぼす もの と カン タム

サイ エ ンス社 の 専 門 家 は 見 て い るの で ある。

コ ン ピ ュー タの 製 造 販 売 に当 っては,特 に顧 客 の 支 援 が 必 要 で あ り,そ の

意 味 か ら も強 力 な サ ー ビス部門 を持 つCDCと,6年 間は サ ー ビス部 門 を持

て な いIBMと では,今 後 の 動 向 に大 きな 変化 が あ る もの と予 想 してい る。

IBMはCDCを 始 め とす る他 の コ ン ピュー タ ・メーカー との 間 に コン ピュ一

夕シエ ァ にお いて 大 き く水 をあ け て い るが,サ ー ビス部 門で の 顧 客 の 支援 を

得 られ な い た め この 差 が6年 間 に相 当締 る もの と思 われ る と述 べ て い る。

最 近 の動 向 の2つ 目の 話 題 と しては,商 用 タイ ム シェ ア'サ ービスは,20～

30%の 伸 び を示 し好 調 で あ る こと,ま た,赤 字 か ら黒 字 に転 換 して きた企 業

もあ るこ とで,そ の 要因 として は,従 来の 科 学 技術 計算 主 体 の サ ー ビスか ら,

汎 用 ア プ リケ ー シ ョンに サ ー ビスの ウ ェイ トが 変 って き たか らで あ る との こ

とで あ る。 そ れ は,タ イム シェ ア リング ・サービス 会 社 が 性 能 の良い ファイル ・マ

ネー ジ メ ン ト ・ソフ トウェア を提 供 す る よ うに な った こ とで,こ れによ り,顧 客

が 容 易 に アプ リケ ー シ ョン`ソ フ トウェアを開 発 す る こ とが 可能 にな った こ と

を指 摘 して い る。

3.専 用 イ ンフォメー シ ョン ・システ ム(DlS)の 最 近 の 動 向

DISは,Inhousecomputersystemの こ とで あ るが,ア メ リカ国 内

にお け る問題 として,特 にPOSな どの ターミナル ・エ ントリー ・システムが 挙

げ られ る。 この シ ス テ ムは,金 融 部 門 の よ うに経 験 の あ る分野 とは異 な り,

未 経験 の分 野 で あ るの で,シ ス テム 自体 に解 決 しな けれ ば な らない問 題 が残

され て い る こ とが あ って,性 能 の よい ソ フ トウエ アや ハ ー ドウエ アが 開発 さ

れ て い な い。

この た め,ア メ リカ国 内 の銀 行,保 険,輸 送,卸,小 売 等 の 大 企 業 は,

コ ン ピュー タ ・メーカーと共 同 で,タ ー ミナ ル ・エントリー ・システムの 開 発 を進
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めて い る。IBMも1年 前 よ りお互 に開 発 費 を負担 す るジ ョイ ン トベ ンチ ャ

ー方 式 に よ り着 手 してい る。IBMは 能 力 を持 って い る の で性 能 の よい ター

ミナル や ソ フ トウ エ ア を開 発 す るで あ ろ うし,開 発 され た ソ フ トウエ ア は ア

ドバ ンス ドパ ッケ ー ジ と して ア プ リケー シ ョ ンの レベ ル ア ップ を考 える ユ ー

ザ ー に販売 して い くもの と考 え られ る 。

4.連 邦政 府 イ ン フ ォ メー シ ョ ン ・シ ス テム(FlS)の 最 近 の動 向

FISに つ い て第1に 指 摘 され るのは,コ ン ピ ュー タプ ロ ジ ェ ク トに対 す

る政 府 の 予 算 削 減 が 予 想 外 に 厳 しい こ とで あ る。FIS関 係 の予 算 が 削 減 さ

れ るだ ろ う とい う ことは,2年 前の 調 査 時点 で カ ン タム サ イエ ンス社 も指 摘

してい た こと で あ る が,そ れ が予 想 以上 に早 く,そ し て削減 の 額 が大 きい こ

とで あ る。 具 体 的 に は,1972年 の予 算26億 ドル が1973年 に は 同程 度 か 自

然 増 程 度 の 数%増 に と ど ま るだ ろ う。

その背 景 には,多 くの理 由が あ るが,ベ トナ ム戦 争 の 終結 に よ りコン ヒ。ユ

ー タ の利 用 が 減 る こ とが あ げ られ る
。 また,具 体 的 な現 れ とし てはGSA

(GeneralServiceAdministration)が コン ピュ ー タ利 用 につ い て,

経 済 的 に節 約 す る方 向 に動 きだ した こ とで あ る。 第1に コ ン ピュ ー タの リー

ス を積極 的 に利 用 す る こ と。 そ の た め に可 能 な限 り長 期 間同 一 コ ン ビ。ユ一 夕

を使 用 し,リ ー ス価 格 をデ ィス カ ウ ン トさせ る。 第2に 商用 タ イ ム シ ェ ア リ

ング ・サービス を利 用 す るこ とで あ る。

し たが って,1台 の コ ン ピ ュー タ を長 期 間 使 用 す るた め複 数 の機 関が 時 間

を区切 って 使 用 す るとか,例 えば,午 前 と午 後 とは 異 な る省 庁 が コ ン ピュ ー

タ を使 用 す る。 ま た,商 用 タ イ ムシ ェア リン グ ・サービス を受 け る とい うこ と

に な ると,民 間 と同 じコ ン ピ ュー タや フ ァイ ル を,そ し て ソ フ トウエ アを使

う とい うこ と にな って く る。

GSAが この よ うな使 い方 を基 本 的 な考 え方 と して,打 ち出 して き たこ と

は,従 来 の連 邦 政府 の方 向か ら見 れ ば大 きな変 化 で あ る とい え よ う。

一139一



表2.1-6米 連邦 政府 の メー カー別 コン ピュ ー タ設 置状 況

バロース CDC DEC
ハ ネ

ウエル
IBM NCR RCA

ユ ニ

パック XDS その他 計

原子力委員会 2 74 589 61 105
一 『 8 46 263 1,148

農務省 1 9 2 一 34 1 一 2 一 17 66

商務省
一 7 26 8 25 一 2 12 6 56 142

一般調達庁 一 2 一 18 6 一 一 3 一 一 29

保 健,教 育,厚 生 省
一 3 6 1 40 一 14 1 一 2 67

内務省 5 11 10 2 16 一 一 2 一 5 51

航空宇宙局
一 88 99 79 84 一 1 167 170 246 934

運輸省 一 6 13 36 109 一 5 54 6 7 田6

財務省 5 1 一 55 42 一 1 1 一 1 106

復員軍人局
一 1 29 4 40 一 一 一 一 3 77

その他 3 8 7 22 62 2 10 5 5 18 142

国防省 255 272 195 264 866 236 169 1,011 81 387 3,733

陸 軍 (21) (53) (22) (78) (290) (120) (48) (245) (13) (78) (968)

海 軍 (14) (107) (101) (67) (265) (5) (40) (356) (31) (151) (1,137)

空 軍 (218) (93) (61) (79) (238) (111) (57) (382) (33) (147) (1,419)

その他 (2) (19) (11) (40) (73) (一) (21) (28) (4) (11) (209)

計 271 482 976 550 1,429 239 199 1,266 314 1,∞5 6,731

5.そ の 他

(1)イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・ユ テ リテ ィ とい う言 葉 は,ア メ リカで は 余 り使 用

され ては いな く,ま た,コ ン ピュー タ ・ユ テ リテ ィとか,イ ンフ ォメ ー シ

ョン ・三 テ リテ ィと か を使 いわ けて い るの は,情 報処 理 関係 者 以 外 の 者 に

多 い。 イ ン フ ォメ ー シ ョン ・ユ テ リテ ィの意 味 す ると こ ろは,カ ン タムサ

イ エ ンス社 のNISと 同 じ と考 えて よい。 な お,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ とい

う言 葉 につ い て も次 第 に使 用 され な くな って きて お り,む しろ,タ イ ム シ

ェアリング・サー ビス の た め には,当 然 ネ ッ トワー ク を持 つ こ とが前 提 とな

る とい うこ とか ら,NISが 今 後 多 く使 われ る よ うにな るだ ろ う,と の こ

とで あ る。
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(2)プ ラ イバ シ問 題 につい て は,ア メ リ カのNI'S利 用 者 の90%は,デ ー タ

の プ ラ イバ シ にっ いて 何 等 の 主 張 もして い ない,残10%が プ ラ イバ シ を問

題 に し てい る。 しか しな が ら,内 外 の 新 聞 ・雑 誌 に よれ ば ア メ リ カ国 内で

も,こ の 問 題 を重 要視 して,そ の対 策 につ い て論 じてい る人 もい るが,カ

ン タム サ イ エ ンス社 で は,以 前 か ら自治 体 を始 め金融 機 関 な どで,既 に個

人 の プ ライバ シが 犯 され てお り,コ ン ピ ュー タ利用 が盛 ん に な っ た か らと

い っ て プ ラ イバ シ問 題 が起 るのは,本 質 的 にお か しい と述 べ て い る。

(3)ARPAネ ッ トワー クは,ア メ リカで もタ イ ム シェ ア リングの 進 ん だ使

い 方 の1つ で あ る。 この プ ロジ ェク トは,学 生 の コン ピュー タ利 用 を促 し,

結 果 と して,国 防 に寄 与 した の で あ るか ら,国 防 省予 算の 削 減 で も全 り影

響 を与 えな い だ ろ う。 しか し,国 防省 は,ARPAネ ッ ト ワー ク に 大企 業

が 参 加 す る こ と を望 んで いて,現 在,そ の プ ロポ ーザ ル を求 めて い る,と

の こ とで あ る。

■
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表2,1-6ア メ リカ連 邦 政 府 の主 な情 報 処 理 関係 予 算

政 府 機 関 名 予 算 の 使 用 目 的 1974年 度予 算 1973年 度 1972年 度

、
ArchitectofCapita1

議 事堂 の 建 設 とメ ンテ ナ ンス,オ フ ィスの維 持
と コ ン ピュ ー タ装 置

12,000ド ル 12,000ド ル 12,000ド ル

議会図書館 情 報 お よ び レ フ ァ レ ン ス ・サ ー ビス
800,000 631,000 472,000

政府 刊 行物 セ ンター コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 683,000 683,000 450,000以 」二

自動化 の ため の シス テ ム調 査 160,000 160,000 24,000

下 院 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス,給 与,ハ ー ド ウ ェ ア 1,675,000 1,675,000

の 買 い 取 りお よ び リ ー ス,メ ン テ ナ ン ス,ソ フ

ト ウ ェ ア

TheOfficeofManage一 予算 マ ネ ジ メ ン ト,そ の 他行 政 上 の問題 に関 し

mentandBudget て 大統 領 を補 助 す る。

マ ネ ジメ ン ト:イ ン フ ォメ慶 シ ョ ンお よ び コ ン 3,524,000 3,438,000 3,055,000

ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム 部 門

SpecialRepresentative
139,000 139,000

forTradeNegotiations

農 務 省 情報処理システムの開発 544,000 542,000 541,000

情 報 処理 マ ネ ジメ ン トと同省 の コ ンピ ュー タ ・

セ ン タ ー の オ ペ レ ー シ ョ ン

プロ グ ラム ・オペ レー シ ョンの効 果 を測 る方 法
、

の開発
、

同 省 の レ コ ー ド ・マ ネ ジ メ ン ト,コ ス ト削 減

改 良 され た マネ ジ メ ン ト ・プ ログ ラム

人 件,マ ネ ジ メ ン トな どEDPシ ス テ ム を 動 か
`

10,494,000 7,230,000 389,000

すのに必要な運転資金

●
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政 府 機 関 名 予 算 の 使 用 目 的 1974年 度予 算 1973年 度 1972年 度

農務省 の統 計 レポー ト ・サ ー ビス 農 業 上 の 新技 術 を開発 し,採 用 す る ために,

EDPを 使 っ て統 計 的調 査 やサ ー ビス を行 な う。
令

868,000ド ル 866,000ド ル 923,000ド ル

AgricalturalStabiliza-

tionandConservation

Service.

在 庫 管理,小 麦,綿 を っ くる人 に払 う給料

タバ コの マ ーケ テ ングな どロー ンお よ び買 い上

げ プ ログ ラ ムに関 す る情 報 を提 供 する カ ンサ ス

シ テ ィの処 報 処理 セ ンタ ーの オペ レー シ ョン

242,899,000 257995000 255,889,000

商 務 省

SocialandEconomic

StatisticsAdministra-

tion

調 査 資料 の コ ン ピュー タに よる編 集 を含 む一 般

調 査 プロ グ ラム

情 報処 理 装置

情報 処理 サー ビス*

453,000

612,000

108,000

450,000

0

1,477,000

393,000

0

1,060,000

科学技 術 リサー チお よ びサ ー ビス 特 許 局,標 準 局,技 術 情 報 サー ビス,

テ レコ ミュニ ケー シ ョン同等 に融 資 して お り,

標 準 局 の産 業 お よび政府 の科 学技 術 サ ー ビスに

使 われ る。 この サ ー ビス の 目的 は政府 お よび産

業 に よ る科学 技 術 の 効果 的 な利用 を行 な うこ と

にあ る。

17,164,000 16,095,000 12,433,000
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政 府 機 関 名 、 予 算 の 使 用 目 的 1974年 度 予算 1973年 度 1972年 度

標準局の技術情報サービス 727,000ド ル 717,000ド ル 1,033,000ド ル

このサ ー ビス は,調 査結 果 や ユ ー ザー に対 す る

サ ー ビス に関 す る情 報 の伝 播 を含 む。

MaritiIneAdministra一 情 報 処 理 912,000 72,000 78,000

tion

教 育 厚 生 省

NationalInstitutes ListerHillNationalCenter 1,738,000 2,557,000 1,507,000

ofHealth forBiomedicalCommunications

の運営 。

このセンターは健康管理,医 学教育生医学調査

の 改良 の ため の通 信 と コ ン ピュー タ技術 を開発

す る。

人間および自然環境に対して化学製品が安全か 1,372,000 1,557,000 1,128,000

ど うか を調 べ る コン ピュー タに よ る情 報 の蓄 積

と検 索 シ ス テ ヂを開 発 し稼 動 させ る。

*72,73年 度 に比べ74年 度 で急 激 に 減 って い るのは,

、

72～73年 に行 なわ れて い た特 別調 査 が74年 初 め に完成 す るためで あ る。

(EDPDaily73-2-2)

当財 団情 報 処理 ニ ュー スil6118よ り転載



2.2国 際 規 模 の 商 用 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社

テ ィ ム シ ェ ア 社

調 査 先;Tymsharelncorporation

10340BubbRoad,Cupertino,California95014

調 査 期 日;1973年2月26日(月)

面 接 者;Mr.AldenHeintz(VicePresident)

調 査 員;岡 本,宮 内,市 川,難 波

■

1.概 要

テ ィ ム シ エ ア 社 は1965年5月 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 に 設 立 さ れ,約7年 を 経

た 現 在 で は 独 立 系 で 最 大 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社 と な っ て い る 。

本 社 は カ リ フ ォ ル ニ ア 州 パ ロ ・ア ル ト市 に あ り,ヘ ッ ド ク ォ ー タ と し て 幹 部,

ス タ ッ フ が 居 り,米 国 内 に23ヵ 所 の デ ィ ス ト リ ク ト'オ フ ィ ス(Distri'ct

Office)が 配 置 さ れ て い る 。 こ の デ ィ ス トリ ク ト ・オ フ ィ ス に は マ ネ ー ジ

ャ ー,セ ー ル ス マ ン,タ ー ミ ナ ル ・エ ン ジ ニ ア,秘 書 な ど を 入 れ て15～20

人 の 要 員 で 運 営 し て い る 。

ま た,パ ロ ・ ア ル ト市 の 南 数 マ イ ル の ク ー パ チ ノ(Cupertino)に は

テ ィム シ エア社 ナ シ ョ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー が あ り,デ ー タ 処 理 の 心

臓 部 と な っ て い て,こ こ に はTechnicalanddataServiceDivision

が あ り,ソ フ ト ウ エ ア,ハ ー ド ウ エ ア,通 信 シ ス テ ム な ど の 専 門 家 が 研 究 開

発 に 従 事 し て い る 。

テ ィ ム シ エ ア 社 は 従 来 科 学 技 術 計 算 サ ー ビ ス を主 体 と し て い た が,1969

年 か ら ビ ジ ネ ス,コ マ ー シ ャ ル お よ び フ ィ ナ ン シ ャ ル の 分 野 の カ ス トマ ー に

も サ ー ビ ス を 拡 げ る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ や プ ロ グ ラ ミ ン グ ・

ジ ス テ ム の 開 発 を 始 め た た め,同 社 の マ ー ケ ッ トは エ ン ジ ニ ア リ ン グ と ビ ジ

ネ ス の 占 め る 割 合 の 半 々 と な っ た 。 ま た,1970年 に はttTYMNET"と

称 す る 全 国 的 な デ ー タ 通 信 網 を 完 成 し た こ と に よ っ て,タ イ ム シ ェ ア リン グ ・
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サ ー ビスは一 段 と強 化 され た。

この7年 間 の 同社 の業 績 は 下 図 に 見 られ るご と く,す ば らしい 延 び率 を示

して い る。1966年 か ら1969年 まで 続 い た損 失 も1970年 に は黒 字 に転 じ・

以 後 その 上 昇 度 は急 激 な もの とな っ て あ らわれ,1972年 の 売上 げは 約1500

万 ドル と云 われ て い る。 この延 び率 は 単 に"TYMNET"の 完 成 だ けで か

た づけ られ な いの は 勿 論 の こ とで あ り,製 品価 値 とサ ー ビス の 良 さ,マ ーケ

ッ トの拡 大,妥 当 な コス トの3者 が うま くマ ッチ し た結 果 と云 え るだ ろ う。
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19661967 196819691970

図2.2-1売 上 げ 推 移

1971 1972

表2.2-1財 務 状 況推 移

1966 1967 1968

売 上 げ 111,557ド ル 1,001,853ド ル 2,617,716ド ル

純 益 一239 ,095ド ル
一344

,857ド ル
一898 ,072ド ル

一株 あ た り純 益 一 一 一

1969 1970 1971

売 上 げ 6,371,895ド ル 10,233,113ド ル 12,519,859ド ル

純 益 一640 ,022ド ル 89,709ド ル 365,275ド ル

一株 あ た り純 益 一18セ ント 5セ ン ト 13セ ン ト
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表2.2-2従 業 員数等 の推 移

1966 1967 1968 1969 1970 1971

従 業 員 数 28人 58人 162人 222人 255人 297人

設置 コ ン ピュ ータ台 数 1台 2台 5台 10台 19台 22台

営 業 所 数 1 2 6 8 15 23

喝

2.主 要 な 研究 ・開 発

テ ィム シエ ァ社 は コ ミュ ニケ ー シ ョン ・ネ ッ トワー ク と して の"TYMN

ET"を 完 成 したが,こ の た めには 種 々の研 究 ・開 発 が な され 着 実 に その成

果 を あげ,ま た カ ス トマ ーへ の サ ー ビス と して役 立 って い る。

そ の主 な もの は 次 の 通 りで あ る。

(1)ネ ッ トワー ク ・ス ー パ ーバ イ ザ ・コ ン トロ ール ・プ ログ ラ ムの 開発

デ ィジ タル ・デー タ通 信 回線 は 音声 通 信 回線 にお け るデ ー タの安 全 かつ

確 実 な伝 送 を作 りだ して い るが,特 に重 要 な こ とは 高 い レベル の コ ン トロ

ール技 術 で あ る ネ
ッ トワー ク ・スーパ ーバ イ ザ ・コン トロー ル ・プ ログラ

ムの実 行 が好 結 果 を もた らし た こ とであ る。 この プ ロ グ ラ ムで はTyms-

hareの 米 国 内 に あ る コン ピュ ー タ ・セ ンタ ー,営 業 所,カ ス トマー の全

て を中央 で コ ン トロ ール す る よ うにな っ てい る。 これ に よっ て ナ シ 。ナル ・

デ ー タ'ベ ース ・サ ー ビスに エ ラー ・ブ リ ・トラ ン ス ミッ シ ョン を供 給 し

カス トマ ーの 要 求 に従 って リソ ース割 当 て を行 う能 力 が増 大 す る。

② イ ン タ フ ェー ス装 置 お よ び それ に伴 うソ フ トウエ アの開発 に よって異 な

る数 メー カー製 の コ ン ピ ュー タ をTYMNETに 接 続 す る こ とが 可能 とな

った 。

(3)IC'MOSメ モ リーの デ ザ イ ンお よび 開発

(4)テ ィム シ エ ア社 が多 量 に使用 してい るBe11-103デ ー タセ ッ トの規 格 に

あ った非 常 に経 済 的 な リプ レー ス メ ン トで あ るMarkXVデ ー タセ ッ トの

開発

(5)高 度 な フ ァイ ル ・メ ンテ ナ ンス と レポー ト作 成 の た めのIML(lnfor－
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mationManagementLibrary)お よび財 政 モ デ リン グの ため のTYM

TAB,デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン トの た めのRETRIEVE,そ して デー

タの 統 計的 分 析 の た めのSTATPAC等 を含 む有 力 な ビジネ ス ・アプ リ

ケ ー シ ョン言 語 の 開発

(6)擬 似 マ シー ン言 語 の 開発 。 これ は コ ンピ ュー タの 構成 に基 礎 を置 く もの

で,こ の言 語 で 書 か れ た プ ロ グ ラムは異 っ たメ ー カー製 の コ ン ピュ ー タで

も同 じ構 成 の もの で あれ ば簡単 に そ れ に合 う よ うに変 え る こ とが で きる。

この 言 語 は他 メ ー カーの コ ン ビ。ユ一 夕用 にマ シ ン言 語 を変 換 す るの が非 常

に楽 にな って い る。

3.TYMNET

テ ィム シ エ ア社 の"TYMNET"は 西 ヨ ー ロ ッパ(フ ラン ス,イ タ リ,

イギ リス な ど)及 び米 国全 域 に拡 が って い る コ ミュニケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ

ー クで あ り32台(26台 は テ ィム シエ ア社 所 有)の コ ン ピュ ー タ(XDS-

940,PDP-10,IBM-370,UNIV-1108,BUR-6500)及 び55,000

マ イル 以 上 の通 信 回線 に よ って55の メ トロ・{リ タ ン ・エ リ ア を結 ん でい る

(1972年12月 現 在)。

"TYMNET"そ の もの にっ い ての くわ しい 説 明 は第 ・'4次情 報 処理 実態

調査 団 に よ る 「米 国 に 於 け る情 報 処 理産 業 の 実 態 」 を参 照 され る こ と を望 む

が,そ の 特徴 は 次 の 通 りで あ る。

(1)テ ィム シエ ア社 の コ ン ピュー タ ・サ ー ビス は各 区域 の電 話 番 号 を 回せ ば

全 国 の主 要 都市 で 利 用 で き る。

(2)バ ッ ク ア ップ ・サ ー ビス と して準 備 され たTYMNETで 使 用 して い る

コ ン ピュー タと同一 種 の コ ン ピュー タへ の ユ ー ザの ダイ レ ク ト ・ア クセ ス

(も し コ ン ピュー タの どれ か が 使用 不 態 とな った場 合 には ユ ー ザ はバ ック

ア ップ ・デー タ ・フ ァイル に連 結 され た他 の 同一 種 の コ ン ピュー タに切 替

え るこ とが で きる。)

(3)一 区域 の 電 話 番 号 を通 して 行 う違 った タイ プの コ ン ピュ ー タへ の ダ イ レ
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⑱

ク ト ・アクセ ス(こ れ に よ って広 範 囲 な プ ロセ ッシ ング ・サ ー ビスす な わ

ち,会 話 型 あ るい はバ ッチ ・タイ プの プ ロセ ッシ ング ・サ ー ビスが 供 給 さ

れ る)。 ・

(4)伝 送 ス ピー ドお よび 伝 送 コー ドの 違 い に よ って異 った種 々の ター ミナル

を利 用 で き る。 これは テ ィム シ エ ァ社 の コ ン ピュー タ ・サ ー ビス に接 続 さ

れ た タ ー ミナル な どこの 会社 の製 品 で も適 用 で きる。

(5)TYMNETの エ ラー発 見 ・訂 正 プ ロセ ス に よ って ユ ー ザ の ター ミナル

と コ ン ピュ ー タの 間で極 めて正 確 な デ ー タ伝 送が 行 われ,ユ ー ザ た ちは 例

え ば キー ・フ ィナン シ ャル ・デー タの よ う に安 全 な伝 送 を保 障 され る。

(6)2つ の主 要 都市 を結 ぶ回線 が 使 用 不能 とな っ た場 合な ど の よ うな 起 り得

る大 きな事 故か らの保 護。TYMNETで は ユ ーザ と コン ピュー タ間 に全

く異 った 回線 をた くさ ん設 けて 代 替 で きる様 に用 意 して い る。

現 在,TYMNETで は ミニ コ ン ピ ュー タVARIAN620/1お よび

620/Lを100台 以 上 使 用 してTYMNETネ ッ トワー クの ベー ス お よび

リモ ー ト ・ス テ ー シ ョン と してい る。 ベ ー ス として の役 割 は テ ィム シエ ア社

の コ ン ピ ュー タ とカス トマ ー ・プ ロセ ッサの イ ン タ フ ェイ ス とな って い る こ

とで あ り,リ モー ト ・ス テ ー シ ョン と しては ユ ーザ側 の ター ミナル を動 か し

31ま で の フル ・デ ュプ レ ックス ・モ デ ム と連 結 され るもの で あ る。 い つ れ も

エ ラ ー ・チ ェ ック とネ ッ トワー ク を通 じて の デ ー タの相互 伝 送 を行 っ てい る。

また,VARIAN620は 音 声 帯 域 通 信 回線 を通 して行 うデ ー タ通信 を最

適化 す るた め,低 速 デ ー タ ・リ ンク か らデ ー タ を うけ と り,そ の デー タ をひ

とつ また は それ 以 上 の高 速 回線 を通 して長 距 離 伝 送 を行 う。 デー タは テ ィム

シ エ ア社 の主 コ ン ヒ。ユ ー タへ 入 る前 に前 処 理 用 の も うひ とつ の620シ ニ ・コ

ン ピ ュー タに受 信 され る。

4.海 外 へ の 進 出

テ ィ ム シ エ ア 社 は 米 国 全 域 に ひ ろ が る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク

と し て の"TYMNET"を1970年 に 完 成 し た こ と に よ り,タ イ ム シ エ ア
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リ ング ・サ ー ビス は一 段 と強 化 され た。 これ と平 行 して 同社 は1970年,フ

ノ

ラ ン ス のCEGOS-Informatiqueお よ びCreditLyonnais社 と共 同

出 資 し 本 部 を パ リ に お い たCEGOS-Tymshare社 を 設 立 し た 。CEGO

S-Informatiqeは フ ラ ン ス の マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン サ ル タ ン ト会 社 の リ ー

　

ダ 格 の 会 社 で あ り,CreditLyonnais社 は フ ラ ン ス の 大 銀 行 の 一 つ で あ る 。ノ
持 株はCEGOS-Informatiqueが51%,CreditLyonnaisが29%,

テ ィム シ ェア社 が20%と な って い る。

テ ィム シエ ア社 は ニ ュー ヨ ー ク とパ リ を結 ぶ専 用 電話 回線 を購 入'して,T

YMNETとCEGOS-Tymshare社 の ネットワークを連 結 した が,こ の た

め に ティムシェア社は米 国全 土 お よび ヨ ー ロ ッパ 大陸 に おい て進 ん だ コ ン ピュ

ー タの ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウ エ ア,通 信 技 術 を基 礎 と した コ ン ピュ ー タ ・

サ ー ビス を供 給 す る こ と とな った。

テ ィム シエ ア社 は'

。 ヨ ー ロ ッパ商 工業 界 は テ ィム シエ ア社 が開 発 し,CEGOS-Tyms-

hare社 を通 して輸 入 され た コンピュータ関 連機 署 に対 し好反 応 を示 して

い る。

。 パ ロ ・アル トか らパ リへ の 技 術 の 移 入はCEGOS-Tymshare社 の操

業2年 目に 当 た る1971年 の 売上 げ を増 大 させ た。

。 タ イム シ ェ ア リン グ と プ ロセ ッシ ン グ ・サ ー ビス に関連 した業 務 は西

ヨー ロ ッパ に於 いて,西 ヨー ロ ッパ の高 い工 業 化 の状 況 と進歩 的 な コ ン

ピ ュー タ関連 機 器 へ の要 望 に よ って将 来 を約 束 され てい る。

・TYMNETが 海 外で の実 用 的 デー タ通 信網 を作 って 以 来 の ヨ ー ロ ッ

パ に於 いて オ ペ レー シ ョンに 関 す る 重 要 な こ とはTYMNETが 時差 に

基 づい た コ ン ピュ ー タ資 源 の利 用 開発 の た め に道 を切 り開 く こ とで あ る。

。 米 国お よび ヨー ロ ッパ の双 方 か らの ロー カル ・テ レ フ ォ ン ・コー ルか

ら得 られ る一般 の デ ー タ を操 作 す る能 力 は,両 大 陸 で仕 事 を して い るマ

ル チ'ナ シ ョナル な会 社 に よ って興 味深 い市 場 の可 能性 を持 た され るで

あ ろ う。
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と述べ て い る。

この よ うな テ ィム シエ ァ社 の 強 力 なバ ック ア ップ に よっ てCEGOS-

Tymshare社 は順 調 に成 長 しているが,テ ィムシエア社 はさ らに 日 本へ の進 出 も

考 え て い る。1972年 に は 日本 の 市 場 へ の可 能性 を種 々検 討 し,法 的 に も可

能 で あ ると の結 論 を得 た た め,提 携 会 社 を選 択 し日本 の コ ン ピュー タ ・メ ー

カ ーの一 つ を選 ん で その実 現 につ いて 検 討 した。 同 社 は米 国 及 び西 ヨー ロ ッ

パ 全域 をカバ ーす るTYMNETを 通 信 回線 で 連 結 す るこ と によ り,日 本で

もフ ラ ンスのCEGOS-Tymshare社 と同 様 な 会社 を作 り,そ の 会 社 を通 じ

て米 国及 び西 ヨ ー ロ ッパで 開 発 した種 々の デー タ ・バ ン ク や プ ログ ラム を利

用 させ る と共 に 市場 を拡 大 し よ うとす る もの で あ る。 選 ばれ た一 コ ン ピュ ー

タ ・メー カ ー と テ ィム シ エ ア社 との 間 で 種 々 検討 した結 果 基 本 的 には 両社 で

合 意 に達 し たが,テ ィム シ エ ア社 の 所 有 す る26台 の コ ン ヒ。ユ 一 夕の もつ ソ フ

トウエ アは そ の まSを 使 用 しな い とい う条件 をつ け られ た た め事 実 上 は その

実現 が 不可 能 とな っ た と テ ィム シ エ ア社 では 述 べ て い る。 また,個 有 の ア プ

リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムは 個 々の 国 あ るい は会社 で開 発 す るの は 当然 の こ

とで あ るが,ハ イ レ ベル の シ ス テ ム ・プ ロ グラ ムは個 々の 国 又 は 会社 で作 る

こ とは 無駄 で あ り,効 率 面 か ら も決 して良 い こ とで は な い こ とか ら現 在 好 評

で あ る同 社のTYMNETシ ス テ ム を有効 に利 用 させ るべ く,更 に1973年

も日本 へ の進 出 をお し進 め る様 努 力 す る と述 べ,ご く近 い将 来 この 案 が実 現

す るで あ ろ うと思 われ る。

貧

土

2

3

料

InternationalRemoteComputingService

1971AnnualReport
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2.3国 際的活 動 を展開す るソフ トウエア

コ ン ピ ュ ー タ サ イエ ン ス社

調 査 先;ComputerSc 、iencesCorporation

650NSepulvedaBlod.,EISegundo,Colifornia90245

電 話 〔213〕678-0311

調 査 期 日;1973年3月8日(木)

面 接 者;Dr.MathewM.Shapiro(VicePresident)

Mr.ClintDegabrielle(Director,MarketingIndustria1

0perations)

Mr.CharlesR.Bamford(DirectorofApplications

Marketing)

MLRichardH.Neumann(Director,Organization

PlanningandDevelopment,InternationalDivision)

Ma.Thomas'Aguilar(SenjOrConsultant,International

Div.,)

Mr.MortHerman(SeniorConsultant,ComputerService

Center)

調 査 員;岡 本,宮 内,難 波,市 川

●

アメ リ カで も ソ フ トウエ ア会社 として,ト ップ グル ー プに ラン クされ るこ こ

コ ン ピュー タサ イ エ ンス社(CSC)は,セ ンチ ュ リー市 に本 社 を持 ち,ロ ス

ア ンゼ ル ス国際 空 港の近 郊 エ ル セ グ ン ドに事 務 所 を持 って い る。

コ ン ピ ュー タサ イ エ ン ス社 に おけ る吾 々の 調 査 の ね らい は,日 本 の ソ フ トウ

エ ア市場 に対 しどの よ うな観 点 か ら興 味 を持 って い るか につ い てで あ り,こ れ

は,日 本 経 済 の 国 際 化 の中 で既 にハ ー ドウエ アの 自由 化 が ス ケ ジ ュー ル にの り,

ソ フ トウエ アに つ い て も阜 晩 自由化 の論 議 が 始 ま る もの と予 想 され るか らで あ
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る 。

1.最 近 の概況

1971年 度 の 同社 の 売 上 げ 高 は,127.5百 万 ドル に達 し約11%増 を示 し,

図2.3-1の 売 上 高推 移 に見 られ る よ うに1969年 度 に見 られ た よ うな17%

増 とい う急 速 な伸 びは,別 に して,こ の とこ ろ堅実 な 売 上 高 とな ってい る。

しか しな が ら,利 益 の面 で は,37.5百 万 ドル の減 益(マ イ ナス)と な ってお

り,こ れ につ い て,タ イ ム シ ェ ア リ ン グシス テ ムINFONETに 対 す る投

資 に よる もの で あ る と フ ーバ ー社 長 は説 明 して い る。

単位:百 万 ドル
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127.5

一

108・8

網 嚢
利

113.9
-

♪

売 減
上
高 益 益

:、

64.9

.鞠1
、

'"

鯉

37.0

53・4=ぷ

黒;s

"ミ ・)

sや

〕
♂、

衰=

29.6

盟
灘=

灘
・:・}:.

蒸 熱‖
、i

蔚 遊

'"ミ

s

÷

㊧

馨

ぶ、

懸
:、

3Z5

6.3

0.2300・62310263・373・9 關

、……蓼 ・

淫 釜

影 珍

.sl'

・72

…Zi

s

s
㌦

53 46

珍

図23-2は,売 上高 の 顧 客 比率 を示 した もの で,1971年 度 は政 府 関 係

が58%,民 間が42%と な ってい るが,こ の 内訳 は,1967年 度 が 政 府81%,

1969年 度 が政 府75%比 べ,大 巾 に政 府 関係 の ウエ イ トが 減 っ て きて い る。

同社 で は,積 極 的 な民 間 市 場 の開拓 の結 果 で あ り,ま た,政 府 関係 の 内 容 に
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っ い て も,従 前 は 国 防省 や航 空 宇宙 局の比率 が70%程 度 で高 か った の に比べ

て,最 近 で は,教 育,保 健,公 害 な どの 分野 が 増加 し,国 防 関 係 と非 国防 関

係(non-defence)で は50対50に な って い る との こ とで あ る。

1967年 度

図2.3-2

(年 は3月 末を示す)

1969年 度

1971年 度

コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 社 の 顧 客 内 訳

図23-3は,従 業 員 の推 移 を示 した もの で,1972年3月 末 現 在 コ ン ピ

ュ ー タサ イ エ ンス 社5,733人,関 連 の 子会 社931人,会 計6,664人 とな って

い る。 図2.3-4は,同 社 の組 織 図で あ る。

■
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コ ン ピ ュ ー タサ イ エ ン ス 社 の 従 業 員 推 移
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図2.3-4コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 社 の 組 織
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2.海 外 に お ける活 動

コ ン ピュ ー タサ イ エ ン ス社 は,ア メ リカ本 国 にお け る活 動 に加 わ え,西 ヨ

ー ロ ッパ では6カ 国
,そ の ほか カナ ダ,オ ース トラ リア,南 ア フ リカ連 邦 の

3カ 国,計9カ 国 で海 外 サ ー ビス を行 な ってい る。 同 社 に お い て は,国 際部

(InternationalDivision)が これ ら海 外 の活動 を統 轄 して い る。

国際 部 の 組織 図 を図2.3-5に 示 す 。
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COI?ρORA1γ0〈/

〃V7ER!VATIOIVAム

0/VIδ ノON

COMPU7ER
SERV/CES
CEIVTER

図2.3-5コ ン ピ ュー タサ イ エ ンス社の 国 際部 の組 織 図

SYS7EMS
6c/EtVCES
CE/VTER ■

表2.3-1は 海 外 諸 国 に お け るL関 連 会 社 を 示 し た も の で あ り,表2.3-2

は,同 様 に,海 外4ヵ 所 タ イ ム シ ェ ア リン グ ・ネ ッ トワ ー クINFONETの

セ ン タ ー と,3ヵ 所 の バ ッ チ 処 理 に よ る コ ン ピ ュータ ・セ ン タ ー を 示 し た も の

で あ る 。
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表2.3-1コ ン ピュー タ サイ エ ンス社 の海 外 にお け る関連会 社.
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表2.3-2コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス 社INFONET

INFONETLOCATIONS

AUSTRALIA

SYDNEY

CANADA

TORONTO

CALGARY

SOUTHAFRICA

JOHANNESBURG

TOTALINFONETCENTERS

COMPUTERCENTERS

AUSTRALIA

SYDNEY

(FACILITIESMGMT)

SOUTHAFRICA

JOHANNESBURG

ITALY

ROME

TOTALCOMPUTERCENTERS
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3.日 本 の ソ フ トウエア 市場 に っ い て

コ ン ピュー タサ イ エ ンス社 は,既 述 の とお り既 に海 外 諸 国 で,ソ フ トウ エ

ア開 発,タ イム シェア リン グ ・サー ビス を始 め と し た事 業 活 動 を行 な って い る。

経 済発 展 が 著 る し く,ア メ リ カに次 い だ コ ン ピュー タの 利 用 台数 を誇 る 日

本 の市 場 に対 し,無 関心 で あ るは ず は な く,国 際 部 の責 任 者 が 時 々日 本 を訪

れ,政 府 や業 界 の 関係 者 と意 見 交 換 等 を行 な って い るこ とは既 に新 聞 等 に報

じられ て い る とこ ろで あ る。

以下 は,吾 々が 質 疑応 答 を通 じて把 握 し た,同 社の 日本 の ソ フ トウエ ア市

場 に対 す る関 心 の概 要 で あ る。

第1に,日 本 の 市 場は,ア メ リ カで 盛 ん に利 用 され てい る ソフ トウェア ・パ

ッケ ー ジ を受 け 入 れ るか と い う点 につ い て,6年 前 の アメ リ カで は,現 在 の

日本 と同 様 に,顧 客 の要 求 に もと つい て ソ フ トウエ アを開 発 して きた 。 しか

し,ソ フ トウ エ アハ ウス 自体 が企 業 の 内状 を よ く知 らな い こ と,顧 客 が ソフ

トウエ アハ ウ スは,自 社 の ソ フ トウ エ ア を使 って サー ビスす るの では な いか

と い う不 安感 を持 った こ と,開 発 し た ソ フ トウ エ アにつ い て ドキ ュ メ ン テ ー

シ ョ ンの作 成や 顧 客 の 担 当 者 の教 育 に費用 が か か りす ぎ るな ど,他 に例 をみ

ない 商 売 とい うこ と もあ っ て,ソ フ トウ エ アハ ウスは大 変 苦労 し,ま た,顧

客 自身 も多 額の 費 用 を投 入 した。 日本 は,ア メ リ カと同 様 な道 を歩 ん で経験

す る必 要 は な い だ ろ うと示 唆 して くれ た ので あ る。

さ らに,ア メ リカで 使用 され て い るソフ トウェア ・パ ッケ ージ がそ の まま 日

本で 導 入 され るとは 考 え られ ず,日 本 の 事 業 体 に合 わせ た パ ッケ ー ジ を開 発

す る必 要が あ る。 そ の ため に は,費 用 と労 力 を投 入 しな けれ ばな らな い だ ろ

う,と 付 け加 えて くれ た。

第2に 日本 の ソ フ トウエ ア会 社 は コンピェ一夕 ・メーカーに関係 す る企 業が

多 い が,ソ フ トウ エ ア会 社 は,コ ンビ㌧ 一夕 ・ユーザの立 場か ら,最 良 の シス

テム を開発 す る こ と に よっ て収 入 を得 て い る。 その た め には,ハ ー ドウ エ ア

を選 択 す る権利 を保 有す る こ とが 必 要 条 件 で あ る。

日本 の場 合 は,そ の点 か ら見 れ ば コンピ ュータ ・ユーザが設立 して い る ソ フ
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トウエ ア会 社 が,こ れ か ら伸 展 してい くで あ ろ うとの こ とで あ る。

第3に ア メ リカの ソ フ トウエ ア会 社 の 日本 へ の 進 出 に つい て は,ア メ リ カ

の企 業 は ・ 日本 の企 業 を良 く知 らな い し,ソ フ トウ エ ア開 発 ・販 売 は,他 の

産 業 と異 な るな どか ら日本 の市 場 で 日本の ソ フ トウエ ア会社 と競 争 す る こ と

は 困 難 で あ る。 と く に,ソ フ トウェア ・パ ッケージの みの 販 売 に一 時 的 に成 功

して も,ア メ リ カの ソ フ トウエ ア会 社が 長 い期 間 日本 と良 い 関係 を保 って行

くこ と を考 え るな らば,日 本 に利 益 を もた らす よ うに事 業 を進 め る必 要 が あ

る。

コ ン ピュー タサ イ エ ンス社 は,欧 州 での 経験 か ら100%の 資 本進 出 や多 勢

の技 術 者 をア メ リ カか ら派 遣 す る とい うこ とは採 算 上 か ら も上手 な方 法 とは

考 えて い ない 。 コ ン ピ ュー タサ イ エ ンス社 と しては,ア メ リ カの経 験 を積 ん

だ技 術 者 を必要 の 都 度,海 外 に派 遣 す る方 式が 好 ま しい。 そ して も し,日 本

に最 良 の 相手 企 業 が あ れ ば ジ ョイ ン.トペ ンチ ャ方 式 が 成 功 す る道 で あ ろ うと

思 う,そ して,ジ ョイ ン トベ ンチ ャ方 式 の例 と して次 の3者 案 が 考 え られ る

との こ とで あ っ た。

a.コ ン ピュ ー タサ イ エ ンス社;技 術 的 な支 援

b.日 本 の ソ フ トウエ アハ ウ ス;ソ フトウエアの開 発,マ ーケッティンZ企 業

の 運 営

・・ 三さ噺 三聾 社麗}・ 資金の拠出(株 主)

この方 式で も,た だ ち に大 々的 な経 営活 動 を進 め るので は な く,次 の ス テ

ップ を踏 むこ と が 良 い の で は な いか。 そ して,こ れ が,日 本 の市 場 で受 け入

れ て くれ るだ ろ うか とい うこ とにつ い て,良 い意 見 を求 めた い とい うこ とで

あ った。

ス テ ップ1:

日本 の企 業 とコ ン ピュ ー タサ イ エ ンス社 とで,ジ ョイ ン トプ ロジ ェ ク

ト方 式 を と って進 め る。

ス テ ップ2:

次 に ジ ョイ ン トベ ンチ ャー方 式 をと る。
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1～2年 後 に大 きな プ ロ ジ ェ ク トに着手 す る。 コン ピュー タサ イ エ ン

ス社 は,保 健 医 療,交 通,教 育 な ど社 会投 資効 果 の あ が る もの につ い て,

ま たは,ユ ー ザの た めの 専 用OSや コ ンパ イ ラー の開 発 につ い ての技 術

的支 援 を行 な う。

ズ テ ップ3:

4～5年 経 過 し た ら,タ イムシ ェア リング ・サー ビス を含 めた トータル

サ ー ビス を行 な う。

以上,コ ン ピュー タサ イ エ ン ス社 の考 えて い る日 本市 場 につ い て概 略 を述

べ たが,自 由化 問 題 をか か え る わが 国 に とって,十 分参 考 に値 す る何 ものか

を与 えて くれ た もの と感 じ る次 第 で あ る。 ・

4.そ の 他

(1)顧 客 の 注 文 に よ りソ フ トウエ ア を開発 す る場 合,顧 客 の 仕 様 と ソ フ トウ

エ ア会 社 の 開発 内 容 につ い て の トラ ブル が 生 じ る こ とが あ るが,こ れ につ

い て,連 邦 政 府 の 例 で は,10年 前 は,お 互 の情 報 交換 や ドキ ュメ ンテ ー シ

ョ ンの 作成 が うま く行 な わ れな か っ た た め細 部 で トラ ブル が あ ったが,5

年 程 前 よ り政 府 の 要求 仕様 書 が 良 くで きるよ うにな った ので,最 近 で は,

この よ うな トラ ブル は生 じて い な い。

(2)プ ロ グ ラムパ ッケ ー ジは,給 料計 算 を例 に とれ ば,州 段階 で約90%が 利

用 して い る。 アメ リカで も各 州 が 給 料計 算 の シス テムが 異 な って い た が個

々が シス テム を開 発 し て い た の では,人 的 資 源 が無 駄 で あ る との考 えか ら

パ ッケ ー ジ を利 用す る よ うに な って きたので あ る。

c

CSCCorporateoverviewandinternationalactvities
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2.4地 方 自 治 体 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用

カ ル フ ォ ル ニ ア 州 サ ニ ー べ ー ル 市

調 査 先;CltyofSunnyvale

456WestOliveAvenue

SunnyvaleCalifornia94088

調 査 期 日;1973年2月27日

面 接 者;Mr.JohnA.Gordon(DirecterofgeneralSurvices

CityofSunnyvale)

調 査 員;岡 本,宮 内,市 川,難 波

■

1.サ ニ ー べー ル市 シス テ ムの 概要

サ ニ ー ベ ー ル 市は 人 口約10万 人 の 中 規 模 都市 で サ ン フラ ン シス コか ら30マ

イル ばか りの とこ ろに あ る。

市 内 に企 業,工 場 もあ るが,サ ンフ ラ ン シス コへ 車 で1時 間程 度 で通 勤 で

き るた め,サ ン フラ ン シス コの ベ ッ ドタ ウン の性格 が強 い 都市 で あ る。

サ と 一 ベー ル 市 で は 市役 所 業 務 を機 械化 し,そ の シ ス テム をSunnyvale

IntegratedManagementInfomationSystemと 称 して い る。

た ゴ,サ ニー ベ ール 市 の場 合,市 自体 として は コ ン ピュ ー タを持 って お らず,

市 役所 内 の 各部 局 に タイ プ ラ イ タ,CRTデ ィス プ レイ,紙 テー プ読 取装 置

な どの端 末 を設置 し,外 部 の コ ン ピ ュー タ をオ ン ライ ンで 使 用 してい る。

こ の シス テ ムは オ プ トナ ー研 究所(StanfordLOptnerandAsso-

ciatesInc.)に よ って 開 発 され た もの で あ り,同 研 究 所 の提 唱 す るマ ル チ

エ ー ジ ェ ンシ ー ・シス テ ムの1つ の 例 で あ る。

オ プ トナ ー研 究 所 は カル フ ォル ニ ア州 政 府 に対 して,地 方 自治 体 の コ ン ピ

ュー タ利用 につ い て3つ の代 替 案 を提 言 して い た 。 即 ち,

(1)シ ス テ ム'シ ア リ ン グ

同 じ シ ステ ム を作 り,郡 や 市 が この シス テム を共 同利 用 す る方 向
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(2)ソ フ トウエ ア ●シ ア リン グ

全 ての郡 や市 が その 規 模 の大 小 に か か わ らず,ソ フ トウエ ア を同 じ よ う

に す る方 向

(3)マ ル チ'エ ー ジ ェ ン シー ・シス テム

広 域 地 区 の郡 や市 が 共 同 して コ ン ピュー タ ・セ ン ター を設 け,こ れ らの

郡 役 所,市 役 所 が この セ ン タ ー を共 同利 用 す る。

これ に よ り各 郡 ・市 に大 巾 な経 費 節減 を もた らし,単 独 で は採 用 で きな

い シ ステ ム を導 入可 能 にす る。

特 にソ フ トウエ ア ・シ ア リン グ とマ ル チ'エ ー ジ ェ ン シー ・シス テ ムは

各郡 ・市が シス テ ム ・エ ンジ ニ ア,プ ロ グラ マ ー,パ ンチ ャー な どを持 た

な くて す む利 点 が あ る。

この よ うな シ ス テム が実 現 で き る背 景 には,ア メリカ人がタイプライタに 日

頃 か ら慣 れ 親 しんで い る こ と,ア メ リ カの通 信 回 線 が完 備 され 早 くか ら開

放 され てい る こ と を見逃 し て は な らな い。

サ ニ ーベ ー ル市 の シス テム 構 成 を図24-1に 示 す。
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図2.4-1サ ニ ー ベ ー ル 市 シ ス テ ム の現 状
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こ の シ ス テ ム で は コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー は サ ニ ー ベ ー ル 市 役 所 か ら約

9マ イ ル 離 れ た 所 に あ り,IBM370/155シ ス テ ム を 使 用 し て い る 。 そ

の 構 成 は,主 記 憶 装 置2,048Kバ イ ト,通 信 制 御 装 置,IBM3330型 磁

気 デ ィ ス ク 装 置,磁 気 テ ー プ 装 置 な ど で あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー と 市 役 所 の 間 は 電 話 回 線 で 結 ば れ て お り,市 役

所 の 端 末 か ら 電 話 ダ イ ヤ ル す る こ と に よ り,コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー の コ

ン ピ ュ ー タ を 呼 び 出 す こ と が で き る 。

端 末 は14台 の テ レ タ イ プ(IBM2703,Memorex1270),数 台 のC

RTキ ャ ラ ク タ ー ・デ ィ ス プ レ イ お よ び2台 の 紙 テ ー プ 読 取 端 末 装 置 が 使

用 さ れ て い る 。

サ ニ ー ベ ー ル 市 は 機 械 化 し た 業 務 の 殆 ん ど の 業 務 を こ の シ ス テ ム で 処 理

し て い る が,警 察 ・消 防 シ ス テ ム(PublicSafety)に は,こ れ と は 独

立 に 存 在 す るPIN(PoliceInfo「mationNetwo「k)'CLETS

(CaliforniaLowEnforcementTeleco㎜unicationSystem),

CJIS(CouncilJusticeInformationSystem)を 利 用 し て い

る 。

ま た,図 書 館 業 務 に つ い て は 前 述 の セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ を オ フ ラ イ

ン で 使 用 し,入 力 デ ー タ はLibraryCirculationTermina1と 呼 ん で

い る キ ー ・ツ ー ・テ ー プ 装 置 を 使 用 し て 市 役 所 で 磁 気 テ ー プ ・フ ァ イ ル を

作 成 し て セ ン タ ー に 運 び バ ッ チ 処 理 し て い る 。

2.実 施業 務 の具 体 的 説 明

サ ニ ーベ ール市 で現 在 実 施 してい る アプ リケ ー シ ・ンは 次 の8つ で あ る。

(1)上 水 道,ゴ ミ,下 水 道 事 業(UtilityAccounting)

上 水道,ゴ ミ,下 水 道 の 利 用 者別 料 金 計算,利 用 者種類 別 使用 料 金 統 計,

水 道 異 常 使 用 報 告作 成,料 金 収納 表 作成,利 用 者異動記 録作 成,料 金 滞納

通 知 作 成

以 上 の業 務 が定 期 的 に行 な われ る ほか,特 定 の利 用 者 の情 報 を随 時,端
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末 か らオ ン ライ ンで コン ピュー タに問 合 せ る こ とが で きる。

水道 使用 量 の検 針 は,入 手 に よ るメ ー ター検 針 で あ り,そ の結 果 をオ フ

ライ ンで 紙 テー プ にパ ンチ し,紙 テ ー プ読 取 端 末装 置 に よ りイ ン プ ッ トす

る。

(2)給 与 計 算,人 事 情報 管 理(Payro11/Personal)

人 事,給 与 計 算 お よび人件 費積 算 に使 用 して い る。

ま た,職 員 の 勤 務状 況,休 暇 構 成,給 与 レー トな どを集 計分 析 し,給 与

体 系 の見 直 しな ど に使用 してい る。

人 事情 報 は ス キル ズ ・イ ンベ ン トリー とい った人 事管 理 シス テム に はな

って お らず,人 事 デ ー タ ・フ ァイル を中 心 と した オ ン ライ ン ・シ ステ ムで,

必 要 に よ り個 人 情 報 をイ ン クァイ ア リーす る ことが で き る。

(3)警 察'卜吉報(PublicSafety)

アメ リカの警察は原則として 自治 体 警 察 で あ り警 察業 務 も市 役 所 の 仕 事 の一

部 と な って い る。

サ 二 一 ベ ー ル市 の場 合,警 察 と消 防 とは 同 一 部 局 に 所属 してお り,職 員

は1年 交代 で 警 察 と消防 の 仕 事 に従 事 す るとの こ とで あ る。

さて 警 察 情 報 は一 般 にPIN(PoliceInformationNetwork)と

呼 ば れ て い る シス テ ムが 使 わ れ て い る。

PINシ ス テム は犯 罪 情報 と 自動 車 免 許 情 報 の フ ァイ ルで あ り,自 動 車

の免 許 証 を持 って い る全 て の人 の情 報 が この フ ァイル に納 め られ て い る。

PINに は 廿 ン タ ク ララ,-i'1一ン フ ラ ンシス コ,サ ン マ テオ な ど9つ の 郡 に

住 む約900万 人 が 登録 され てい る。

この フ ァイル には 氏 名,惜 別,人 種,生 年 月 日,住 所,過 去 に犯 した犯

罪 記 録,車 の 登 録 番 号 な どが入 って お り,端 末 タ イプ ライ タか ら免 許 証番

号 ま たは名 前 をキ ー に して,こ の フ;イ ル を オ ンラ イ ンで 検 索 す る こ とが

で き る。

PINは 更 に カ リフ ォル ニ ア州 ハ イ ウ ェイ パ トロール情 報 セ ンタ ーs

FBI犯 罪 情報 センター,司 法 省 や 自動 車 局(DepartmentofMotor
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Vehicles)の シ ス テ ム な どと ネ ッ トワー ク され て お り,車 の盗 難,犯 罪

に関 す る情 報 を迅 速 に得 る こと がで き る。

PINの ネ ッ トワー クを 図2.4-2に 示 す 。

な お,市 の警 察 情報 セ ン ター とパ トロール カー とは無 線 で 直 結 され て お

り,ラ ジ オ コー ル の情 報 は全 て フ ァイル され,情 況 の分 析 も行 な って い る。

(4)自 動 車登 録(LicensesandPermits)

州 の 権 限 の 事 務 を委 任 され,サ ニ ーベ ー ル市 内の 車両 の登録 業 務 を前 述

のPINネ ッ トワー クに よ り行 な って い る 。

(5)設 備 管 理(EquipmentControl)

市有 の 車両,建 物 な どの償 却 計 算,修 理 計 画,次 週 の使 用 計画,部 課 別

の使 用 実 績 と予算 との対 比,償 却 率 計 算 な ど を行 な っ てい る。

例 えば 自動 車の 場 合,会 計年 度 毎 に全 車両 の修 理 費,走 行距 離,ガ ソ リ

ン消 費料,運 転手 労 賃 な ど を見 積 って お き,毎 週 の実 績値 と見積 値 とを対

比 して償 却率 の修 正,修 理 計 画 の立 案,廃 車計 画 と新 規 購 入 計 画,次 週 の

使 用計 画,運 転 手 の訓 練 計 画 な ど に使 用 して い る。

(6)在 庫 管理,購 売 管 理(Inventory./Purcbasing)

雑 消耗 品,事 務 用 品 な ど受払 管理 を毎 日行 な い,各 部 へ の 払 出 し量 をそ

の 部 へ報 告 して い る。

在 庫 量 は毎 週 発 注 点 管 理 を行 な って お り,定 め られ た発 注点 に達 す る と,

発 注量 が 計 算 され て発 注 量,発 注金 額,取 引 業 者名,指 定納 期 な どの リス

トが 作 られ る。

同時 に各 業者 へ の 発 注 量,納 品現 況,代 金支 払 い状 況 が 作 られ て い る。

また必 要 に よ り端 末 タイ プ ライ ター か らイ ン ク ァィ ァ リーす る こ とに よ

り,在 庫金 額 合計,品 目別 在 庫 状 況,購 買 発注 状 況 を随 時 知 る こ とがで き

る。

(7)財 務会 計(GeneralAccountingSystem)

収 入支 出報 告 書 の 作成,各 予 算 費 目別 予実 算 対 比表,バ ラ ンス シー ト作

成 な どの財 務 会 計 と予 算 統 制 が行 な わ れて い る。
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予 算 は取 引税,固 定 資 産税,特 別 目的 税 な どの収 入 と,各 部 局 で 計 画 し

て い る プ ロ ジ ェク トご とに必要 とす る費 用 を,5年 先 迄 見 積 り,予 算 案 と

して さ らに,5年 ～10年 後 の 大 まかな 収 支予 想 表 を作 成 して い る。

(8)図 書館 業務

市立 図書 館 の 図 書 の貸 出 し,購 買,カ タ ログな どの 管 理 を行 な ってい る。

た ぼし この ア プ リケ ー シ ョンは バ ッチ処 理 で行 な われ て お り,キ ー ・ツ

ー ・テー プ装 置 に よ りオ フ ライ ンで 入力 デ ー タ を作 って い る。

3.課 題 と展 望

共 同利 用 方 式 に よ り,と もか く も業 務 の機 械 化 を着 々 と進 め て お り,し か

も随 時 端末 か ら情報 検 索 して最 新 の情 報 を入手 で きる よ うに して い る こ と,

財 務 会計 ・予 算統 制 な ど週 毎 に レポ ー トを作 成 して い るな ど オ ンラ イ ン ・シ

ス テ ムの メ リ ッ トと言 え よ う。

しか しなが ら共 同利 用 の た め,週 末 の午 後 は コ ン ピ ュー タ への トラ フ ィ ッ

クが 集中 して 「ビジー(Busy)」 と な るこ と もあ る よ うで,同 時 サ ー ビス

の能 力 増 強 が 必 要 と思 われ る。

シス テム開発 は,サ ニー べ ー ル市 か らシ ス テ ム設 計 の条 件 を提 示 し,作 成

は外 部 コ ンサ ル タ ン ト会社 に委 せ て い る よ うで あ る・ この よ うな実 施方 法 は ・

人員 の 節 約,効 率 の良 い プ ロ グラ ム作 成 が望 める反 面,一 旦 で き上 った シス

テ ムの質 的 向 上 が進 まな い 欠 点 が あ る。

現 在 の コ ン ピュー タ利 用 状 況 は初 期 段階 で あ り,大 量 事 務 計 算 処 理 に と ど

ま って お り,質 的 な高 度利 用 の 方 向 が今 後 の課 題 で あろ う。

資 料

1.SunnyvaleIntegratedManagementInformationSystem

FinancialManagementSegment

2.FigureofPresentSunnyvaleSystem

3.FigureofComfigurationofComputer
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2.5教 育分野の文献情報サー ビスシステム

教 育用 情 報 源 セ ン タ ー

調 査 先:ERIC(Educationa1ResourceImfomationCenter)

NationalInstituteofEducation

Room407,RepotersBldg.300-7th.,

S・W・Washington,D.C.20202

調 査 期 日;1973年3月1日(木)

面 接 者;Mr.HarveyMarron(Director)

調 査 員;岡 本,宮 内,市 川,難 波

1.ERlCシ ス テ ム の 概況

シ ス テ ムは1960年 代の なか ば に始 ま った。 そ れ は,以 前 に教 育 に おけ る,

調査 ・研 究 ・開 発 に関 す る情 報 を収 集 し提 供 す る シス テ ムが な か ったか らで

あ る。 その 当 時,最 高 レベ ル の政 策 決定 が行 な われ たが,そ れ は 原子 力 委員

会 や 国 防 総省 で み られ る シス テ ム と違 って一 つの 専 門分 野 で集 中 す る方 法 を

と らなか った。 っ ま り,契 約 に よ り主 題別 に専 門 分 野 の 団体 や 大学 な ど に仕

事 を出す とい う方 針 を決 め たので ある。

こ こで は2つ の 抄 録 お よ び索 引が 作 られ てい る。 ひ とつ は,レ ポ ー ト文献

に関 す る もの で あ り,も うひ とつ は,ジ ャー ナル 文 献 に関 す る もの で,そ れ

らの情 報 は,最 終 的 には,機 械 で よ める形 にな って お り,ま た文献を収録する

だ けで な く検 索 で き る形 に まと め られ てい る。 ク リ ア リ ングハ ウス は,現 在

18機 関で それ ぞ れ の専 門 分野 を もって い る。 例 えば,成 人 教 育 で あ る とか,

言語 に 関 してで あ る と か,農 村 にお け る教 育 で ある とか,と い っ た具 合 にで

あ る。 この ワ シ ン トンD・C・ 地 区 には,教 職員 の教 育,心 身 障害 児,図 書 館

及 び情報 科 学,高 等 教 育 以 上4つ の ク リア リン グハ ウスが あ る。 な お,職 業

教 育 と成 人教 育 が 一 緒 にな って生 涯教 育 とな る動 きにみ られ る よ うに,教 育

省 の計 画 や政 治 的圧 力 等 に よ って,た えず,変 化 や統 合が行 われ て い る。

■
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表2.5-1 ERrCク リ ア リ ン グ ハ ウ ス 一 覧 表

TheERICCIearinghouseshaveresponsibilitywithinthenetworkforacquiringthesignificanteduca-

tionalliteraturewithintheirparticularareas,selectingthehighestqualityand.mostrelevantmaterial,

processing(i.e.,catalo'ging,indexing,abstracting)theselecteditemsforinp叫tothedatabase,andalsofor

providinginformationanalysisproductsandvarioususerservicesbasedonthedatabase..

TheexactnumberofClearinghouseshasfluctuatedovertimein'responsetotheshiftingneedsofthe

educationalcommu'nity.Therearecurren1ly18ClearinghouseS,Thesearelistedbelow,togethetiwithfull

addresses,telephonenumbers,andbriefscopenotesdescribingtheareasthey .cover.

ERICCIearinghouseonメlduttEducation

舗:瓢 ㌫s呼
Syracuse,NewYork13210

Telephone:(315)476-5541bxt.3493

Adulteducationinpublicschools,colleges,anduhiversities;ac-

tivitiescarriedonbynationalor 、communityvoluntaryandserv-

iceagencies;a|lareasofinservicetraining;fundamentaland

literacyeducationforadults;correspondencestudy;continuing .ed
ucationintheprofessions.

ERICCIearinghouseonCounselingandPersonne∫

Se「v'ces .

SchoolofEducationBui「ding

Room2108

EastUniversny&SouthUniversilyStreets

AnnArbor,Michigan148104

T色lephone:(313)764-9492

:;瓢ti㌫瓢r悶 悶揺言塁li儒。=瓢 蒜=i

㌶醗羅勲璽灘舗
relatbntocareerplanning,familyconsul!ations,andstudent
orientatiOnaCtivitieS.

ERICCIearinghouseontheD'sad彫an拍ged

lnfomationRetrievalCenterontheDisadvantaged

Te .achersCol|ege'C
olumbiaUniversity

Box40

1258AmsterdamAvenu.e

NewYork,NewYork10027.

Telephone:(212)870-4808

Effectsofdisadvantaged[experiencesandenvironments,from
bi曲.onward;academlc,mtellectual,andsocialpe斤gmanceof'

disadvantagedchildrenandyouthfromgrade3throughcdlege
enttance;programsandpracticeswhichprovidelearningexpgrト

encesdesignedtocompensateforspecialproblemsofdisad-
vantaged;issues,programs,andpracticesrelatedtoecono市ic

andethnicdiscrimination,segregation,desegregation,andinte-

grationineducation;issues,programs,andmaterialsrelatedto
redressingthecurriculumimbalanceinthetreatmentofethnic・

minoritygroups.

ERICCIea「inghouseonεa日yC力'励oodε ヒ加caガon

CollegeρfEducation

UniVerSityOfl|linOiS' ,

805W.Pe叩sylvaniaAvenue

Urbana,llllnols61801

Telephone:(217)333-1386

艶ε醐6瓢h2r「言R曽1齪C譜ぽ鵠朧鵠摺鍋 艦
birththroughtheprimarygrades;educationaltheory,research,
andpracticere|atedtothedevelopmentofyoungchildren.

i灘 鴨 竃n酎{a'M∂ 舶gement
Telephone:(503)686-5043 .

Leadership,management,andstructureofpublicandprivate

educationalorganlzations;practi(氾andtheoryofadministra-

tion;preseMceand'inservicepreparationofadministrators,

tasks,andprocessesofadministratiOn;methodsandvarietiesof

organization,organizationalchange,andsocialcontextofthe

organization三'

罐㍊糎 謬,認艦;辞;蒜瓢鵠 罐驕
insuring,utilizing,.andevaluatingeduCationalfaCilities.「

ERICCIearinghousegnεd凹c● びona'Mediaand

Technology、

CenterforResearchandDeVeloPmentin恥aching

SchoolofEducation..'

.StanfordUniyersilySt
anford,Catifornia94305,

Tdephone:(415)321-2300.ext.3345

1ndividualizedinstruction`syste市s'approaches,film,television,
radio,programmedinstruction,.computersineducation,and

聯:6:瓢da捲瓢 瓢e:9さ18罐瓢 。㌃瓢 給8
education.9

5酬 舗 艦 瓢 鵠 躍6罐 巴,e.
,1411SouthJeffe .rsonDavisHighway
Je什erSOnPlaZa・#†

Suite900,.,

.舘1=6y隅)i6織o・

駕鵬,留輪 鵠,闘灘 、!:隠認識 、C蹴,瓢
learningdisabilities,andthegifted;behavioral,handicapped,

psychomotor,andcommUnicationdisorders,administrationof

specialeducationservices;preparationandcontinuingeduca-

tionof'professionalandparaprdfpssionalpersorlnel;preschool

儒 職;nddeveloPmentolthee卿ional;gPne'alstudieson・

…膳読憲選竃曇麗麗ξ潟ぽo"
Washington,D.C.20036・

Telephone:(202}296-2597

VarioussublectsrelatingtocollegeandUniverさ 訂tystudents,

鵬 瓢,隅?i8馴:P:瓢,艦 隅C膿,9:9
programs,faculty,institutionalre§earch,Federa|programs,prO'f
essionaleducation(medical,law,etc.},'graduateeducation,

unive「sityextensionprograms,teaching-learning,planning,

2鑑 識 漂 鏑#認:認 蒜1瓢=!a・"gemen's・
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ERICCIearinghouseforJun'orCo〃eges

Room96,PowellLibrary.

UniversityofCalifornia

405HilgardAvenue

LosAngeles,California90024

Telephone:(213)825-3931

Development,administration,andevaluationofpublicandpri-

vatecommunityjuniorcolleges.Juniorcollegestudents,staff,

Curricu|a,programs,libraries,andcommunityservices.

ERICCIearinghouseonLanguagesand£jngt∫ ●t佗s

ModernLanguageAssociationofAmerica

62FifthAvenue

NewYork,NewYOrklOOIl

Telephone:(212)691-3200

;;;9:門ξ二品跳n瓢畠㍑,1閲t蒜:F26忠鵠恕5巴li馨淵2言ヒ
curricu|arproblemsanddevelop・apPlicationoflinguistics,

ments,teachertrainingandqualifications,languagesciences,

;:5品;㌫留需品瓢:留書廃と儒98㍑1㌫51㍑巴c隠■祝部
languagesincludingEnglishforspeakersofotherlanguages.

ERtCCIearinghouseonUbraryandlntormation

Sc'ences

AmericanSocietyforlnformationScience

1140ConnecticutAvenue,N:W.

Suite804

Washington,D.C.20036

Telephone:(202)659-3778

Variousdetailedaspectsolinfomationretrieval,libraryandin-

formationprocessing,libraryandinformationsciences,library

services,libraryandinformatignsystems,infOrmatiOnUtiliza-

tion,publishingindustry,terminology,libraryfacilitiesandin-

formationcenters,librarymaterialsandequipment, .library

andinformationsciencepersonnel,libraryorganizations,and

libraryeducation.

ERICCIearinghousetorReadingandCommun'cation

Sk'〃s

NationalCouncilofTeaChersofEnglish

69;是W品9(召1畠01
Telephone:(217)328-3870

Reading,English,andcommunicationskills,preschoolthrough

college.Educationalresearchanddevelopmentinreading,wrlt-

ing,speaking,andlistening.ldentification,diagnosis,andre-

mediationofreadingproblems.Speechcommunication-

forensics,masscommunication,interpersonalandsmallgroup

interaction,interpretation,rhetoricalandcOmmunicationtheory,

instructiondevelopment,speechsciences,andtheater.Prepa-

rationofinstructionalstaffandrelatedpersonnelintheseareas.

9,:澗;,olよ瓢 鵠 オv{:;跳r隈漂 、;品酷i瓢
:瓢a鑑 識 濡=落 口瑠 瓢n、畠瓢 鵬 部:
brariesandotheragenciesin・fosteringandguidingreading.

Diagnosticandremedialservicesinschoolandclinicalsettings.

ERICCIearlnghouseonRuratEd凹cat輌onandSma〃

Schoots

Box3AP

NewMexicoStateUniversity

LasCrUces,NewMexico88003

Telephone:(505)646-2623

EducationoflndianAmericans,MexicanAmericans,Spanish

含霊瓢 瓢 、瓢翻 、1a㌫鵠儀瓢 隔 離==・
Iatedtoeducationalprogramsinruralareasandsmallschools;
disadvantagedofruralandsma||schoolpopulations.

ERICCIearlnghouseonScience,Mathematlcs,and

Env'ronmentalEducat'on

TheOhioStateUniversity

1460WestLaneAvenue,2ndFloor

Columbus,Ohio43221

Telephone:(614)422-6717

Alllevelsofscience,mathematics,andenvironmentaleducation;

developmentotcurriculumandinStructionalmaterials:media

apPlications;impactofinterest,inte「iigence,values,andcon-

ceptdevelopmentuponlearning;preserviceandinservice

teachereducationandsupervision.

ERICCIearinghouseforSoc'a'Studies/SocialSc'el)ce

Ea「ucat'on

855Broadway.B
oulder,Cobrado80302

Telephone:(303)443-1383ext,8434

Alllevelsofsocialstudiesandsocialscience;allactivitiesrelat-

ingtoteachers;COntentOfdisCip「ines;apPlicationsotlearning

theory,curriculumtheory,childdevelopmenttheory,andin-

structionaltheory;researchanddevelopmentprograms;special

needsofstudentgroups;educationasasoclalscience;social

studies/socialscienceandthecommunity.

5識 漂 艦se。nTeache'Educat'on・
Suite616

Washington,D.C.20036

Telephone:(202)293-7280

Schoolpersonnelatalllevels;allissuesfromse|ectionthrough

preServiceandinservicepreparationandtrainingtOretirement;

;:{「1鵠,欝:8瓢灘:認 識 裂 離lt鵠 ㍑n
house;TitleXlNDEAInstitutesnotcoveredbysubjectspeciatty

inotherERICCIearinghouses.

ERICCIearinghouseonTests,Measurement,and

Evatuation

EducationalTestingService

Princeton,NewJerseyO8540

Telephone:(609)921-9000ext.2691

Testsandothermeasuremeptdevices;evaluationprocedures

andtechniques;apPlicationottests,measurement,orevalua-

tioninedugationalproiectsorprograms・

ERtCCIearinghouseonVocation∂tandTechnicat

Educat'on

・TheOhioStateUniversity

1.960KennyRoad

Columbus,Ohio43210

Ｔblephone:(614)486-3655

Agricultura|education,businessahdofficeoccupations.educa-

tion,distributiveeducation,healthoccupationseducation,home

economicseducation,technicaleducation,tradeandindusfrial

education,subprofessionalfields,industrialartseducation,

.叩anpowereconomics,occupationalpsychotogy,occupational

sociology,andal|mattersrelatedtotheforegoing.
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図2.5-1ERICネ ッ ト ワー ク 構 成

また財 政 的 な 面 は,常 に 問 題 と な つて い る。

これ らの ク リア リ ング ハ ウ スで,RIE(ResearchinEducation),

CIJE(CurrentlndextoJournals、inEdncation)と い う2つ

の 刊行 物 の原 稿 が どの よ うに して 作 られ るか を説 明 しよ う。 まず レポ ー ト文

献が 入 って く る と,専 門 家 が どの 記 事 をのせ るか,落 す か を選 択 して決 め る。

捨 て て しま うのが,お しい もの は その ク リア リン グハ ウ スの もつ ロー カ ル フ

ァイル に収 め られ る。 これ は,た だ た めて とって い る もの で書 誌 的 な 管 理が

な され て お らず,そ れ ぞれ の ク リ ア リ ングハ ウス の中 だ けで しか わか らない

ためあ まり役 にはた っていない・ と もか く調査研 究 文献の約÷は採択 さ

れ る。 即 ち,年 間 に3万 件 受 け とっ た文献 の う ち約1万 件 をの せ て い る こ と

にな る。 ジ ャ ー ナル 文 献 につ い て は,殆 ん ど全 部 が と りい れ られ,厳 密 には

審 査 を して い ない 。
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それ ぞ れ の 文 献 の概 要 を収 めた ユ ニ ヅ トレ コ ー ドは,抄 録,索 引,目 録 を

作 る た め に,ERICフ ァシ リテ ィ及 び民 間 の1出 版 社 へ 送 られ る。 最初 の

頃 は ユ ニ ッ トレ コー ドを作 成 す る と こ ろで,機 械 化 を試 み たが 失敗 に終 った

の で,現 在 ク リ ア リン グハ ウ スでは,コ ン ピュ ー タ に よる一 切 の デ ー ター プ

ロセ シ ン グ を行 って い な い。

抄 録 等 は 機械 に読 め る形 で編 集 され,磁 気 テープとして売 られ て い る。 また,

月刊 誌 と してRIEは 政 府 印刷 局 の 手 に よ るな ど,販 売 され て い る(部 数約

4千,別 に無 償 分1千)ほ か,EDRSと 呼 ば れ る サ ー ビス機 関で は著 作 権

が かか っ てい な いRIEの レポ ー ト文 献 の うち特 定 の もの が ほ しい とい う向

き にマ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ,又 は,ハ ー ドコ ピーで 実 費 同様 の価 格 で売 って い

る。 マ イ ク ロフ ィ ッ シュは,今 年1500万 売 る予 定 で あ るが,こ の大 変 受 け

てい る理 由は500以 上の 組 織 が レポ ー トを各1部 つ つ 購 入 して い るか らで 日

本 に も顧客 がい る と思 う。

ERICフ ァシ リ テ ィに あ るソ フ トウエ アは 情 報 を作 りだ す た め の もので,

政府 に 帰属 して い るが,施 設 の運 用 は 契 約 に よ って い る。

一 方 ,ERICの 資料 を使 って,検 索 す る た めの ソ フ トウエ アは現 在2つ

あ り,能 率 の点 か ら商 業 ベ ー スで進 め られ てい る。 目下,30の サ ー ビス セ ン

ターが この開 発 され た マー クテー プ を使 って お客 に情 報 を提供 して い る。

この概 要 を示 す 印 刷物 は や が て 出 るで あろ うが,州 ・市町 村の 学 校 ・関係

機 関,若 干 の 大 学 等 が 利 用 して い る。 、

数年 の う ちに,こ の 種の 組織 は ものす ごい い きお いで ふ え るで あ ろ うが,

政 府 の 機 関で は な い。

ERICの 長 は現 在 別 の 人が や って お り,担 当の 職員 は 専 門家4人 に女子

1名 で あ る。 その 本 部 は 国立教 育 研究 所 の中 に あ るが,昨 夏 機構 改 革 が 行 わ

れ たた め研究 所 自体 の 組織 も,ERICと の 関 係 も,落 ちつ い てい な い し,

は っ き りして い な い 。 な お,保 健 ・教 育 ・厚 生 省 の 中の教 育省 が分 離 して一

般 の行 政 を受 け もつ 新 しい教 育省 と調査,研 究 を分 担 す る国立 教 育研 究 所 が

同格 に並 ぶ に至 っ た とい うこ とで あ る。
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φ

オ ン ライ ンな い し タイ ム シェアリング ・システ ムは,す で に一 部 に お いて 実

施 されつ つ あ る。2つ の 企 業 がERICの 情 報 を 問 合 せ る ソ フ トウエ ア を

販 売 して お り,そ の1つ は シ ス テム デ ベ ロ ップ社 に よ るオ ー ビ ッ トとい うプ

ログ ラ ムで あ り,こ れ につ い て は ,会 社 の秘密 の せ いか何 も知 らされ て い な

い。 も う1つ は ロ ッキ ー ド社 の ダイ ア ロー グ と呼 ば れ る プ ロ グ ラ ムで ,11の

団 体 が1日2時 間 位,週5日 間,オ ン ラ イ ンで 問 い合せ を行 っ て い る。 端末

装 置 は 比較 的 安 い が,電 話 回線 量 が ネ ック にな って い る。(町 の 中 にい くつ

か あ る との こ とで あ っ た が翌2日,そ の1つ を見 学 する機 会 を得 た。後 記 付

177頁 参 照)

、 これ らの シス テム 開発 は すべ て民 間企 業 に まか され て お り,年 に2回 程度,

セ ンタ ーの能 率 な ど につ い て協 議 す る 会議 が もた れ る。 そ こで は作 る こ と よ

り も,い か に使 うか とい う こ とが 大 きな話題 とな る。 な お2社 とは 契 約 をか

わ してお り,そ れ 以外 の ことは 一 切 政 府 は 関知 しな い。また,3年 に1回 つ つ

将 来 の 構 想,計 画 を樹立 す るた め,意 見 な ど を 出 して も ら うよ うに して い る。

連邦 ・州 の政 府 が支 出す るERICシ ス テム全 体 の年 間 予 算 は 約400万 ド

ル で,そ の うち300万 ドル は ク リ ア リ ン グハ ウス の運 営 にあて られ て い る。

その 機 関 の数 は17～19で あ る か ら平 均 して16～17万 ドルが 各 ク リ ア リ ン

グハ ウ ス に支 出 され てい るこ と に な る。実 際 は 最 高20万 ドル最 低12万 ドル で

あ る。 残 りの100万 ドル は オペ レー トを行 う契 約 先 に支払 わ れ る。 その ほか

に特別 の注 文 に対 す る見 返 りと して,100万 ドル 程 度 の収 入 を得 て い る 模様

で ある。

ERICの 人 員 と して は,ク リ ア リン グハ ウ ス に平 均 し て フル タ イ ム換 算

して8人 は い る。 その うち6人 は 専 門家 で あ り,あ との2人 は事 務 職員 で あ

る。

2.具 体 的 な活動 状況

ERICシ ス テ ムで は 前 述 した ドキ ュメ ン トの 作成 だけ で な く,情 報分 析

な ど の多 角 的な 活 動 を展 開 して い る。
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関 係 文 献 に接近 し,検 索 す る こ と を容 易 にす る用 語 集 と もい うべ き シ ソウ

ラス は 各 ク リ ア リン グハ ウス とERICフ ァシ リテ ィとの 間 で,た え ず改 定

され て い る。 この 用語 集 は公 の もの で,誰 で も使 えるが,民 間企業 の手 に よ

って刊 行 され て い る。 新 しい用語 ら しい もの が,そ れ ぞ れ の ク リ ア リン グハ

ウスで 認 め られ る と,デ ィス ク リプ シ ョ ン ・ジ ャス キ ィ フ ィケ ー シ ョ ン ・フ

ォー ム と呼 ば れ る書 式 に記 入 され,レ ・{一一トや ユニ ッ トレ コ ー ドと共 にER

ICフ ァシ リテ ィに送 られ る。 そ こで辞 書 の 専 門家 が,新 語 か ど うか を判断

し,と りあ げ た り捨 て て し ま った りす る。 この専 門 家 は その判 定 をす ぐに発

表 すべ きで あ るが,ク リ ア リン グハ ウス との コ ミュ ニケ ー シ ョンが う ま くい

って い な い面 もあ っ て,な か な か処 理 して くれ な い とい う苦 情 もで て い る。 。

そ こで 時 間 の短 縮 に努 力 して い る とこ ろで あ る。

新 しい 用語 は,加 え られ て毎 年 出版 され る ほか,業 務 用 と して毎 月,ク リ

ア リン グハ ウス に配 られ た り,磁 気 テー プの編 集 に利 用 して い る。 な お,3

カ月毎 に,RIEに 新 語 欄 を設 け て紹 介 してい る。現 在 の とこ ろ,新 語 の数

は あ ま り多 くな いが,サ ー ビスセ ン タ ー等 に と って は,新 しい 言 葉 に興 味 を

もって お り,問 題 が な い とはい え ない 。 ま た 当初 の 準 備 に どの 程度 手 間 を要

したか は わ か らな い 。

情 報 分 析 は ク リ ア リン グハ ウ ス に と って2っ 目の仕 事で,そ れ ぞれ の 専門

分 野 の 必 要 性 に応 じて 行 われ て い る。 これ に は短 期 大 学 の 学生 活 動,小 さい

子 供 の 言 語教 育 な どが あ るが,す べ て各 ハ ウス の ス タ ッフ自身が 書 い た もの

では な く,部 外 の 学 者 に依頼 して い る。 但 し編 集 の責 任 は あ くまで もク リア

リングハ ウ ス にあ る。 これ らの資 料 はERICの 刊行 物 に含 まれ,マ イ クロ

フ ィ ッ シュの 中 に,入 って い るの で有償 で 入手 し得 る。最 近 これ ら分 析 の成

果 に批 判 が あ る。 それ は 主 題,方 法 につ い て 自 由 に まかせ て おい て よい の か,

本 当 に価 値 の客 観 的評 価 が 出来 る の か とい っ た難 しい 問題 も含 まれ て い る。

そ の ほ か の活 動 と し て8～10種 の ニ ュー ズ レ ターが 約9万 配 付 され て い る

が,よ り大 きな影 響 力 を もって い るの は,専 門 誌 に設 け られ たERIC紹 介

の欄 で あ る。 そ の 数 は44種 に お よび全 部 読 ん で い るか ど うか は わ か らな い が,
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購 読 者 数 は50万 を こえ る。 その 中 には5万 人の 読 者 を持 つ リー デ ィ ング テ ィ

ー チ ャ ーな どの ジ ャ ー ナル もあ るが
,ま だ機 関誌 の で きて い な い団 体 もあ る。

さ らに各 ク リア リ ン グハ ウス は,専 門 学 者 な ど か らの 問い 合せ に こた え て

い る。 情 報 セ ン ター に し よ う とは思 って い な いが,聞 い て くる人 が あれ ば 答

えな い わ け には い か ず,古 い統 計 では5万6千 件 との こ とで あ るが,1972

年 は9万 件 を数 えた 。 これ らの 質 問 の 型 は 決 って お り,と く にク リ ア リ ング

ハ ウ ス に お け る質 的 な違 い は な い。 この 問 い 合 せ解 答 は,あ くま で もや む を

得 ない もの で あ る。

磁気 テ ー プ につ い て は,800BPIと1600BPIの2種 が あ り,そ の コス

トは シ ソ ウラ ス ・ジ ャー ナ ル 合せ て6～7本,4半 期 毎の 最近 の集 大成 関 係

分 の2本 と合 せ て,1本80ド ル と して 約700ド ルで 入 手 で き る。 この コ ス ト

は 情 報 の 作 成 等 に要 した経 費 を回収 す る た めで は な く,複 製 して送 付 す る だ

けの 経 費 に みあ って い る。 な お,内 容 は 公 的 な もの で,使 用 に関 して は 全 く

の 制 限 は な い 。(マ イク ロ フ ィ ッシ ュ雑 誌 の数 や ドキ ュメ ン トの 量 な ど,他

の 新 しい 統 計 デ ー ター につ い て は末 尾 の 資 料5お よび6参 照)

文献 の タイ トルは 著 者 の もの をその ま ま採 用 してい るが,抄 録 はつ けて こ

な か っ た り,す ぐには 役 に立 た なか った りす るの で,書 き直 した りま とめ た

りし百 ・る。ま た 索 引 を選 択 す る基 準 は な く,そ の手 引 も,き わ めて 簡単 に記

述 され て い るの で,も っぱ ら担 当者 の うで に よ る。 どの文 献 を選 択 す るか に

つ いて は特 に問 題 はな い 。 とい うのは 専 門家 に よ って その意 見 が ほ ぼ一 致 す

る か らで あ る。

主 題 がい くっ かの 分野 に ま たが って も,1っ の ク リ ア リン グハ ウス で処 理

され る。1つ の ハ ウス に しか 分 担 させ な い こ とに は 問題 が あ るが,集 中 して

抄 録 を作 成 す る か,数 機 関 で分 散 して 行 うか は そ れ ぞれ 功罪 が あ る。 例 えば

数 学 と コ ン ビ。ユ 一 夕 とい っ た主 題 へ の ア プ ロー チ,つ ま り境 界 領 域 の処 理 に

つ い て もほ ぶ問題 な い。 又,精 神 障 害 児 の読 書 につ い て もど ち らか に き まる

こ とに 間違 い は ない 。 た だ,人 文科 学 では,ク リ ア リ ングハ ウスが な い た め,

や や心 配 して い る。 いず れ に して も大 体,全 領 域 を カバ ー し てい る。
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各 抄 録 に14～15の 用語 が 付 され て お り,そ れ らは 各 ハ ウス の専 門 家 に ゆ

だ ね られ て い るが,そ の う ち重 要 な用語,3つ4つ には*印 が そ え られ てお

りこれ に よ って その ドキ ュメ ン トの中 で,ど うい う概 念 が 最 も重 要 で あ るか

を知 る こ とが で き る。

ク リ ア リ ングハ ウス の契 約 は,御 希 望 の 方 は ど うぞ とい う形 で すべ て競 争

入札 で あ り,他 の 機 関 も同様 に,3年 の サ イ クル で更 新 し てい る。 これ は専

門知 識 を もった各 機 関 ・団体 が,新 しい アイ デ ィア を もって の りだ して くる

の で,効 果 的 で あ る。ERICフ ァ シ リテ ィな ど との契 約 は す で に1～2回

か え て い る。 そ の条 件 は,基 本 的 な 運営 能 力の 上 に,販 売価格 な ど を審査 し

て きめ る こ と にな ってい る。 な お な ん らか の文 献 は既存 の ク リア リン グハ ウ

ス に登 録 され るが,そ の領域 が 大 き くなっ た ら独 立 す る こと もあ る。 又,ハ

ウスの 数 が 減 る こ とは,領 域 の 広 くな る こ とで あ って歓 迎 すべ きこ とで あ る。

3.課 題 と展 望

財 政 的 な問 題 は別 に して,現 在 次 の よ うな課 題 をか か えて い る。 第1に 国

立 教 育 研 究 所 全体 と して,ERICシ ス テ ムの効 果 が 評 価 で きな い こと で あ

る。 つ ま り学 校 制 度 な い し教 育 の 改 革 にい か に 寄 与 してい る かが あ ま り明 ら

か で ない 点 が あ る。 第2に,ど の よ うに状 況 の 変 化 に適応 して い くか とい う

問 題 で,シ ス テ ム を変 え るの にな かな か金 を出 さな い面 もあ って改 善 に苦 慮

して い る。

情 報 の 国際 交 流 に つ いて は興 味 は もって い るが,資 金 や技 術 的 な こ とは よ

くわ か らない 。 ユ ネス コ ・IBMな ど と協力 してい る し,日 本 との提携 に は,

喜 ん で応 じたい。 今 後 の さ ま ざ まな援 助 を約 束 して くれ たが,他 日,ワ シ ン

トンか東 京 で再 会 す る こ と を希望 して オ フ ィス を去 った。

⑨
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資料 一 覧

1.ERIC

)

)

)

)

)

)

)

a

b

c

d

e

f

9

2.ERIC

SERVICE

3.HOW

4.EDUCATIONAL

(ERIC)

5.MANAGING

BRANDHORST

6.CHARACTERISTICS

BRANDHORST

(September21,1972)

な お,オ ペ レー トマ ニ ュ アル や ソ フ トウエ アは,必 要 な時 に郵送 して よい と

の こ とで,今 回は持 ち帰 らなか った 。

付 記ERICreferencecenter{こ おけ る ダ イ ア ログ プ ロ グ ラ ム

文 献番 号 がED60000～67000お よ びEJ53000～63000の 中 か ら日本 お よ

び東 洋 に関係 の あ る もの を引 きだ そ う とす る操 作 を,タ イ プ ライ ター と デ ィス

プ レー装 置の 対話 に よ って行 な ってい る とこ ろ を見 学 し た。 ま た,高 等 教 育 の

学 生 紛 争 に関 す る記 事 を注 文 した と ころ,該 当 の文 献 がCRTに 表 示 され,そ

の 中か ら,た とえ ばEDO66105と い う 番 号 を指 定 すれ ば著 者,題 名,発 行 所,

年 月 日,体 裁,利 用 形 態,値 段,索 引用 語 と概 要 が 表 わ れ,パ ー ・ドコ ヒ。一 に複
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CLEARINGHOUSES

CURRENTINDEXTOJOURNALSINEDUCATION

DOCUMENTREPRODUCTIONSERVICE

ERICTERMS

TOTHOSEINEDUCATIONWHOHAVEQUESTIONS

TAPES(含MAINFILESPERIPHERALFILES
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写 で き る し く み に な っ て い た'。

ERICタ ー ミナルで 複.写 され た結 果 例

EDCξ 己.∫o竺

.～こ'ξnte・h,ノ2ζ=≒ ダ.,cご.

H㍉ 詮ごr£ ξ:二c:c,e三c6."e日031.鵠'昏 誇 已〕㎝:AShleuRivQ$… も〕i◎籍r侯h7.

Sr:.一.ialScitS".:eer・lSOC,ia.}.9・2三CO.1.'R毫SOurCOS?:賄t.PI6e5e蛉t"'love・

声誉毒 こ:こ〔ミ戸こ袴`・、、711』 噛』1.'"

ト槍丁£一…竺、、"

脊孫;L冷 ㍉ こ・「顎 管i-〈ミoご‥iSe三er:.:e■ ・」30eiolo(iioo》 菩eso・3rζ 萢己'る く)9N.

lc;wati・ 竺5≒ 三.ぷ 驚.5・)):.層.

eこ 芸三 教〔:㌃ ㌘・cで 一{袖.'ち烏}樗 亘 ・?ま.董迂 ・}㍍や審5ゑ9恒:災 口 合.鷺 ゴ享

些3Ci二;i㌘ 「:涼婁・試 ごv.1・tt.…s吋 お遠 ゴi礪rで 恒}e5;㌶dw】 ～ミo"iEp-'ifO・ 蜘nt';1

.nf..i二e℃ ρミs;.本So6.iぷ.P㌘cbi{… ≒矯.'

嬬00509S

暁iteStrtet.・Ht.Plee50nt,

4:{ietiherE4鵬6tioo;』 三〇ハ

Thi£Cc㌔ 二咋 パ .t":"こ.5c'・～.3・さ・':・・F/lc・こt三貿:b三b・ 日 興r.ε 曽・ヴ'・ む 鰹』…轟ie'即 τjodioo{)it稔 ㌢eture・ ・ 頴4、ec

ocaotat弓4・ 「i;rコo`ζ ・oφhン.・ef'1'r".eii:2'巳qript9,も ぎtic].々.sea・df'ii漂the"iP右 三湾しtsF・ 三£:Ltr愈d亀o冶1.:萌`es

peτP拾 蓼よ獣 …告9Cごr叱 台;1'SO:三 〇事F・zcl.:eiT!ks.食 巨cn{lthe^口P三esぷ8"菌thiハ;キ 埠re'tst・:・rielS三nel9{日 ●d'1●

tト・÷ δ◎'… 一・・t.':;re:ti;'?su,rv三vhlofb』c:くcoli"ε 曾S,e;た 戸usvr.]it三cむ}'treハ5fOt・:p,eし …?力 ・『thacotlρse

Cirt・pr:;"t,・Ct'ileEOc"㌧:c=1c・tl・e5f■Uf」}vcrを 三1ば6n《2'泣,℃ ㌻}ieLl;・∋ 舌`9《海 男～享'托1'《 … らt'f)er"脳d

tra:・E・itio『,dる に婁雪05りthやceliO妻 ■s∨ 』c】 パ 葛re,f■c:lty-sし こヨ稔島trがat三 〇'i5.∫ 三'co二deicξ …く〕εコ 、io

P'i∨e.tel:ヒ ㌻ 鋪ccゼi∂ 鍵5・ …漂P群 舗 品Htyefidthemuiu、 ～ersity・.tケ 《esoe…o－ θcon醐icStdpo`三tie● ハ

stotusof乞tu6■r⑳ ヒs.,.thestud后nt§5芦roduεt.・$tuderst.rδd三{:el5,student∨ork●rs,o鵡dvo亡otioo●`

cereerg8n己}、;65ξredL`c尽i口 ・.(HS)

、

◆

■

.

,

一178一



2.6高 等教育 に関す るERICク リアリングハ ウス

ジ ョ ー ジ ワ シ ン トン 大 学

調 査 先;ERICCIearing-houseonHigherEducation

TheGeorgeWashingtonUniversityonDupontCircle

Suite630,Washingto4D.C.20036

調 査 期 日;昭 和48年3月1日(木)

面 接 者;Mr.Fife(AssistantDirector)

調 査 員;岡 本,宮 内,市 川,難 波

■

代 表 的で あ るか ど うか わか らない が,高 等 教 育 に 関 す る ク リ ア リン グハ ウス

を通 じて,(ERIC)シ ス テ ムの一・面 をあ き らか に し よ う とつ と め た。 以 下

は高 等教 育 の博 士 号 を習 得 準 備 中 の所 員 に伺 った概 況 で あ る。

まずERICの 組 織 は 分 散 し た シス テ ムで あるが,そ れ は 集 中方 式 で は 各 分

9

野 にお け る専 門 家 との話 しか けが うま くい か な い か らで あ る。 この ハ ウス では,

こ こが編 集 す る資 料 を出 版 す る ア メ リカ高 等教 育 協 会 とい っ た専 門団 体 と密 接

な 関係 を持 って い る。

こ こにお け る仕 事 は3つ あ る。第1は イ ン プ ッ トの 面 で,や わ らか い表 紙 の

レポ ー トを集 め る とい うこ と で あ る。 これ は 調査 報 告で あ っ た り,人 材 に 関す

る レポ ー トで あ っ た り,演 説,論 文,時 には数 字 で あ った りす る。研 究 者 や実

務家 が,な か な か 入手 で きな い ものつ ま り本 に ま と ま って い な い もの を集 めて

い る。

第2は イ ンプ ッ トの もう1つ の面 で,情 報 の収 集 に関 して で あるが,専 門 的

機 関誌 や学 会 誌 か ら記 事 を集 め索 引 な ど を作 る仕事 で ある。 これ は,特 定 の ジ

ャー ナル に 限 られ ず高 等 教 育 に 関 す る もめで あれ ば,ど こか らで もと る こ とが

出 来 る。

第3は ア ウ トプ ッ トに 関 す る もの で,情 報 の 専門 家 が先 端 的な 重 要 問題 を見'

つ け,レ ポ ー トや ジ ャー ナ ル を基 礎 に 文章 を書 くことで あ る。 これ は世 の中 の
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研 究 家 や教 育 に お け る,意 思 決 定 を行 う人 に手 が か りを与 えてい る。(本 部で

は情 報 分析 とよん で い た が,こ こで は現 状 分析 と称 して い る)

高 等 教 育機 関 の範 囲 は,12年 以上 の教 育 をす るすべ て の 学 校 で 認 可 を され た

もの に 限 られ,会 社 に 所属 す る もの は除 かれ て い る。

ジ ュニ ア ・カ レ ッ ジ,成 人教 育,ガ イ ダン ス,教 職 員 の教 育 な ど,そ れ ぞれ

専 門 の ク リ ア リン グハ ウ スが あ るが,短 期 大学 を総 合大 学 との 関係 で,或 は全

体 か らみ て,ど うい う位 置 づ け か とい っ た こ とや高 等 教 育 改革 の動 向 な どは こ

のハ ウ スで処 理 され る。 この機 関 が ユ ニ ー クな存 在 で あ るの は,初 等 中 等 教 育

で は トピッ ク別 にな っ て お り傘 の よ うな 形 にな ってい な いの に,こ の ク リア リ

ングハ ウス は高 等 教 育 機 関 を全 部 ま とめ た傘 の よ うな もの にな って い る点 に あ

り,高 等教 育機 関 の 運 用 資 金 その 他 あ らゆ る面 に及 ん で い る。 なお ク リア リ ン

グハ ウ スが作 られ る条 件 には い ろ い ろあ って,中 には理 に かな って い な い こ と,

例 え ば読 書 力が落 ち る な ど とい われ る と直 ちに関心 が 集 るが,3年 後 には忘 れ

去 られ て しま うとい うこ と もあ る。又 他 の ハ ウス では,そ の機 関 と現 場 の人 々
θ

と意 志 の 疎通 を はか る こ と もね らって い る。

ドキ ュ メ ン トが 入 っ て くる時 に,重 複 をさ ける メ カニ ズ ム と して は,い くつ'

か考 え られ て い る。 例 えば すで に その 文献 が 入 って い な い か,ア ル フ ァベ ッ ト

順 の タイ トル とチ ェ ッ ク を した り,さ らに最近,中 央 に送 りこまれ た リ ス トと

'も照 合 して い る
。 他 の 分 野 との 境 界 に位 置す る と思 われ る周 辺 的 文 献 につ いて

は 関係 の ハ ウ スに電 話 して,そ れ をい れ たか ど うか,も しいれ て い な い とすれ

ば こ ち らでい れ て よい か ど うか 問 い合 せ る。 この よ うに して,ほ ぼ重 複 は さけ

られ る が,4半 期毎 に2つ3つ の 重複 が 起 る。 月 に100件 程 度中 央 に送 って い

るの で1件 あれ ば 多 い方 で あ る。

こ こでτ・ろい うな 仕事 は優 秀 な 女 の子 が や って い て,時 々相 談 を受 け る程 度

で あ る。

索 引 を作 成 す る者 の訓 練 につ い て は,学 士号 を もった女 の 子 に対 して2ケ 月
'

ほ どの 指導 を行 って い る。 大 学 院 の学 生 の 女 房 な どが 多 く2年 たて ば 変 って し

ま う。 この仕 事 は,あ る文 献 を よみ こな して,簡 単 に要 約 をか く ことで あ ま り
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専 門 的 に知 りす ぎ ると,く わ し くな った り,自 分 の考 えが 入 った りす る。

他 の ハ ウ スで は3～4倍 の 人員 をか か えて い る と こ ろもあ るが,こ こ では 文

献 の 数 が 多 い に もか か わ らず少 人 数 で や って い る。 最初 は 編 集者 が 原 文 と照 合

し た りす るが,そ れ もだ ん だん 減 る。

新 しい 用 語 の 作成 に 関 して困 っ た事 は ない が,た ゴそ の選 択 に若干 の問 題 が

あ り,言 葉 が 用 い られ て い るの に シ ソ ウラ スに入 って いな い場 合 に使 い 方 や 意

味,関 係 な どを説 明 して,フ ァシリティに送 る こ とに な る。 最 近入 力 し た例 と し

て は,ア ッパ ー ・デ ィ ヴ ィジ ョン ・カ レ ッジ とい うのが あ るが,こ れ は短期 大

学 を終 了 した 者 が進 んだ り,他 の 大 学 の3～4年 生 を受 けい れ る大 学 な どを さ

す が,一 般 的 に は使 わ れ てお りな が ら,一 年 前 に この シス テ ム に と り入 れ られ

た もの で あ る。

RI'EやCIJEで 索 引 の た めの 用語 を選 ぶ 時 に は その 文 献 の 中 で重 要 な一

番 適 当な もの をと って い る。 コ ン ビ)ユー タで ど う使 うか を考慮 しな いの は ア メ

リ カの 技 術 を確 信 して い るか らで あ る。 索引 の た めの 用 語 は,タ イ トルの名 前

と合 わな いの が普 通 で あ る。高 等 教 育 に おけ る資 金 ぐ りとい う文 献で は10以 上

の用語 を あげ る こ と とな るが 大 きな もの は高 等教 育 と財 政 とい う言 葉 で あ る。

と もか く直 接 関係 の な い情 報 がで て こな い よ うに 配慮 して い る。

ク リ ア リン グハ ウス で は情 報 を集 めて 分 析 す るお ろし売 りの レベル で や る こ

と が強 調 され て きた 。 しか し,こ こ数 カ月重 点 の お き方 が,若 干,変 りつつ あ

る面 もあ り,質 問 と解 答 も,重 視 され る よ うに な ったが,一 般 か らの 質 問 に十

分 には 答 えて い な い 。質 問の 内容 は,こ うい う面 の人 を教 えて くれ,そ の連 絡

先 は とか,カ トリ ック ミッシ ョ ン系 の短 大 に お け る団 体 交 渉 の方 法 は あ るの か

とい った 具 体 的 な もの か ら,印 刷 物 が ほ しい,高 等 教 育 に 関 して 話 を伺 いた い

とい った一 般 的 な もの まで い ろい ろ あ る。

どの 程 度 まで応 答 す るか は もち時 間 に よっ て も変 る。 コ ン ピュ ー タ に よ る検

索 は今 ま で あ ま り出来 なか っ たが,やs能 力 がで きて週 に5～6件 の段 階 にな

っ た し,特 に有力 な影 響 力 の あ る方 には優 先 させ て い る。 書 誌 的 な サ ー ビス や

調 査 の 基礎 的 方 向 づ けな ど,役 立 ちそ うな情 報 は 提供 して い るが,最 近は 知 り
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ませ ん とい ったケ ースは 減 り,知 らな い 場 合 で も,誰 々 に連 絡 して は,ど こ の

図書 館 やクリアリングハウスへ 問 合 わせ 良 いだ ろ うと答 え られ る よ うに な った。

こ の ク リア リ ングハ ウスで,出 版 して い ない の は政 府 か らの予 算 が 少 な く限

られ て い るか らで あ る。例 えば2万 ペ ー ジ とい わ れ て も,80ペ ージ で250部 し

か 印 刷で きない 。 又原 則 と して政 府 印 刷 局 で 刊行 す る こと にな って い るが,時

間 もか か る しあ ま りた よ りにで きな い ので 協 会 に依 頼 し,広 く会 員 に い きわ た

る よ うに して い る。 その方 が 効果 的 で もあ る。

文 献 を選 択 す る基準 と して はERIC本 部 で ガ イ ドラ イ ン とし て示 した 調査

研 究 報 告,会 議 録,演 説,手 引 な ど一般 的 な彩 択 の範 囲 は あ るが,結 局 は,個

人個 人の 訓 練 が か ぎ とな って い る。 専 門 会 議 にで た りしてそれ ぞれ の 知 識 を高

め る こ とが 先決 で あ る。拾 っては い け な い 文献 と しては,清 書 して いな い論 文,

各機 関 団体 の 説 明 な しの財 務 諸 表,商 用 カ タロ グ,テ ー プ ・ス ライ ドな ど が あ

げ られて い る。 この ハ ウ スの選 択 は 他 と違 った特 質が あ り,そ れ は 他 では3%

の とこ ろ もあ るが80%の 文 献 が 採択 され て い る。 この 高 い割 合 は 相 当立派 な 人

が ち ゃん とした もの を書 いて い るか らで あ る。

現 在一 番 困 って い る大 きな 問 題 は半 年 な い しそ れ以 上先 の こ とが わか らな い

こ とで あ る。毎 年,契 約 が更 新 され る こと と な って お'り,年 末 の入 札 で,他 に

と られ て し ま うと私 達 は解 雇 され て し ま う。現 状 分 析 につ い て も,企 画 か ら準

備,依 頼,執 筆,出 版 まで お よ そ一 年 は か か る。 もの と同 じよ うに 買 い か え ら

れ る と思 って お り,そ の とこ ろが 理解 され て いな い。第2の 問 題 点 は 毎年 く る

予 算 の危 機 とい われ る もの で あ る。政 治 的考 慮 か ら ク リア リ ングハ ウ ス を統 合

す る話 し や現 状 分 析 をや め う とい っ た た ぐいの もの で あ る。

資 料 一 覧

高 等 教 育 の 現 状 動 向 を 理 解 す る た め の 現 状 分 析 等 で あ る 。

1.且owardR.BowenandPoulServelle「WhoBenefitsfrom

High。,Ed・ ・ati・n-・ ・dwh・ ・h・uldP・y?」(A・g・ ・t1972)
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ノ
2.CaralHerrnstadtShulman「AffirmativeAction:Wbmens

DightsonCampus」(Septemfer1972)

3.FramkG.DickeyandTerryW.Miller「ACurrent

PserspectiveonAccreditation」(November1972)

一 〔PrepearedbytheERICCIearinghouseon且igher

EducolionPublishedbythoeAmericanAssociationfor

HigherEducotion〕

4.ResearchCurrents(Nbv1972Dec.1972&Feb1973)
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2.7議 会図書館におけ るコンピュータ利用

ア メ リカ 議 会 図 書 館

調 査 先;LibraryofCongress

10FirstStrect,S.E.,Washington,D.C.20540

●
調 査 期 日;1973年3月2日(金)

面 接 者;岨.AndrewY.Kuroda(Head,JapaneseSect・

OrientaliaDiv.)

Mr.PaulR.Reims(Manager,InformationSystem

Office)

調 査 員;岡 本,宮 内,市 川,難 波

1.情 報 シ ス テム 部 の 概況

約4000人 の世 界 最 大の 規 模 を持 つ本 館 は,総 務 局,議 会考 査 サ ー ビス局,

著 作権 局,法 律 図書 館,整 理 局,レ フ ァレンス局 の6局 な どか らな るが,議

会 考 査 サ ー ビス局 は,ア メ リ カ と日本 の この 種 図書 館 だ け に見 られ る機 能 で

あ って,も っぱ ら議 会 に奉 仕 して い る。 も う一 つ の役 割 りは,国 立 の 図書 館

で あ って整 理 局 を中 心 に図書 目録 の 作成 な ど図書 館 と しての 業 務 を行 い,広

く一 般 公衆 の利 用 に供 して い る。

総 務 局 は,複 写 サ ー ビス な ど全 般 的 な業 務 を他 部 門 の た め に行 って お り・

この 中 に情 報 シス テ ム部 が あ る。 本 館 は,最 初 立 法考 査 局 で 発 足 した が,そ

の後,他 の 機能 を加 え て,今 日 に至 って お り,従 って,他 の 図書館 にな い業

務 をか か えて い る ほか,デ ー・タ ・ プ ロセ シ ング の面 に おい て も他 の政 府機 関

と質 的 に異 った特 色 を有 してい る。

本 館全 体 の 予 算 は 直 接費,間 接 費 あわ せて ほ ぼ1億 ドルで あ る。 これ には

経 常 費 だ けで な く新 しい建 物 にい れ られ る器 材 の 分 も含 んで い る。 これ らの

うち情報 シス テム 部 に ふ りわ け られ た予 算 額は,機 械 の借 料,人 件 費,MARC

開発 費 用 な どで2.5%を 占め て い る。
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な お,年 間の レ ンタ ルは 実 額 に して,約100万 ドルで あ る。

ApPlicationsSupPortSection

Mar口gementInfor㎜tionAppli'

CopyrightApplicationsSection

Cong
.「essLonEr}Resea「chApPli'

ReferenceApplicationsSection

図2.7-1

SystemDevelopmentand

Standards(}fflce

SystemsProgrammingSection

Standard:landTrainingSection

情報システム部の組織

OperationsSectton

ProductionContro1

▲

この部 は3つ の 課 な い し,室 か ら構 成 され て お り,.第1の コンピュータ ・サ

ー ビス ・センターは,実 際 に コン ピュー タ をオ ペ レー トして い ると ころで あ る。

第2は シス テ ム 開発 標 準課 と も呼 ばれ る事務 部 で,標 準 マ ニ ュアル や シス テ

ムズ ・プ ログラム を作 った り,訓 練 を行 っ て い る。 マ ニ ュアル には,2種 類 あ

って,何 を しな け れ ば な らな いの か,ど うい う手 段 が あ るか に わ た って い て,

ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ ア,ス タ ッ フの リ ソ ーセ ズや シ ス テ ム,プ ロ グラ

ム,オ ペ レー シ ョンの標 準 な ど を含 ん で い る。(末 尾 の資 料5お よび6参 照)

コンピュータ ・サ ー ビス ・センター には,キ ー パ ンチ ャ ー,オ ペ レー ター,庶

務 係 や 機 械 設 備 を維 持 管 理 す る もの を含 めて21太 い る。 シ ステ ム開 発 標 準 課

には,シ ステ ム ・プ ログラマー4人 を含 ん で8太 い る。

この課 は オペ レーシ 冒ン ・システ ムに も,責 任 を持 って お り,こ れ か ら もっ

と も成 長 す る と こ ろで あ る。 もう一 つ の コ ン ピ ュー タ適 用課 は,シ ステム ・ア

ナ リス ト,プ ロ グ ラマ ー な ど技 術 的 な人 間35名 をか か え,目 下 訓練 を受 け て

い る者 と合 わせ る と,42名 にな る。
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な お,キ ーパ ンチ ャ ーは わず か4人 で あ り,殆 ん どの 入 出 力 は,タ ー ミナ

ル に よって い る。

現在65台 が館 内に設 置 され て い るが,こ の6月 には,100台 に増 設 され る

予 定 で あ る。

この こ とは,と り扱 うデ ー ター をそれ ぞれ の 部 門 が責 任 を持 つ こ と を意 味

し,情 報 シス テ ム部 で は,デ ー タ ーの編 集 を行 うだけ とい う体制 にな ってい

る。 将 来各 部 門 で プ ロ グ ラ ムが 作 成 され る こと をの ぞ ん で い るが,現 在 は,

そ こ まで至 って い な い。 プ ロ グ ラ ム につ い て は,殆 ん ど情報 シ ス テ ム部 が責

任 を持 って い る。 しか し,MARCシ ス テム(英 語 で書 かれ た モ ノ グラム の

カタ ロ グ を磁 気 テー プ にのせ て毎 週配 付 して い る)に み られ る よ うに この 部

門 で 作成 したが,実 動 を始 めた 時 に うつ した例 が示 す通 り,整 理 局 では,ぼ

う大 な 事 業が 多 く,特 殊 な の で,そ こで マ ニ ュ アル に従 って や って い る。 つ

ま り或 る程 度 の 分散 シス テ ム を とっ て い る。

プ ロ グ ラム言 語 と して は,COBOL,PL/1,ア セ ン ブ ラ ーの3つ が 使 わ

れて い る。COBOLは,標 準 言 語 と してす ぐれ て お り,給 与 計 算 な ど会計 業

務 に広 く利 用 さ れて い る。PL/1は,COBOLで 能率 が 落 ちる時,文 書 の プ

ロセ シ ン グな ど に,又 アセ ン ブ ラーは,前 の2つ で 効 率 が 悪 い場 合 に ,最 後

の 手 段 と して使 われ る。 オペ レー シ 。ン ・システムの ほか に,オ ン ラ イ ン用 の

ソ フ トウェア ・パ ッケージ として,イ ン プ ッ トの た めのATS,ア ウ トプ ッ ト

の た め のCICSが あ る。 オ ン ラ イ ン をバ ッチ処 理 よ り重 点 的 に と りあげた

の は,議 会で法 案 に つ いて 何 か知 りた い 時 に,す ぐに ア クセ スで き る こ と と,

イ ンタ ー ラク テ ィ ブな理 由 に よ る。 た だ,オ ン ラ イ ンは,ピ ー ク時 の 需 要 に

応 ず る機 器 の容 量 が い るた め に比 較 的 高 くつ く。 又 デー ター,プ ロセ シ ング

で もっ と も金 が か か るの は,現 在,将 来 共 に人手 を要 す るで あ ろ う,デ ー タ

をイ ンプ ッ トす る場 面 で あ る。 日本 では 最 近,国 会の 議 事録 索 引 を作成 した

そ うで あ るが,こ こに あ る刊 行 物 は 議会 に 出 た法案 の概 略 を ま とめ た もので

あ り,必 要 に応 じ て デ ィスプレイに呼 びだ した り,ラ イ ンプ リン ターで打 ちだ

した りして い る。
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本 の 印 刷 な ら3週 間 遅 れ るが,プ リ ン トア ウ トな ら約1日,デ ィス プ レ イ

装 置 で は殆 ん ど即 時 に情 報 を検 索 利 用 で き る。

現 在 進行 中 の主 な プ ロ ジ ェ ク トは 約30あ って,MARC開 発 では33人 の技

術 者 を含 むω 名 が,従 事 して い る。 もっ と も代 表 的 な開発 シス テム は,議 会

問合 わせ シ ス テ ム と も呼 ぶべ き もの で,こ の レ コー ドには,法 案 の番 号 に

加 えて,提 案 者 の 名前,法 案 の 概 略,小 委 員 会 で の決 定,法 案 の現 在 の状 態

な どが,も られ て い る。 今 は 番 号,提 案 著 名,題 名 の3つ で 呼 び だせ,要 求

の70%に こた え られ るが,こ れ 以 外 の検 索 に応 じ る ために は,サ ブ ジ ェ ク ト

の管 理 が 必要 で あ る。

2.各 事 業 内容 の 詳 細 等

COMシ ス テ ムは現 在2つ あ る。1つ は,MARCの 内部 レ コー ドをデ ィ

ス プ レイ装 置 で 表 示 す る もの で,も う1つ は著 作権 局 で,著 作 権 の か か った

もの の 一 覧表 を出 す た めの もの で あ る。 わ れ わ れ は,COM自 体 を持 って い

ない の で,他 の政 府機 関 の もの を利 用 して い る。 この シ ス テム は6年 前 か ら

始 め られ,例 え ば,タ フ ト大 統 領 の 文書 を2580頁 に 集 めた もの か らひ とつ

ひ とつ をマ イ ク ロ フ ィル ムで 読 む こ とが で きる。 な お,館 内で意 見 が わ かれ

るか もしれ な いが,将 来 はCOMシ ス テム か らマ イ ク ロ フ ィ ッシ ュへ 発 展 す

る見 通 しで あ る。

CIPシ ス テ ムは,出 版 物 が 発 行 され る前 の ゲ ラ刷 りを カ タ ログ にい れ る

もの で,こ れ に よって,本 屋 に何 週 間,何 ヵ月 も並 べ る必 要 が な くな った。

CIPの 情 報 は,MARCの テー プに入 っ て お り,各 図書 館 では,こ れ に よ

って 本 の 注 文 な どが で き る。 こ の シス テ ム に協 力 す る出版 社 の 数 は年 々 ふ え

て お り,2年 前 発足 当 時 は少 な か っ たが,現 在 多 くの 出版 社 が,殆 ん ど参 加

して い る。

ISBNと 呼 ばれ る国 際 図 書 番号 制 度 は,注 文 その 他 い ろい ろな 面 で使 わ

れ て お り,遂 次刊 行 物 の番 号 づ け も始 りつ つ あ る。 これ はISSNと 略 称 さ

れ る もの で,標 準 化 委 員 会 で検 討 され て い る。 国際 的使 用 を高 め るた めに は,
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完 全 な 数 字 シス テ ム に よる方 が よ い と強 調 し てい るが,一 部 には文 字 に よ る

表 示方 式 に よ るべ きだ とい う他 の 意 見 もあ る。 し か しそれ で は,英 語 な どの

刊 行 物 に限 られ るこ と とな ろ う。

訓 練 につ い て は,ま ず われ わ れ の 必要 に応 じ た ものが あ り,例 えば 新 し く

COBOLな ど を使 い 始 める時 とか,デ バ ッグ用 とか,OSき りか え な どの場

合 に実 施 して い る その 他 この リス トに示 した78の コー スの 中 か ら,適 宜 選 ら

ん で こ こ2,3年 は,ひ と月 に1回 の 割 合 で行 って い る。

現在,別 館 の南側 に 情報 倉庫 設 計 を も り込 ん だ 第2号 別 館 が1975年 を目

途 に建 設 中 で あ る。1980年 頃 にな れ ば,ネ ッ トワー クが 必要 にな っ て くる。

それは吉ない己 の桁で安・嫡 システムが形成できるか らである・

MARCの オ ンラ イ ン シス テ ムは ま だ実現 して い ない 。現 在 は誰 で も磁気

テ ー プ に よ って使 え る仕 組 み にな って い る。 今 のMARCの デ ー タ ー ベ ー ス

はわ ず か に約30万 件 の レ コー ドを収 めて い るにす ぎな い が,だ ん だ ん増 加 の

傾 向 に あ る。 な お オ クラ ホマ,オ ハ イオ,ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド地方 で は,図

書 館 の ネ ッ トワー ク が あ り,ま た メ リー ラ ン ド,カ リフ ォル ニ アで も同 じ よ

うな試 みが 始 ま った。 これ は 能率 向 上 の あ らわ れ で あ り,い うまで もな くそ

の 頂点 に議 会 図書 館 が あ る。

3.将 来 構 想 そ の ほか

デー ター ベ ー スの 費用 は,今 後 直 線 的 に増 加 し,オ ン ライ ンの収 容 に要 す

る経 費 は横 ば いな い しわ ず か に上 昇 す るで あ ろ う。

けれ ど もデ ー ター コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの コ ス トは 下 が る見 通 しで あ り,従

っ て図2.7-2に 示 す とお り2つ の ラ イ ンが 交 錯 す る時 期 以 後 になれ ば,オ

ンライ ンが 実 用 的 に普 及 す るで あ ろ う。

書誌 的 な情 報 は,議 会 図書 館 か らお りて くる が,蔵 書 の情 報 は 地域 セ ン タ

ー ま で しかあ が って こな い。 第2別 館 が し ゅん 工 して,わ れ われ の 情 報 シ ス

テ ムが完 成 す れ ば,館 外 の 人 々 も接 近 利 用 で き る よ うに な るが,ネ ッ トワ ー

ク シス テムが確 立 され るか ど うか は,国 と して の施 策 の優先 度,つ ま り選 択
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図2.7-2オ ンラインシステムの費用

に か か ってい る。 い ず れ に して もオ ン ライ ンの構 想 は連 邦 政 府 の 関 与 な しに

は実 現 しな い 。

地 図な ど,グ ラフ ィ ッ クな情 報 につい て は研 究 を行 い,マ イ クロ フ ォー ム

で や らなけ れ ば な らな い との結 論 を得 たが,い まだ 充分開 発 され る に至 って

い ない 。

図 書 資 料 を中 心 に す る 図書 館 と レポ ー トな ど の ドキ ュメ ン トを主 軸 とす る

情 報 セ ンタ ーと の 関係 に つ い てそ の発 展方 向 と 役 割分 担 は お よそ次 の よ うに

な ろ う との 示 さを得 た。

ERICは,い くつ か あ る専 門 の情 報 セ ン ター の ひ とつ で あ って,そ の ほ

か,化 学,物 理,歴 史 な どの分 野 も考 え られ る。 これ らの セ ンター か ら,本

館 まで 問 い あわせ られ た もの の う ち,あ る部 分 は解 答 され よ うが,答 え られ

な い もの につ い て は,さ らに他 の 図書 館 へ 問 い合 せ られ る こ ととな ろ う。

将 来 の 図書 館 の役 割 りは,従 って一 段 上 の参 考 機 関 とな る か,或 は交 換台

の よ うな 働 き を しめす か で あ ろ う。 さ ま ざ まな ター ミナル か らの 問 い 合せ ば,

一 種 の コ ン ピ ュー タ的機 能 を もつ フ ロ ン ト ・エ ン ドまで しか とどか な い。 そ

こか らATSな ど に よ って 中央 処 理 装 置 に送 りこ まれ るが,場 合 に よ っては

連 邦 宇 宙 航 空 局,原 子 力 委員 会,国 立 医 学 図書 館等 に も,問 い 合せ られ る。

これ らの3つ の機 関 は,そ れ ぞれ ター ミナル が 違 うので,交 換 台 と して つ な

ぐだけ で な く,フ ロ ン トエ ン ドは変 換作 業 を行 う必 要 が あ る。

この よ うな壮 大 な 調査.研 究 は,し ば しば専 門分 野 をこえ て行 わ れ る。 な

お こ うい っ た全体 の計 画 は,目 下 保 健 教 育厚 生 省 に属 す る図 書お よび 情報 シ

ス テ ム に 関す る全 国 委 員 会 に諮 問 され て い る
。
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本 館 の情 報 シ ス テ ム部 には 全 国 的 な シ ス テ ム を設 計 す る権 限 が な く第一 に

この よ うなシ ス テ ムが 可 能 だ とい う証明 で き る よ うな設計 と,第 二 にで きた

時 にす ぐそ の シス テ ム にのれ る よ うな 設 計 を構 想 で きる だけ で あ る。

最 近,情 報 が 国 に とって 重 要 な 資 源 に な るだ ろ う との 認 識 が 高 ま りつ つ あ

る。 アメ リカの将 来 を きめ るの は 人 で もな く天 然資 源,エ ネル ギ ーで もな く,

ま さに情 報 こそ が そ の か ぎ を に ぎ って い る。

資 料一 覧

入 手 した 資 料 の うち,古 い もの,個 人 的 な 色彩 の濃 い もの,あ ま り参 考 とな

らな い と思 われ る もの4点 は 省略 し た。

A.議 会 図書 館全 般 の 理 解 を深 め る もの

1.ATOUROFTHELIBRARYOFCONGRESS

2.INFORMATIONFORREADERS-LIBRARYOF

CONGRESS-

3.LIBRARYOFCONGRESSPUBLICATIONSINPRINT

(MARCH,1972)

B.こ の訪 問記 に直接 関 係 が あ る と思 われ る もの

4.ORGANIZATIONCHART(ASOFSEPTEMBER30,1971)

5.SUBJECT:INTERNALORGANIZATIONAPPROVEDBY

COORDINATOROFINFORMATIONSYSTEMSPAULR・

REIMERS

6.AUTOMATIONRESOURCESMANUALPREPAREDBY

INFORMATIONSYSTEMSOFFICE

7.AUTOMATIONSTANDARDSMANUALPREPAREDBY

INFORMATIONSYSTEMSOFFICE

&LIBRARYOFCONGRESSAUTOMATIONSEMINARS

(本 文中 に掲 載 した。)
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C.も っ と 詳 し い 情 報 を 得 た い 方 の た め に

9.SEMIANNUALREPORTONDEVELOPMENTSATTHE

LIBRARYOFCONGRESS(JANUARY1973)

10.AUTOMATIONANDTHELIBRARYOFCONGRESS:

1970BYPAULR.REIMERSANDHENRIETTED.

AVRAM(DATAMATION.JUNE1970)

11.SYSTEMSANALYSISANDTHELAWBYPAULR.

REIMERSAND .L.CLARKHAMILTON(LAWLIBRARY

JOURNALVOL.64)

■
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表2.7-1議 会 図 書 館 に お け る 自動 化 の た め の セ ミナ ー
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2.8医 学情報検索 システム

国 立 医 学 図 書 館

調 査 先;NationalLibraryofMedicine

8600Rockvillepike,Bethesda,Maryland

調 査 期 日;1973年3月2日

面 接 者;MissMaryE.Corning(AssistantDirector

IIlternationalDirctor)

Mr.JohnCox(Chief,ApplicationsSystems

Branch,OfficeofComputerandCommun-

icationsSystem)

Mr.HectorL.Maynez

(Chief,NetworkPlansandManagement

Braneh,ListerHillNationalCenter

forBiomediealCommunications)

調 査 員;岡 本,宮 内,市 川,難 波

1.概 況

国立 医 学 図書 館 は1836年 に創 設 され た 図書 館 で,生 医学 関係tlO分 野 にわ

た って 約150万 部 の 図 書,雑 誌,技 術 論 文 な ど を所 蔵 して お り,単 一 の 科学

分 野 に おけ る図書 館 と して は世界 最 大 の 規模 を 誇 って い る。

しか しなが ら現 在 の 活 動 は,所 謂 図書 館 と して の機 能 よ り もリス ター ・ヒ

ル ・セ ン ター(正 式名 称 はListerHillNationalCenterForBio-

medicalCommunications)の 活 動 に代表 され る よ うな 医療,医 学 教 育

な どに 関す る調査 研 究活 動 に 重点 が 置 か れ て い る。

最 近 の活 動状 況 にっ い て,MEDLARS,MEDLINE,CAIに つ
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●

い て紹 介が あ っ た。

2.MEDLARS

(1)概 要

MEDLARSと はMedicalLiteratureAnalysisandRetrieval

Systemの 略 で 医学 全 分野 に関 す る文献 検索 シ ス テ ムで あ る。

この シス テ ムが扱 う範囲 は基 礎 医学,臨 床 医学 は勿 論,歯 科 学,看 護 学,

生 化 学,薬 学 な どま で含 ん で い る。

現 在 サ ー ビス して い るMEDLARSシ ス テム はHoneywe1180》/200コ

ンピュータ ・シ ス テ ム を使 用 して お り,MEDLARS-1と 呼 ば れ てい るが,

MEDLARS-llと 呼 ば れ るシ ス テ ムがIBM37()/155で 開発 され て お り,

近 年 中 にMEDLARS-1に と って替 る筈で あ る。MEDLARS-llの 詳

細 は未 だ公 表 され て お らず不 明 で あるが,基 本 的 にはMEDLARS-1と

大 きな 差 は な い もの と思 わ れ る。

② 索 引 サ ブ シ ス テムお よび デ ー タ ・ベ ー ス

MEDLARSデ ータ ・ベー ス に入 力 され るデ ー タは,全 世 界 の学 術 雑 誌 約

2300種 に掲載 され る論 文が 対 象 と されて お り,全 アメ リカ11ヵ 所 に 設 け

られ てい るMEDLARSセ ン ター(RegionalMedicalLibrary),

日本 な ど世 界7ケ 国 お よびWHOのMEDLARSセ ンターで 索 引作 業が 行 な

われ,入 力デー タ ・シー トが作 られ る。入力データ ・シー トには ここ国立医学図

書 館 に送 られ データ・ベースに入 力 され る。

その 論 文数 は 年 間約20万 件 に及 び現 在MEDLARSデ ータ ・ベースに ファ

イ ル され て い る論 文 数 は 約180万 件 に達 して い る。

(3)検 索 サ ブ シス テ ム

MEDLARSデ ータ ・ベース か らの 検索 サ ー ビスは前 述 のMEDLARSセ

ン タモ で行 な われ て お り,利 用 者 が あ る特 定 主題 につ い て手 紙,電 話 な ど

に よ ってMEDLARSセ ン タ ーあ るい は 自分 の属 す る機 関の 医 学 図 書 館 に

検索 を要求 す る と,MEDLARSセ ン ターの コ ン ヒ。ユー タに よ りバ ッチ 処
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理 に よる検索 サ ー ビスが行 な われ る。

検 索 の 対象 となるのは データ ・ベー スに入力 されてい るデ ータ ・エ レメン ト

の う ち,雑 誌 名,著 者 名,言 語,論 文 タイ プ,照 合 事 項,索 引 語 で あ る。

(4)出 版 サ ブシス テ ム

MEDLARSシ ス テ ムで は索 引 作業,検 索 サ ー ビスの ほか,有 名 な索 引

誌IndexMedicusを 毎 月 作成 した り,22種 類 の特 定 の主 題 に関 す る索 引

誌MedicineRecurringBibliographiesを 定 期 的 に編 集 して い る。

3.MEDLINE

(1)概 要

MEDLINEと はMEDLARSOn-1ineの 略 で あ って,医 学 文献 の情

報 検 索 を遠 隔 地 の タ ー ミナ ルか らコ ン ピ ュー タ と対 話 しな が ら行 な う もの

で あ る。

MEDLINEサ ー ビス は1971年10月 か ら開 始 され,現 在約120の 端末

が この シ ス テ ム に接 続 されて い る。

利 用 者 は これ らの端 末 か ら国立 医学 図書 館 に設 置 されて い る コ ン ヒ。ユー

タ を呼 び 出 して,質 問 を タイ プ ライ タ ーで た たい て キ ー ・イ ンす る と数 秒

で 答 が 返 って くる。 以 降 同一 手 順 で 文 献検 索 を進 めて 行 く こ とにな る。

(2)デ ー タ ・ベー ス

MEDLINEの データ ・ベ ースには約1200種 の 学 術 雑誌 か ら索 引 され た

42万 件 以 上 の論 文 が納 め られ て お り,毎 月12000件 の割 合 で増 加 してい

る。

このデ ータ ・ベースは1969年1月1日 以 降 に 出版 されlndexMedicus

に収 録 され て い る ものの 約60%が 含 まれ て い る。

このデ ータ ・エ レメントはMEDLARSデ ータ ・ベース本体 と同 じで あ る。

(3)MEDLINEネ ッ トワー クo

全 米 に ま たが る大 規 模 な ネ ッ トワー クで あ り,現 在 は パ リまで 延 長 され

て い る。
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セ ンター は,国 立 医 学 図書 館 に おか れ,IBM37Q/t55が 使 用 され てい

る。

さ らに 同様 なセ ンタ ーが ニ ュー ヨー ク州 立 大 学 医学 図書 館 に今 年 中 に設

置 され る予 定 で あ る。

通 信 回線 はTymshare社 の もの が使 わ れて お り,こ の回 線 使 用 料 は国立

医 学 図書 館 が 一 切 負担 して お り,ユ ー ザ は この 間 の料 金 は負 担 す る必 要 は

ない・ 図2.8-1に 示 され る全米 の45都 市 に集 信 セ ンタ ーが 設 け られ,

各 端末 は電 話 回 線で この セ ンタ ー と接 続 され てい る。 この 集 信 セ ンタ ー

で の 電話 回 線使 用 料 と端 末 料 金 が利 用者 の負 担 とな る。

端末 は11個 所 のRegionalMedicalLibrary,米 国 内 で の地 域 活動 を

して い るResourceLibraryお よび 政府 関係 機 関 に限 られ て お り,.そ の

数 は現 在 約120で あ る。

この よ うに端 末 が 特 定 の 機 関 に限定 して設 置 され てい る理 由は,現 在 使

用 して い る コ ン ピュー タ の能 力 に よ る もの で,将 来 は コ ン ピ ュー タの能 力

増 大 に と もな って 大 きな 病 院,研 究 所 へ もネ ッ トワー ク を拡 大 してい くよ

うで あ る。

この シス テ ムで 使用 で き る端末 は テ レタイ プ(TWX),IBM2741な

どで,伝 送速 度は10,15,30字/秒 で あ る。

NM
IBM370/155

メ ッセ ー ジ ・ス イ ッ チ
ン グ ・コ ン ピ ュ 一 夕

チツ
タ

イ

ー

ス

ユ

.
ピ

ジ

ン

ー

コ

セ

.

ツ
グ

メ

ン

ComputerCenter

Co㎜unication

Network

Tymshare社1ζ よ り

運 用 され て い る

MajorPopulation

Center

全 国45都 市 に 設 け られ

て い る

Termina1

図2.8-1

-199一



(4)MEDLINE検 索 の 実 際

利 用 者 と コ ン ヒ。ユ 一 夕は端 末 タイ プ ライ タ に よ り会話 形 式 で探 索 を行 な

う。

ター ミナル の 利 用 者はUSERlと い うサ イ ンが 出 た 時 にプ ロ グ ラ ムと

会 話 で きる。 それ に対 して プ ロ グラ ムはPROG:と サ イ ン を出 した後 で,

回 答や 質 問,コ メ ン トを端 末 タ イプ ライ タに ア ウ トプ ッ トす る。

MEDLINE使 用 例 を付録1に 示 す。

端 末 の利 用 者は 次 の3つ の 型 式 の メ ッセ ー ジだ け をタイ プイ ンす る こ と

が で き る。

a.検 索命 令

検 索 エ レメ ン トはMeSH語,照 合事 項,MeSH候 補 語,MeSH

か ら削除 され た語,論 文 タ イ プ,地 理 区分,著 者 名,詩 名 コー ド,言 語,

出版 年,入 力 年 月 日 で あ る。 検 索 要求 は これ らの エ レ メ ン トをそ の まS

検 索語 として用 い られ る他,AND,OR,NOTの 論 理 演 算 子 で結 い

で 行 な う こ とがで きる。

b.コ マ ン ド

検 索命 令 以外 の こ とで,操 作 命 令 で あ る。 コマ ン ドは 常 に"(co㎜and)"

の 形 で タ イ プ ・イ ンす る。.

代 表 的 な もの を以 下 に示 す。

"PRINTFULLn"

直 前 に 入力 した検 索 式 で検 索 され た文 献 を出 力 させ る。

著 者 名,タ イ トル,雑 誌 名,巻 号,頁,発 行 年,言 語,入 力時期,

索 引語,雑 誌 コー ド,論 文 番 号 を出力 す る。nは 出力 させ る 文献 数

で任 意 の 数 を指 定 で き る。nが な けれ ば 自動 的 に5文 献 まで 出力 する。

'PRINTn"

著 者 名,タ イ トル,雑 誌 名,巻 号,頁,発 行年 月 の み を出 力 させ る。

"PRINTTRIALn"

タ イ トル そ の 文 献 に付 され た索 引 語 を出 力 させ る。
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■

'NEIGHBORα(β)"

α とい う検 索 語 の アル フ ァベ ッ ト順 の 近 くの語 が 使 用 回数 と共 に

示 され る。 βは(AU),(MH)な ど検 索 エ レ メ ン トの 種 類 を示

す。

"TREEα"

αとい う語 をMeSHの ツ リー構造 で 探 し,そ の 上 位,下 位 のM

eSH語 を ツ リー番 号 と共 に出 力 す る。

EXPLODEn

nに はMeSHツ リー番 号 をキ ー ・イ ンす る。

この コ マ ン ドに よ りnで 示 さ れ るMeSH語 お よび その 下 位 の 語

で索 引 され た文 献 数 が示 され る。

"MESHNOα"

α とい うMeSH語 の ツ リー番 号 が 示 され る。

c.コ ン ピュ ー タか らの 質問 へ の 回 答

回 答 の仕 方 が コ ン ピュー タか ら示 され るの で,そ れ に従 ってYES/

NOな どで 回答 す る。

(5)MEDLINEサ ー ビス の現 状 と将 来

MEDLINEサ ー ビス は,対 話 形 式 で 文献 検索 がで きる た め非 常 な 期待

を もっ て迎 え られ,今 や バ ッチ処 理 のMEDLAR.Sサ ー ビス を しのい で 利

用1され て い る。

現 在,こ のMEDLINEサ ー ビス に使 用 され て い る検索 プ ログ ラムは,

シス テム デ ベ ロ ップ社 が 開発 した情 報 検 索 プ ロ グラムORBIT-ffを 改 良

した もの でELHILL-1と 呼 ばれ て い るが,国 立 医学 図書 館 で はELHI

LL－ 皿 の 開 発 を進 め て い る。

さ らにMEDLINEサ ー ビス か ら派 生 した シス テ ム と して 現 在 稼 動 して

い る もの には,TOXICON(ToxicologyInformationConversa-

tiona10n-1ineNetwork)と 呼 ば れ る毒 物 学 の オ ン ライ ン文 献 検 索

シス テ ムがMEDLINEネ ッ トワー クを利 用 して廿 一 ビス され て い る。
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この 他AVLINE(Audio`一 －Vi-SualOn-Line)と 呼 ばれ る医療 従 事

者 の た めの視 聴 覚 教 育 シ ス テ ム,CATLINE(CatalogOn-Lime)と

呼 ば れ る国立 医 学 図書 館 の カ レ ン トカ タロ グの デー タ をオ ン ラ イ ンで アク

セ スで き るシ ス テ ム,連 続 出版 され る約5000件 の生 物 医学 詩 名 をその 所 .

蔵 図書 館 名 と共 に リス トす るSERLINE(SerialsOn-Line)な どが

MEDLINEネ ッ トワー クに組 み込 まれ よ う と して い る。

この よ うにMEDLINEはMEDLARSの デー タ ばか りで な く,広 く学

際 的 に広 が って 各種 の データ ・ベース に アクセ ス で き る よ うにな って来 て い

る。

4.CAl(ComputerAssistedlnstruction)

オハ イオ州 立 大学,イ リ ノイ大学,マ サ チ ュー セ ッツ総 合病 院 の 各 医学 セ

ン タ ーの コ ン ピュー タが,MEDLINEサ ー ビス に使 用 され て い るの と同 じ

ネ ッ トワー クに接 続 され,こ れ らの医 学 セ ンター で 従 来 か ら行 な わ れ てい た

CAIサ ー ビス を全 米 で 受 ける こ とが 可 能 にな っ た。

これ らのCAIサ ー ビスはMEDLINEで 使 用 され てい る もの と同 様 の タ

ーミナルを使 って 受 け る こと が で き る
。

(1)オ ハ イオ 州立 大 学 医学 部 シ ス テム

このCAIシ ス テム は医科 大 学 前期 の学生 を対 象 と し た もの で,主 と し

て 端末 タイ プ ライ タを使 用 して行 な わ れ,補 助 的 に視 聴 覚 教 材 を使 用 して

い、る。

② イ リ ノイ大 学 医 学 部 シス テム

CASEと 呼 ば れ て い る臨床 医 学 の シ ミュ レ ー シ ョ ン型CAIとCRI

Bと 呼 ば れ るチ ュ ー トリ アル 型CAIの2つ の シス テ ムが あ る。

a.CASEに つ い て

コ ン ビ。ユー タが患 者 にな り,端 末 の利 用 者 が 医 師 にな って ,実 際 の診

療 の 場 合 と同 様 に 医師 が患 者 の症 状 を聞 き なが ら診 断 す る トレー ニ ング

を行 な う もの で あ る。 医師 の質 問が 不 適 切 な 場 合 や不 十 分 な場 合 に は コ
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ン ピュ一 夕か ら適 宜助 言 が 与 られ,ど ん な こ とを患 者 に質 問 すべ き・かが

/Fさ れ る。

CASE使 用 例 を付 録2に 示 す。

b.CRIBに つ い て

CRIBは 所 謂 チ ュー トリ アル形 のCAIで あ り,医 学 生 の 知識 整 理

の ため に使 用 され る。

解 剖 学,皮 膚 病学,微 生 物学,病 理 学,生 物 組 織 学,医 学,薬 学 な ど

生 医 学 に 関 す る9部 門 の それ ぞれ につ いて 復 習 で き る よ う にな って い る。

最 後 に正 解 と得 点 が 示 され る。

CRIB使 用 例 を付 録3に 示 す。

(3)マ サ チ ュー セ ッツ総 合 病 院 シス テ ム

オ ハ イオ 州 立 大学 と・同 様 シ ミュ レー シ ョン形 のCAIで あ り,生 化学 関

係 の シ ミュレ ー シ ョ ン をす る こ とが で き る。

3つ の シス テ ムの 中 で は最 もレベル が 高 く医 学 生 か ら開 業 医 まで この シ

ス テ ム を使 って 学 習 す る こ とが で きる よ うに プ ロ グ ラ ム され て い る。

資料 一覧

1.TheNationalLibraryofMedicine

2.Th・N・ti・na1Libra・y。fM。di,i。 。P・ 。9,am、andService、,

FiscalYear1972

3.TheListerHillNationalCenterforBiomedical

Communications(ReporttotheCongress)

4.TheNationalMedicalAudiovisualCenter

5.MEDLINE

6.NationalLibraryofMedicineLiteratureSearchs

7.NationalLibraryofMedicineRecurringBibliographies

&FactSheet

DataCommunicationService-一 ℃omputer,AssistedInstruction
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付 録1. MEDL 1 NEの 使 用 例

USER:

/LθGINMEDTSTO2

THISTERMINALISCθNNECTEDT6 .THEMECLINERETRIEVALFILESET
HEじLedFRθMMEDLINE.THEMEDLINEANCSClLINEDATAeASESNeWC6NTAIN

ト1AR.1973DATA.DeYθUb!ISHTHENEW-USEROREXPERIENCED-USER

FθRMAT?TYPENeREANCSTRlKE〕 「HECARRIAGERETURNKEY.

MEDTSTO2は タ ー ミナ ル

の ユ ー ザ ・コ ー ド

、

USER:

N

PRθG:

TYPEθNLYAFTERTHECUE.USER:,,VIAITAFTERTHECUE.PROG:.,

ENTERSEARCHSTATEト4ENTSUNPUNCTUATED,ENCLesECeト 〆卜t,ANじSINQUeＴE

MARKS,TYPEANSWERSUNPUNCTUATEC.1NSERTALLTHREEMESSAGESEY

STRlKINGCARRIAGERETURNKEY(CR).IFINTRθUELEATANYTIME

TYPE"HELP".DθYθUWISHAFURTHERSUMMAPY(ラFθPERATING

FEATURES?TYPEYESθRNθANDCARRIAGERETURN.

端 末 ユー ザ に対 し てオペ レー シ ョン
の 仕方 を指 示 す る。

USER:

Nθ

PRθG:

SS 1/C?一 一－SEARCHSTATEMENT 1θRce.トCト4ANじ?

o

USER:

HUMAN6RNe・T

PPθG:

HUMAN

PSTG-一 －NUト4BERPθSTINGS(425467)

SS2/C?一 一－SEARCHSTATEMENT2eR

USER:

AUTθMθBILE

PRθG:

ceY,図AND?

EXHAUSTANDAIRPCILLUTIeN

PSTGは 直 前 の検索 命 令で 指示 され

た索 引語 を含 む文献 数 を()内 に

示 す 。

425467は デ ー タ ・ベ ース に入 っ

てい る全 文献 数で あ る。

PSTG-一 －NUMBERPeSTINGS(61)

SS3/C?一 一－SEAPCHSTATE卜4ENT30RC6M卜t,AND?

USER:
賃PRINTFULL2.

PRθG:

AU-

Ti-

Sθ 一－

LA-

ED-

MH-

MH-

MH-

MH-

MH-

MH-

MH-

MH-

MH-

MH-

JC-

CI－

LEEREJR

THESlZEθFSUSPENDEDPARTICULATEMA]「TERINAIR.

SCIENCE178567-7510NeV72

ENGLISH

730116

*AERθSθLS/ANALYSIS

*AIRPぐ ⑱LLUTI6N/ANALYSIS

AUTeYe・BILEEXHAUST/ANALYSIS

ENGLAND

ENVIRθNMENT

PARTICLESIZE

SEAseNS

TEMPERATURE

TURKEY

UNITEDSTATES

UJ7

0036-8075178:56772

U

1

0

A

D

A

T

S

L

E

H

C

I

M

J

C

MHで ※印 のあ る もの は,

語 の 下でIndexMedicus

文 献 が収 録 され て い るこ とを示 す 。

著 者 名

論 文 の タイ トル

雑 誌 名,巻 号,頁,発 行年月 日
昔 亘五口 口ロ

MEDLINEセ ンターで 索 引 さ

れ た年 月 日

主 件名(MainHeadings)

雑 誌 コー ド

論 文 番 号

この 索 引

中 に この

、

■
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一

一

一

一

一

一

ー

ー

一

一

ー

ー

ー

ー

一

中

ー

一

一

一

合

一

一

一

一

'

U

U

U

I

θ

A

D

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

C

C

I

S

A
A

A

T

S

L

E

M

図

M

M

M

M

図

M

M

M

M

M

M

M

M

M

J

J

C

S

JθNESRD

Cθ ト4ト41NSBT

CEPNIKAA

eLθ θDLEADANDCARBθXYHAEト1θGLeBINLEVELSINLθNCeNTAXICRIVERS.

LANCET2302-312AUG72

ENGLISH

720930

ADULT

AGEFACTθRS

AGED

AIRP6LLUT1θN

*AUTθMθBILEDRIVING

AUTθMeBILEEXHAUST

CARBθNDIθXIDE/BLθeD

CARBθN卜4eNθXIDE/BLe,e・D

*HEMθGLθBlN/ANALYSlS

HUMAN
*LEAD/eLθ θD

LθNDθN

MALE

MIDDLEAGE

θCCUPATIONALDISEASES、

SMθKING

LOS

AIM

OO23-75072:30372

3/C?一 一－SEARCHSTATEMENT3eRCe・MMAND?
◎

USER:
・TREE

PROG:

AIRPθLLUTIθN.

ノ

ENVIRθNMENTALHAZARDS(NθNMESH}63?24

AIRP6LLUTION63.24.6

AIRP6LLUTION,RADIθACTIVE63.24.6.1

AUTθMeBlLEEXHAUST63.24・6.1

DUST63・24.6.1

SMOG63.24.6.1

SMθKE63.24・6◆1

(NONMESH)はENVIRONMENTAL

HAZARDSと い う主 件 名 がMESH語 に

入 ってい ない こ とを示 す。

SS 3/C?一 ・一一・-SEARCHSTATEト4ENT3θRCθMYtAND?

USER:
・NEIGHBOR

PRθG:

POS INGS

1

4

3

6

2

TSUB51(AU)・

TSUB(AUTHθR}

TERM

TSUANGト4M

TSUANGMT
・TSUBAHARAH

TSUBAKlT

TSUBAKIMeTθK

ITSELFD6Es NθTEXISTINTHEINCEX.

著著 名でTSUBOI(坪 井)と い う語

の近 くの もの を検索 せ よ。

UPNθRDθWNN?一 －HOWMANYTERMSUPORDθWN?

USER:

・FIND

PROG:

TSUBAKIT・

6

PSTG-一 －NUMBERPθSTINGS〔6)

SS'4、/C?一 一・一・SEARCHSTATEMENT4θR ceIイト4ANC?

USER:
.PRT6T1・

PR6G:

"PRTnTI"は"PRINTtJコ マ

ン ドの 変形 で,論 文 タ イ トル だけ を

n個 出 力 させ る。 同 時 には 最大5個

まで で あ る。

TI-NEUR6LeGICALSYNDR6MEASS6CIATEじWITHCLICQUlNθL.

TI-THERYUKYUANMUSCULARATROPHY.ANOBSCUREHERITAELE

DISEASEFeUND1NTHEISLANCS6FSeUTHERNJAPAN.
NEUR〔 ハトtiUSCULAR

■

一206一



'TI -(ACCELERATIONeFCEREBReYASCULAP

6RGANICMERCURYP61SやNING)

PERMEABILITYINEXPERI卜4ENTAL

TI-FACIθ －SCAFULθ －HUMERALMUSCULAPDYSTRやPhYINA

PARETICLEGDUETePθLle,MYELIT!S・

PATIENTWITHeNE

TI-PREPARATIθNANDENZYトltlCHYDReLYSIS(「 ・F

CeNTINUEPRINTING?(YES/Ne)

PIEe・F.LAVINDlESTERS.

)

しISER:

YES

PR6G:

TI-(CASE6FPECURRENT卜4USCLECRAト ¶PS)

SS4/C?一 一－SEARCHSTATE卜nlEtSiT4eRCe、MMAND?

USER:

.NBRJAPANEESE(LA)"

NBRはNEIGHBORの 簡 略 形

PROG:

P6ST|NGSTER卜4

80HUNGAPIAN

61741TALIAN

1776JAPANESE

176MULTILINcUAL

563Ne・R-JEGIAN

JAPANEE(LANGUAGE)ITSELF DeES 卜」(1・TEXISTlNTHEIN[⊃E>〈.

UPNθRDOWNN?一 －He,WMANYTERMSUPOR[)elWN?

USER:

"FIND

PRθG:

JAPANESE"

PSTG-一 一－NUMBERPeSTINGS(1776)

SS5/C?一 ー－SEAPCHSTATEMENT5eR C6y・ 卜4ANC?

USER:
"PRTTIt「

PROG:

Tl-(elBLIe・GRAPHYaFLITERATUREeNPSYCHeLeGYPLiELISHECINJAPAN)

TI-(HABITUAT|ONθFSKINPe・TFNTIALREFLE×lNCHILC只ENレITH

RETARDATION巳FCEREBPALPALSYANCNξ 「PMALC◎NTRθLS)
MENTAL

TI-(ELECTRe阿YθCRAPHICALSTLICIESe・NALeCATIe・NelFelRIGlN(PACEMAKER)

ANDCHARACTERISTICSOFTHEACTIONP(「 ・TFNTIALeFCAN|NESTe卜!ACH}

TI-(THEト イevE卜IENTSAND訂NNEρ>ATIelN6FTHE

BJLLFROG(RANACATESBIANA))
LARGEINTESTINEe/FTHE

TI－

SS

(PHeTe,一 ●PTICALOBSERVAT16N(うN卜4frT|LITYeFRESICUハLSTeMACHAFTER
P口臼X1MALGASTRECTC.MY)

5/C?一 一－SEARCHSTATEYENT5e・RCe・ 卜4卜4AN〔?
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USER:

"USER

PROG:

CθDEsn

24USERSL6GGEDIN.

MEDYALOl

MEDOSUOI

MEDLeUOI

MEDCHCO3

MEDFLe・01

MEDCOROI

MEDJ卜UOl

MEDWRRCI

MEDNIHOI

MEDCINOl

MEDREFOl

MEDNMCOl

MEDREFO2

MEDAMAOl

MEDSEIJOl

MEDSOCOl

MEDKANOI

MEDPEMOI

MEDCRUOl

MEDCANO3

MEDTSTO2

MEDMARO3

MEDト4DBOI

MEDNJNOI

SS5/C?一 一－SEARCHSTATEMENT5θRCθMNANC?

"USERCODES"と い うコマ ン ド

で 現 時点でMEDLINEネ ッ トワー ク

を使 って い る端末 を知 る ことがで き

る。

.

く

USER:

EXPLθDE

PROG:

D2.10.8

PSTG-←-NUMBERPeSTINGS(2696)

SS6/C?``-NU卜4BERSTATEMENT6(]R ceM卜t,AND?

"MESHNO

PROG:

BENZθATEs"

D2.10.8

NP-一 －NOPθSTINGS(::)

SS6/C?SEARCHSTATEMENT6eRCeMMANC?

USER:

nSTep"

PRθG:

BEFθRESTθPPING,HAVEYθUENTERECANATSICN(@)Fe;REACH

SEARCH?(YES/Nθ).PLEASEDeSelBEF(うREANSV「ERINGYES .

INTELLECTUAL

USER:

@

USER:

YES

PROG:

GθeD-BYE:

USER:
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CθNTINUED,PLEASEPRESSTHERETURNKEY...

AUTH6R,SCRITICALCeNCEpTs--PHYSICALEXA卜nlNATIeN

ABD6MEN-INSPECTI6N--NeTaBTAlNED

ABDe,卜4EN-PALPATIθN--NeT()BTAINFC

ABDeMEN-PERCUSSIθN--NelTOBTA[NEC

ABDθMEN-AUSCULTAT1〔 うN--Ne,TeETAINEじ

RECTALEXAM--N6丁(xBTAINED

GENITALIA--NOTBeETAINED

PELVICEXAM--NeTe・BTAINED

CLjLDOSCePY--NeT6BTAINED

CULDθCENTES【S--N(うTeBTAINEE

CeNTINUED,PLEASEPRESSTHERETURNKEY...

AUTHffR,SCRITICALCONCEPTS--LAee・RAT8RY

PBC--NOT白BTAINED

HGB--NeTθBTAINED

HCT--N↓ 『T¶ 巳TAINED

PPEGNANCYTFST--Ne,T 6BTAINEじ

Ce,NTINUED,PLEASEPPFSSTHERETUFNKEY...

THISCeNCLUDFSTHEPRESFNTCASF.

PLEASEPRESSTHERETURNKEY.

'

亀

φ
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付 録2. CAS Eの 使 用 例

Z!P!!!!!P

PLEASELOGIN: Un4C;・;(((((((((((((((

03/C2/7315:23

TYPEC6MM∧ND

SNL図01

LINE 17

LINEIS

SNLMθ1

SIGNEDCFF

03/02/7315:24

TYPEceURSENAト4E

CASE

L|NE 17

'

Y6URNAMEISNU,

PLFASETYPεTHENUMBERe・FTHFEDUCAT【eNALTECHNIQUEYe・LiWe.uL[LIKETe,USE●

1-CRIB,THECfiYPR_iTEPIZEDPANDe,y・ITE卜4BANK

2-CASE,THEC巴yPtlTER-∧|DF〔 》SIMULATIftN'eFTHE CLINICALENCe,UNTER

TeSIGNθFFTHECff,tlnPUTER,TYPE,SIGN℃FF,.

C∧SE

PしEASECHeeSE1やR2.2'

PLEASETYPETHENUMBER臼FTHE

へ
PATIENTYe・L.1しteUL「LIKE TeSEE.

一

一

甲

一

ー

ー

一

一

ー

一

一

ー

一

一

ー

ー

ー

一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

乙
,
5

6

7

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

JAMESBeND
N|C(「LELAUREl:S

He)RSTSCHLILTZ

PEARLYト4AEPERK!NS

T(『NYMARL.6・ い

MARKDANCKEPS

SAMUEL,SBADY

ALASCAIPMCD6NAL[)

GEPTPUCEKLElN

GEeRGECA.PTV.,PIGHT

FRANCES(IPEFN

GEePGETHξ 「卜∠pseN

ESTHERMCGPれRY

YVEＴTE&.|SH

LeRRAINEMATTHE、.'.;S

KATト{ERIt・`EKITZB.LFHL

JβESIL>EREEP(ミ

B¶NNIECL.YDE

、

①2
-AいHITHFGIRLAeeU「 「Tt・.,FliTYYEAPSeL「 〕,ハCeLLE(:ESTUじENT,ENTERSTHE

EMERGENCYPe,e卜 ・:AT5:3CINTHEAFTEP卜Jぐ.eN.SHEISATTRACTIVE

BI.}TN(ITSEDUCTI∨E.SHESEE卜/STOeFCAL卜 〆 ハN[⊃NeTINACUTE[lSTPESS.

HE.PADMITTIrミCCe/yPL.ρ 王NTlSLeUERAe,De.v:,|↑ 」ノ・LCRAIPINC書SHE

ANSWERSYでUR∩U三ST!CINSDlRECTLYハN[⊃11卜JHESITANTLY.
o

L)

▲
.

・

②
じIHAT【SWR日N(:.WITHYeu,Nlce・LF?

③ 一一1,MSeRRYBUTICANT,T,ANES・'F;RTHハT OUESTICI.

① コン ピュー タか ら思 者 に関 す る情

報 が学習 者 に 与 え られ て い る。

② レ∫HATISYeURCHIEFceド.PLAINT?

③ 一－flNCEYESTERDAYIドAVEHADCRAMPSMUCF
y,e,RESEVEPETHAト …IHAVEFVEPHハDBEFe・Pi:.

!AY・ ハF…〔「UTFIVED♪YS.LATFF「 「F～MYPEPIe,〔 〕

BUT|OIESTARTTGBLFEじTFISMe,PIJII'・C;・

|JUSTA卜4SC・lt卜 ℃θトt,FetRTAELEハN「 ハLITTLE

ce.NCFPNECA已e(1TTHECFAI.;PSLρ ㌧・・|卜lM.Y

STedi.ACHA卜]f)INTHESMAL.LやFMYBACK.

②学習者が患者へ した質問

③質問 に対す る患者の答 えがコンピ
ュータか ら出力 される。
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③ 一－AREYθUSTILLTALKINGABeUTMY

④N
-P

C6MPLAINTS?

④ 思 者 が プー と不 満 を も らす。

⑤THENIDIDN,TUNDERSTANDいHATYeUSAID.

⑥ヒEl
CAN.TANSWERTHATBECAUS .E・IDfrN,TKNeレ:.μHAT YeUMEAN,DeCT〔 「R.

⑤患者が返事をしないので医師(学 一
習 者)が 困 ま'〔 て,恵 者 に苦 情 を

言 う。

⑥,⑦ コン ピ ュー タか らの 助 言

⑦ 一－PLEASEPRESSTHERETURNKEY--AFTER--YeUHAVETYPED
YθURQUESTIθN,(IRTHESECTIeNKEY{トaPL,e・RT]Y6UWANＴ

PE⑧

一...1 JLISTDθN,TKNeレ ∫WHATYeUMEANBYTHAT.
⑧患者の返事

T

⑨ 一ー－PLEASE TYPEYeURD【AGNOSISATTHISTIME.

⑨,⑪ 教 師(コ ン ピュー タ)の 指示 。

⑩ECTθPICPREGNANCY

⑪ －ATTHISP(うINTYθUMAYDESCRIeEYやURTREATMENTPLAN

6R
YθUMAYRETURNTやASKMe・PEQUESTIe,NSeR

GATHERMeRELABORAT6RY6RPHYSICALDATん.

⑫LAPθRATθMY

⑬ －ATTHISTIMEUEWeULDL[KETa巴FFERYeUＴHEAUTHeP.S

AND』TREATトAENTPLANFeRYOUR6ViNCe卜 ξPARISeN.
じIAGNeSIS

⑩医師(学 習者)の 診断

∈舞襟薯謡講⇒

⑫ 医 師(学 習 者)の 治療 法 をキ ー イ
ンし た。

⑬ これ 以 下は コン ピュ ー タの指 導で

あ る。

NIC(うLEHASANECT6PI'CPPE(≡NANCY臼NTHELEFTSI[〕E.ACCaRCINGTe

THEAUTHθR,DR.ReNALDCHEZ,IFYeUHADCHeSENTeAD卜ilT
.NlCθLETθTHEHθSPITALYやuMICHTHAVEPERFeRME〔 》ACULDe

・SC日PYeR

LAPARθSCePY.Y6UWeULDHAVEFeUNDA4C卜x.ENLARGEト4ENT

INTHEMID-PelRTI6N8FTHELEFTTUBEANCASLIGドrTPICKLE(ラF

BLθ(ラDFRθ トイTHEFIト イBRIATECEND.EXPLeRAT(うRYLAPAR〔 うTe・阿Y

REVEALED1200CCeFBLeeDIトlTHEABDeiMEPt.ANCARUPTUPE

INTHEMID→ ⊃ORTI¶NeFTHELEFTTUBE.THEFIGHTTUEEIS

NθRMALASARETHET～ ・∫eσVARIESPPESSPETUPNTeCeNTINUE..・.

LEFTSALPINGeSTeMY

LEFTSAPING(『-eθPHeRECTeMY'

LEFTSALPINGECT6MY㈲ITHCθRNUAL只FSECTI■N

LEFTSALPINGECT6ト 弓Y

DR.CHEZREC6卜4MENDS「rHATANYθFTHESECHやICESCeULDEE

CLINICALLYJJSTIFIABLE.ANYMeREEXTENSIVEePE只ATIθNIS

PLEHSEPRESSTHERETURNKEYT巴Ce卜1TINUE'.....
-AUTHθR,SCRITICALCe

,NCEPTS・ 一－HIST(「RY

■

PAIN←-6BrAINED

TIREDNESS'一 －NeTθBTAINED

BLEEDING'一 －NθT6BTAINED

ABDeMEN--eBTAINED

GENITALS--NθTffBTAINED

SEXUALINTERCθURSE←-NeTeBTAINED

MENSTRUATRラN--NelTeBTメ ～INED

PREGNANT'一 －NθTθBTAINED
'
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付 録3. CR 1 Bの 使 用 料

pLEASETYpETHENUMBEROFTHEEDUCATIeNALTECHN[QUEYelUWeUL[⊃LIKETθUSE・

1--CRIB,THEC6MPUTERIZECRANCey,ITE卜!BANK

2-CASE,THECaトhPUTER-AIじE[)SIMし/LATIa卜.θFTHE CLINICALENCθUトCTER

T(うSIGNθFFTHECθ ト4PUTER,TYPE「SIGNθFF..

1

PLEASECHθeSEADISC正PLINE.

1-ANAT(『MY

2-DERMAT↓ 『Le.GY

3-MICR自BIe・LeＬCY

4-PHYSIθLe・GY

5--PATH(うL召GY

6-PHARMACβLやGY

7-MEDICINE

8-eRTH6PECICS

9-HISTeLeGY

3
一 ト41CRe`BIe ,Le,CY

1・糾ETHaDSANDTECHMIQUES

2.PHYSICALANDCHEtlCICALSTRLICTURESe.F1!ICPe・eRGAN!SMS

3.MICR6B.〔ALMETAB6LISM,GReV,iTFANDNUTRITIC卜.

4.MICR6BIAL>ARIATIeNGFNETICSEVeLUTIe・N

5dDESTRUCTI6NANDC6NTReL否RMICRe・CRGANISMS

6.IMト,,e・NeJL6GY

7.HYPERSENSITIVITY

8.EPIDEMIeL(うGY

9.CENEPALPRINCIPLESθFINFECTIeN,He・ST-PARASITERELATIeNS

10.NaSPECIFICSUB-DISCIPLINE

8
A

・

一

-

.

●

2

3

●

・

.

●

・

4

5

6

7

8

HUトイANGAMMAG-IMMUN6GLeEULINMeLFCULE

HASト]OCAReeHYDRATEASPART(IFTHE

MeLECULE.

ISCほNTR(うLLEDBYATLEAS〕 「TV,,`eGENES.

MIGRATESTe・THEAN6DFI卜 ↓FREE

BOUNDARYELFCTRePHeRESIS.

HASALL〔rFTHEABelVFCHAPAぐTERISTlCS.

HASNe,NEθFTHEAeθVECHAPACTERISTICS

ISACCURATELYCHARACTER!ZEDBY1&3.

ISACCURATELYCトiARACTEPIZEDBY2&3.

ISACCURATELYCHARACTERIZEDBY1&2.

12707

8

N6....CONSIDERANeTHER↓

6

Nθ...●CθNSIDER

7

ANeTHER.

THAT'SCe・RRECT..。.PRESSPETURNFe.RyeRF.

一－AHUMANGAMMAG-IM図UNθ 〔≡.LeBULI卜]MeLECULE

1.PRECIP!TATESINIS(ラTeNICAMドeN1Uy

SULFATE・

2.DeESNeTREACTいITHRABE!TAト 、ITIBeDYT巴PHEUSUSMe卜:KEYGAY卜4A

C-IMMUNeGLe・ttiLIN・

3●HASATLEAST6COA卜41NeACID9.・

4.HASALLeFTHEABe{>FCHAPACTERISTICS・

5.HASNeNEeFTHEABff>ECHARACTEPISTICE・

6.1SACCURATELYCHARACTERIZEDBY'1AN[)2.

7.ISACCURATELYCHARACTERIZEDE∋Y2AND3.

8.ISACCURATELYCHARACTERIZEDBYlANじ3.

△
■

QUIT
-FEEDBACKF6R

ITEMS

SEEN

1

THISSUBD!SCIPLINE

MINIMUM・YCUP

T6PAss9-ceiRE

C

12704
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VIHICH

1.

2.

3.

e・FTHEFe・LLe.VJINGISYeURPLFASURF?

ANEXAMINS(]MEDISCIPLINE巴THEPTHAN卜41CRやBIe・LCGY.

ANeTHEPEXAMINρSUB－ じISCIPLINEUNCERMICR6eleLe,.GY.

TERM匡NATETHESESSIeN.

3
-CURRENTSESSI◎N

ITFMSSFENMPL

lo

Ye・L]Rsce`PE

O

、

TθTALEXPER|ENCEPRIelR

ITEMSSEENMPL.

505018

TaTHISSFSSIe・N

YやupsceRE

22

TeTALEXPERIENCF

ITFMS9.EF.N

5051

UITH

MPL

19

THEITFMpe(rlL

Ye・LJRSCほRF

22

■

一213－
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